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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ねえ智ち弘ひろ。智弘は誰だれかを好きになったこと、ある？」

　どうかな。何をもって「好き」と定義するのか、という問題があるな。家に住み着いているひきこもりの動物に毎日エサをやるのも一種の愛情だろうしな。

「わたしは端たん的てきにね、あなたは恋こいをしたことがあるかと聞いているのよ」

〝半径三メートルの世界〟に他人を引き入れるのは、苦手だな。苦手だった。二人の〝世界〟を共有するなんて、リスクが大きすぎる。リターンが少ない。築き上げるには長い時間と労苦を要し、壊こわすのは一いつ瞬しゆん。どうしてそんな面めん倒どうなことをわざわざやりたがるヤツが大勢いるのか、いまいち判わからない。

　そう、思っていた。

　思っていた、はずだった。

　でも、今は。

「わたしは、あるわ」

　彼女は、優やさしげに、切なげに、悲しげに、そして愛いとおしげに。

　俺の眼めを見つめながら、そう呟つぶやいた。

「わたしはあなたに恋をしているのよ」

　今さら。

　あまりにも、遅おそい。

　だって俺はもう。

　お前との思い出は、過去に封ふう印いんした。

　した、はずだったのに。

　それなのに。

「智弘は、わたしのこと好き？　それとも……この世界から、消えてほしい？」

　俺は。

「あなたは二人のうち、一人しか選べない。あなたとともに生き続ける……………か、あるいは二度と目覚めないオブジェと化した…………か。どちらを生かすかは、智弘が……選んで」

　俺は……。




　もし、俺がお前に感じていたあの気分が恋心というものならば。

　あれが恋だというのならば。




　俺の初恋はまさしく、人でなしの恋……だった。







　ACT.1







　六月。水み無な月づき。

　梅雨つゆの季節なのに水の無い月とは、どういうことなのだろうか。

　もっとも、この世界に梅雨などという風流なイベントは残っているはずがなく。

　今朝も限りなく碧あおい碧い碧い空。鳴りやまないクマゼミの声。ただ立っているだけで流れてくる汗あせ。

〝外の世界〟はあたかも時間の流れを止めて永遠の夏にとどまっているかのように、しかし、確実に少しずつ終わりはじめているようだった。あるいは、ゆっくり終わり続けているというべきか。

　梅雨を感じさせてくれるものといえば、玲れ於お奈ながゆうべ引っ張りだしてきた紫陽花あじさい柄がらの和服ぐらいか。まあ、あいつの頭の中は一年中梅雨で湿し気けっているような気がするが。

　ただしインド洋には今年最初のアル超トラ熱サイ帯ク低ロ気ン圧が発生しているらしいので、今月中には日本列島に上陸するだろう。今どきのアルトラサイクロンは規格外の破は滅めつ的な暴風雨でインド亜あ大たい陸りくを蹂じゆう躙りんしたあと、非常識なことに勢力をさらに拡大しながら猛もうスピードで東アジアへと突つっ走り、三割の確率で中国大陸へ、しかし七割の確率で日本列島めがけて襲おそいかかってくる。

　そうなれば、港は津つ波なみに吞のみこまれ、船せん舶ぱくは転てん覆ぷくし、電柱は倒たおれ、町中の建物が停電し、運が悪けりゃ家屋の一階部分に浸しん水すいする。

　なんというか、非科学的で、適当で、強ごう引いんで、デタラメにも程ほどがある。

　デタラメではあるが、〝外の世界〟で起こる現象というものはたいていはデタラメでマンガじみていてリアリティがないイベントばかりなので、誰も何も言わないし悩なやむこともない。とはいえ、ただでさえ温暖化で海面が上じよう昇しようしているのに暴力的な豪ごう雨うに追い打ちをかけられるのは実に困る。海辺に面している今いま久く留る主す高校が、いよいよ海の藻も屑くずと化してしまうかもしれない。気象庁の長期水すい没ぼつ予報および学校の案内パンフレットによれば、この学校は俺が卒業する頃ころまではなんとかもつはずなのだが、現実ってのは複雑系というかカオスというか、ともかく予測不能の事態が溢あふれているからな。

　でも、まあいい。

「遅かれ早かれ、みんな破滅するさ」

　口に出してみるものの、実感はない。

　世界の終わりは「黙もく示し録ろく」に預言されているように劇的にやってくるのではなく、メソメソと、シクシクと、静せい寂じやくと脱だつ力りよくのうちにやってくる、と何かで読んだことがある。

　たとえば玲於奈の終わりは、十年前のあの劇的なイベントによってもたらされたのではない。

　その後の、十年間。あいつは、メソメソと、シクシクと、静寂と脱力のうちに、ゆっくりと終わり続けているのだ。

　それは悲しいことなのかもしれないが、人は十年という時間のうちに悲しみを感じる力を喪そう失しつしていく。結局は、受け入れるしかない。抗あらがいがたい現実。変へん更こう不可能な過去。起きてしまった現象。選せん択たくしてしまった日常。




　電車から降り、いつもの通学路を通って今久留主高校へと向かう途と中ちゆう。

　俺はシャツの胸ポケットに、何か硬かたくて薄うすいものが入れられていることに気がついた。

　ハンカチ……ではない。

　指を入れてみた。

　四つ折に畳たたまれた、一枚の紙だった。

　ヘンだな。ゆうべ洗った時には、シャツとズボンのポケットに入っている内容物は全部棄すてておいたはずだが。だいいち衣類を紙ごと洗せん濯たく機きに放ほうり込んだら、シャツもズボンもちぎれた紙の破は片へんにまみれてしまって着れたもんじゃない。

　俺は胸ポケットから謎なぞの紙を取りだして、開いてみた。

　そこには、姉貴からのミッションが書かれていた。やたら芯しんの細いシャーペンで。





〈Ｄｅａｒ　ちひろくん。ねえねえ。お姉ちゃん、そろそろイマジンの物語に飽あきてきちゃった。四月の第一話は予算をふんだんに使った出血大サービス巨きよ編へんって感じだったのに、あれからすっかり低予算アニメって状況じゃない？　第一話〝Shaden Hexen〟で制作予算を使い切っちゃったのかなぁ？　このままじゃ大増刷ベストセラーへの道はおぼつかないよ。というわけで、ミッションどぇ～す。ちひろくん、今月はそろそろ学園モノらしく熱々でツンデレでうぶうぶな恋れん愛あいイベントを起こしてくださ～い。できたら大だい道どう寺じ部長と新キャラ美少女との三角関係ってのがいいな。ちょっと無難かもしれないけど、鉄板の展開ってやつ？　あ、でも、ＮＰＣ相手にあんまりエッチなことしちゃダメだよ？　ちひろくんが溜たまって我が慢まんできなくなっちゃったら、素敵わなお・姉たさ・んしが優やさしく処理してあげるからぁ。だってほら、そーゆーことってはじめはきちんと人間相手じゃないとね。さもないとちひろくん、生身の女性に興奮できない超ちよう本格ゲーム脳少年になっちゃうよん？　それはそれで笑えるけどね、てへっ。というわけで、きりきり恋愛フラグを立ててきなさいっ！　あなたの永遠の姉・れおな♥〉






「……なるほどな」

　ゆうべの玲於奈は、俺に何か言いたげにしていたっけ。

　虫の知らせを感じた俺は姉貴の話をスルーしてさっさと寝ねてしまったわけだが、あいつはこんなくだらねえミッションを通達したがっていたのか。本当にくだらねえ。実にくだらねえ。

　恋愛なんて俺はやったことがないし、今後もやる予定はない。

　半径三メートルの中に他人を引き込むなんて、そんな面めん倒どうなこと。

　絶対に、厄やつ介かいな事件に巻きこまれるに決まっているじゃないか。

　ちなみに日本における離り婚こん率は、昨年ついに八〇％超ごえを達成したそうだ。

　メールの後半部分に至ってはもはや論外で、読んでしまったことを心底後こう悔かいして全力で忘ぼうき却やくするよう決意する他ほかはない。

　俺は手紙をくしゃっと丸めて、適当に背後へと投げ捨てた。

　これは公共のマナーに反する行こう為いなので、真ま似ねをしてはいけない。

　ぽすんっ！

「……んにゅぅ」

　あっ。

　後ろを歩いていた生徒の頭に、俺が投とう擲てきしたゴミメールの塊かたまりが当たってしまったらしい。

「すまん。悪かった」

「……」

　振ふり返ると、そこには自分の頭を押さえている杉すぎ原はら珠たま恵えが立っていた。

　俺と同じ15歳には見えない、小こ柄がらなクラスメイト。

　かつて、魔ま女じよシュレーディンガーだった〝タマ〟。

　学園に出現した魔女をひそかに狩かる裏稼か業ぎようを持つ今久留主高校異い端たん審しん問もん部〈イマジン〉と血みどろの死し闘とうを繰くり広げた、強大な〝力〟を持つ魔ヘク女サド症ロ候ー群ムの患者クランケ。

　しかし、今の杉原は……。

「……おはようございます、にゅ」

　語ご尾びにかろうじて饒じよう舌ぜつで毒舌な猫ねこ憑つき魔女だった過去をとどめているだけで、以前の杉原とは完全な別人になっていた。

　魔女としての〝力〟を、イマジンの部長を務める光み紗さ先せん輩ぱいに祓はらわれたのだ。

　大道寺光紗曰いわく、〝力〟とは〝世界〟であり、〝世界〟とは〝記き憶おく〟である。

　そして魔ヘク女サド症ロ候ー群ムは、現実の否ひ認にんからはじまる。

　だから今の杉原には、辛つらかった過去の記憶が残っていない。

　苦く悩のうもなければ、希望もない。

　過去がないから、未来もない。

　杉原はもう、夢を見ない。




（お前～、どこを見て歩いているんだにゅ。それにしても敏びん捷しようなタマの頭にいきなり式を飛ばしてくるとは、お主はなかなかの腕うで前まえだにゅ。いかにも役立たずで無能な脇わき役やくらしいバカ面づらを晒さらしているとはいえ、腐くさってもイマジンの部員は侮あなどれないにゅ。尾お津づ智弘、貴様はどうやらタマの学園征せい服ふくの野望にとって最大の妨さまたげになるライバルに違ちがいないにゅ。かくなる上はタマの殺人前まえ脚あし攻こう撃げきで、貴様が雄お々おしい獅し子しに成長する前にほふっておくことにしたにゅ。ばりばりばり×２）




「……あの……えっと……」

　え？

　あ、ああ。悪い。一いつ瞬しゆん、白昼夢を見てしまっていた……気がする。

　いつの間にか、俺は校門前まで来てしまっていた。

　杉原は門の前に俺が立ちふさがってしまったので、進めなくなっておろおろしているようだった。

　なぜか、とても後ろめたい気分になった。

　杉原を祓ったのは光紗先輩なのだが、俺はあの扱あつかいづらくてややこしい先輩の身代わりとなって祓われた魔女たちに呪のろわれてやると宣言してしまったのだ。その場の勢いというものは恐おそろしい。

　しかし、杉原に対する俺の罪悪感は、どうもそれだけでは、

　……

　……

　……その先は、考えないことにした。

　解決できない事象について悩なやまない。

　修正不可能な過去を振り返らない。

　取り返しのつかない過去を振り返るなんて、それこそ無む駄だで無意味で愚おろかしいことだ。

　永遠に失われてしまった過去など。

　俺が選せん択たくしなかった〝世界〟。俺が切り捨てた可能性。その結果としての現在。目を離はなした瞬間に、陽炎かげろうのように消えてしまいそうな杉原。何もできない、でくのぼうになってしまった杉原。それが現実だ。それ以外の現実など、どこにも存在しない。

〝半径三メートルの世界〟は、人の数だけ存在する。これからも、人が生まれるごとに新たな世界が創られていく。

　だが。

〝外の世界〟は、たった一つだ。

「杉原。俺たち、同じ教室だろ。一いつ緒しよに行くか」

「……そうだった……？　えっと……その」

「俺は尾津だ。尾津智弘。イマジンで執しつ事じ係を務めるヒマジンだ」

「……ふぅん……あうっ」

　杉原は関西人失格の烙らく印いんを押されそうなベタな駄だ洒落じやれをスルーすると同時に、校庭に転がっている小石に躓つまずいてしまった。

　杉原の運動能力は、見る影かげもないほどに低下しきっていた。

　運動能力だけではない。学習能力も。そして、俺とおもしろトークを繰くり広げるために必要なボケの能力も。

　杉原は本来なら、この学校に通い続けることはできないはずだった。

　しかしこいつはキツネ顔の風紀委員長野や郎ろう・笹ささ木き亜あ久ぐ里りの配はい慮りよによって今久留主高校に籍せきをとどめ、実家から無事に「救出」されて学生寮りように退たい避ひすることができた。

「おいおい足あし下もとに注意しろ。行こうか」

　俺は転びかけた杉原を抱だき留めると、そのまま小さな手を引いて校舎へと向かっていた。

　杉原は、無言で俺についてきた。

　二人の頭上には、どこまでも広がる純度一〇〇％の青天。

　グラウンドの片かた隅すみから聞こえてくるセミの声。

　もう、杉シユレ原ーデ珠イン恵ガーが創りあげた黄金の月はどこにもなく。

　杉原の物語は、すでに終わりを告げられていて。

　神戸セカイは、今日も……暑い。




　午前中の授業は、うたた寝ねしているうちに終わっていた。

　昼休み。

　教室の後ろのほうに陣じん取どっている俺と野球部の小お笠がさ原わら、そして書道部の「日本野鳥の会」の三バカはいつものように固まって弁当を食いはじめた。

　俺は玲於奈のエサを作った際の余り物を詰つめこんだ手製の和食弁当。小笠原は体育会系らしく弁当は早弁で消化し終えていて、この時間は購こう買ばい部から焼きそばパンとメロンパンを買い増し。牛乳ではなく豆乳を飲んでいるのは「摂せつ取しゆするプロテインは動物性よりも植物性タンパクのほうが望ましい」というスポーツ栄養学的見地ゆえか。そしておとなしい日本野鳥の会は、巨きよ大だいな杏あん仁にん豆どう腐ふをスプーンで掬すくってもぐもぐと嚙かんでいる。そんなんで腹が持つのか？

　何ひとつ変わることのない日常。

　まあ、俺は他ほかのクラスメイトたちには相変わらずビビられているので、こいつらくらいしか相手をしてくれないというのもあるんだけどな。なにしろ、俺は悪名高いイマジンの部員だ。表向きは素行不良の生徒を探し出して風紀委員会にチクるのが仕事という嫌きらわれ者の部活。裏ではこっそり魔ま女じよを狩かるエクソシスト集団。どっちにしたってイヤな部である。

「そういえば尾津、お前の悪い噂うわさが流れてるぞ？」

　小笠原が切りだしてきた。

「またか。そんなこといちいち俺に聞かせなくてもいい」

　こいつからは先日も「お前が実の姉を自宅に監かん禁きんしてＤＶ振ふるいまくり強制猥わい褻せつしまくり強制排はい泄せつさせまくりだって噂を聞きつけたぞ」という報告を受けたばかりだ。

「お前さ、春先からずっと首にバンダナ巻いてるだろ？　それってさ、イマジンの〈暁あかつきの吸ヴア血ンパ鬼イア〉に血を吸われた痕あとを隠かくしてるんじゃないかって」

「え？　ああ、これか？　これはスカーフだ」

「バンダナでもスカーフでもいーんだよ。この糞くそ暑いのに、いつも首に布きれを巻き付けてるなんて妙みようじゃね～か。そういう目立つことをするから、妙な噂を流されるんだぜ？」

「俺はな、お洒落しやれさんなんだ。これが男のダンディズムというものさ」

「お洒落かぁ？　昔の特とく撮さつヒーロー、しかも変身前って感じでダサいけどなぁ。路上でいきなりトランペットを吹ふきだしそうだ。日本野鳥の会はどう思うよ」

「いや僕の名前は……ううう」

「尾津。そのスカーフを外したら、もしかしてほんとに嚙み痕が出てくるんじゃないだろうな。実はあの津ヴア嶋ンサパナイギアの使い魔にされちまってるんじゃないのか？」

「小笠原、サナギは吸血鬼じゃない。あいつが引きずっている棺かん桶おけの中に詰まっているものは、トランシルヴァニアの土なんかじゃない。現実とはな、もっと凡ぼん庸ようで即そく物ぶつ的で退たい屈くつでつまらないものなんだ」

　実際にはイマジンの書記・津つ嶋しまサナギがいつも引っ張っている棺桶の中身は謎なぞの触しよく手しゆ生物シュブニグラスなんだがな。まあ俺の首筋に嚙み痕がいつまでも残っていて治っていないのは事実だ。ただし。俺を嚙んだ犯人は津嶋サナギではなく、イマジンの部長にして学園に巣くう黒ブラいツク魔ウイ女ツチと呼ばれている大道寺光紗先輩だ。あの時は、冗じよう談だんではなく真しん剣けんにヤバかった。あと数ミリで俺の首の頸けい動どう脈みやくに先輩の犬歯がズブリと突つき刺ささっていたそうだ。

　……つくづく、ヤバい女だ。

「あっ、杉原さんだ……どきどき」

　杏仁豆腐をまったり味わっていた日本野鳥の会が、俺の背後をスプーンで指さした。いや、さしているのは指ではなくてスプーンだから「スプーンさした」と言うべきか。

「……あ……うぅ……」

　振り向くと、杉原が「尾おの道みちラーメンドリンク」と書かれたあやしげなジュースが入った紙パックとパンを持って固まっていた。

　ちょっと驚おどろいた。いつの間に俺の背後を取ったんだ。

「杉原。いつもは一人でどこかに消えて食ってるのに、今日は珍めずらしいな？」

「……うぅ……あう」

「うわ杉原さんだ。うわ、うわ、うわ。どうしよう小笠原？　僕、杉原さんを前にしたら緊きん張ちようしちゃってお話しできないよぅ」

「おお、いいねえ。青春やなぁ。ロリータの命は短し、恋こいせよオトメン」

　白い歯を見せながら日本野鳥の会の撫なで肩がたを叩たたく小笠原。

　そういえば小笠原は元委員長の高たか橋はし香か苗なえに「眼鏡めがねキャラだ！」とほのかな恋心を寄せていたのだが、高橋は四月に起こった魔女事件の首しゆ謀ぼう者しやとして風紀委員会に出頭し、そのまま転校してしまった。行方ゆくえは、誰だれも知らない。そして、うちのクラスには高橋以外に眼鏡女子はいなかった。だからそれ以来、小笠原は野球一筋だ。

　おっと。杉原が立ちつくしている。

「杉原、一人か？　俺たちと一いつ緒しよに食うか？」

「……うん……」

　こく、こく。

　杉原は小さく頷うなずくと、俺の隣となりに椅い子すを引きずってきて腰こし掛かけた。

　俺たちの昼食軍団に、杉原が合流した。

　杉原は同じクラスの高橋香苗、そして倉くら橋はし希のぞ美みと友人だった。しかし高橋香苗は魔女の力を祓はらわれぬままに強制隔かく離りされ、倉橋希美は大道寺光紗に祓われた。杉原と倉橋は、お互たがいに関する記き憶おくを喪そう失しつした。それは、二人が同じ夢を見ていたからだ。同じ夢を、見失ったからだ。夢とは記憶であり力であり世界だ。

「……いただきます……あう……」

　もそもそ。

　杉原は手を合がつ掌しようの形に合わせて「こくり」とお辞じ儀ぎをしたあと、パンが入っているビニール袋に手を掛かけた。

　しかし、うまく破れない。

「あう。あう。あうう」

　涙なみだ目めになって、袋を破ろうと手をわさわさ動かす。

　指が、小刻みに震ふるえていた。

　こいつ、今までどうやって昼食を食ってたんだ？

　もしかして……食えていなかったのだろうか。

「落ちつけ。ほら、みっともなく唸うなるな」

　俺は杉原の代わりに、パン袋を破った。

　破って、中身（白あんパン）を杉原の手に摑つかませた。

「尾津くんって、立派だよね……こういう男が女の子にモテるんだよね、はぁ……」

　なぜか溜ため息いきをつく日本野鳥の会。そういえばこいつ、杉原に惚ほれてるんだったっけな。いきなり杉原のキャラが変わってしまってからも、あまりそのことを気にしていない。恋は盲もう目もくというからな。それとも、単に天然おとぼけキャラなのか。

「立派って何がだ？」

「さらっと自然に女の子に親切にしてるだろ？　それって女の子の扱あつかいに慣れているモテ男の特とく徴ちようというか特権というか、万年脇わき役やくの僕にとっては超ちよう能のう力りよくみたいなものだよ～」

　女の子に虐しいたげられ慣れている下げ僕ぼく野や郎ろうの悲しき性さがだと思うけどな。なにしろダメ姉の飼育を十年間やらされてきたんだぞ。あいつは、自分でパンの袋を破れないどころじゃなかった。

　まあ、今の玲於奈はうざったい「喋しやべる粗そ大だいゴミ」に進化しているが。

「……あうっ」

　あ。

　ころころころ……。

　杉原のやつ、頰ほお張ばろうとした矢先にパンを丸ごと床ゆかに落としてしまった。

「……うっ……うぐ……ごめんなさい……」

「ええい、泣くな」

　仕方ないのでパンを拾い上げて、指でぱっぱっと埃ほこりを落としてみたが、エントロピーの法則が邪じや魔まをしてどうにも元の状態には復元できそうになかった。

「というわけで俺の弁当とお前の白あんパンを交こう換かんするぞ、杉原。これは俺が家で飼っているダメ動物に与あたえているエサの余り物だが、一応栄養価を計算して作ってある。人間さまの食事に比べるとかなり塩分控ひかえめだが、まあまあ食えるぞ」

「……タマは……お箸はし、持てないよ……」

　タマ、か。

　なんだか久しぶりに聞いた気がするな、その一いち人にん称しよう。

「す、杉原さんの一人称って『タマ』なんだ。か、かわいい……でもなぜか尾津くんとの二人の間に割って入っちゃいけない気がするよ、ううう」

「青春やなぁ。はぁ……俺もそろそろ新しい恋をはじめたいところだけど、現実の学園にはなかなか眼鏡っ子がいないんだよなぁ～」

　小笠原。お前はもしかして眼鏡に恋をしたいのか。

「杉原、箸が持てないのなら俺が食わせてやる。口開けろ」

「……え？　う、うん。あ～……ん」

　小笠原と日本野鳥の会が「おおー」とステレオで歓かん声せいをあげて冷やかすが、まあ俺はイマジンのアフターサポート係だからな。これも仕事のうちだ。本来ならこういうことは、祓いっぱなし、呪のろいっぱなしのあの冷血女がやるべきなのだが。

「そうだ日本野鳥の会。お前が杉原に食わせるか？」

「えっ？　えええええっ？　ぼっ僕はそんな。恥はずかしくて無理っ無理だよっ!?　尾津くん、君はほんとうに大人物だよ～」

「さすが尾津。俺たちにできないことを、平然とやってのける」

　そこにシビれるあこがれるゥ、と続けるの禁止な。

「……もぐ……おいしい……」
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　焼き魚を口に入れた杉原が、少しだけ微笑ほほえんだような気がした。

　ただの感傷かもしれないけどな。

　そうだ。

　かつての杉原の相方、倉橋希美はどうしてるんだ。

　どうせメンツが増えたついでだ。倉橋もこの昼食軍団に引き入れて、もう一度杉原と仲良くさせて……って、これも余計な感傷かな。

　俺は、倉橋が座っている席に目を向けた。

　倉橋も一時は杉原同様にあらゆる能力を著いちじるしく低下させていたが、今ではかなり回復して日常の学園生活をどうにかこなせるようになった。

　倉橋の〝力〟は、杉原のそれに比べれば、ごく小さなものだった。だから祓はらわれた〝力〟も、微び少しようだったのだろう。ゆえに、短期間のうちになんとか回復できたらしい。脳の可か塑そ性ってのはたいしたものだ。

　さて、ただいまの倉橋は。

「……ん、な、なに？　お、お、尾津くん」

　困ったように眉まゆ毛げを八の字に下げて（これはいつものことだが）、ちょっとびびってたじろいでいる。

「倉橋も一いつ緒しよに食うか？　お前と杉原は同じ中学だったろ？」

「え？　え？　そ、そうだっけ？」

「ああ。二人とも同じ中学の漫まん研けん部員だったはずだ」

「ええ？　私……え、遠えん慮りよする。ごめんね……」

　ガタガタッ。

　慌あわてて席を立って、弁当箱を抱かかえて教室から逃にげていく倉橋。

　杉原は、その後ろ姿をぼーっと見送っている。

　ちょっと強ごう引いんすぎたかな。二人はお互たがいを忘れてしまっているのだし、倉橋は俺が「イマジンの吸きゆう血けつ鬼きに血を吸われた使い魔ま」だという噂うわさを耳にしているだろうし。

　それに素すの倉橋は、極きよく端たんな弱気っ子なのだ。

　俺の脳のう裏りには、槍やりを振ふり回して「邪魔なのだ邪魔なのだ」と騒さわいでいる倉橋の姿しか浮うかばないのだが。

「尾津くん。倉橋さんは男性恐きよう怖ふ症しようのケがあるんだから、もうちょっとうまく誘さそわないとダメだよ～」

「悪い。杉原も女の子一人じゃ寂さびしかろうと思ってな」

「あんまり女の子に声かけまくってると、イマジンに捧ささげる生け贄にえを狩かり集めている従者だと思われるぞ？」

　ま、当たらずとも遠からず。似たようなもんだ、小笠原。事前準備なのか、事後処理なのかの違ちがいだけさ。お前が外しているのは、今久留イ主高校マ異端審ジ問部ンを魔女の軍団だと思いこんでいる一点だけだな。

　実際のイマジンは学園の魔女を〝狩る〟組織なのだ。

　イマジン部長大道寺光紗、あのおっかない女は、魔ヘク女サ化ド症ロ候ー群ムを発はつ症しようした生徒を、強引に呪って〝力〟を奪うばい取ってしまう。夢を、奪う。それは、とてもとても暗い仕事だ。

　倉橋の口数が増えてきたことだけが、せめてもの慰なぐさめかもな。

「……もぐ、もぐ……」

　こいつも。

　寂しげに卵焼きを嚙かんでいる杉原も、少しずつ回復していくのだろうか。

「杉原。口の周りがご飯はん粒つぶだらけだ」

「……あう」

「拭ふいてやるからじっとしてろ」

「……んにゅぅ……」

「尾津、お前までロリコンだったとはな。しかも、これほど視力が良さそうな女の子がストライクゾーンだなんて……いやこれはお前自身の問題だ、何も言うまい」

　小笠原。なぜお前の目には視力が低い女の子が極ごく上じようのホームランボールに見えるのか、それを一度問い詰つめたい。

「尾津くん、クラスのみんなが遠巻きに見ているのに大だい胆たんだね～。そこにシビれるあこがれるよ」

「だから。それ禁止な」

　俺たちからこうやって言葉を掛かけられ続けていれば、いずれまた杉原は笑え顔がおを見せるようになるのだろうか。

（まあ、杉原がもし記き憶おくを取り戻もどしたら、俺は真っ先に復ふく讐しゆうされるんだろうけどな）

　それはそれで文句は言えない気がした。

　俺は、杉原を救わなかった。

　珍めずらしく俺が憂ゆう鬱うつな気分に浸ひたりかけていた、その時だった。

　いきなり耳元に女生徒のがなり声を吹ふき込まれた。




「おおっと、無む抵てい抗こうな杉原珠恵の柔やわらかな頰ほおを薄うす汚ぎたないハンカチで蹂じゆう躙りんしているぞ尾津ちひろんっ！　己おのれのパーソナルエリアを守る男という仮面をついにかなぐり捨てて、今まさにいたいけな幼女キャラを手て籠ごめにしようと企たくらんでいるのか尾津ちひろんッ？　まさに悪っ！　これぞ悪っ！　この小しよう児に性愛趣しゆ味み剝むきだしのだだ漏もれ男ちひろんを悪と規定せずして何をもって悪と呼べばいいのでありましょうかっ!?　女の敵、少女の仇あだ、ご同類のアキバ系にとっては大迷めい惑わくな『地じ獄ごくの性欲魔神』がついに立ち上がったぁッ！」

　何。誰だれ。ちこりとは声が違うし、（中略）がないし。

「おっす、ちひろん。あちきしのいない間に、いったい何をやってるんだ～？　う～ん？　クラスメイトの中でいちばんちびっこい幼女を相手に愛妻弁当ごっことは、あちきしもずいぶんと舐なめられたもんだねぇ？」

　げ。

　うるさい奴やつに見つかってしまった。こいつ、いつも昼休みは教室から消えているってのに……今日はどうしたんだ。

「十じゆう兵べ衛え。誤解だ。これは違うんだ」

「十兵衛言うな──────っ（涙）」

　このいかにもスポーツ系といった感じのスレンダーな短たん髪ぱつ娘むすめは、江え来く栖す十兵衛。いや、違った。正しくは江来栖十クリス兵トフアー。会ったことはないが、こいつの母親はいわゆるヤンママだ。だから「十兵」と書いて「クリストファー」と読ませるような恥はずかしすぎる名前を平然と己の娘むすめにつけてしまったのだそうな。俺が子供だったら絶対に確実に間違いなくグレていた。

　所属は小笠原と同じ硬こう式しき野球部。マネージャーではない。こいつは女なのに男に交じって選手をやっている。しかもあろうことか一年生でエース。背番号18のサウスポー。よく知らないが、スポーツとくに球技に関しては正真正しよう銘めいの天才らしい。毎日毎晩「重いコンダラ」を引いて走って鍛きたえてきたせいか、やたらと引き締しまって密度の高そうなボディはまことに健康的かつ均整が取れていて、西洋人形のような日本人離ばなれした整った顔立ちと相まって「一年生最美少女」という声もちらほら。

「その『あちきし』という何もかもが台無しの一人称をやめてくれたら、お前を見た目通りの美少女高校生キャラだと認にん定ていして『十兵衛』と呼ぶのも遠えん慮りよしてやろう。いつもそう言っているじゃないか」

「あちきしがあちきしのことを『あちきし』と呼んで何が悪いのさ。こちとら江え戸どっ子だよ、おうおう。そもそも『あちきし』の由来は古いんだよ。正しくは『阿あ知ち吉き師し』と書いてだね、『日に本ほん書しよ紀き』にも紹しよう介かいされている立派な学者なんだから。あっは」

「噓うそをつけ。お前は江戸っ子じゃなくてヤンママっ子だ」

「うちのおかんを『ヤンママ』言うな──っ！　その通りだけどさっ！」

　この十兵衛、いや、江来栖は委員長高橋なきあと勝手にクラスを仕切っているお喋しやべり女だが、日々のハードな練習で青春の欲求不満を解消できているせいか、それとも生まれつき何ごとにも真しん剣けんに悩なやめない仕様なのか、ともかく天性のご陽気キャラなので誰からもマジな反感を買ったりはしていない。髪かみの色が茶ちや髪ぱつってるが、これは生まれつきなのだそうだ。

　唯ゆい一いつの欠点と言えば、かわいくない一人称の使用、そして下の名前を呼ばれると切れるということくらいか。

「悪かった十兵衛。人間誰しも、コンプレックスをねちねち突つつかれると人格者の仮面が剝はがれて無む惨ざんな本ほん性しようが露あらわになってしまうものだ。しかし、俺はどうしたわけかお前のやたら戦せん闘とう的でアドレナリン過か剰じような肉体を目にすると無性にからかいたくなってしまうんだ」

「だーかーらー、十兵衛言うな～っ！」

　そんな。大きな目に涙を浮うかべてまで嫌いやがらなくても。

　ところでこいつは、「男女交際仕切り屋」なのだ。基本的に男嫌ぎらいらしく、クラスメイトの女の子に必要以上に親しくしようとする男を採点しては「男女交際に相応ふさわしい資格ありやなしや」を勝手に判定して相手の女の子にその結果を知らせるという、実にはた迷惑な世話焼きなのである。

　本来はイマジンのアフターケア係を務めねばならない俺がこれまであまり倉橋や杉原に接近しなかったのも、こいつが鬱うつ陶とうしいからという理由もあったわけで。

　というのは。

「あちきしさぁ、ちひろんは女の子に接せつ触しよくするの禁止って言ってるよねっ？　判わかる～？　その鳥頭はあちきしの命令を覚えられないクソ仕様なわけ？」

　そう。

　十兵衛、いや江来栖チェックで男女交際禁止とダメだしされてしまう「最低男ランク」に入れられてしまった男は、このクラスでただ一人。すなわち、俺だけなのだ。

　だからこそ、誰も文句を言わないわけだ。

　おや。もしかしたらこいつは男嫌いなのではなく、俺だけを嫌きらっているのかもしれない、と今ごろになって気づいた。人間の意識って、気づきたくない現実にはなかなか気づけないものだよな。

「え、え、江来栖。お、おはようさん」

　小笠原が起立し、ギクシャクしながら江来栖にぺこりと一礼した。体育会っ!?

「おっす小笠原！　お前は風のように転校していって伝説となった元委員長にまだ気がありそうだけどなっ、そろそろ新しい恋こいにでも目覚めたほうがいいと思うよ？　あっは」

「うぐ。ぜ、善処する」

　小笠原は、幼なじみの江来栖に頭が上がらない。昔から文字通り頭を押さえつけられて支配されっぱなしなのだそうだ。特に、中学校の野球部にいきなり入ってきた江来栖にポジション……エースピッチャーの座と背番号１をあっさり奪うばわれたことが一いつ生しよう涯がい残る痛つう恨こんの大トラウマとなっているそうな。

「なあ江来栖、あんまり尾津を虐いじめないでくれるか？　こいつはさ、魔ま女じよの手先だとか吸きゆう血けつ鬼きの使い魔だとか悪質な覗のぞき魔だとか実の姉に強制排はい泄せつさせるのが趣しゆ味みだとかいろいろ言われてるけど、本人はこの通り苦み走ったナイスガイなんだぜ？」

　どこからそういう噂うわさが湧わいてくるんだろうな。特に最後のやつ。

「イ・ヤ。あちきし、ちひろんがだいだいだいっっっ嫌いなんだもん。野球に喩たとえれば一九八一年に読売ジャイアンツの江え川がわ卓すぐるが20勝６敗防ぼう御ぎよ率２・２９奪だつ三さん振しん２２１で最多勝利・最さいゆ優うし秀ゆう防ぼう御ぎよ率りつ・最高勝率・最多奪三振・最多完かん封ぷう試合の投手五冠かん王を達成したにも拘かかわらず沢さわ村むら賞が同じチームの西にし本もと聖たかしに『ピッチングフォームが沢村栄えい治じに似ている』というだけの理由で贈おくられた時くらいにムカつくわけ。あっは」

　あっは、じゃねえ。一九八一年にはお前はまだ受精卵にすらなっていないだろうが。っていうか江来栖の母親すらまだ生まれていない。それに「ちひろん」ってのも「第二次大戦中に極ごく秘ひ開発された米軍の秘密爆ばく弾だん」とか「毒薬まがいの危険な食品添てん加か物ぶつ」みたいな呼び名だな。

「俺って、十兵衛に何か嫌われるようなことをしただろうか。うーむ。思いだせない」

「だから十兵衛言うなーっ！　ちひろん、あちきしがそんなに憎にくいっ？　あちきしの名前がそんなに面おも白しろいっ？　ヘソが茶を沸かすほど面白いっ？　うるっ、うるうるうるっ」

「ああなるほど、悪かった十兵衛。つまり俺はお前のことをしつこく十兵衛と呼び続けてきたのでこれほどに嫌われてしまったわけだな。俺は十兵衛というあだ名に胸むね一いつ杯ぱいの愛を込こめてきたつもりなのだが、なんて悲しいすれ違ちがいなんだろうな十兵衛」

「判ってるなら、十兵衛言うなーっ！」

　しかしな。十兵衛って『ハレンチ学園』のヒロインのあだ名と同じだぞ。昭和ネタが好きというキャラを押し通したいなら、もっと喜べ。俺はな、中ちゆう途と半はん端ぱなキャラぶれが許せないタチなんだ。

　まあ、読んだことないけどな『ハレンチ学園』。

「ちひろんってさぁ、そうやっていつも判ったような判らないような言葉で人をおちょくってケムに巻いてるけどさ～。あちきしは、そーゆーインドア文系特有のうっぜえ態度ってはっきりしなくて超ちよう嫌きらい。世界ってね、ストライクとボール、ヒットとアウト、セーフとホームランとにスパッと分別できるんだから」

　待て。セーフとホームランは対立項こう目もくじゃないぞ。

「二十一世紀の日本ってそーゆーはっきりしない態度がかっこいいみたいな風潮があるよね。だからプロ野球人気が沈しずんだんだろうね。あっは」

「いや、地球温暖化が原因で甲こう子し園えん球場が西にしの宮みや湾わんに水すい没ぼつしたから人気も沈んだんだろ？」

　ちなみに東京ドームはむしろ水没してからのほうが「世界初の海底ドーム球場」として大人気だけどな。

「えー？　ちひろんって、ほんっとにバカ？　それは違うよん？　だってほら。甲子園球場は永遠にあるよ、あちきしの胸の中に……目を閉じれば、そこはフィールド・オブ・ドリームス……でしょ？　ねっ？」

「そういえば先週、ケビン・コスナーの映画『フィールド・オブ・ドリームス』を本気にして自分の畑を潰つぶして球場にして破産した奴やつがいたな。いい歳としして現実と物語の区別もつかないとは、あまりにも愉ゆ快かいすぎてうっかりヘソで茶を沸かしてしまった。ヘソで茶を沸かした経験は、お前の名前をはじめて聞いた時以来だ」

「あああーっ！　だからぁ、ちひろんのそういう態度がむかつくって言ってるんじゃんかっ！」

「俺はお前に『男女交際禁止令』を勝手に発布されたことにむかついているかもしれないぞ」

「だってぇ。あちきしは、わがクラスの愛らしい女の子たちがちひろんの毒どく牙がにかかるのを黙だまって見ていられないのっ。彼女たちはみんなあちきしのモノであるべきなんだからぁ」

　なんだその発言。ちょっと百ゆ合り百ゆ合りしいな。

　ま、ハンサムな江来栖はどちらかというと女の子にモテてるからな。いつも机の中に女子からのラブレターが投とう函かんされているし。鍛きたえられていながらも丸みを帯びた太ふと腿ももとシャツ越ごしにも判わかる胸の膨ふくらみさえ見なければ中性的な美少年に見えなくもない。中学時代には「彼女」がいたという噂も耳にしているし。

　……口を開いたら台無しだけどな。

「まあまあ。江来栖さんも一いつ緒しよにお弁当を食べようよ」

「……あう」

　江来栖のテンションに全くついていけない日本野鳥の会と杉原が、初めて呼吸を合わせて同時に口を開いた。まあ杉原はどうも「この女うるさいにゅ」と言いたげだが。

　しかし江来栖は、

「あ～、無理無理。あちきしは繊せん細さいだからぁ、『地じ獄ごくの性欲魔神』ちひろんと相席したらこいつの視線だけで純潔を穢けがされそうでご飯が喉のどを通らなくなっちゃうから。それに、昼休みはあちきし、大切な用事があるし」

　と首を横に振ふる。だからお前はいったい何しに来たんだ。

「あ、そうだった！　今日は教室に用があったからターンしてきたんだっけ。あちきしってば、こりゃうっかりしていたね。へっへっへっ。やいやい、尾津ちひろん。これを有り難がたく受け取りやがれっ」

　江来栖は胸むな元もとから一通の手紙を取りだしてきて、いきなり俺に手て渡わたしてきた。

　この手紙……なんだか少女の人ひと肌はだにじんわり温められていて、いい案配にぬくぬくしているのだが。

　つーか、クラスメイトの女の子が男に手紙を渡わたすって、これはもしかして。

「えええっ？　え、江来栖っ？　お前っ男にラブレター渡す趣しゆ味みがあったのかっ？　俺はてっきりお前はレズビ……げふっ」

　ごきん。

　何か危険な言葉を叫さけぼうとした小笠原の後頭部に、江来栖の軽かろやかなエルボーが決まった。肘ひじを振り下ろす直前にいちいち「ふるふるふる」と全身をおちゃめに揺ゆらしてタメを作るのは「ピー民プル衆ズ・のエル肘打ボーち」という技わざだから、らしい。それはどんな技だ。

「誰がちひろんにラブレターなんか渡すかっ！　これは果たし状なんだよ果たし状っ！　いいか、ちひろん。放課後にあちきしが指定した場所におとなしく、そそくさと、いそいそと参上つかまつりやがれっ！　もしも逃にげたらお前が自分の姉を監かん禁きんしてＤＶして強制猥わい褻せつして強制排はい泄せつさせているという噂うわさをインターネットで全世界に発信した上に返す刀で会員制の裏サイトを作ってお前を嫌っている連中を一カ所に集結させてやるからな」

　確かに、封ふう筒とうには墨すみで「果たし状」と書かれてあった。やたらと達筆なので解読しづらいが、たぶんそう書いてあるのだろう。いや、それより「姉を強制排泄」という噂をばらまくことだけは頼たのむから許してくれ。いろんな意味で。俺はな、あいつを家から強制排はい除じよしたいだけなんだ。一文字違ちがいで大違いだ。もしかしてその話、全校中に広まっているんじゃないだろうな。

　……しかし妙みようだな。玲於奈の存在を、この学校の人間は誰も知らないはずだが。唯ゆい一いつの例外であるイマジンの連中は悪い噂を流される側であって、流す側じゃないし。

「判ったなっ！　必ず一人で来るんだぞっ！　もしもイマジンの魔女どもを連れてきたら『野球の授業中にちひろんの側頭部にビーンボールを命中させて合法的にアサシンする』くらいの報復をしてやるからな！　あと、その手紙の中身は実にプライバシー情報満まん載さいてんこ盛りなんだから決して誰にも見せるなよ」

　まったく意味が判らない言葉を矢や継つぎ早に発しながら、江来栖は廊ろう下かへと走り去っていった。

「何だったんだ、いったい？」

「……あう……？」

「いつもさわがしい人だよね、あはは」

「尾津……お前はほんとに不幸だなぁ。イマジンの次は江来栖にまで目をつけられるなんて」

　小笠原に同情されてしまった。

　まあ、仕方がないな。

　いきなり江来栖が掌てのひらを返して「ちひろん好きです愛していますあちきしとつきあってください。断ったら殺すよ？」と言いだすのであれば何をおいても逃げるしかないが、まあ俺に限ってそういうイベントは決して起こらないだろう。

　俺はこれまでの人生において誰からも好きだと言われたことがないし、誰にも好きだと言ったことがない……はずだ。半径三メートルの世界に、うっかり異性を踏ふみこませた経験などない。

　もちろんダメ姉の「ちひろくん好き好き」は除外な。あれはエサをくれる飼育係に動物が懐なついているだけだからな。

　そして、俺自身が誰かに「好きだ」と言ったことも……ない……はずだ。

　以前、光紗先輩に「好きだったかもな」なんて恥はずかしい台詞せりふを吐はいてしまったことがあった気がするが、あの時は俺自身に死亡フラグが立っていたので生きてる間にとりあえず一度言ってみたくなっただけさ。それに先輩、テンパっちまってぜんぜん聞いてなかったしな。だからノーカウントだ。










　午後の授業中、俺は江来栖から渡された「果たし状」の中身をひそかにチェックした。江来栖当人はといえば、昼休みの終しゆう了りようと同時に教室に舞まい戻もどってきて机の上に突つっ伏ぷして寝ねている。

　小笠原と日本野鳥の会を視線と教科書で「しっしっ」と撃げき退たいしながら、俺は果たし状を封筒から取りだして開いてみた。

〈おいこら、ちひろん。放課後、ちょっとツラ貸せやん。ちょっとナシつけたいことがあるのよねん。もし、あちきしをシカトこいたらクラス全員からちひろんの携けい帯たいに〝虐いじめとは思っていませんでした、からかっているつもりでした、っていうかむしろかわいがってあげていたつもりでした。尾津くんは被ひ害がい妄もう想そうなのだと思います〟的なイヤげメールを一いつ斉せいに送信させて貴様を精神的にレイプして魂ソウルをぶち殺すぞん♪〉

　とかそういう感じの不条理な暴言がたっぷり書かれてあるに違いないと思いきや、意外にも。




〈拝はい啓けい　尾津智弘さま〉




　という肩かたすかし的な一文にはじまり（しかも毛筆ではなく、ボールペンで書かれた少し丸っこい女の子らしい文字だった）、




〈突とつ然ぜんの手紙に驚おどろかれているかと思いますが、わたしは以前からあなたのことをよく知っています。あなたにひそかに憧あこがれていました。でも、ある理由から、わたしはあなたの前に現れることをずっとためらっていました。さんざん迷いましたが、一度わたしと会っていただきたく思いました。わたしは、あなたのお友達になりたいのです〉




　なんだこれは。

　まるで恋こい文ぶみだ。

　しかも、字がかわいい。

　おい。どうしてこんな玲於奈のリクエストに応こたえるかのような突とつ発ぱつ的イベントが都合良く起こっているんだ？

　江来栖が寝ている方角に視線を送るが、「こら起きろビーム」的視線を江来栖の背中に投射しても反応がない。やはり、人間と人間とはテレパシーによって繫つながってはいないのだ。

　もう一度、手紙を睨にらんでみた。

　まさかこの手紙は江来栖が書いているわけではあるまい。封ふう筒とうに書かれた「果たし状」の文字はきっと江来栖が筆で書き殴なぐったのだろうが、便せんの本文は確実に別の誰だれかが書いたものだ。

　しかし、もしかしたら江来栖の悪戯いたずらなのかもしれない。




〈放課後、××××図書室の閲えつ覧らん室しつに来てください。待っています〉




　××××の部分は墨すみで塗ぬりつぶされていて、そのすぐ右に「図書室の閲覧室」と書き足されてあった。この書き足された文字は、落ち着きがない感じで妙みように汚きたない。別人が書き足したのか？　ますます怪しいな。

　いっそ、この手紙も丸めて窓から投げ捨てておこうか、と思ったが。

　ＰＳ．と書かれた追つい伸しんを読んだ瞬しゆん間かんに、俺の心臓は凍こおり付いたようになった。いきなり胸に手を突っ込まれて、心臓を握にぎりつぶされたかのような衝しよう撃げき。油断していた。




〈あなたが実家にお姉さんを監かん禁きんして飼っていることを、わたしはよく知っています。おそらく、あなた自身が知らないことすら、わたしには判わかっています。わたしはきっと、あなたの力になれます〉




　おい。

　誰だ。なぜ姉貴の存在を知っている。俺自身が知らないことって何だ？　誰が書いたんだ、この手紙。ちょっと待て。これはラブレターじゃなくて脅きよう迫はく文ぶんじゃないのか。まさか、これを書いた奴やつは俺が姉貴を監禁している犯罪者だと思いこんでいるのか？　俺の力になれるって、どういう意味だよ？　共犯者になってあげようとでも提案されるのか？　だいたい姉を監禁している変態と友達になりたがる女って……いや、女だとは限らないな。女の子になりすました野や郎ろうだという可能性も……ああ、もう。だから俺は〝外の世界〟が苦手なんだ。不条理だ。

　差出人の名前は……




〈神戸市×××在住　×××××より　２０××年××月××日、記す〉




　漆しつ黒こくの墨で、差出人の住所氏名、そして日付までもが見事に塗りつぶされていた。

　そして、その周辺には、明らかに血けつ痕こんらしき赤黒い染しみが、まるで「錆さび」のようにぽつ、ぽつと広がっていた。

　どうにも、ただごとではない。

　本来なら鳥とり肌はだが立つところなのだろうが、俺は体温が低い。というよりはむしろ、〝外の世界〟の不条理さに直面すると体温が下がるらしい。意識の一部が分ぶん離りして、俺の背後に浮うかぶ。そして、嘆たん息そくしたり困こん惑わくしたり憔しよう悴すいしたりしている俺自身を後ろから観察しはじめる。俺は、そういう体質なのだ。

　慌あわてるな。落ちつけ。まだ脅迫状だと決まったわけではない。玲於奈の件を持ち出されている時点でかなり危険な相手だという予感はあるが、江来栖に聞けば判ることだろう。この手紙は、江来栖が俺に手て渡わたしたのだ。

　もう一度、江来栖が寝ねているはずの机へと視線を戻もどしてみた。

　江来栖の椅い子すには、誰も座っていなかった。

（……いつ消えた？　足音も立てずに教室から出て行ったのか？）

　あいつは忍にん者じやか。

　玲於奈。俺は恋れん愛あいイベントに巻きこまれたのではなく、サスペンスルートに足を踏ふみ入れてしまったらしい。それも、お前のおかげでな。

　とりあえずこの奇き怪かいな手紙は今夜の「今日の尾津智弘物語」報告会に使えるので、鞄かばんの中にしまい込んでおこう。この期ごに及およんで姉貴のウケを取ることを優先するとは、我ながらどうかしていると思う。

　俺にも姉貴の病気が伝染したのかもしれないな。







　授業が終わると同時に俺は鞄を摑つかんで駆かけだし、図書室へと向かっていた。

　指定された場所は、図書室のいちばん奥に位置する閲覧室。

　とりあえず、個室ではある。

　しかし密室ではない。ドアには大きめのガラス窓が取り付けられていて、外から部屋の様子をうかがうことができる。もちろん本を閲覧するためのスペースだから防音室でもない。

　イマジンの面々に相談してみるという選せん択たく肢しもあったが、あまり待たせると「シカトこいたな」と江来栖が怒おこり出すかもしれないし、光紗先輩とちこりにこの果たし状を見せたりしたらかえって面めん倒どうな話になるに決まっている。手紙の主をイマジンの部室に監禁して拷ごう問もんするとか、そういうネジが外れた奇き行こうに及ぶかもしれない。それはそれでアリだが、俺は可能な限り穏おん便びんにことを済ませたかった。火にわざわざ油を注いだ上に容よう赦しやなくナパーム弾だんをぶっ放すような真ま似ねは避さけたほうが賢けん明めいだろう。




　閲えつ覧らん室しつは手前からＡ、Ｂ、Ｃの三部屋に分かれている。

「松の間」「竹の間」「梅の間」とでも書かれていれば緊きん張ちようしなくてもいいのだが、「Ａ、Ｂ、Ｃ」ではいかにもミステリー小説に登場する密室みたいで無む駄だに緊張させられる。いや、密室じゃないことは判っているんだけどな。

　Ａ、Ｂの部屋には誰だれもいなかった。ドア越ごしに窓から室内をチェックできるので、無神論者のくせに（勘かん弁べんしてくれよ）と形けい而じ上じよう的な存在に祈いのりながらドアを開かされるといった苦行は避けられた。

　そして、Ｃ。

　当然、このＣがビンゴ、ラスボスの待ちかまえる危険な部屋だということになる。消去法で考えればそうなる。

　そして、Ｃに江来栖がいるとは思えない。

　あいつがこんな回りくどい真似をするはずがない。何か俺に含ふくむものがあるのなら面と向かって俺を罵ば倒とうすれば済むし、江来栖なら躊ちゆう躇ちよせずにそうするだろう。っていうか、昼休みにさんざん罵倒されているし。

　俺は、Ｃの部屋の前に立つと、窓の向こうの様子を確かく認にんすることもなくノブを捻ひねってドアを開いた。

　室内にまたイマジンの三人が血ダルマ死体となって転がっているのではないか、という嫌いやな予感がしたので、確認するのが怖こわくなったのだ。




「はじめまして。尾津……智弘」




　Ｃの室内には。

　手回しタイプの車くるま椅い子すに座り、膝ひざ元もとを毛布で覆おおっている一人の……ひどく瘦やせた少女が、いた。

　髪かみ型がたは、おかっぱの後ろ髪がそのまままっすぐ伸のびたようなセミロング。

　化け粧しようっ気のない小さな顔は、やや蒼あお白じろくて、鼻も口もこぶりで、頰ほおは瘦せていて、しかし瞳ひとみだけは大きく見開かれていて、その視線は強い意志を放っていた。

　毛布で覆った膝の上には、ハードカバーの本が一冊。

「澁しぶ澤さわ龍たつ彦ひこ全集」というタイトルだけ、かろうじて読めた。

　上半身には、今久留主高校の制服。

　ほとんど無意識のうちに、胸むな元もとのリボンの色を確認。

　一年生。俺と同じ学年。

　その相そう貌ぼうにも、その双そう眸ぼうにも、見覚えがない。記き憶おくを探さぐる。過去にどこかで会っている相手なのか。思いだせない。

　しかし、どこか懐なつかしい感じがした。言葉ではうまく言えない。デジャヴとも違ちがう。かつてニーチェが幻げん視しした「永えい劫ごう回帰」のような絶望的な直観とも違う。強しいて言えば。郷きよう愁しゆうか。どうして。

　声が出ない。

　俺は閲覧室に入ると同時に、そのまま立ちつくしていた。

　てっきり、片目に眼帯をつけて「猫の手」を翳かざしている危ない神さまが俺の寝ね首くびを搔かくために待っていると思っていたんだけどな。

　まさか、あの果たし状の差出人が車椅子に乗った瘦そう身しんの少女だったとは。

　緊きん張ちよう感かんが、どっと霧む散さんしていく。

　代わりに襲おそってきたものは、目め眩まい。

　強きよう烈れつな、目眩。

　全身から力が抜ぬけていくような、奇き妙みような感覚。

「来てくれてありがとう、智弘。どうぞ、座って」

　柔やわらかい声だった。まるで人形のように無機質で体温の低そうな外見からは想像できないような、温かくて優やさしい声。

「あ、ああ」

　全身に回っていたアドレナリンが急激に消しよう滅めつしていくのが判わかる。

　彼女のすぐ隣となりに置かれていた備品のパイプ椅い子すに座る。

　さて、こういう時に何から話せばいいのか。

「俺が尾津だ。尾津智弘。って、もう君は俺のことを知っているんだったな？　あの手紙は君が書いたのだろう？」

「わたしは、月見里やまなし。月見里真ま稀き名な」

「山やま梨なし、か」
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　山梨って……甲か斐いの国だっけ？　甲こう府ふ盆ぼん地ちがまるごと入っている県で、海がなくて山ばかりの土地なのに、なぜかヤマナシ。甲斐を治めていた名将武たけ田だ信しん玄げんがせっかくの三国同盟を破は棄きして、息むす子こに腹を切らせてまで駿する河がを奪うばおうとしたのも、海が欲しかったからだとか。

「智弘、たぶん間違えてる。月見里は『お月見する里』と書いてやまなしと読むの。やまなしって、ほら、山がない土地って意味でしょう？」

　テーブルの上に広げていたノートへ、山梨、いや月見里が絵をさらさらっと描かきはじめた。高い山が一つもない夜の里。なだらかな岡おかが見えているだけの草原に、満月を見あげているうさぎが一匹ぴき。なかなかうまい上に、なんというか、女の子っぽいラブリーなイラストだった。

　お菊きく人形みたいな黒くろ髪かみを伸ばした蓑みのかぶりの怪かい鳥ちようをデザインする女とは、天と地ほどに大違いのまともな感性だ。

「山がなければ、月がよく見えるでしょう？　だから月見里と書いてやまなし」

「なるほど、なるほど……って、そんな名みよう字じ読めるかっ。それはすでに名字じゃなくて、駄だ洒落じやれだろう」

「くすっ。日本には駄洒落みたいな名字がたくさんあるのよ。たとえば『己己己己』とか」

　ノートに『己己己己』と書かれたが、読めるわけがない。

「なんて我の強い名字なんだ……そんな『おもしろ名字豆知識』はいいから、用件を言え。いや、それより俺の姉をどうして知っている？」

「一発で正解したら、教えてあげてもいいわよ？　はい、読んでみて」

「判った。ちょっと考えさせてくれ。『己』は『おのれ』と読むのが通例だが、まさか『おのれおのれおのれおのれ』などという名字はあるまい。いくら明めい治じ維い新しんで平民に名字の使用が許されたと言っても、そんなふざけきった名字をお役所に申告したらそっ首を飛ばされていたはずだ。だとするとこの場合『己』は『おのれ』ではなく『こ』と読むのが正しいのかもしれん。しかし『ここここ』じゃ人間の名字というよりもニワトリの鳴き声だ」

「智弘ってずるいわね。そうやって考えているふりをしながらいろいろな回答を並べ立ててみても、わたしの表情は読み取れないわよ？」

　確かに、まるで感情がないかのように月見里の顔は変わらない。本来なら、これほど表情を動かさない奴やつを見れば、冷れい酷こくそうに感じるのが人間の本能というか性しよう分ぶんなのだろうが……しかし不思議なことに、月見里は別だった。目だろうか。目に力があって、感情がこもっていて、そして。

「降参だ。判るわけがない。むしろ、なぜこんな珍ちん妙みような名字をお役所が認にん可かしたのかが判らない。正解を教えてくれ」

「それは、秘密です」

　月見里は人差し指を自分の小さな唇くちびるにあてて、胸を偉えらそうに反らしながらぱちっとウィンクした。

　うおっ。気になる。

　正解も気になるし、その妙みように萌もえなリアクションの意味も気になる。

　いかん。すっかり月見里のペースに巻きこまれている。

「なんだか、はぐらかされた気分だな。俺と友達になりたいって書いてあったけど、あれはどういうつもりなんだ？　俺は君に会ったことがない。ぜんぜん意味が判らない」

「智弘はわたしを知らないだろうけど、わたしは智弘のことをよく知っているのよ？　そう、わたしのことは智弘にとっての『紫むらさきの薔ば薇らの人』みたいな存在だと考えて頂ちよう戴だい」

「どんな存在だ、それは。俺は演劇に青春を懸かけた覚えなど、ない」

「そうなの？」

「当然だろう。だいいち、なぜあの手紙が『果たし状』なんだ。おかげで無意味に緊きん張ちようさせられた」

「ああ。それはきっと、あちきしさんの悪戯いたずらね。わたし、現在のところ全力で不登校中なもので、自分からは教室に入れないの。だから、お友達のあちきしさんに手紙を預けたのだけれど」

　あちきしさん……こっくりさんの親類みたいだが、江来栖のことだよな。今久留主高校には、あいつ以外に「あちきし」なんて一人称を使っている奇き矯きような生徒はいない。一時「あたい」に替かえていたが、いつの間にかまた元に戻もどっている。

「ちょっと待て。不登校中の生徒が学校の図書室にいていいのか？」

「正確に言えば授業参加拒きよ否ひ中なの。図書室には毎日連れてきてもらっているのよ、あちきしさんに。放課後まではいつも、この閲えつ覧らん室しつで本を読んでいるわ。朝とお昼休みにね、あちきしさんにお願いして読みたい本を持ってきてもらうの」

　それで江来栖は昼休みになると教室から消えているんだな。

　意外でもないか。あいつはどこから見ても「友達想おもいの良いい奴」というキャラだ。

「いや待て。手紙のところどころを墨すみで塗ぬり潰つぶしていたのも江来栖の仕し業わざだろう？　あいつ、君の名前とか住所とか日付を全部消していた。二度とあんな怖こわいことをさせるな」

「個人情報保護法に基もとづいたんじゃないかしら」

「俺の情報は保護されていないのかよ。どうして俺の家に姉貴が住み着いていることを知っている。ちなみに俺は姉貴を監かん禁きんしたりしていないからな」

「お姉さんを強制猥わい褻せつしてるんでしょ？」

「するわけねえだろっ」

「そうなの？　じゃあ、お姉さんに強制排はい泄せつさせているという噂うわさは？」

　そんな優やさしげな眼まな差ざしで見つめられながら言われると、こたえるな。

「いったいどこまで広まってるんだよ、そのマニアックな噂。勘かん弁べんしてくれ……俺はただ、あいつを強制退去させたいだけなんだ」

「判わかったわ。強制退去させたいのね」

　伝言ゲームって途と中ちゆうで文章がアサッテの方向に変わっていっちゃうものね、と月見里は目だけで笑った。

「あとな、いろいろと面めん倒どうくさいので姉のことはあまり言いふらさないでくれ。せめて学校ではあのゴクツブシのことを忘れていたいんだ」

「そうね、ごめんなさい。あちきしさんは個人情報保護法に基づいて手紙を修正した際に知ってしまったでしょうけど、口止めしておくわ。でもまあ、あちきしさんはわたしと違ちがってとっても良い子だから、他人のクリティカルな情報を漏もらしたりするようなことはしないわ」

　とん。

　月見里が、膝ひざの上に抱かかえていた澁澤龍彦全集をテーブルに載のせた。

　女子高生くらいなら撲ぼく殺さつできそうなほどに重くて硬かたそうな本だが、月見里の体力じゃ無理だろうな。腕うでも肩かたも折れそうなくらいに細い。よくテレビ番組とかで見かける車椅子の人って自力で車輪を回しているから上半身が俺ごときよりも遥はるかに鍛きたえられていたりするのだが、月見里はちょっと違うタイプらしい。まあ、これだけ虚きよ弱じやくそうな身体からだじゃ、自力で車椅子を動かすのは無理だろう。

「小難しそうな本だな。澁澤龍彦とか種たね村むら季すえ弘ひろが趣しゆ味みなのか？」

「わたしは読書に関しては雑食性よ。テレビやインターネットは苦手なの。なんというか、他人の悪意が情報としてストレートに伝わってくるというか……即そく時じ性が強すぎて、人に優しくないメディアだと思うわ。その点、本はいいわね。残ざん酷こくなことが書かれてあったとしても、行間から筆者の優しさや憤いきどおりや悲しみみたいなものがちゃんと伝わってくるもの。誤読しづらいメディアじゃないかしら」

「そうかな？　世の中には、インクの染しみにすぎない活字を手前勝手に拡大解かい釈しやくして人様に迷めい惑わくをかける困った連中がゴロゴロしているけどな」

「そういう人を責めてはいけないわ。この本の中で澁澤龍彦は『もし娘むすめが生まれたら近親相そう姦かんしてしまうから、娘は作らない』という主しゆ旨しのエッセイを書いているけれど、そこから彼の中に『ほんものの悪人にはなりたくない』という屈くつ折せつした善意を読み取るか、眉まゆを吊つり上げて彼を変質者だと罵ののしるかは、読み取った人の感性しだいだもの」

　そんな露ろ悪あく的な文章を読まされたら、普ふ通つうは誰だれだって眉をひそめると思うけどな。

「そうそう。わたしは特にディレッタント趣しゆ味み溢あふれる西洋裏文化評論家の著書だけに夢中というわけではないの。ティーンズノベルもたくさん読んでいるし、コミックだって読むわ。決してマルキ・ド・サドやマゾッホだけがストライクゾーンというわけではないのよ。誤解しないでね」

「少なくともＳＭが月見里のストライクゾーンだということだけは理解したさ」

「……あうっ……い、いじわる……」

　……ちょっと頰ほおが赤くなった。

　俺も、月見里も。

　なんというか、これではまるで、高校生の恋れん愛あい話ではないか。

　おかしいな。いつもなら、俺の口こう撃げきに対して相手が十倍返ししてくるはずの展開なのに。

　まさか、全力で照れられるなんて。

　同じ本マニアでも、月見里と玲於奈とでは、まるで印象が違う。玲於奈は、本を……「物語」をコレクションするのが趣味だからな。昆こん虫ちゆうを標本にするかの如ごとく、あいつは物語をデータベース化して自分の〝世界〟を〝外の世界〟から隔かく絶ぜつするための「壁かべ」にしてしまう。

　しかし月見里は。

「あ。でも澁澤龍彦経由で知ったハンス・ベルメールの球体関節人形には本気で夢中よ、わたし。自分でも人形制作学校に通っていたことがあったもの」

「ベルメールの球体関節人形って……あれか。昔『イノセンス』ってアニメ映画に登場したキモ人形ハダリのモデルになった少女人形か。正直、グロテスクだと思うけどな……頭があるべき部分に手が生えていたり、未成熟な幼い性器が剝むきだしになっていたり、さ。芸術性はあるんだろうけど」

　なぜか、みさぴよの姿が脳のう裏りにフラッシュバックした。いや、あれは芸術じゃない。ただキモいだけだ。欺だまされるな俺。

「うーん、芸術かどうかにはわたしは興味がないわ。ベルメールはナチス・ドイツの『健康主義』に対するアンチテーゼとして、不健康で病的で壊こわれている少女人形を制作したのよ。ナチスは古代ギリシャ・ローマ時代の『健全な肉体に健全な精神が宿る』という肉体至上主義、健康至上主義を唱えていたの。だからナチスは人間の肉体をねじまげて醜みにくく描えがく抽ちゆう象しよう芸術をすべて『頽たい廃はい芸術』だとして弾だん圧あつしたのよ。そんな世界では、わたしみたいな存在はどうなると思う？」

「君みたいな存在？」

「自分では歩くこともできない、あちきしさんに連れてきてもらわないと学校にも来られないような女の子のことよ」

　ああ。車椅子に乗っているということは、歩けないということなのだったな。

「うーん、そうだな。福ふく祉し予算を削さく減げんされて困るとか、就職就学で差別されるとか、かな？」

「外れ。断種よ。ナチスは『Ｔ４作戦』という政策を掲かかげて、身体障害者や精神障害者を一人残らず根絶しようとしたんだって。劣れつ等とうな遺伝子を持つ人間を消しよう滅めつさせれば、優ゆう秀しゆうな遺伝子を持つ人間だけの世界が実現する、と考えたのよね。一言で表現するなら、『汚お物ぶつは消毒だ～!!』ってことね」

　つくづく〝外の世界〟ってのは狂くるっているな。その上、世紀末救世主は実在しないしな。

「だからわたし、ベルメールの人形が大好きなの。彼は『不完全な人間は世界には不必要だ』という時代の潮流、世間の大人たちの常識に反逆するために壊れた人形をたくさん作ったのよ。もしも大人になれたら、わたし、人形作家になりたいわ。そして、醜くて役立たずで不完全で未完成で、決して『良識有る大人の人間たち』からは愛されない人形をたくさんたくさんたくさん作るの」

「そんなことをして意味があるのか？」

「ええ、あるわ。愛されない人形を作り続けることで、その人形を人々に見せることで、手に入るものがあるかもしれないわ。見つかるものがあるかもしれないわ。それは、わたしがずっとずっと、この世界に産み落とされてからずっと探し続け求め続けてきたものなのよ」

　何か見つかるかもしれないというのだろう。

　俺には判わからない。

「あっ。智弘、勘かん違ちがいしないで。決してわたしは、世界を呪のろうために壊れた人形を作って見せつけてやりたい、と思っているわけじゃないのよ？　すっかり逆よ。わたしには欲しいものがあるの。そのためになら、どれほど遠回りしても、どれだけ打ちのめされても、誰に何を言われてもかまわないほどに、それはとても大切なものなの。わたしにとっては」

　判らないが、夢を語り続ける月見里の大きな瞳ひとみは……まるで作り物のように、プラネタリウムに映し出された星空のように、きらきらと輝かがやいているようにみえた。

　まずいな。

　これは……いわゆる「恋愛の結けつ晶しよう作用」と呼ばれる現象じゃないのか？

　こんな症しよう状じようをきたすヤツは日本野鳥の会だけだと思っていたのに。

「そろそろ用件を言ってくれ。俺はこの後に行かなければならない場所があるんだ」

　あんまり遅ち刻こくすると光紗先輩とちこりに虐いじめられるからな。

　実は一番恐おそろしいのはサナギが「……ごうもん……」と呟つぶやきながら持ち出してくる「やっとこ」なんだけど。

「そうね。端たん的てきに言えばね、わたしは智弘にずっと憧あこがれていたの。ぜひ、お友達になりたいなって願い続けていたのよね」

「俺に好意を持っているということか？　しかし、解げせないな。俺は見ず知らずの他人の好感度を稼かせぐような行動を取ったことがない。むしろ進んで取らないようにしている」

「自分のパーソナルエリアに誰だれも入れたがらないものね、智弘は」

「そこまで知っているのか。……あ、でも、江来栖の親友なんだよな月見里は。だったらそれくらい知っていて当然か」

「わたしもね、以前から智弘と同じような生き方をしてきたの。わたしのパーソナルエリアは半径三十センチ程度のスペースしかないけれどもね」

「だから、教室に入らないのか？」

「どうかしら。ただ、わたしが知っている智弘は……とてもとても優やさしい人だわ。智弘はね、他人が嫌きらいだから内側に籠こもっているんじゃないの。中に他人を入れてしまったら、その人のすべてを背負い込んでしまうから……抱かかえ込んでしまうから、そして二度と切り捨てられなくなってしまうから。だから、最初から入れないようにしているだけ。そうでしょう？」

　どうかな。俺はそもそも、自分に関しても他人に関しても、そういう形けい而じ上じよう的な思考を巡めぐらせるのが好きじゃない。

「ええ。わたしも、他人の心の中までは見通すことができないもの。だからわたしは他人の本質は〝行動〟であると規定しているわ。言葉ではなく行動。思想ではなく実績。理想ではなく結果。智弘は、お姉さんを見放さずにずっと一いつ緒しよにいてあげているでしょう？　口先ではお姉さんのことを動物とか粗そ大だいゴミとかあしざまに罵ののしっているけれど、あなたのお姉さんに対する行動は……どうしようもなく、悲しくなるほどに優しいわ」

「待てよ。手紙には俺が姉を監かん禁きんしているって書いていたぞ？」

「あれは、智弘にどうしても会いたかったから、ちょっと悪役っぽい文章にしてみただけ。ほんとうは、あなたが家から出られなくなってしまったお姉さんをとてもとても大切に守り育てていることをわたしは知っている。あなたはほんとうに心の優しい人なのだわ、智弘。でもわたし、今はちょっと後こう悔かいしているの。だって智弘、今、とても怒おこっているみたいだもの。……あんな失礼な言葉を書いてしまって、ほんとうにごめんなさい」

　深々と、頭を下げられた。

　拳こぶしを振ふり下ろす場所を逸いつした。

　俺は、月見里の思う壺つぼに塡はまったわけか。

　困ったことにあまり悪い気分じゃない。少なくとも、根こん拠きよのない脅きよう迫はく状を送りつけられて強請ゆすられるような鬱うつイベントよりは、この展開のほうがずっとマシだ。ちょっと面おもはゆいけどな。

　しかし俺は別に善人じゃない。姉貴のことは「運命」だと思って甘んじて受け入れているだけであって、本気で殺意を感じたことも少なからずある。俺はただ、諦あきらめただけだ。

「判ったよ。それで俺と友達になってどうしたいんだ？」

　月見里は顔をあげると、俺の目を見つめながら、こう言った。

　細い身体からだが、小刻みに震ふるえていた。

　少し緊きん張ちようしているようだった。

「わたしは、ほんとうの人間になりたいの。もう、独りぼっちの世界はイヤ。あなたの〝世界〟に、わたしを連れて行ってほしい」

　それは……少し抽ちゆう象しよう的すぎる言葉だな。

　具体的には、どういう意味だ？

　その時。

　ポケットの携けい帯たいが鳴りはじめた。ちこりからの召しよう集しゆうメールを受信したんだろう。

　俺は、立ち上がった。イマジンの部室へ行かなければ。

「待って」

　月見里が、いきなり俺の手を取った。

　そして、自分の鼻先を俺の掌てのひらに押し当てて……

　俺の匂においを、嗅かぎはじめた。

「いい匂いね、智弘の身体は。想像していた通りの匂いよ」

　目を閉じて、いとおしそうに俺の腕うでに長い指を絡からめてくる。

　俺の脚あしは、まるで金かな縛しばりにでもあったかのように固まってしまった。

「ねえ智弘。智弘は誰かを好きになったこと、ある？」

　優しい声。

　とても静かな、とても穏おだやかな言葉。

　頭が真っ白になった。

　言葉が詰つまった。

　答えられなかった。







　約一分後。

　俺は閲えつ覧らん室しつＣを出て、図書室の出口へと向かっていた。

　幸か不幸か。俺が月見里に手を取られて動けなくなっていた時、ドアの外から誰かが閲覧室Ｃを覗のぞきこんできた。

　そいつは、知らない男子生徒だった。

　俺と目が合うや否いなや、

（うぉっ）

　とか何とか喚かん声せいとも悲鳴ともつかない声をあげると、そいつは慌あわてて閲覧室Ｃの前から消えた。

　ラブシーンというかエロシーンというか、何かその種のモノを目もく撃げきしてしまった健康な十代男子にしては奇き妙みようなまでに狼狽うろたえていたな。

　これで金縛りが解けた俺が閲覧室を出る際、月見里は「明日また来てね」と声をかけてきた。

　ああ。ただしイマジンの連中がいる限り、そうそう長居はできないけどな。まったくあいつらは学園の害悪だ。俺を虐しいたげる魔ま女じよの群れだ。いつか仕返ししてやりたいけど、戦力差がありすぎるからな。

　俺はそう言い残して、閲覧室を後にした。後半部分のイマジンに関する愚ぐ痴ちは余計だったかもしれない。俺の偽いつわらざる本音ではあるけれども、本当のことを言いすぎた人間ってたいてい支配者の手で消されるんだよな。そしてカルテに「急性心不全」と書きこまれてしまうんだ。

　そんなことを呟つぶやきながら歩いていると、図書室の入り口すなわち俺にとっての出口に突とつ入にゆうしてきた江来栖とぶつかってしまった。

「いった～い」

「キモいから女の子みたいな声を出さないのっ！　ちひろんってさぁ、いい歳としして声変わりしてないんじゃないの？　なんだかアニメに出てくる弟キャラみたいな声質なんだけど」

「おいおい。昼はよくも、恐おそろしげな果たし状を俺に手て渡わたしてくれたな。おかげで閲覧室に入るまで胃がきりきり痛んで気が気でなかったぞ。この調子じゃ明日の朝はきっと下げ痢りになっている」

「あちきしはさぁ、ちひろんとまっきーを邂かい逅こうさせたくなかったんだよっ。まっきーがどうしてもってしつこいから折れたんだけど、お前まさか。まっきーにヘンなことしなかったろうなっ？」

　シャツの襟えり首くびを摑つかまれて、ガンを飛ばされた。

　図書室では静せい粛しゆくにしないといけないんだぞ、江来栖。

「まっきーって誰だれだ？」

「月見里真稀名。通つう称しようまっきー。決して一九八六年神宮球場での対ヤクルト最終戦でブロハードに逆転ホームランを喫きつしてジャイアンツの優勝をフイにしてしまった槙まき原はら寛ひろ己みのことじゃないぞ。まっきーとあちきしは親友同士なんだから愛称で呼ぶのは当然だろ、ちひろん」

　誰だよブロハードって。プロレスラーか？

「ほう。だったら俺も江来栖の親友にカウントしてもらっているのか？」

「はあ？　キモいこと言わないでくれる？　ちひろんは、あちきしの仇きゆう敵てきだろ？　いつもいつもあちきしを、おかしなニックネームで呼びやがってさぁ」

「おいおい。親友は愛称で呼ぶのが当然だとするとだな。俺はお前のことを心の中でいつも愛情と敬意を込こめて〈Ｌｅｔs'ダチ公〉と呼んでいるのだから、俺はお前を愛称で呼んでも構わないわけだ。いやむしろ積極的に愛称で呼ぶべきなんだ。なあ十兵衛」

「十兵衛言うな─────っ！！！！！」

　十兵衛と一度呼ぶごとに江来栖の俺に対する好感度がめきめきと音を立てて下がっていくのが判わかるが、もうこうなったら人はどこまで自分の好感度を下げられるのか実験したくなってくるから人間の心理は謎なぞだ。

「そんなことより、まっきーにえっちなことをしたりセクハラ発言でねちっこく嬲なぶったりしてねえだろうな？　まっきーはあちきしの親友と書いて〈とも〉なんだから、何かやらかしたらタダじゃ済まさないぞ」

　どちらかというと俺のほうがいきなり匂においを嗅かがれたりしてセクハラされた気分なのだが、男女不平等社会なので泣き寝ね入いりすることにしたよ。

「まっきーとお前を密室で二人きりにしちまったことをあちきしは後こう悔かいしているよ。……ほんとに何もしてないだろうな？」

「しつこいぞ江来栖」

「あちきしはさぁ。あちきしは……これ以上、まっきーをかわいそうな境きよう遇ぐうに落としたくないんだよね」

　……

　ダンッ。

　俺はどうかしていた。

　どうにも、低い体温を維い持じできなくなっていた。

　かわいそうな境遇。

　その一言に脊せき髄ずい反射した俺は、江来栖がどういう思いを込めて叫さけんでいたのかを斟しん酌しやくしようとする余よ裕ゆうもなく、理解しようとする知性もなく。

　女の子相手に、みっともなく即そくギレしていた。

　気がつくと俺は江来栖の胸むな倉ぐらを摑みかえして、図書室の壁かべに江来栖の華きや奢しやな身体からだを押しつけていた。

「月見里はかわいそうな境遇なんかじゃない！　その言葉は……二度と使うな!!」

　なんでこんなに熱くなってるんだ？

　誰だよ、こいつ。

　ああ、俺か。

　一いつ瞬しゆんの激げつ昂こうから醒さめて、素すに返ると。

「……ち、ちひろん……？」

　俺に押さえつけられた江来栖の身体が、ふるふると震ふるえていた。

　……

　……

　今から全力で土ど下げ座ざして「今のは無かったことにしてください、十兵衛さま」と頼たのんでも無む駄だだろうなあ。

　二人で鼻と鼻を突つき合わせてハブとマングースみたいに膠こう着ちやくしていると、またまたポケットに突っ込んだ携けい帯たいが鳴りはじめた。

『し～きゅ～し～きゅ～。こちら〈今久留主高校の華ミス麗ユニなバーるス白び薔じ薇ん！　やいやいデバガメ、はやく部室に来なちゃいっ！〉』

　この致ち命めい的てきに舌足らずな自家製着信ヴォイスは、ちこりが「激げき怒どモード」に入った時にのみ使う「有罪通知メール」がついに俺の携帯に届けられてしまったことを示している。

　俺は溜ため息いきをつきながら、江来栖から身体を離はなした。

「悪かった、言いすぎた。俺、イマジンに呼ばれているから、行くな」

「……え？　あ、う、うん……」

　解放された江来栖が、閲えつ覧らん室しつへと走っていく。

「……ごめんね、ちひろん」

　なんて妙みように殊しゆ勝しような言葉を俺に残して。

　だからそういう唐とう突とつなキャラぶれは俺は嫌きらいだと（以下略）。

　いや、どう考えても謝るべきは俺のほうだったんだけどな。思いきりキャラぶれしたのだって、俺が先だったし。

「世の中、逆ギレしたもの勝ち」という昨今の風潮はいかがなものだろう。

　しかしあいつ、純じゆん粋すいな腕わん力りよくはともかくトータルでは俺より圧あつ倒とう的に強いに決まってるのに、反はん撃げきしてこなかったな。

　……やはり目の前で唐突にキャラぶれされると、人はどう反応していいのか困ってしまうのだな。

　俺は、「これからは決して己おのれにキャラぶれを許すまい」と反省しながらイマジンの部室へと向かった。







　ACT.2







　時折、「魔まが差す」ということがある。

　あの時の俺も、まさしく「魔が差した」としか説明しようのない行動を取っていた。

　なぜ俺は、毎日放課後になるとイマジンの部室に出頭して、そして面めん倒どうくさくて扱あつかいづらくて厄やつ介かいな先輩たちのお世話をしなければならない〝世界〟を選せん択たくしてしまったのだろうか。

　だいいち、俺は半ば惨ざん殺さつ体たいになりかけていたあの三人をわざわざこちらがわの〝世界〟に引き戻もどしてやったのに、ちっとも感謝されていない。感謝されるどころか、むしろ「尾津智弘のくせに生意気だわ」と恨うらまれている。特に光紗先輩な。あの人に俺は、もはや恨まれているというレベルを軽々と突とつ破ぱする勢いでひたすら呪のろわれ続けている。

　図書室に立ち寄ったせいで、大おお幅はばに部室入りが遅おくれてしまった。

　俺は溜息をつきながら、イマジンのドアをノックした。

『お入りなちゃい』

　ちこりが威い厳げんを正して偉えらそうに俺の入室を許可してくれたが、舌が回っていない。どうやら、もったいぶろうとすると嚙かむらしい。

「どうしようかな。怒おこっていませんか、ちこり先輩」

『あー、怒ってない怒ってない。お前はイマジンの恩人なんだからぁ、たかが一度遅ち刻こくしたくらいのことであたしがマジギレするはずないジャン？　いつもは照れ隠かくしでついついお前を虐いじめちゃうけど、心の底ではいつも手を合わせて感謝してるのヨ？　だから今日は特別にあたしたち一同、メイド服に着き替がえて尾津智弘感謝サービスパーティを準備してたのっ！　しかも頭にネコミミつけてる特別仕様っ！　好き好き大好き尾津智弘さま～！　どれくらい好きかというと百箇か条じようぐらいあげられるんだけど、一から数え上げてみるとネ、まずはそのぶっきらぼうな態度の裏に隠された優やさしさカナ？　なんだかんだ言って毎朝早出してくれて部室を掃そう除じしてくれてるしぃ（中略）』

　絶対に噓うそだ欺だまされるなと理性が警告してくれるのに、俺はついドアを開けてしまった。またしても魔が差したとしか言えない。

「うわこいつ、ほんとにドア開けて入ってきたよ。バッカじゃないのぉ？　マジであたしたちがお前ごときに感謝してるとでも思っていたわけぇ？　うわぁヤダヤダ、鳥とり肌はだがたってさぶいぼが出てじんましんが湧わいちゃうオゾオゾオゾ！　やいこら怪かい奇きデバガメ男、そんなにあたしたちのメイドコスプレが見たい？　命を賭としてでも絶対領域を見たいわけぇ？　そうなのね、あたしの太ふと腿ももにその腐くさったナマコのような目を向けてそしてネチネチと視し姦かんしてやろうなどという大それた欲望を（中略）うわあキモッ！　超ちようキモッ！　お前ってばこれっぽっちも懲こりてないわねっ、今日という今日は拷ごう問もんよ拷問！　二度と再び、またあたしたちの裸はだかを覗のぞこうなどと猿さるみたいな欲望を抱いだけないように徹てつ底てい的に十二分に完かん膚ぷ無なきまでに徹頭徹てつ尾びとことんどこまでもお前の心を折ってあげるわっ！！！！！　サナギっ、やっちゃいなさいっ」

　ちこりがこれだけ喋しやべり終わるまでに要した時間は約五秒。その五秒の間に、部室に足を踏ふみ入れた俺はみぞおちにちこりの膝ひざ蹴げりをしたたか打ちこまれて無言で床ゆかの上に崩くずれ落ち、さらに頭を摑つかまれて強ごう引いんに立たされるや否いなや両りよう腕うでに枷かせを嵌はめられて身体からだの自由を拘こう束そくされていた。これを暴力と言わずして何を暴力と言おう。

　もちろん、部室にいた三人……金きん髪ぱつ碧へき眼がん副部長の鹿ろく鳴めい館かんちこり、黒ずくめ部長の大道寺光紗、頭に袋ふくろを被かぶった書記の津嶋サナギ、誰だれ一人としてメイド服など着ていないし頭にネコミミなんか被ってるはずもなかった。

　判わかってはいたのに。もしかしたら「そういう世界」もあるんじゃないか、なんて一いつ瞬しゆんでも期待した俺が愚おろかだった。たとえ宇宙のどこかに「そういう世界」が存在したとしても、俺は永遠にそんな桃もも色いろガンダーラには辿たどり着けない。判ってはいたんだよな。

「げほ、げほげほげほっ！　ち、ちこり先輩。たかが遅刻したくらいで拷問はないだろう？」

「うるちゃい。サナギ、ほらほら。今日という今日はこの魔男を拷問して何に憑つかれているかを白状させてイマジンから追放するのよ！」

「……ごうもん……どきどき……」

　頭にすっぽりとスーパーの紙袋を被ったサナギが、小さな身体に不ふ釣つり合あいな巨きよ大だい「やっとこ」を担かつぎ上げて頭の上に掲かかげてきた。顔を隠しているサナギの心を読むのは難しいのだが、なんとなく嬉うれしそうだ。

「サナギ。待て。待ってくれ。だってほら、俺たちは仲間じゃないか。一いつ緒しよに魔女と闘たたかってきた同志だろう？」

「……？」

　首を捻ひねられてしまった。ちょっと悲しい。

「そのあたりで許してあげなさい、鹿鳴館。津嶋も『やっとこ』を仕し舞まいなさい」

　部室奥のソファーに腰こし掛かけて雑誌を読んでいた大道寺光紗が、視線を雑誌の誌面に落としたままそう呟つぶやいた。今久留イ主高校マ異端審ジ問部ンの裏稼か業ぎよう……〝魔女狩がり〟がはじまるわけでもないのに、黒いエクソシスト服を着込んでいる。

「哀あわれな尾津智弘。なぜ遅刻したのかを今すぐに告白すれば、キミの罪はすべて許してあげるわ。私は聖母マリアよりもはるかに寛かん大だいな女だもの」

　まったく、アンチクライストな女だなあ。

　俺はちこりに手て枷かせを外されて、ソファーに座っている光紗先輩の足あし下もとにそのまま引き倒たおされた。

　サナギは「やっとこ」を机の上に置いて、手ぶらでぼーっと立っている。

「んも～光紗ってば、このエロ猿に甘いんだからぁ。いい？　男子高校生なんてどいつもこいつも発情しっぱなしの動物なんだから。こんなエテモンキーを人間扱あつかいしていると、また裸を覗かれちゃうわヨ？　ま、光紗はおっぱい小さいからエテモンキーの浅ましいエロ視線にロックオンされる心配はないけれどもぉ、ハプスブリュク家の高貴な血にふさわしい完かん璧ぺきナイスバディを誇ほこるあたしにとってはこやつの変態覗き癖ぐせは文字通りの四月問題で（中略）」

　ちこり、今は六月だ。あと「死活問題」な。

「鹿鳴館。私の胸の話を男子の前でしない」

「ひっ。ごめんなちゃい」

　毎日のように同じ会話をしている気がするな、この二人。

「さて、尾津智弘。正直にお姉さんに話してみなさい？　いつも真面目まじめなキミが、今日に限ってどうして遅おくれたのかしら？」

　光紗先輩が本日はじめて、絶対零れい度どの魔ま眼がんを足下の俺に向けてきた。

　何が「お姉さん」だ。たった一歳年上だからって、生意気な女だ。

　と、言っておいたことにしよう。玲於奈に「今日の尾津智弘物語」を報告する際には。

「ええと……ちょっと委員長の仕事を手伝っていたんだ。ほら、高橋香苗が転校してからうちのクラス、委員長が不在のままだろう？　だから日直みたいな形で委員長仕事をみんなで分担していてだな、たまたま今日が俺の番だったと」

　この時。

　俺はなぜか、月見里の存在をイマジンには隠かくしておこう、と決めていた。

　深い理由はなかった。なんとなく、知られるとますます面めん倒どうくさいことになるという嫌いやな予感が胸中をよぎったのかもしれない。虫の知らせというのだろうか。

「ふうん。噓くさい言い訳だけど、まあいいわ。その弁明が噓だったと発覚したら、キミは今度こそ徹底的に拷問される運命なわけだけど、その覚かく悟ごはできているわけよね？　ふふふっ」

　口元だけで笑われた。まったくもって黒ブラいツク魔ウイ女ツチだ。

「そうなればキミはそれこそ鼻の穴からお尻しりの穴までシュブニグラスの触しよく手しゆにとことん蹂じゆう躙りんされることになるわね。ええそうよ、私を謀たばかるような裏切り者は淫いん獣じゆうに内臓の裏側まで犯おかされて豚ぶたのように悲鳴をあげればいいんだわ！　ふふふっ。楽しみねぇ」

　まったく、権力者が己おのれの権力に酔よって腐ふ敗はいしていく典型例みたいな台詞せりふだな。

「ほら、いつもの日課よ。執しつ事じ服に着き替がえる前に、私の隣となりに座りなさい」

「今日はもう執事服に着替えなくていいだろ。それとも俺が着替える際には三人まとめて出て行ってくれるのか」

「何を言っているの？　部屋の主あるじたるものが、下僕しもべの用事などにつきあって部屋を出るわけないでしょう。キミは可か憐れんで美しくて愛らしい現役女子高生三人組に目で犯されながらパンツ一枚の恥はずかしい姿を晒さらして恥ち辱じよくに悶もだえ泣くことになるのよ。いつもキミに覗のぞかれて屈くつ辱じよくを感じてきた少女たちの血ち涙なみだ恨うらみ節を今こそ思い知るがいいわ！　ふふふっ、くすくすっ」

　やれやれ。俺は大きな溜ため息いきをついてみせながら、光紗先輩の隣に座った。座るなりずぶずぶと身体からだが沈しずんでいく。なかなか座り心ごこ地ちの良いいソファーだ。さすがはちこりの私物、憧あこがれのイタリア製。

　光紗先輩は俺の首筋に巻かれたスカーフを外すと、まるで吸きゆう血けつ鬼きみたいに細い舌を俺の首についている疵きず痕あとへと這はわせてきた。

　四月。杉原が〝魔女シュレーディンガー〟に憑かれてイマジンと大立ち回りを演じたその日のオーラス。

　こともあろうに、一度は半ば死体と化していたところを俺の「覗き」によって蘇よみがえった光紗先輩は。

　俺を「呪のろってやる」と言いだしていきなり首に嚙かみついてきて、そして俺は血ダルマにされてしまったのだ。

　で、その時に本気の殺意を持って嚙まれた首の疵きずが、未いまだに治っていないのだ。

「んも～。光紗ってば、エロ猿ざるの疵なんてほっとけばいいのに。サナギ、おいでおいで。あたしと軍人将しよう棋ぎでもやりまショ～」

「……（こく、こく）」

　まだうっすらと血が滲にじんでいる俺の疵痕を、先輩の舌がそっと舐なめる。

　舌先を使って、皮が破れっぱなしの首の肉に唾だ液えきをなすりつけてくる。

　血が溜たまっている時には、唇くちびるで吸い出されたりして。

　その間、まるでライオンに懐なつかれているみたいで、俺はぞっとしない。

　いつまた光紗先輩の気が変わって、ガブリと嚙みついてくるか。

　動物園で猛もう獣じゆうを飼育している人たちは文字通りの勇者なのだな、と思い知らされる毎日。

　これが俺と光紗先輩が続けている、放課後の日課。

「なあ、光紗先輩」

「なあに？　じっとしていなさい」

「ほんとにこれって治ち療りようなのか？　毎日先輩に舐められてるせいで、いつまでも疵が治らないような気がしているのだが」

「うるさいわね黙だまりなさい。キミの首に残っているこの疵痕はね、私が本気でつけた〝呪いの疵〟なのよ。このまま放置していたら、キミは遠からず死ぬのよ！」

　マジかよ。

「もちろん現代医学では対処できないわ。呪われてしまったキミを救うことができる人間は、エクソシストたるこの私をおいて他ほかにはいないのよ。少しは私の奉ほう仕し精神に感謝してほしいものだわ」

「先輩がつけた疵だろうが！　感謝もなにも自作自演のマッチポンプじゃねえか」

「人がせっかく助けてあげているというのに、生意気言うんじゃないの。キミは黙って私のいいなりになっていれば、それで幸せなの」

「毎日先輩にツバをつけられ続けているこのフェティッシュな生活の、いったいどのあたりに幸せを幻げん視ししろと言うんだ？　俺はそこまで『良かった探し』が上手うまくないぞ」

「まったく、キミは口の減らない男の子だわ。お喋しやべりな男って嫌きらわれるわよ。人間として最低限の良心がまだ残っているというのなら、二十四時間発情しっぱなしの汚けがらわしい男子高校生にこともあろうに舌で奉仕させられている私の身にもなってほしいわね。私はクールを装よそおっているけれど、内心では『こんな辱はずかしめを受けてしまって、もうお嫁よめに行けないわっ』と泣き叫さけびたい気持ちを懸けん命めいに押し殺しているのよ？　ああもう、汚きたないわね。男の子の肌はだって臭くさくて硬かたくてざらついていて、ほんとうにほんとうに気持ちが悪いもの。……あむっ」

　だったらやめればいいのに。いや、治療を中断されると俺が困るのか。呪いを解くもっと楽な方法があるような気もするのだが、俺は呪いだの祓はらいだのに関しては門外漢だから光紗先輩の処しよ方ほう箋せんを信用するしかない。

　実は毎日こうやって呪われまくっているだけだったりしてな。

「でも、そんなに汚いかな。ちゃんと毎朝シャワー浴びてるし、俺の身体から良い匂においがすると褒ほめてくれる女子だっているぞ」

「これが良い匂い？　有り得ないわね。キミの体たい臭しゆうが香こうばしいというのなら、ベンジョコオロギの死し骸がいからはみ出しているはらわたからだって白びやく檀だんの香りがするはずだわ。牛乳をこぼしたまま一ヶ月間放置した教室の床ゆかだって金きん木もく犀せいクラスの芳ほう香こうを放っているはずね。嗅きゆう覚かくってね、人間が持つ五感の中でももっとも原始的で古くて本能に支配されている感覚なのよ。だから視覚なんかと比べれば個人差がずっと少ないの。つまり臭いものは誰だれにとっても臭いのよ。少なくとも私はキミの体臭を嗅いでみだらに興奮できるような変態女じゃないわ」

　いや。きっと月見里のほうがノーマルな嗅覚の持ち主に違いない。少なくとも月見里は俺の首筋に嚙みついてきたりしないし。二人の感性の違いは、おそらくはハンス・ベルメールとみさぴよの違いそのものだな。どっちが正オー統ソド派クスかと尋たずねられれば、百人中百一人がベルメールを選ぶだろう。

「ふん。まあいいや。光紗先輩はかわいいからな」

「そこ。何を『上から目線』で私を見下しているわけ？　殺すわよ」

　これしきで頰ほおを赤らめて動どう揺ようするのだから、かわいいと言っても間ま違ちがいではないだろう？

「はい、今日はこれで終わり。続きは明日にしましょう」

「ひと思いに、一日で治してくれよ」

「いやぁよ。これ以上キミの薄うす汚ぎたない首に舌を這はわせていたら、私の繊せん細さいな心に取り返しのつかない性的トラウマが形成されてしまうわ。そう、いっそキミなんて最初からいなければ良かったのに……！　そうなんだわ。キミみたいな男、生まれてきたことじたいが間違いなのよ！」

　ぎゅっとスカーフで首を絞しめられた。やりたい放題だな、この女。

　その時だった。

「あ───────っ！　なんか来たッ！　見えるっ見えそうっ未来が見えてきたきたきたぁ～っ！」

　サナギ相手に軍人将しよう棋ぎ（って何だ？）を楽しんでいたちこりが、いきなり窓ガラスが割れかねないほどの大だい音おん声じようで叫びだした。

　なんだ。何が見えたんだ。

「久々に、ちこりさまの予知能力が発動したわっ！　スランプ脱だつ出しゆつぅぅぅぅっ！　ちょっとこらエロガッパ、光紗にスカーフで頸けい動どう脈みやくを絞められて興奮しているどうしようもなく救いがたい欲求不満の彼女いない歴イコール年ねん齢れい少年、窒ちつ息そく死しする前にちょっとツラぁ貸しなさいよっ」

　また俺の未来を妄もう想そう……いや、幻視したのか？

　迷めい惑わくな能力だなあ。自分の未来でも見ていればいいだろうに。

「鹿鳴館。私がスカーフでこの子の首を絞めておくから、今のうちに予知してしまいなさい」

「オッケー。きっひっひっ、今度こそ、今度こそこのエロ猿ざるがどーしよーもない性犯罪を働く現場を押さえてイマジンから追放してやるんだから！　天知る、地知る、人が知る！　悪を倒たおせと夜泣きするうっ！　ここで予知したが百年目よエロガッパ、観念しなさい懺ざん悔げしなさい覚かく悟ごしなさいっ（中略）」

　ごつん。

　ソファーの上で酸素を求めてもがいていると、いきなり人間ミサイル鹿鳴館ちこりがフライング・ヘッドバットをかまして俺の額に自分の額をぶっつけてきた。痛いじゃないか。お前らなぁ、やっぱりあの時に素す直なおに死んでおいたほうが世のため人のためだったんじゃないか？　少なくとも俺のためにはなっていたはずだ。ちくしょう。魔まが差したんだなぁ。




　一いつ瞬しゆん、意識が飛んだ。




　回復した時には、ちこりは青ざめて唇くちびるをふるふると震ふるえさせ、俺の視線を避さけるように座ったまま部屋の向こうまで必死で後ずさっている途と中ちゆうだった。

　光紗先輩も俺の首のスカーフから手を離はなし、自分の額を指で押さえていた。悩なやんでいるのか。

「どうしたんだ。何が見えた。もしかして未来の俺は、またしても先輩たちの裸はだかを覗のぞいていたのか？」

「ありえない……ありえないわああっ!?　どっどーして、あたしと光紗がこのエテモンキーを奪うばい合って痴ち話わゲンカしなくちゃいけないわけえっ？　それもっそれもっこの学校の食堂で、みんなが見ている前でっ？（中略）噓うそよ噓だわっ間違いなのよっあたしの予知能力はまだ回復していないのよっあたしはこのエテモンキーの毒気にあてられておぞましい悪夢を見せつけられてしまっただけなんだからっ（中略）イヤぁっ嫌いやすぎるうっ『ほ～ら智弘、お姉さんが食べさせてあげる。あ～ん』なんてこんなのあたしの台詞せりふじゃないっ絶対に違うっ違うんだからっ！　ああ～っあまつさえっこいつにっこいつの猿の手にあたしの自じ慢まんのおっぱいを触さわらせているだなんてっいくら制服の上からといってもこれ以上はないというくらいの悪夢だわっもうダメっうっぎゃ～（中略）」

「……私なんて、『キミってほんとうにかわいいわねぇ、食べちゃいたい』なんて囁ささやきながら尾津智弘の頰にキスしてるのでしょう……学食のおばちゃんまで私たちを生温かく見物しながら『若いっていいわねえ』と笑ってるんですって？　何なのよ、そのピンク色のお安い未来は。いつからイマジンは尾津智弘ごときのハーレムクラブになってしまったわけ。ああ……何もかも噓だったと言って頂ちよう戴だい、鹿鳴館」

　おいおい。

　それは前回の「覗きかと思いきや、実は先輩たちを救うための人助け行こう為いだった」というシチュエーションとは大違いだな。今度の未来において、俺自身は何もしていないではないか。恐おそろしいことをしているのはちこりと光紗先輩なわけだろう？　だったらいくらちこりがバカでも、誤解しようがない。

「俺の未来を覗き見しようとして、認めたくない自分たちの未来を知ってしまったわけか。ご愁しゆう傷しよう様さまだが自じ業ごう自得、因果応報だな。人を呪のろわば穴二つとはこのことだ」

「うるちゃい！　でもね、いい気になるのはまだ早いんだからこのエテモンキー。お前にはもう一つの未来が待っているんだから。学食であたしたちのラブラブ接待を受けたあと……お前は刃は物ものを持った魔女に襲おそわれるんだからあっ！」

　ドーン。

　大ダメージを受けて息が上がっているちこりが闘とう争そう本能だけで立ち上がり、俺を指さしながら無意味に威い張ばって見下ろしてきた。

「魔女に襲われる……？　誰だれだよ、その魔女って」

「さあ。後ろ姿しか見えなかったから、わかんない。でもこの学校の制服を着ていることだけは確かだわ！　ざまあみやがれっつーの？　言うまでもないけど、あたしは助けないからね。このあたしと光紗にどこぞのラブコメ漫まん画がみたいなこっ恥ぱずかしいラブラブ接待やらせる鬼き畜ちく外げ道どうを助けなければならないという法はないんだからっ」

「待て。なぜ俺が鬼畜扱あつかいされるんだ」

「きっと、お前はあたしと光紗の弱みを握にぎって脅きよう迫はくするんだわ。おとなしく言うことを聞け、俺の奴ど隷れいになれ、とか言いだすのよ！　そうに決まってるジャン！　あんなこっ恥ずかしい未来に行き着くまでに、他ほかにどういうルートがあるというわけぇ？　有り得ないっそれ以外に有り得ないんだからっ！」

「待て待て。落ちつけ。俺が魔女に襲われる場所はどこだ？　やっぱり学食なのか？」

「うーん。知らない場所。なんだか暗いし。あたしには判わからない」

　犯人の顔も判らない、場所も特定できない。ただ「お前は襲われる」と宣告されただけか。

　最悪だな。

「……もしかしたら尾津智弘を魔女から救うことができないことが明らかになって、私たちはこの子を哀あわれに思って最後の一日くらいいい思いをさせてあげようというボランティア精神に目覚めるのかもしれないわね。もっとも、そんな鬱うつ陶とうしい精神に目覚めるつもりなどこれっぽっちもないけれども」

「縁えん起ぎの悪いことを言わないでくれ光紗先輩」

「安心なさい、尾津。私に祓はらえない魔女なんていないわ。キミのような小物がどうなろうが知ったことではないけれど、この学校に現れた魔女は私が一人残らず呪って奪って刈かり尽つくしてあげるから。キミは私たちがふるう正義の鉄てつ槌ついに喝かつ采さいを送っていればそれでいいのよ、無力で無能な傍ぼう観かん者しやとしてね」

　俺が魔女に襲われる未来は当たっていそうだが、俺が光紗先輩とちこりに接待されるほうの未来は間ま違ちがいなく外れだな。だいたい当たるも八はつ卦け当たらぬも八卦なんだろ？　そんな１２０％有り得ない未来、スルーすればいいのに。

「うが～もう気分が悪い～。頭が痛くなってきたぁ～。ねえねえ光紗、何か音楽でもかけてこの最悪の気分を癒いやしましょうよぉ～」

「あら。私は携けい帯たい音楽は聴きかない主義なのよ。鼓こ膜まくが痛んでしまうから。鹿鳴館はいつもｉＢｏｔを持ち歩いているでしょう？」

「それが～、バッテリー切れちゃってるの。んがぐぐぐ。うっぷ、吐はきそう……この男にあたしの豊満な乳ち房ぶさをわしづかみにさせるという暗黒の未来を想像しただけで胃から酸すっぱいものがこみ上げてきて、うぐぅ」

　そんな理由で吐かれたら、さすがの俺も深く傷つくと思う。

　なので俺は、しぶしぶ自分の鞄かばんからＣＤを取りだした。今どきＣＤで音楽を聴く奴やつなんて滅めつ多たにいないのだが、これは今朝けさがた小笠原から貸してもらったというか強ごう引いんに「最高のアニソンだから男なら聴けっ！」と押しつけられたアイドル声優の新しん譜ぷである。

　ご陽気なアニメ絵ジャケットから推察するに、「実は中身は女に深い恨うらみを持ったカリスマヴォーカルががなりたてるデスメタルでした」とか「ドリルがちゅいーんちゅいーんと唸うなりを上げて岩がん盤ばんを破は壊かいする、ノイバウテンばりのインダストリアルノイズでした」とか、その種のありがちなオチはあるまい。

「ちこり先輩、これでも聴いて気分を変えてくれ。たぶんちこり先輩同様に舌足らずのアニメ声ソングだと思う」

「誰が舌足らずのアニメ声だってぇ？　うっぷ」

「……（あせ、あせ）」

　サナギがちょこちょこっと駆かけ寄ってきて、ＣＤドライブを内蔵したノートＰＣを俺の膝ひざの上に置いてくれた。

　俺はドライブにＣＤを挿そう入にゆうした。自動的にゲイツ謹きん製せいのメディアプレイヤーが起動して、小笠原お勧すすめのアニソンがイマジン室内に響ひびき渡わたった……

　……

　電波ソングだった。

　歌は（たぶんわざと）下手くそで音程は壊かい滅めつ的なまでに狂くるっていて、歌詞は明らかに放送コードギリギリアウト、「愛してると言わなきゃ首を落として煮にて食べてやる」とかそんな病やんだ内容、演奏はやたらと能天気なラテン系だが楽器はクラッシックのそれで、しかもコード進行が完全におかしい。連発される不協和音。ロキシーミュージック時代のブライアン・イーノが冗じよう談だんで作った、みたいな。

「ちょ。な、何なのよこれは。尾津智弘、この奇き怪かいな電波ソングで私たちをマインドコントロールしてキミの肉欲に奉ほう仕しする性奴隷に改造するつもりなのねっ!?」

「……（ぴくっ、ぴくっ）」

「サタン。キミは狡こう猾かつなサタンだわ。そんなにかわいい顔をしていながら、よくもこれほどのおぞましい悪事を思いつくことができるわね。愛していた弟に裏切られた気分だわ」

「いや、違うっ。俺も今はじめて聴いたんだっ。まさかアニソンの世界がこれほど恐おそろしい前衛芸術に踏ふみこんでいたなんて、知らなかったんだっ」

　ってか、俺の顔、別にかわいくないだろ。

「ああっしまった、どうして私ってば本心と正反対の言葉を口にしてしまったのかしら？　早くも尾津智弘の悪あく魔まソングに洗脳されてしまっているのね、心はもう許して堪かん忍にんしてと泣き叫さけんでいるのに身体からだがこの男に屈くつ服ぷくしてしまうんだわ。酷ひどい、心を犯おかされるなんてほんとうに最悪の気分だわ。キミは世界中の女の子の敵よ尾津智弘」

「違うと言うに」

「……う……ぐ……んげげえ～……」

　あ……。

　ずっと耳を塞ふさいで無言のまま震ふるえていたちこりがとうとう白目を剝むいて、ばたんっと後頭部から床ゆかに卒そつ倒とうしてしまった。

　いや。ちょっと。大おお袈げ裟さだろ？

　慌あわててちこりを抱だき起こす。がくがくと激しく痙けい攣れんしている。おいおい。

「そうだわ……これは……神秘和音を使った曲なのだわ」

「光紗先輩、なんだそれは？」

「オカルト思想に被かぶれていたロシアの作曲家スクリャービンが考案した特とく殊しゆなコードよ。鹿鳴館はね、管かん弦げん楽がくの音色でかなでられる神秘和音を耳にすると発ほつ作さを起こしてしまうのよ。シンセサイザーの類たぐいやギターは周波数が違うので平気なんだけど……よくもそこまで調べてきたものだわ尾津智弘。どうしても私たちを支配して汚けがらわしい肉欲を充みたしたいのね？　鹿鳴館を人ひと質じちに取られてしまったのでは、私はもうキミの奴ど隷れい人形になりさがる以外に選せん択たく肢しがないわ。悪徳もここまでくれば、いっそ驚きよう嘆たんに値あたいするわね」

「違うって！　偶ぐう然ぜんだって！　おいちこり先輩、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ごぼ、ごぼ……」

　ああ。ダメだこりゃ。口から泡あわが。

　しばらく介かい抱ほうしてやらないとな。

　まったく……また、疲つかれる仕事を増やしてしまった。




　はぁ……図書室に……戻もどりたい……。










　いつもならそのまま部室で魔女対策会議を開くところなのだが、ちこりのテンションが下がりきってしまったので、サナギがちこりに肩かたを貸して家へ送り届けることになってしまった。

　俺はといえば、光紗先輩の家に呼ばれてしまい、先輩の部屋にあつかましくも上がり込んでいた。

　光紗先輩の家は学校から割と近い。近いと言っても徒歩で十分以上は歩いたが、まあ走れば五分。近いという範はん疇ちゆうに入るだろう。少なくとも電車やバスを利用せずに登下校できる距きよ離りだ。

　そして先輩の家は、古びた小さな教会だった。

　……と聞くと、テントウ虫が集まってきてにこやかにすずやかにしめやかにサンバを踊おどり出してくれそうなメルヘンチックな光景が浮うかぶだろうが、言うまでもなく光紗先輩の暮らす教会は門が壊こわれていて敷しき地ちは雑草で荒あれ果てていて天てん井じようは崩くずれていて壁かべは煤すすけて真っ黒で人の気配はまったくなく、つまり明らかに「悪魔教会」とか「廃はい寺じ」とかそういう類の教会だった。

　そう、いかにも魔女が暮らしていそうな。

　俺たちは教会の入り口から礼拝堂を突つっ切って、裏手の階段から二階へ昇のぼった。二階はごく普ふ通つうの民家らしい造りになっていて、ちょっとほっとした。もしかしたら教会の二階にバフォメットの像とか逆さになっている十じゆう字じ架かとか牛の頭ず蓋がい骨こつとかホルマリン漬づけの赤子の標本とか、その手のアンチクライストなアイテムが隠かくされているのではないかと緊きん張ちようしたが、何のことはない普通の民家の二階だった。

　とにかく、そこに光紗先輩の部屋はあった。

　中は六畳じようほどの畳たたみを敷しいた和室で、部屋の隅すみにはシングルベッドがあり、壁にはたくさんの縫ぬいぐるみが陳ちん列れつされていた。本ほん棚だなの上部には、女の子向けのティーンズノベルがずらりと並んでいる。恋れん愛あい小説っぽいタイトルの本ばかりだな……。

　こんな女にも一応は女子高生らしい日常の私生活があるのだな、とちょっと感動した。

　まあ、よく見ると縫いぐるみの大半は光紗先輩が自作している呪のろいの人形「みさぴよ」だったが。蓑みのを被った小鳥みたいな造型で、頭には人間の黒髪がはえている。もちろん先輩自身の髪だ。

「おい。棚たなの端はじっこに、やたらと髪の毛が長い縫いぐるみが混じっているんだが。どうしてあのヒヨコだけあんなに髪が長いんだ？　足あし下もとまで届いている」

「ああ。あれはひとりでに伸のびているのよ。切っても切っても伸びてくるから、放置しているの」

　質問するんじゃなかった。

　光紗先輩は、ぺらぺらの煎せん餅べいみたいになっている使い古しの座ざ布ぶ団とんを俺に手て渡わたしてくれた。そして自分はふかふかの巨きよ大だい恐きよう竜りゆう型クッションの上にけだるそうに寝ね転ころがる。

　無防備だな。スカートの中身が見えるぞ。

「尾津智弘、全身がコチコチに固まってしまっているわね。そうよね、女子高生の部屋に入るなんてキミにとっては生まれて初めての経験でしょうね。そう緊張しなくてもいいのよ、私は何もキミに襲おそいかかって嚙かみ殺そうなんて大それた悪事を企たくらんではいないのだから」

　いや、企まれたあげく実行に移された経験があるだけにな。

　なるべく先輩のほうを見ないように目を逸そらしながら、腰こしを下ろした。

　だいたい、どうして俺はここに来ているんだ？

「あら、鹿鳴館が体調不良で帰ってしまったから、魔ま女じよ対策会議の続きを近場でやろうという話になったんじゃない。駅前のエスドナルドでも良かったのだけれど、キミがどうしても憧あこがれの光紗先輩のお宅を訪問して先輩が履はかれておられるスリッパの匂においを心ゆくまで肺の中に吸いこんで五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみわたらせて宇宙的エクスタシーに到とう達たつしたいのです、と泣いて懇こん願がんしたのでしょう？　私も鬼おにではないから、スリッパぐらいなら嗅かがせてあげてもいいと了りよう承しようしてあげたのよ。というわけで、はい。これが私が履いているスリッパよ。涎よだれ以外の体液は決して付着させないで頂ちよう戴だい」

　俺は、光紗先輩から手渡されたスリッパを無造作にゴミ箱へと投げ捨てた。

「なんてことをするのかしら。照れ隠しにも程ほどがあるわ」

「たとえスリッパの持ち主が俺の初はつ恋こいの彼女だったとしても、絶対にスリッパの臭においを嗅ぎたくはないな。百年の恋こいも醒さめるっていうだろう？」

「あら、その程度で醒めるような恋はほんものの恋じゃないのよ。偽にせ物ものの恋なんて、さっさと終わらせたほうが有益だわ。そうは思わない？」

「いいから本題に入れ。俺が刃は物ものを持った魔女に襲われるというちこり先輩の予知について話し合うんじゃなかったのか」

「そう慌あわてないの。鹿鳴館の未来予知スパンには、おおむね２パターンあるの。早ければ一週間、遅おそければ一ヶ月。今回のケースでは、順番から考えて最初に予知した『学食ハーレム事件』が一週間スパンの未来。次に予知した『尾津智弘、痴ち情じようのもつれで暁あかつきに死す！事件』が一ヶ月スパンの未来と見たわ。あの子が同時に二つの未来を当てたことって今までに例がないけれど」

　おいおい。

「いずれにしても『学食ハーレム事件』には魔女は関係していないでしょうから、問題の事件が発生する時期は今から数えて一ヶ月前後」

「今が六月の頭だから、今月の下げ旬じゆんに発生するか、あるいは七月の頭……ってことか。確かにまだ余よ裕ゆうはあるな。それに外れる可能性もあるし」

「その望みは薄うすいわね。『学食ハーレム事件』はどうせ外れるだろうから、確率的に考えて『尾津智弘、痴情のもつれで暁に死す！事件』のほうが当たる可能性がぐっと高くなっている」

　どうでもいいが、その事件名は何もかもが間ま違ちがっていると思うぞ。

「焦あせらなくていいわ。今はニートパパが留守してるし、ここで私が悲鳴をあげても誰だれにも聞こえないわよ？」

「ますます焦ってきた。ニートパパって何だよ」

「ああ。うちの父は一応は神父なのだけれど、以前バチカンから破門されてしまったの。だから今はフリーの自じ称しよう神父。この教会も、打ち棄すてられていたものを父が二束三文で買い取ろうとしたけれどもお金が足りないのでとりあえず不法占せん拠きよして無断で教会として再オープンさせている建物なのよ。だから公おおやけには、父はニートなの。ゆえにニートパパ。バーバパパの親類だと考えて頂戴」

　すまん。バーバパパってのがすでに判わからない。あと不法占拠って言葉が混じっていた気がするのだが、錯さつ覚かくだよな。

「天才バカボンのパパだって、途と中ちゆうまで植木職人だったけれど気がついたら見事なニートになっていたでしょう？　それと同じよ」

「カトリックから破門されたのなら、プロテスタントでも何でもあるじゃないか。どうしてフリーの神父なんていう妖あやしい仕事をやっているんだ」

「キミはほんとうに無知でバカで恥はじ知しらずね。プロテスタントは神父などという聖職を認めていないのよ？　『万人司祭』がプロテスタントのスローガンなんだから。だからプロテスタントの教会には神父は存在しないわ。牧師がいるだけよ。それに神父は神に仕える聖職者だから結けつ婚こんしてはいけないのだけれど、牧師は逆に結婚しなくちゃいけないの」

　うん？　だったらなぜフリー神父のニートパパに、娘むすめがいるんだ？

「まあ、アンチクライストな神父だったってことね。もっと聞きたい？」

　どうして俺が光紗先輩のアンチクライストな父親が送ってきた波は瀾らん万ばん丈じようの人生について教えてもらわなければならないんだ。

「中途半はん端ぱな情報だけ聞かされて気になって困ります、聞かせてくださいと懇願しても教えてあげないけどね」

「それは残念だ。それにしても荒あれ放題だな、この教会」

「お金がないのでリフォームできないのよ。どの組織にも参加していないモグリの教会なのだから、当然といえば当然だわ。仮に教会に収入が発生した場合、宗教法人じゃないから税金の申告も厄やつ介かいになるでしょうしね。だからニートパパは神父としての活動では一円も稼かせいでいないの。アルバイトで娘の学費と生活費を工く面めんしているわ」

「ニートどころか立派な労働者じゃないか」

「ニートなどという呼こ称しようは社会が勝手に押しつけてくるレッテルにすぎないわ。自宅で自律学習に邁まい進しんしている貴族的な若者に『不登校』なんて呼び名をつけるのと同じよ。愚ぐ昧まいにもほどがあるわ。だからそんな言葉の用法なんて、適当でいいのよ」

　そうか。いろいろ大変そうだが、いいお父さんなのかな。

「まあ、あの歳としで現げん役えきホストやってるんだから、立派といえば立派ね」

「ホストかよっ!?」

　親子そろってアンチクライストだな。

「そういうわけで私の父は、夜はたいてい家にいないのよ。キミは放課後の余った時間に、この荒れ寺ではかない美少女の肉体を好き放題に弄もてあそんでも全然構わないわけ」

「構ってくれよ！　構ってくれよ！」

「もしも私に無断で指一本でも触ふれたら私は絶対にキミを一いつ生しよう涯がい許さないけれどもね。全身全ぜん霊れいをかけて、呪のろって呪って呪い抜ぬいてあげるわ」

　それじゃ今とあまり変わらないな。

　だからといって、「じゃあ今から好き放題に弄んでやるよ」などという笑えないジョークは間違っても口にするつもりはないが。冗じよう談だんを交かわしているうちに気がつけば、という陥かん穽せいに俺は塡はまりたくない。

「ちょっと待っていなさい。今、関係がありそうなキャラクターに関する文ぶん献けん資料を引っ張りだしてくるから」

　光紗先輩は、くるりと身体からだを反転させると、四つんばいの姿勢で畳たたみの上を進みながら本ほん棚だなにとりついた。棚の下半分には、小難しそうな古書・珍ちん書しよ・奇き書しよの類たぐいが無造作に収納されていた。

「刃は物ものが具体的に何を指しているのかが判らないけど、とりあえず今回の魔女は得え物ものを使う物理的攻こう撃げきタイプのキャラクターなのよね。弓の類ではないでしょうから、ええと……このあたりかしら」

　小さなお尻しりをふりふりしながら本を物色する光紗先輩。

「おいおい。スカートの中身が見えるぞ。少しは男子高校生が部屋にいることを意識してくれ」

「あら、少しは自分がまがりなりにも男のまがいものなのだという自覚を持ち始めているわけ？　尾津智弘」

「申し訳ないが、まがいものだなんて自覚はないな」

「あらそう。でも私はキミをただの姉離ばなれできないお子様だとしか認にん知ちしていないから、どうでもいいわ」

「いや、だってな。その……は、穿はいてないかもしれない……だろ？」

　そう。光紗先輩には常に「穿いてない疑ぎ惑わく」がつきまとっている。

　まあそんな疑惑を抱いだいているのは、先輩とタメで口をきける唯ゆい一いつの男子生徒である俺だけなのだが。

「くすっ」

　何だ。また何か俺を罵ば倒とうする新ネタを思いついたのか？

「ねえ尾津智弘。賭かけをしましょうか」

「教会で賭と博ばくか？　麻マー雀ジヤンもパチンコも俺はやらないぞ」

「私のスカートの下が今どうなっているか、当ててご覧なさい。『穿いている』か『穿いていない』か、二に者しや択たく一いつ。キミが勝ったら、私に一つだけどんな命令を下してもいい。キミが外したらその逆ね。ということでどう？」

　……

　……何を言いだすのか。この女は。

　聞き流せ。

　……しかし俺の口が、勝手に答えていた。

「楽勝だな。俺は××××××のほうに賭ける」

「あらそう。正解はね……自分でスカートを捲めくって確かめてみなさい」

　まさかな。

　そこまで言っておきながら、実は××××でしたなんて馬ば鹿かげたオチは、いくら光紗先輩がアンチクライスト女だからといってもまさか有り得ないよな。

　俺は、あれっだったらどうして俺は××××××のほうに賭けているんだと首を捻ひねりながら、光紗先輩のスカートを指で摘つまんで。

　……

　……







　……

　……

　負けた……。

　なんというか……いろいろな意味でショックだ。

　光紗先輩はご満まん悦えつそうにニヤニヤ薄うす笑わらいを浮うかべながら、机の上に数冊の古本を並べはじめている。

「私の勝ちね。くすっ。あははははっ。まさか、ほんとうに私のスカートを堂々と捲り上げるとは予想もしていなかったわ。キミはほんとうにいやらしいわね、尾津智弘。ねえ、正解が『穿いている』でも『穿いていない』でも、どちらであろうがキミがやった行こう為いは完全な痴ち漢かん行為に当たるのだけれど、自覚していたぁ？」

「してねえよっ。そっちがクイズを出題してきたんだろうがっ。なんなんだよいったい？　俺をショック死させるつもりかよっ」

「この程度でショック死するような胆きもの小さな男だったら、さっさと死んだほうが幸せかもしれないわよ？」

　ああもう。好きに言ってくれ。

　弁解できない。

　気になってたんだよ。二ヶ月の間、ずっと気になっていたんだよ。もしも実は穿いていたらどうしよう、穿いてないかもという疑惑じたいが俺の妄もう想そうだったら我ながら危ない奴だよなあ、なんて悩なやんだりしていたんだよ。

「というわけで、私はすみやかにキミを告こく訴そしてあげてもいいんだけれど」

「頼たのむから勘かん弁べんしてくれ。ほら、俺は賭けに負けたんだから何でも言うことを聞くよ。心おきなくマグロ漁船にでも乗せてくれ。それとも限定ジャンケンで倍プッシュといくか？」

「甘いわね。私は勝ち逃にげする女なのよ」

「威い張ばるようなことかっ」

「せっかく我が身の貞てい操そうを犠ぎ牲せいにしてまで奪うばい取った賞品ですもの。この命令権は、ここ一番の時のために取っておくわ」

「傷つけられた俺の心はどうなるんだ」

「あら。傷ついたのはキミの品性と人格だわ」

「うわっ言い返せないっ」

「なんだかんだ言っても、シュブニグラスよりは愛らしかったでしょう」

「やめてくれっ思いだしたくないっ」

「それは失礼な物言いね。これだから彼女いない歴イコール年ねん齢れいの男の子って嫌きらいよ」

「そっちこそ彼氏いない歴イコール年齢の女の子だろうが」

「あら、どうして私の過去に男関係がいっさい無かったなんて断言できるわけ。イタリアの男たちはフランスの男たちに匹ひつ敵てきするほど手が早いのよ」

「手を出す前に心をへし折られるだろ？」

「ちっ。うまいこと言うわね。悔くやしいけれど座ざ布ぶ団とん一枚、追加してあげる」

　黴かびた煎せん餅べい座布団をもう一枚手て渡わたされた。

「いい気にならないで。つまらないことを言ったら、キミが必死の思いで集めた座布団を全部奪い取るわよ」

「なあ、十枚集めたら何か良いいことでもあるのか？」

「私にイタリア料理のフルコースを奢おごらせてあげるわ」

「私『が』奢『って』あげるわ、の間ま違ちがいだろ。さすが帰国子女」

「いいえ。この私に奢らせてあげる光栄な権利を与あたえてやろうと言っているのよ。私は英語よりも日本語のほうが成績が良いのよ」

　まあイタリア人が使う言語はイタリア語だからな。あとカトリック絡がらみではラテン語か。

　って、思いきり意図的に話をはぐらかされてる気がする。

　その時。

　なぜか、月見里の顔がフラッシュバックした。

　ちぇっ。俺はこういう光紗先輩と馴なれ合う緩ゆるい空気を気に入っているんだけどな。

　それなのに、俺はこんな言葉を口に出してしまっていた。

「なあ。光紗先輩って、誰だれかを好きになったこと……あるか？」

　鹿鳴館のことも津嶋のことも愛しているし、ニートパパの父にもそれなりに家族愛らしき感情は抱いだいているわ、と先輩は興味なげに鼻で笑った。

「そうじゃない。恋れん愛あいしたことあるかという話だよ。別に場所はイタリアでも日本でもいいんだけど」

「それは私の過去の男女関係が気になって気になって、私にもしジローラモ[image: Jr.]みたいなラテン系の彼氏がいたりしたらなんてことを想像してしまうだけでそれはもう己おのれの卑ひ小しようさが悔しくて悲しくて夜も眠ねむれなくて枕まくらを涙なみだに濡ぬらしているという切ない少年の遠回しな告白だと受け取ればいいのかしら？」

「何を言っているのかよく判わからないが、絶対に違う」

「ふふっ。かわいそうだから、正直に教えてあげるわ。私にはね……」

「……あ……ああ」

　どうして俺は生なま唾つばを吞のみこんでるんだよ。

　わざわざ緊きん張ちようするような話か？

「……恋愛経験なんてないわ。だって、男の子に対して恋愛感情を抱いたことがないのだもの」

「そうか」

　なぜか、ほっとしている俺。しかし一方では、胸がちくっと痛んでいる俺もいる。どっちの俺も、背中の後ろから俺自身を観察しているもう一人の俺としては理解不能だ。

「もちろん女の子にも抱いたことはないわ。友情なら抱くけれども。ものの本によると友情と恋愛感情は違うらしいから」

「どう違うんだろうな。家族愛と恋愛と友情って、どれもこれも似たようなもんじゃないのか？」

「それは実の姉を監かん禁きんしてＤＶして強制猥わい褻せつして強制排はい泄せつさせている変質者ならではのマニアックな意見じゃないかしら？」

　だから、その噂うわさはすべて間違ってるから。

「考えてもごらんなさい、尾津。家族愛や友情には性欲は絡からんでこないでしょう？　私が鹿鳴館の胸を見るたびにいちいち興奮していたら、とてもじゃないけれど友情なんて成立しないわよ」

　ちこりの胸を見るたびにいちいち嫉しつ妬としているのに、よく友情を成立させられるな。

「しかしな。性欲と恋愛はイコールではないだろう？」

「〈恋愛＝性欲〉ではないけれども、〈恋愛→性欲〉よ。恋愛感情なんてものはね、人間だけが持っている特権的な能力じゃないの。動物の雄おすと雌めすは、成熟したら子孫を残すために交こう尾びすることに決まっているのよ。遺伝子レベルでね。で、交尾の際には雄も雌もともに優ゆう秀しゆうな遺伝子を持っていそうな相手を探し出して選せん択たくするわけ。性淘とう汰たという現象ね。この性淘汰が為なされる際に動物の脳の中で起こる、個体を交尾へと駆かり立てる電気化学的な神経の興奮現象のことを、人間が勝手に『恋愛』と名づけているだけなのよ」

　うわ。夢も希望もない断言だな。

「だってキミは神の存在を信じる？　まともな日本人だったら、漠ばく然ぜんとした神性への畏い敬けいの念くらいは持っていても、人間の世界を支配する唯ゆい一いつ絶対神なんてものはとうてい信じられないでしょう？　でも世界の全人口の半分以上が、未いまだに本気で神の実在を信じているわ。私たちが恋愛を何か神秘的で神聖なものだと感じたがるのも、神の実在を信じたがるのと同じ心しん性しよう。それは結局、迷めい妄もうな人間の自意識がうっかり陥おちいりやすい錯さつ覚かくにすぎないの」

　じゃあ、光紗先輩には性欲もないというんだな？

「あるわよ。動物なんだからあるに決まっているでしょう。ただ、遺伝子が勝手にプログラミングして発動させている本能ごときに恋愛だのなんだのというロマンティックな言葉を付ふ与よして自己陶とう酔すいするなんてイヤだというだけよ」

　なんだかすっげぇクールでドライでダーティでクレバーな大人のオンナぶった冷れい笑しようを浮うかべている光紗先輩。しかしその背後の本ほん棚だなには、「好き好き♥ＭｙＭｙダーリン」とか「ときめけ！神楽かぐら坂ざか高校ものがたり」とか、そういう乙女おとめチックなタイトルの小説本がぎっしりと詰つめこまれているのだが。

　……あの本棚の中身については、触ふれないほうが良さそうだな。

「そういうわけだから、いい？　尾津智弘。性しよう懲こりもなく私の内側にまで踏ふみこんできたら、呪のろい殺すわよ？　今度は嚙かみつき攻こう撃げきくらいじゃ済まさないわ」

「いつ俺が先輩の内側に図ずう々ずうしく踏みこんだんだよ？　俺は他人のプライバシーをそれなりに尊重する男だぞ」

「踏みこんだじゃない。四月のあの夜のことよ。シュレーディンガーを祓はらった時、キミはずいぶんと馴なれ馴なれしい口を利きいてくれたわね。あれほどの恥ち辱じよくを私に与あたえた人間はキミがはじめてだわ、尾津智弘。一生キミにまとわりついて呪ってやるんだから」

「……ああ、あの時か……どこまで聞いていた？」

「キミが絶体絶命の窮きゆう地ちに立たされて生まれて初めて自分の本質に覚かく醒せいし、生き伸のびることができたならその後の生しよう涯がいのすべてを光紗さまの性奴ど隷れいとして過ごしたいですと泣いて叫さけんで私の足にすがりついてきた時には正直、たじろいだわ」

　そんな情けない記き憶おくは俺の脳には残っていないな。

「ええと……中庭でさ、先輩が急に泣きだしていろいろ弱音を吐はきまくっただろ。あの時にさ、俺……うっかり心にもないことを口走ってしまったんだが……もしかして、あれも聞いていたのか？」

「ああ、あれ？　もちろん聞いていたわ。あの時のキミはかわいかったわよ、ふふふっ」

　くっ。聞いていながら二ヶ月も知らぬふりをしていたのか。

「ふ、ふん。あの時の先輩は、悔くやしいけれど別人のようにかわいかったからな。俺が守ってやらなきゃあ、なんてくだらないことを考えちまって、うっかり口が滑すべっただけだ」

「あらそう。中庭では確かにいろいろダメ人間臭くさい台詞せりふを喋しやべってたけど、実はキミをシュレーディンガーの元に特とつ攻こうさせて結界を復活させるためにわざとしおらしくて無力な女の子を演じてあげていたのよ。つまりお芝しば居い。男なんて、かわいい女の子がちょっと泣いてみせれば『こいつってほんとうは弱い奴やつなんだな』と勝手に勘かん違ちがいして情欲まみれのヒロイズムに浸ひたって特攻してくれるものだから。幼よう稚ちもいいところだわ。案の定、キミは我が身を棄すてて私を救うために突とつ撃げきしてくれたしね」

「あれ全部演技だったのかよっ!?」

「何よ、疑うの？　と、当然でしょう？」

　おいおい。今になってシュレーディンガー事件の思い出、全否定か？　こら目を逸そらすな。

「も、もうあの夜の話はやめましょう。私たちは今この瞬しゆん間かんを生きなくてはいけないのよ」

「はぁ……なんだか、どっと疲つかれが……よくも、あんなことを言った男の首を毎日平然と舐なめたりできるな……」

「当然よ。私は寛かん容ようですもの。非常時には人間、自分でも理解不能な行動や発言に走ってしまうものだから。その件についてはすでに許してあげているわよ？」

「先輩に許してもらわないといけないような発言だったかな……？」

「もちろんだわ。あんな場面であんなことを言うなんて反則だもの。卑ひ怯きようもいいところだわ。本来なら死し刑けいに相当する大罪だとは思うけれど、極限 状じよう況きようだったし。せ、責任能力なしということで無罪にしておいてあげる……」

　俺はてっきり、あの時の光紗先輩はパニクっていて何も聞こえていなかった……と思いこんでいたのだが。実はしっかり聞かれていたあげく「なかったことにしてあげる」「私は恋れん愛あいなんてしない」ときたか。

　まあ、あの時の台詞が全部演技だったなんて言葉は信じないけどさ。いつもの強がりなんだろうけど。

　でも、なんだろうな。

　心に……すきま風が吹ふき付けているような、この痛い感覚。

　あの時以来だ。先輩が「弟の形見」とか言っていた貝かい殻がらを学校中に埋うめるのを、黙だまって見ていることしかできなかった……あの夜の感覚。

　俺は、あれから……何も変わっては、いなかったのかな。

「それにしても尾津。女の子の部屋で恋愛ネタを振ふってくるなんて、ずいぶんと大だい胆たんね。いったいどういうつもりなのかしら？」

「ああ……俺さ、どうやら初はつ恋こいを……することになるかもしれないんだ」

　どうして、口が滑ったのだろう。そもそも、その瞬間まで俺は、自分が初恋を経験しかけているのだろうなどとは考えてすらいなかったのだ。

　もしかしたら、光紗先輩の酷こく薄はくな態度に一いつ矢し報むくいてやろうと思っただけだったのかもしれないし、すでに俺の中で恋愛イベントとやらがはじまってしまっていたのかもしれない。どちらが先だったのか。卵か、ニワトリか。

　つまるところ。

　魔まが、差したんだろうな。

「あら。それは困ったわね。今も言ったように、私にとって恋愛とは性欲の発動の前段階でしかないのよ。ちなみに私はキミに対して性欲などはこれっぽっちも感じていないから死亡しなさい。間違えたわ、失望しなさい」

　イヤな言い間違えだな。

「ふう、呆あきれるわね。ここまで言ってあげているのに、それでも恋がどうのこうのと言うのであれば、ええと……つまりキミは、いよいよこの千せん載ざい一いち遇ぐうの好機に雄おすの本ほん性しようを剝むきだしにしていたいけな少女を手て籠ごめにしようと……」

　光紗先輩が、俺を睨にらみながらすすっ……と距きよ離りを取る。

　俺は思わず。

　舌打ちしていた。

「おいおいちょっと待て。違う。安心しろ、俺が恋をしそうになっている相手は、光紗先輩じゃないから」

「……ええっ？」

　どうして素すで驚おどろく。

「どうも俺のこと好きだって言ってくれそうな女の子がいるんだ。まだ直接言われたわけじゃないんだけどさ。俺って今まで、異性を俺の世界の中には入れないことにしていたんだけど……実は、女の子から好きだって言われたことが一度もなかったんだよな。言われないように努力していたのかもしれないけれど」

　俺自身が本人を前にしてうっかり口走ってしまったことは一度だけあるが、それはたった今「なかったこと」にされてしまったわけだから正式にノーカウントだ。

「ちょ、ちょっと待ちなさい、尾津智弘」

「イマジンで過ごしているうちにそのあたりが緩ゆるくなったというか、世界の内側に常に誰だれかがいるという状態もそれはそれでアリなんじゃないかとか感じるようになってたのかな。だから……あまり悪い気はしていない……のかもしれない」

「ちょっと！　誰よそれ。誰のことを言っているの？」

「それにさ。あの子は先輩と違って優やさしくて素直だしなぁ」

　ちょっとした皮肉、いつもの軽口のつもりだったのだが。

　まあ……いつもより少しばかり刺とげ々とげしい発言ではあった。

　次の瞬間には。

「ぺっ！」

　俺は、目にツバを吐はきかけられていて。

「キミの初恋の相手が私じゃなくて、ほんとうにほんとうにハッピーだわ。私は今日ほど生きていてよかったと感激した日を寡か聞ぶんにして知らないわ。実じつ姉しを強制排はい泄せつさせて悦えつに浸ひたっているトリプルＨに恋なんかされたら、恥はずかしくて情けなくて悔くやしくて一秒たりとも生きてはいられないものね！」

「と、トリプルＨ？」

　視界を塞ふさがれて混乱している隙すきに、部屋から引き出され。

「変人！　変態！　変質者！」

　そう罵ののしられながら、階段から容よう赦しやなく突つき落とされた。

　俺は一階の床ゆかにみっともなく蹲うずくまりながら、我が身に何が起こったのかを把は握あくしようと頭を動かしてみた。

　何がなんだか、さっぱり理解できなかった。

　理解できぬままに、どうにか立ち上がった。

　もう、先輩の姿は見えなかった。

　足を引きずりながら二階に昇のぼってみたが、やはりどこにもいない。

　俺が呻うめいている横を素通りして、外に飛びだしてしまったらしい。

　なんなんだよ、あのアンチクライストな女は。

　何も企たくらんでいないと言いつつ、やっぱり襲しゆう撃げきしやがったじゃないか。

　しかも即そくギレで。衝しよう動どう的に。発ほつ作さ的に。




　まったく……ついていけないよ。

　魔女対策は……どうなったんだよ……？







　家にたどり着いた時には、もう午後八時を過ぎていた。

　玄げん関かんに到とう達たつするや否いなや。

「ちひろくぅん、おかえりなさい～」

　顔面全体が真っ白で鼻がなく、目だけがやけにぎょろぎょろ光っている奇きっ怪かい至し極ごくな和服の化け物が！

　指をものほしそうに「わきわき」と動かしながら、俺の首筋を狙ねらって飛びかかってきた！

「おわっ。出たな魔女めっ!?　予定より登場が早いぞっ」

　俺は鉄てつ拳けんを振ふり上げて、すみやかに迎げい撃げき……ぽかぽかっ。

「うえええ、殴なぐらないでちひろくぅん。わたしだよぉ。あなたの永遠の姉、玲於奈だよぉ」

「ああ？」

　その間ま抜ぬけな声はまぎれもなく俺の双ふた子ごの姉、ひきこもり一筋十年のキャリアを持つ究極の人間失格女、尾津玲於奈のものだった。

「何だよ、その塗ぬり壁かべみたいな白い顔はっ？　不気味だから早く人間の姿に戻もどれっ」

「今ちょうどパック中だったんだよ。待っててね、はがしちゃうから」

　ぺりぺりぺり。

　白いパックがはがされると、お気楽極楽な玲於奈のアホ面づらが現れた。

「ぷはぁ。おかえり、ちひろくんっ」

　できれば俺と同じ貌かおの人間をアホ面とか言いたくないのだが……しかしどう見てもアホ面だ。きっと品性の差が表情に表れているに違いない。

「どうしてひきこもりの分際で美容に気を配ってるんだ。意味ねえだろ」

「ちひろくんに少しでも美しいわたしの姿を見せてあげたいという心配りだよ。油断すると、にきびとか出来やすいお年とし頃ごろだもんねぇ。ほれほれ、ちひろくんお待ちかねの綺き麗れいなお姉さんだよ～。たっぷり癒いやされてねっ。お待たせっ」

「待ってねえよ」

「どう、この赤ちゃんみたいなふにふにのほっぺ」

　向日葵ひまわりのような笑え顔がおだが、姉貴の着ている和服の柄がらは向日葵じゃなくて紫陽花あじさいだ。まあ、一年中頭の中で向日葵を満開状態にさせてる奴やつだけどな。
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「少しは表に出て日光に焼かれろ」

「あんもう。つれないなあ。で、お姉ちゃんからのミッション、読んでくれた～？　わくわく、わくわく」

「まあな」

「あのお手紙は？　大切に宝物としてしまい込んでくれた？」

「棄すてた」

「がーんっ」

　いちいち口で「がーん」って言うな。小学生か。

「あうう。どうしてそんなにお姉ちゃんに冷たいのぉ？　あ～、そういえば今日はちひろくんの体たい臭しゆうが妙みようだよ。思わず涎よだれが出てきちゃう、あの香こうばしい明あか石し焼きのにほひじゃないよっ？」

「悪い。今日はたこ焼きはなしだ」

「さらに、がーんっ」

　ぽいっ。

　組み付かれて投げ捨てられた。

　光紗先輩に階段から突き落とされて身体からだにガタが来ていた今の俺にとっては、玲於奈ごときに転がされただけでも大ダメージだった。

「痛いじゃないか。今日は厄やく日びなのか天中殺なのか仏ぶつ滅めつなのか」

「どうしてぇ？　こんなに夜よ更ふかししておきながら、たこ焼きを買ってきてくれないって、いったいどおゆぅこと？」

「仕方ないだろ。今日はちょっとしたトラブルに巻きこまれて、たこ焼きを買ってくる余よ裕ゆうがなかったんだ」

「あ～、う～。たこ焼きっ、たこ焼きっ！　たこ焼きが食べた～いっ！　悔くやしいからこのまま朝まで玄関口でじだんだ踏ふんでやる～う。じだんだんだんだんだんだんだんっっっ！」

「だから、悪かったって言ってるだろ？」

「お姉ちゃんはちひろくんを、そんな我が儘ままな人間に育てた覚えはありませんっ！　じだんだんだんだんだんだんだんだんだん……ふぅ、じだんだを踏み疲つかれちゃった。ここから先はちひろくんが踏んでね」

　玄関口のどのあたりが「じだんだ」なんだ？

「お前がこれほど我が儘な人間に育ってしまった責任は全面的に俺にあるということは認めてやってもいいぞ。いってぇ……」

「はっ？　ち、ちひろくんっ、頭から血が流れてきたよっ？　お姉ちゃんが繰くりだした真空斬ぎりがそんなに効いちゃったっ？　やっぱり『柔じゆうよく剛ごうを制す』というアントニオ猪いの木きの格言は真実だったんだねっ」

「『風車の理論』と『柔よく剛を制す』は違ちがう。それにこれは光紗先輩につけられた傷だ」

「ええっ？　ＳＭ関係っ？　しかもＭのほう？」

「違う！　待ってろ。冷蔵庫に冷れい凍とうモノのたこ焼きを備び蓄ちくしてるから、それをチンしてやる」

「はうう～。こんな痛そうなケガをしているのに、わたしのためにたこ焼きをチンしてくれるだなんて……お姉ちゃんがたっぷりと愛情を注いで育てたから、ちひろくんはこんなに優やさしい少年に成長したんだねっ。わたしの教育方針は間違えてなかったよ」

　ボランティア精神と忍にん耐たい力ならたっぷりと養われたけれどもな。




　五分後。

　レンジでたこ焼きを解かい凍とうしてやった後、俺は玲於奈に「重病人は寝ねてなきゃダメだよっ」と手を引っ張られて玲於奈の部屋に放ほうり込まれていた。

　俺は自分の部屋で寝たいんだが。

「そんな魚くさいことを言われたら悲しくなっちゃうよ、お姉ちゃん」

「それを言うなら『水くさい』だ」

「こんな時くらいわたしが弟の介かい護ごをしなくて、いつ恩を返せるというのっ？」

「別に姉貴に恩なんか施ほどこした覚えはないけどな」

「いいえ。毎晩たこ焼きを買ってきてくださった恩義を、わたしは一いつ生しよう涯がい忘れることがないよ？　わたしの知能は犬猫の三倍はあるんだから、奴らよりも飼い主の恩義にはちょっとばかりうるさいと思うよ」

「よく判わかった。お前が恩義を感じている相手は俺じゃなくて、たこ焼きだ」

「ちなみにたこ焼きの恩義には、利子はつかないから。むしろ年利13％で減っていくの」

「革命的に安い恩義だな」

「だってぇ。タコさんって、消化しちゃったらそれまでなんだし。恩義では、お腹なかは膨ふくらまないよ？」

　相変わらず眠ねむそうに目を半開きにしている玲於奈が畳たたみの上にちょこなんと正座して、そして俺の頭を自分の膝ひざの上に乗せる。

　相変わらず本だのディスクだのが天てん井じようまでびっしりと積み重ねられた部屋。

　玲於奈が収集した〝物語〟は、姉貴の〝世界〟と〝外の世界〟を分断する壁かべそのものになっている。

「けっこう重～い。おうおう、たくましく育ったわねえ。ちひろくんって、そろそろ食べ頃ごろかもしれないねぇ」

「俺の頭がたこ焼きに見えているのなら、末期症しよう状じようだな」

「ついでに耳みみ掃そう除じしてあげようか、ちひろくん」

「遠えん慮りよする。姉貴は手先が不器用だからな」

「そんなことないよぉ～？　ちひろくんって照れ屋さんなんだからぁ、てへっ」

　十年前。玲於奈は心身に取り返しのつかない大ダメージを負った。

　医師にも教師にも両親にも見放された玲於奈にエサをやったりして介護し続けたのが、双ふた子ごの弟にして子分だった俺というわけで。

　気がつけば両親はこの数年後には水すい没ぼつすると予測されている自宅を俺と玲於奈に与あたえて、高地へと去り。

　俺は姉貴の飼育でせいいっぱいの幼少期を過ごし、この歳としまで初はつ恋こいというものも知らずに淡たん々たんと生きていたわけだが。

「はい、これで治ち療りよう完かん了りよう。我ながら神の手だわ。恐おそろしいまでのメスさばき、まるで芸術のごときオペ」

　幸い額の傷はちょっとしたものだったので、玲於奈に消毒液をヘアトニックみたいに振ふりまかれてバンドエイドタイプの絆ばん創そう膏こうを貼はり付けられただけで治療は終了した。

「それじゃ俺は寝るから、また明日な」

　起き上がろうとしたが、バカ姉に足を引っかけられて畳の上にうつぶせに倒たおされてしまった。治療と攻こう撃げきを繰くり返すんじゃない。

「『今日の尾津智弘物語』を聞かせてくれなきゃ、この部屋から出してあげない。てへっ。お姉ちゃんのミッションをちゃんと遂すい行こうしてくれた？」

　この部屋に籠こもり続けて、世界中のありとあらゆる〝物語〟を収集し尽つくしてしまった姉貴にとっては。

　俺の〝物語〟を聞くことがマイブームになっているのだ。

　まったく、はた迷めい惑わくな話だな。

　しかし、まだ全身が痛むせいか、無理して姉貴を振り切って部屋に逃にげ帰る気力というものがいまいち湧わいてこず。

　俺は玲於奈がごろりと寝ね転ころがったベッドを背もたれ代わりに腰こしを下ろし、まるでジークムント・フロイトに自由連想法の精神分ぶん析せきを受けている患かん者じやのようにつらつらと適当なことを話しはじめた。

　今日俺の周辺で起きたイベントをダイジェスト化して、コマーシャル部分と放送コードに引っかかる場面はきっちりカットして、たいした脈みや絡くらくもないイベントの流れをさも理論整然としたプロットがあらかじめあったかのように編集して。

　おおむね、十分くらいで話し終わる。

　それにしても今日は次々とイベント続きだったな。江来栖に果たし状を突つきつけられたのが発ほつ端たんで、しかし送り主は車椅子の少女、月見里真稀名。図書室で意味深な「お願い」と「質問」を投げかけられた後、ちこりが電波ソングで倒れて、光紗先輩の家にお呼ばれして、さんざんからかわれたかと思ったらいきなり階段から突き落とされて……って、こんな一日の流れのどこに論理的なプロットが存在するっていうんだよ。

「おおおー。来たじゃん。来たじゃん、ちひろくんの季節だよっ！　確変モードに突とつ入にゆうしてるよっ！」

「まあ一言で言えば、今日の俺は魔まが差していたんだ。差しまくっていたんだ……って何だよ、その確変モードってのは？」

「えー？　判らないの？　すっごく王道の展開に入ってるっていうのに」

「王道？　プロレスリング・ノア？」

　ああ……俺もノアの箱船に乗せていってほしいな……。

「違ちがうよー。これは、恋れん愛あい物語の王道だよ！　お姉ちゃんが今朝リクエストしたばかりの『大道寺部長と新キャラ美少女との三角関係』ってやつじゃんかっ！　さっそくお姉ちゃんのお願いに応こたえてくれるなんて、さすがは我が弟だねえ。んもう、かわいいったらありゃしない、だんだんちひろくんの顔がほんとうにたこ焼きに見えてきたよぉ。じゅるっ」

「涎よだれを垂らすな！　あのな。江来栖から果たし状を受け取って月見里と会ったのは、ただの偶ぐう然ぜんだ。姉貴のミッションとは関係ない。お前は因果律という言葉を知っているのか」

「あら。〝世界〟に生じるすべての現象は必然であって偶然ではないんだよちひろくん。なぜならば……ふっふっふっ」

　ああ、判った判った。

「あんもう。意地悪。最後まで聞いてよ～」

「『ほんものの世界はこの部屋だけなんだよ、ちひろくん』って言うつもりだったんだろう？」

「あうう。いいもん。ちひろくんがいつも私をそうやって言葉で嬲なぶって辱はずかしめてせせら笑うようになったのは、実の姉に対する充みたされない恋こい心ごころと性的欲望が屈くつ折せつしてねじ曲がってしまった結果なんだと解かい釈しやくすればどんな暴言にも耐たえられるもん」

　なぜ俺が双子の姉にそんな鬱うつ陶とうしい衝しよう動どうを抱いだかねばならないのだ。

「まあ今日は何を言われても許してあげちゃう。だってちひろくんはこれから毎日、極ごく上じようの学園恋愛三トラ角イア関ング係ル物語をお姉ちゃんに提供してくれるんだもんね。えへへ」

「あのな。光紗先輩と俺は今までそういうラブコメみたいな甘い関係ではなかったし、今後も命のやりとりが続く殺さつ伐ばつとした関係でしかない。月見里とは今日会ったばかりで、まだどうなるか予想もできない」

「自分が手塩に掛かけて育てたペットが一人前に異性に発情するようになったなんて、お姉ちゃんは感無量だよ」

「今何かさらっと酷ひどいことを言わなかったか？」

「気のせいだよ。お姉ちゃんは『ちひろくんは暇ひまつぶしに最適なゆかいなペットだねぇ』なんて不ふ謹きん慎しんなことを一度たりとも考えたことないよ？」

「俺は24時間３６５日、お前のことを俺のペットだと見なしているけどな」

「はううう。わが弟に『俺のペット』って言われるなんて……わたしって宇宙一幸せなお姉ちゃんね……でもいけないわ、ちひろくん。お姉ちゃんを恋の三角関係に引き入れたらせっかくのプロットが破は綻たんしてしまうもの。まだまだ学園ラブコメにおいて『姉属性』はマイナーなジャンルなんだから」

　こいつをたこ焼きボッシュート以外の技わざでがっかりさせる方法はないものか。

「なあ玲於奈。月見里はどういうつもりで俺を呼びだして友達になりたいなんて言いだしたんだと思う？」

「おおおー。さすがは恋愛物語の主人公、筋金入りの鈍どん感かんニブチン唐とう変へん木ぼく甲か斐い性しよう無しというキャラ設定ができあがっているねっ。そんなの、理由は一つに決まってるじゃんっ」

「俺に恋をしているのか？　あるいは友情の線か？　相手が異性だからって、常に〈好意＝恋愛感情〉というわけじゃないだろう？」

「おバカさん。月見里さんは、ちひろくんに発情して我が慢まんできなくなっちゃってるんだよ。へっへっへっ」

　ベッドの側へ振ふり返って、でこぴん。

「いたぁい。何するのぉ。ああでも、弟にＤＶされるとお姉ちゃん、なんだか酷く気持ちいい……愛している弟からワイルドな愛情表現を示されると、否いや応おうなしに身体からだの芯しんがほてってきてハートがふわふわとあたたかくなっちゃう。これが、これが長年弟に監かん禁きんされてきた姉の哀かなしい性さがというものなのね。ぽっ……」

「お前まで光紗先輩みたいなことを言いだすなよ！　と俺が言い終わる前にさらに突っ込みを入れなければならなくなるような台詞せりふを吐はくな」

「いいよいいよ。女の扱あつかいがこなれてきてるよ、ちひろくん。シュレーディンガー事件の夜以来、部長とぜんぜん進展がなかったけれど、この三角関係イベントをきっかけに部長がジェラシって『もしかして私が尾津智弘に抱いていた感情は……恋っ……？』なんて勘かん違ちがいしはじめたら、これはしめたもの！」

「はあ？」

「シュレーディンガー事件の際にせっかくちひろくんが一世一代の告白を部長にかましたのにその後進展がなかったのは、部長がちひろくんの愛の深さにかまけて油断しきっていたからなんだよ。まさか恋こい敵がたきなんて現れるはずがないと……しょせんＮＰＣとはいえ、そのあたりは人間臭くささを感じさせるわね～。最近のネトゲーは凄すごいねっ」

　光紗先輩はＮＰＣでもネトゲーの妖よう精せいでもないぞ。

「誤解だらけの認にん識しきから邪じや推すいまみれの結論を導き出すな。まず俺は先輩に告白なんかしていないし、先輩が俺に恋しているはずがない。まあ、俺のほうは友情くらいなら感じているがな……」

　それだって、うっかり魔が差しただけだけどな。

「えへへ。いいよいいよ、かわいいよぉちひろくん。もっとツンツンしてみせて～」

「やりづらいなぁ……先輩にとっては〈恋愛→性欲〉なんだよ。で、俺には性欲なんて感じないってちゃんと言ってるだろ？」

「うんうん。でももう〈恋愛→性欲〉ルートの中ちゆう盤ばんあたりに差し掛かって最難所のヘアピンカーブを曲がっているあたりだよ？　あの部長も、あれはあれで鈍感キャラだもんねえ～。まっ、ああいう偽ぎ悪あく者しやキャラってのは過去に何かありがちなトラウマ体験があって、それが原因で『自分には人に愛される資格がない』なんて素すっ頓とん狂きような妄もう想そうを確信してしまっているのだろうけど～」

　ちなみに俺は先輩の過去について「弟が死んだ」などの断だん片ぺん的な情報を得ているが、姉貴には喋しやべっていない。だいいちあの人の言葉はほんとうか噓うそか判わからないし、もしほんとうだったとすれば、それは……部外者の俺ごときが無断で人に喋っていいことじゃない。

「でもでも。ちひろくんを他ほかの女に奪うばわれるイベントに遭そう遇ぐうしたら、そんな青あお臭くさい『私って悲劇のヒロインね妄想』に浸ひたってる場合じゃなくなるよ。たちどころに、ぶざまで醜みにくいジェラシーを剝むきだしにして暴れだすよっ！　っていうか、もう暴れてるでそ？　いいねえ、踊おどれ踊れ！」

　お前、いつか光紗先輩に刺さされるぞ。

「いやぁ階段から突つき落とされるなんて、並なみ大たい抵ていの愛され方じゃないよちひろくんっ。幸せものだねぇ、モテモテだねぇ。かぁ～。ほらほら、ガード堅かたそうに見えるけど部長攻こう略りやくなんて簡単だよ～」

　いや、階段から俺を落としたのは純じゆん粋すいな殺意の故ゆえだろ？　どうしていきなり殺意を抱いだいたかって？　太陽が黄色かったからじゃないか？

「あと一息だよっ、テコ入れで投入した新キャラといちゃついてさんざん見せつけてあげれば、部長のパラメーター上じよう昇しようモードが一気に来るよ。独どく占せん欲よくと好感度がＷで上昇だよっ。ちょっとワンパターンの展開かもしれないけどねぇ」

　ちひろくんの書くプロットってどうにもオリジナリティに欠けているのよね、でもまあそれは生まれつきの才能の問題だからちひろくんの責任じゃないよ、と玲於奈は能天気に笑った。

「いや、だからさ。先輩は関係ないんだ。月見里だよ。月見里は俺の〝世界〟の中に入れてくれ、って言っているんだと思うんだよ。それってさ、この先恋れん愛あい関係になろうがなるまいが、俺にとっては非常に重大なイベントだと思うんだ」

　俺の持論。

　人間はそれぞれ〝半径●メートルの世界〟という領パーソナ域ルエリアを持っている。俺の場合は、半径三メートルな。俺たちはみんなたった一つの〝外の世界〟を共有して暮らしているかのような演技をしているが、実際には自分の〝世界〟に閉じこもってお互たがいになるべく干かん渉しようしあわないように生きている。しかし恋愛だのなんだのといったディープな人間関係が発生すると、お互いをお互いの〝世界〟の中に踏ふみこませて自分自身の〝世界〟を他人と共有することになってしまう。

　俺は、それはとても面めん倒どうくさくて厄やつ介かいなことだと思っている。

　他人と争わないために、傷つけあわないために、人間は〝半径三メートルの世界〟を守りながら生きていくべきなのであって。

　他人を引き入れることを受け入れてしまえば、結局は自分の〝半径三メートルの世界〟に誰だれを入れて誰を排はい除じよするか、という問題になってしまう。

　……四月にイマジンと杉原の間で起きたことは、そういうことだった。

　杉原は光紗先輩たちが自分の〝世界〟に入ってくることを拒きよ絶ぜつし……まあ、先輩たちは杉原の〝世界〟を奪い取ろうとしていたのだから当然かもしれないが……そして、俺だけを〝世界〟に招き入れようとした。

　そして、俺はその招待状を……受け取らなかった。

　恋愛という人間関係イベントも、あの時のやりとりと似たようなものなのだろうと俺は思っている。

「月見里さん？　まあ、ちひろくんの萌もえるツボを的確に突いてくる達人級のキャラ設定ではあるけれどもね。でも……名前がどうもひっかかるんだよねぇ……どこかで聞いたことがあるような、ないような……」

「名前なんて関係ないだろ？　月見里はちょっと個性的だけど、いいヤツだよ。まあ、車椅子の女の子と交際したら、口さがない連中からいろいろ言われるかもしれないけどな。マニアだの偽ぎ善ぜん者しやだの何だのとさ。でも俺の耳はそういう連中が発するノイズをキャンセルする機能を搭とう載さいしているからな」

「そーゆー話じゃないような気がするけど、まあいいか。もちろん、お姉ちゃんはちひろくんがマニアだろうが偽善者だろうが猟りよう奇き鬼き畜ちく外げ道どう性欲魔ま神しんだろうが、すべてをあたたかく受け入れる準備が出来ているからね。わたし、ちひろくんが望むなら……あの頃ころに戻もどってあげてもいいよ？」

　……

　……

　……

　それを言うな。

　そんな、朗ほがらかな声で。

　思いださせるな。

　どうして今、唐とう突とつにそんなことを。

　まずい。目から水が漏もれてきた。

　だって。

　いきなり不意打ちで、そんな言葉を口にするなよ。

　笑いながら、言うんじゃない。

　こういうのは……反則だろう。

「あ……ごめんね、ちひろくん。うそうそ。わたしはずっとここにいるから。大だい丈じよう夫ぶだよ？」

　玲於奈は、パニックを起こしそうになっていた俺の頭に、自分の手を乗せてきた。

　そっと、撫なでられた。

　姉ぶりやがって。

　柔やわらかくて、ふわふわしていて、温かい。

　動物のぶんざいで、良いい匂においがする。

　生意気だ。

「ごめんね。今のはちょっとしたジョークだから。もう二度と言わないから許して？　てへっ」

「……」

「本気で怒おこっちゃったのなら、お姉ちゃんのこと好きなだけお仕置きしていいよ。ＤＶでも強制猥わい褻せつでも強制排はい泄せつでもオッケーだよ！」

「また強制排泄ネタかよ。もういいよっ」

　……危なかった。

　いい歳としして、姉貴の前で号ごう泣きゆうなんてできるか。

　まあ、こうして玲於奈ごときに頭を撫でられてしまっている時点ですでに切腹ものの恥はじなのだが。

「なあ。月見里は……俺の世界の中に入れても問題ないんじゃないかな……と俺は直観したんだ。少なくとも、いきなり俺に嚙かみついてきて頸けい動どう脈みやくを食いちぎろうとしたり、階段から突つき落としたりはしないだろう？　月見里は優やさしいよ」

「どうかしら。無条件に他人に優しくできるＮＰＣって、最近では見かけないけれど？　だって、ＮＰＣのスペックはどんどん人間に近づいているからね～。それに……」

「それに？」

「情熱恋れん愛あいって、破は滅めつする危険性、大……なんだよ？」

「情熱恋愛？」

「十九世紀フランスの作家、スタンダールは『恋愛論』という本の中で恋愛を四種類に分類したんだよ。情熱恋愛、趣しゆ味み恋愛、肉体恋愛、虚きよ栄えい恋愛。趣味恋愛というのは、当時のフランスで流行はやっていたお遊びの恋愛ごっこのこと。恋愛流行ってるから、いっとく？　みたいな？　学校で発生するお子様同士の恋愛イベントは、ほとんどがこれだよねっ。構造的には〈恋愛[image: ≒]遊ゆう戯ぎ〉とでも記述すればいいのかな？」

　ふうん。閑ひまなことを考える奴やつもいるもんだ。

「肉体恋愛は言葉のまんま。〈恋愛＝性欲〉という構造の恋愛のことだよ。ちひろくんってお姉ちゃんのパソコンを時々勝手に使ってえっちなサイトを開いたりするでそ？　あれも肉体恋愛だよね」

　それは違ちがうだろう。っていうか気づかれていたのか……ショックだ。

「虚栄恋愛は、相手の身分とか資産目当てでつきあったり、相手が美人とか美形だから恋こい人びとにしたり、という見み栄えのための恋愛ね。これは〈恋愛＝プライド〉かな」

　いかにも女にモテなそうな作家が捻ひねり出した分類方法臭くさいな。

「当たり。さすがはちひろくんっ。スタンダールって破は壊かい王橋はし本もと真しん也やに生き写しだったのにプロレスラーにならなかったから、女にお金を貢みつぎまくったりストーカー扱あつかいされるばかりで、一生誰だれとも結けつ婚こんできず本も売れないまま寂さびしく死んじゃったんだよ。『恋愛論』は片思いしていた人妻に相手にされなかった苦しみから逃のがれるためにヤケクソで書いた本で、出版してから十年の間に十七冊しか売れなかったんだって。うっひゃっひゃっ」

　っていうか作家って基本的にそんな奴ばかりだよな。

「で、情熱恋愛は？　光紗先輩が言っていた〈恋愛→性欲〉ルートのことか？」

「外れ。情熱恋愛の構造はね、〈恋愛＝私＝あなた＝世界〉。これだよ」

　一人称と二人称と三人称が等号で結ばれるのか？

「そう。でね、最終的には〈私＝私＝私＝私〉になっちゃうの」

　己己己己、か……。

「純然たる高こう濃のう度どの情熱恋愛は、デュオニソス的な宗教的エクスタシーに向かっていくんだよ。めっちゃ危ないよ？　スタンダールが例としてあげている情熱恋愛の物語って『ロミオとジュリエット』とか『若きウェルテルの悩なやみ』。スタンダール本人が書いた恋愛小説『赤と黒』も含ふくめてどれもこれも、主人公が恋愛のためにすべてを失って死んじゃうバッドエンドなんだよ」

　それは確かに狂きよう気きだな。

「部長は臆おく病びようで弱虫で勇気がないキャラだから、男の子を好きになっちゃって〈恋愛＝私＝あなた＝世界〉という濃密な関係に陥おちいることを怖おそれているんだよ～。きっとアンパンマンよりも友達が少ないよね」

　ああ、あのパン男には愛と勇気しか友達がいないんだっけな。案外寂しい奴だ。

「そもそも部長には情熱恋愛以外の恋愛なんてできないしね。乙女おとめ小説大好きなロマンティストだから肉体恋愛なんて無理だし」

　俺がさらっと喋しやべったネタをよく覚えてるな。

「生き真面目まじめで人間不信だから趣味恋愛もダメ。虚栄恋愛ができないのは、すでに虚栄心なんて自己完結的に充じゆう足そくしてしまってるから。でもまあそんなことより何より、部長はちょっとばかり他者への愛情が深すぎるんだよねっ」

　いやいや。月見里はともかく光紗先輩に限ってそれは無いから。あいつは鏡に映った自分に恋こいする女だよ。二度も先輩に殺されかけた俺が保証する。

「だいいちシェークスピアとかゲーテとか、いくらなんでも古すぎるな。十九世紀のフランスならともかく、現代にそんな濃こゆい情熱恋愛なんて有り得ないだろ？」

「まっ、きょうび滅めつ多たにお目にかかれるイベントじゃないことは確かだよね。現代ではＮＰＣがちょっとでもその種の危ない情熱を漏もらしたらストーキング防止法に引っかかっちゃうからね。えへへ」

　つまり玲於奈は、月見里がストーカーになると言いたいのか？

「だって明らかにちひろくんの行動を監かん視ししてるっぽいじゃない？　私の存在まで知っているなんて、ただごとじゃないよ。自じ慢まんじゃないけど私は家の庭に出ることすら滅多にないし、出るとしてもせいぜい夜中だけだし、日中はカーテンを開いて部屋の窓から外を覗のぞくことすらしないんだから」

　えへん、と小鼻を鳴らして自慢するようなことか？

「月見里さんはねー、危ないキャラだよ。月見里さんルートの先にはちひろくんを深く傷つける結果しか待ってないと思うよ？　だから、悪いことは言わないからメインヒロインたる部長ルートを無難に選せん択たくしておきたまへよ」

「やけに光紗先輩と俺をくっつけたがるんだな。どうしてだ？」

「だってぇ。このままじゃ、この二ヶ月間の間に張られまくってきた部長ルートへの伏ふく線せんを回収できなくなっちゃうよ？　伏線の投げっぱなしはマナー違い反はんだよ。物語作者としてそれはやっちゃあいけないことだよ、ちひろくん」

「そんな理由でありもしない光紗先輩ルートを勧すすめてくるなっ！」

「あ、もちろん『俺はお姉ちゃんルートにしか興味がないんだあああ』とちひろくんが甘えてくるのなら、わたしはいつでもオッケーだけどね。肉体恋愛でも趣味恋愛でも虚栄恋愛でも、もちろん情熱恋愛でもねっ！　ちひろくんを宇宙一愛しているお姉ちゃんとドロドロに愛し合って、一いつ緒しよに〝永遠の世界〟へと飛ひし翔ようしてみる？　ＣＨＵッ♥」

　うるせえ。童顔に似合わない変な流し目を弟に送るな。おや？　ということは俺ももしかして童顔なのか。うわあっ!?

　いい。もう回復した。俺はアクえロバびティぞッりクブなリ姿ツ勢ジで俺に顔を近づけて頰ほおをくっつけようとしてきた玲於奈を引きはがし、そそくさと立ち上がった。

「あん。ちひろくんのＨＰはまだ満タンになってないよ？　今夜は一緒に寝ねようよぉ、ちひろくぅん。お姉ちゃんが添そい寝して愛情オーラをたくさん注いであげるからぁ」

「うるせえ。お前の毒電波をこれ以上浴びていたら、脳に回復不能の大ダメージを受けてしまうじゃねえか」

「んも～。ちひろくんって、ほんっとに照れ屋さん。でも、わたしはそんなちひろくんが……きゃあっ、この先は恥はずかしくて言えないっ♥」

　はあ。こんなアホ姉に癒いやしてもらえるんじゃないかと一いつ瞬しゆんでも期待した俺が甘かった。

　よほど先輩にふるわれたガチ暴力がこたえていたんだな。

　俺はまだ痛む腰こしを押さえながら、自分の部屋へと戻もどった。この腰の痛み、癖くせになってるよな……。




　……で、刃は物ものを持った魔女に俺が襲おそわれる件にはコメントも無いのかよ玲於奈？







　ACT.3







　ありがたい「ちこりの大予言」を食くらってから、一週間が過ぎた。

　この一週間の間、俺は土日を除く毎日、図書室の閲えつ覧らん室しつＣで月見里と会った。

　俺が何をすれば、月見里が「ほんとうの人間」になれるのか、俺には判わからなかった。

「智弘は誰だれかを好きになったこと、ある？」

　という月見里の質問にも、どう答えていいのか、判らなかった。

　とりあえず、その二件への回答については、しばらく保留させてもらうことにした。

　たぶん。

　俺たちには、もっと時間が必要だ。

　しかし。

　月見里とお互たがいの好きな本についてつらつらと意味もなく喋り続ける時間は、今まで俺が経験したことのない……ゆるくて、静せい謐ひつで、平へい凡ぼんで、とても貴重な時間のように思われた。

　月見里は案の定ちょっと変わったヤツで、にこにこと微び笑しようしながらお喋りしているかと思うと、ふいにぞっとするような無表情になって車くるま椅い子すの背もたれに深々ともたれ、そのまましばらく動かなくなってしまったりもして。

　そんな時には決まって

「少し疲つかれたわ。エナジーを補給させて」

　という定型句を口にして、俺の匂においを嗅かぎたがるのだった。

　そして、くんかくんか、と俺の掌てのひらや首筋の匂いを嗅いで、

「ふっかつ～」

　と声をあげながら拳こぶしを天に突つきだすのだ。

　ヘンなヤツ。

　ヘンといえば、俺の前では絶対にトイレに行かないしメシも食わないし何も飲まないのだ。食事は昼休みのうちに、江来栖と一緒に済ませてしまうのだそうだ。そしてトイレには、行かないのだという。その理由は。

「美少女はトイレに行っちゃいけないんだよ」

　…慎つつしみ深いんだか厚かましいんだか。







　放課後、イマジンの部室に出頭する前に、図書室へ向かい。

　閲覧室Ｃの扉とびらを開く。

　俺が閲覧室Ｃに入ると、七割の確率で月見里真稀名は手元の書物に視線を落として俯うつむいている。そんな時の月見里は、読書に耽ふけっている時の玲於奈に少し似ている。書物の世界、活字の宇宙、脳内に広がるもう一つの世界の中に没ぼつ入にゆうしているのだ。俺用語で言うところの〝半径ゼロメートルの世界〟というやつかな。

　本の世界に完全に没入して、微び動どうだにせず一点を凝ぎよう視しし続けている。

　そんな時には、月見里に無む闇やみに話しかけてはいけない。

　だから、少し離はなれた位置に置かれてある椅子に座って、静かに待つ。

　その間、会話もなく、挨あい拶さつすら交かわさない俺と月見里ではあるが。

　俺は不思議と、間がもたなくなることも不安に駆かられることもなく。

　窓の外に広がっている青空と、相変わらず鳴き続けているセミの声に包まれているうちに、なんとなく得も言われぬ気分になる。

　玲於奈が本に塡はまっていると、どうにも焦しよう燥そう感かんが湧わいてくるのだが。

　どうしたわけか、月見里の場合はまったく逆だった。

　ただ同じ部屋にいるというだけで。

　充みたされる。

　しばらくすると、月見里はふいに俺が室内に入ってきていることに気づいて、慌あわてて顔をあげる。

　そして、

「ごめんね、智弘。わたし、集中しちゃって気がつかなかった」

　と謝ってくるのだった。

　で、俺は、

「俺は諸しよ葛かつ孔こう明めいに三さん顧この礼を尽つくした劉りゆう備び玄げん徳とくくらい気が長いんだ。五分ほど待ったからと言って、どうってことはないよぜんぜん」

　と答える。

　なにしろ、三年も待った男だからな。俺は。

　そして……待つことに疲れ果てて、何もかもを台無しにしようとした男でも、ある。

　そういう場合に月見里が夢中になっている本は、やはり澁澤龍彦関係の確率が高いのだが、実は「ターンエーケロロ軍ぐん曹そう」だったりするのでなかなか侮あなどれない。

　月見里の嗜し好こうは、いわゆる文学少女キャラとは少し違ちがっているらしい。

　常に周囲に対して緊きん張ちようあるいは違い和わ感かんを強しいられている俺にとっては。

　月見里と過ごすこの時間は、とても貴重な時間になっていった。

　何も起こらない、静かな、ただの日常。

　何も喋しやべらなくても、お互いの距きよ離り感を測ってギスギスする必要のない、ゆるい関係。

　それはおそらく、月見里真稀名という生徒の醸かもし出す雰ふん囲い気きによるところが大きいわけであって。

　からかわれることもなく、ボケをかまされることもなく、突っ込みを前もって用意しておく必要もなく。

　16歳にして初めて知った、何のきがねもせず、ただそこに座っていればそれで良いいという世界。

　あるいは。

　まだ、世界には物語のような不幸も悲劇もなにもないと信じていた幼い日々に似ていたのかも、しれない。




　その日は、特に俺の生あくびが酷ひどかったのだろう。

　月見里に鼻先を指で突つつかれた。

「智弘、今日も眠ねむそう。へへへー」

「そうだな」

「イマジンの活動で疲れているの？」

「いや。活動ったって、ただお茶を淹いれて掃そう除じをするくらいさ。どっちかというと、濃こすぎる面々に対応することによる気疲れかな。ありえないほど口数が多いのが一人いるし」

「大変ね。ゆっくり休んでいっていいよ」

　そうだな。

　この部屋にいると、まるで夏休みに田舎いなかの親の実家に遊びに来た子供のような気分になる。もっとも、俺の田舎はここ神戸だがな。

「膝ひざ枕まくらしてあげようか」

「膝枕？　いいよ、そんな」

「いいの。一度、やりたかったの。さすがに車椅子に乗ったままじゃ難しいから、床ゆかの上に座らせてくれる？」

　少し照れたように上うわ目め遣づかいで、そんな懇こん願がんをされては断れなかった。

　俺が月見里の身体からだを抱だき上げたのは、その日が初めてだった。

　そっと床の上に座らせて、膝を借りる。

「慣れていないから、バランスを取るのが難しいね。でも大だい丈じよう夫ぶ！」

「あまり無理するなよ」

「ずーっと正座しっぱなしで足が完かん璧ぺきに痺しびれたのだと思えば、問題ないわ」

　そんなこんなで、お互たがいにおっかなびっくりしながら、膝枕をしてもらった。

　毛布に覆おおわれた月見里の膝は、とてもふかふかしていて暖かかったが、よく考えるとそれは毛布の感かん触しよくなのであった。

　もちろん、十分後には主客が交代していて。

　俺が、月見里に膝を貸していた。

　月見里は俺の膝に小さな頭を乗せてもなお、本を読んでいた。

　なぜかその日の月見里は「フランダースの犬」に夢中だったのだ。

　ベルギーかどこかの貧びん乏ぼうな少年ネロが、飼い犬パトラッシュと一いつ緒しよにルーベンスの絵を観みながら凍とう死しするというあまりにも悲ひ惨さんな物語。

「そんなに面おも白しろいのか、バッドエンド確定だと判わかっている話なのに。そもそも、死に臨のぞんでまで油絵なんか見たがるなんて俺には判らないな」

「智弘って皮肉屋さんね。わたしは、パトラッシュが大好きなの。最後の最後までネロとともに生きて、ネロとともに天国へ召めされるんですもの。わたしもパトラッシュのようになりたいな」

「月見里は、犬になりたいのか？」

「猫ねこは苦手ね。犬は飼い主に惜おしみない愛情を注ぐでしょう？　素す直なおで、正直で、裏表がないもの。敵には咆ほえるし。主人を裏切ることもない……わたしはだから、猫よりは犬のほうが好きだわ」

「猫、凄すごいヤツだけどな。暗くら闇やみで目が光るし、高いところから放ほうり投げても身体を回転させて無傷で着地してしまうんだぞ。その上、猫パンチの持ち主だ。マス大おお山やまも、猫と部屋で二人きりになったら緊張すると怖おそれていたくらいだぞ。アルマジロの次に強いんだ」

「うーん。猫は素直じゃないし裏切るから。『フランダースの猫』とか『忠猫ハチ公』なんてお話、聞いたことがないでしょう？」

　たわいもないお喋しやべり。ゆったりとしたペース。

　無条件に、〝ここ〟にいることを受け入れられるということが。

　これほど、いいものだったとは。

　もちろん。

　ほんとうに「無条件」なのかどうかは、判らないにしても。

　月見里真稀名は実際、犬みたいなヤツだったのかもしれない。

　今まで俺の周囲には、猫とか鵺ぬえとかグリフィンとかライオンみたいなヤツしかいなかったからな。




　俺が閲覧室Ｃに入る際、月見里真稀名は七割の確率で本を読んで固まっているのだが。

　三割の確率で、机の上に伏ふせって眠っていることもあった。

　毛布が床に落ちている時には、こっそりと毛布を拾い上げて。

　月見里の肩かたに被かぶせておく。

　閲覧室Ｃは空調が効きすぎているから、体温の低い月見里は風邪かぜを引きかねない。

　俺も体温の低さには自信があるが、月見里にはさすがに負ける。

　基き礎そ代謝が低いのだろう。

　一度、スカートから覗のぞいている太ふと腿ももにちらりと目が移ってしまったことがあった。

　相手は眠ねむっている月見里だというのに、どうして男子高校生という生き物はこうなのかな。

　もちろんそれ以上見ることは避さけたが、太腿と呼ぶには細すぎる月見里の脚あしは奇き妙みようなオーラを発していて、それは「恋れん愛あいの結けつ晶しよう作用」とか呼ばれる錯さつ覚かく現象の一種なのではないかとしか思えず、してみるとどうやら俺は月見里に本格的に興味を持ち始めているようだった。

　などと呟つぶやいていると、月見里真稀名は目を覚ます。

　眠そうに目をこすりながら、

「おはよう。智弘」

　ただそれだけを、いかにも幸福の絶頂とでも言いたげな表情で口にする。

「また目覚めを迎むかえられたのね、わたし」

「普ふ通つうは、寝ねたら起きるだろう？」

「そうね。智弘が隣となりにいてくれる限り、眠りから目覚められなくなるなんてことはないわ」

「いつから眠り姫ひめになったんだ？　それとも白雪姫か」

　白雪姫って、微び妙みように盗とう賊ぞくみたいな呼び名だよな。

「そうね。強しいて童話のキャラクターに自分を喩たとえるなら……人魚姫かしら？」

　足が動かないから、なんてブラックなオチじゃないだろうなそれは。

「うーん。そう言われてみれば、偶ぐう然ぜんにもそんな共通点があるのね」

「だいいち月見里はお喋りじゃないか。人魚姫は、声をあげて喋ってしまうと消えてしまうんだぞ」

「そう。海に還かえるのよね。泡あわになってしまうのだったかしら？　やっぱり……人魚姫がほんものの人間になるのは、難しいのかな。智弘は、どう思う？」

　手を握にぎられて、目を見つめられる。

「ほんものの人間になりたい、って言っていたな。そういえば」

「もう、その夢は半ば叶かなったも同然よ。智弘に会えたのだから。こうして、毎日会いに来てくれる。でも……ここで新しい疑問が浮うかび上がってくるわけです。この幸せな魔ま法ほうは、いつまで続くのでしょうか？」

　ただ、俺がここに来ることだけで。

　どういうわけか、月見里が幸せを感じてくれるのであれば。

　毎日通ってやってもいいのかな、と俺は思った。

　素直に求められること、まっすぐ見つめられること。

　何もかもが、俺にとっては初体験だった。

　少し前までは、想像力の埒らち外がい。

　きっと俺には無む縁えんだと思っていた、そんな世界。

　過か剰じようなイベントは何も起こらない、退たい屈くつで平へい凡ぼんな時間。

　それでいてどこか現実感がなく、ふわふわとしている。

　確かに。

　月見里真稀名は、変わったヤツだった。










　いつの間にか、俺は月見里と会う時間を楽しみにするようになり。

　もしかしてこれが恋こいというものなのだろうか、なんて三分ほど愚ぐにもつかない俺語りを脳内でやってしまったり。

　放課後の十五分が、いつの間にか三十分になり、一時間になり、ちこりにシメられてからは早朝に会うようになり、それでも時間が足りない時には授業をさぼったりもして。

　もしかして、周囲から俺たちを観察したら……バカップルか？

　というぐらいに、俺の〝世界〟に月見里が侵しん食しよくしてきて。

　だがそれは、とても心ここ地ちの良い侵食だったのかもしれない。

　そんな風にゆっくりと時間が流れていく間、俺は魔女に襲おそわれるようなこともなかったし、イマジンの二人が俺の寵ちよう愛あいを奪うばい合い競きそい合うなどという事態も当然起こっていない。魔女の予言はともかく、イマジンの件の予言は絶対に外れだろう。たしか一週間スパンの予言らしいから、今日あたりがタイムリミットか。なにしろ、あれから光紗先輩は俺と一言も口を利きこうとしない。うかつに目を合わせると、容よう赦しやなくぺっとツバを吐はきかけてくる。何を怒おこっているのか、さっぱり判わからない。

　今朝、家を出て駅へ向かう途と中ちゆうで誰だれかの視線を感じたが、ちこりから縁えん起ぎの悪いご神しん託たくをいただいたせいで神経過か敏びんになっているだけだろう。それとも光紗先輩の呪のろいが本格的に効いてきたのかもしれん。

　さて。

　早朝の部室で適当に掃そう除じを済ませた後、本来なら授業に出なければならないのだが。

　メールの着信があった。

　差出人は、月見里。

　昨日、アドレスを教えたんだっけ。

　文面は。

『図書室の閲覧室で待っています』

　なにしろ放課後はイマジンの部室に行かなければならないので、ゆっくり月見里と過ごせる時間といえば昼休みか、授業中の時間しかない。昼休みはクラスの連中とのつきあいがあるので、そうそう毎日図書室にフケるわけにもいかない。

　しかしイマジンで毎日光紗先輩に睨にらまれて無視されてツバを吐きかけられるという虐いじめられっ子すれすれの学園生活を続けている俺には、明らかに癒いやしが必要だった。

　というわけで俺は、一時間目の国語の授業をさぼって図書室へ向かっていた。




「智弘はほんとうにいい香かおりがするわ。でも今朝は、ちょっと嫌いやな匂においが混じっているみたい」

　閲覧室Ｃ。車椅子の周囲、半径三十センチの世界に生きる月見里真稀名。

　どことなく、俺と似ているところのある少女。

　なぜか俺の手を取って、匂いを嗅かぎたがるという変わった趣しゆ味みがある。しかし世の中には、俺の頸けい動どう脈みやくを嚙かみ破りたがる女とか、俺の顔を見るなりツバを吐きかけてくる女とか、俺をおもむろに階段から突つき落としたがる女だって存在するのだ。

　それにひきかえ、物静かで控ひかえめな月見里はいい。こうして一いつ緒しよに隣となり合って座っているだけで、癒される気がする。

「……これは……女の匂いだわ」

　今、一いつ瞬しゆん月見里の目つきが光紗先輩のそれとオーヴァーラップしたが、気のせいだろう。

「姉貴だよ。あいつは今朝、寝ねぼけて俺のベッドに入ってきたからな。しかし月見里って鼻が利くんだな」

「ううん、自覚はないけれどもね。こういう奇き妙みような趣味の女の子は嫌きらい？　やっぱりちょっとマニアックすぎるかしら」

「男の顔にツバを塗ぬりたくってくる女よりはずっとノーマルだ」

「ありがとう。智弘は優やさしいね」

　いや。人間の性格なんざ、合わせ鏡みたいなものさ。優しい相手といればそれなりに優しくなるものだし、殺さつ伐ばつとした仇きゆう敵てきと相対していれば誰だってある程度はドス黒くなるものだ。朱しゆに交われば赤くなるって言うだろ。

「やっぱり智弘はわたしが思い描えがいていた通りの男の子だったわ」

「それはどうも」

「……ねえ智弘、もう一度お願いしていい？　私を……ほんとうの人間にしてくれる？」

　まだ俺は、月見里の願いにも質問にも、何も答えてはいない。なかなか抽ちゆう象しよう的てきで、かつ、クリティカルな問題だよな。

　だからまだ答えてはいないが、そろそろ回答できそうな気にはなっている。

「人間にほんものも偽にせ物ものもないだろう。足が動かないヤツなんて、世間には大勢いるさ。そもそも身体からだなんてものは人間にとって本質じゃない。単なる容いれ物だよ」

「うーん。足のことは、わたしにとっても本質的な問題じゃないわ。わたしの問題は、もっと別のものなの。智弘なら判るでしょう？」

「まあ、なんとなくな」

　本当のところは、判らないけれど。でも、判る気がする。錯さつ覚かくかもしれないがな。少なくとも、理解したい。

　柄がらにもなくこんな殊しゆ勝しようなことを感じさせられている時点で、俺の負けなんだろうな。

「わたしの足はね、別に神経が壊こわれているとか、そういう生理的な障害で動かなくなっているわけじゃないの。半年前にね、精神的な原因で動かなくなったの。だからきちんとリハビリすれば、それなりに歩けるようになるかもしれないわ」

「そうなのか。それじゃあ、リハビリをすればいい」

「わたしが歩けるようになっちゃったら、智弘はがっかりしない？」

「おいおい。俺はそういう方面のマニアじゃない。別にどういう方面のマニアでもないけどな」

　俺ってどうしてマニア扱あつかいされてばかりなんだろう？

「噓うそ。冗じよう談だん。ごめんなさい。ねえ、ちょっとだけリハビリごっこをしてみない？　今朝はとても調子が良いいの。少しくらいなら歩けそうな気がしてきたわ」

　俺をからかった後に謝ってくる女の子って、月見里が初めてだな。俺の周囲には、俺をからかって混乱させた直後に容赦ない追つい撃げきをかけてくるヤツが多すぎだ。

「わかった。それじゃ、少しだけ練習してみるか。無理するなよ」

　俺は、月見里の膝ひざを覆おおっているラージサイズの毛布を部屋の脇わきにどけて。

　両手をあげてばんざいしている月見里の細い身体を、両手で抱かかえ上げて車椅子から立たせてあげた。

　初めて抱だいてみた月見里の身体は、驚おどろくほど軽くて、細くて、そして閲覧室の空調が効きすぎているせいなのか、すっかり冷え切っていて。

　なぜだか俺は。

　とても切ない気分になっていた。

　月見里の腰こしに回した腕うでに、力が籠こもってしまう。

「あうう。やっぱり、ちょっと怖こわいかも。急に地面が遠くに行ってしまったみたい」

「大だい丈じよう夫ぶだ。転てん倒とうしそうになったら支えてやるよ。あまり無理するな」

「思わずノリで立たせてもらっちゃったけど、いざとなると怖いよ」

　月見里はどんな理由で、歩けなくなったのだろう。

　なんとなく、聞けなかった。

　月見里の内面に踏ふみこむべき時期は、俺が「返事」をした後だろう。

「でも月見里。筋肉のほうは大丈夫なのか？　酷ひどく細い脚あしだけど」

「そうね。ちょっと自信がないけれど……智弘が守ってくれるから、きっと大丈夫よ」

　俺はゆっくりと、手を離はなした。

　月見里は、自分の脚だけで立てた。

　ほんの数秒だったけれど。

　一歩、二歩。

　バランスを崩くずしそうになりながら、俺の元へと歩いてきた。

　途と中ちゆうからは、歩くというよりは崩れ落ちるように。

　思わず、抱きしめるように庇かばっていた。

「おっと。いきなり歩くなよ！　無茶するなっ」

「あはは。智弘が抱き留めてくれると信じてたから、ぜんぜん平気だった」

　そんなふうに無む邪じや気きに笑われると、手放せなかった。

　そのまま閲覧室の片かた隅すみで、月見里と抱き合った。

　授業までさぼって、俺は何をやっているのかな。

　そもそも玲於奈にこんなことまで報告しなきゃいけないのか？

　なぜか……充みたされる。

　十年をかけて俺の中に広がってきて、もう決して埋うまることがないと思っていた大きな穴が。

　月見里といると、少しずつ塞ふさがっていくような……そんな気になる。

「なあ、月見里。俺のほうから逆質問だ」

「なあに？　智弘？　好きな動物はシーモンキーよ。そして好きな漫まん画が家かは漫☆画太郎」

　シーモンキーって何だ？　『海うみ猿ざる』？

「ええと……その。月見里は人を好きになったこと、あるのか？」

　もちろんよ、と月見里は微笑ほほえみながら答えた。

「わたしって人を好きになると、とことん好きになっちゃうタイプなのかもしれないわ。相手の良い部分ばかりが見えてくるようになるっていうか、欠点までもが美点に感じられてくるというか」

「そうか。月見里はそういうヤツだよな。でも……恋れん愛あいしたことはあるか？」

「恋愛？　そうね。少なくとも、彼氏が欲しいなと思ったことはないわ。私が欲しいものは彼氏とかそういう存在じゃなくて、そうね……恋こい人びとが欲しい……かな。ちょ、ちょっと古い？」

　いや。〈恋愛→性欲〉とか〈恋愛[image: ≒]遊ゆう戯ぎ〉なんて風潮が罷まかり通っているこんな殺さつ伐ばつとした現代では、むしろ新しん鮮せんだ。斬ざん新しんと言ってもいい。ちょっと重すぎるかもしれないが。

「初めて智弘と会った時に、人形作家になりたいって言ったでしょう？　壊れた人形をたくさん作って、いろいろな人に見せることで、手に入れたいものがある、ずっと欲しかったものがあるって」

「ああ」

「それは、わたしのことを必要だと言ってくれる人のことだったのよ。わたしの存在にレゾンデートルを与あたえてくれる人。わたしに、ここにいてもいいって言ってくれる人。わたしを、ほんものの人間にしてくれる人。言葉にしてしまえば、凡ぼん庸ようでありふれていてつまらない種明かしかもしれないけれど」

「そんなことはない」

「でも今は、少し違ちがってきたかもしれない。わたしって、意外と欲深だったみたい。今、わたしがいちばん欲しいものは……きっと、わたしのことを優やさしく抱きしめて微笑んでくれる恋人なの。あと、わたしが満足するまでいくらでも良いい匂においを嗅かがせてくれる男の子だったら最高ね」

「それは確かに厚かましいな」

　俺は、月見里の身体からだをそのまま抱き続けていた。

　俺はもう、月見里の〝世界〟の中に、深く踏みこんでいる。

　ここで俺が一言、「好きだ」と言ってしまえば。

〝半径三メートルの世界〟の壁かべが、破れる。

　だが。

　もう少しだけ、このままぬるま湯のような時間を過ごしていたい。そんな気持ちもある。

　これがほんとうに俺の初恋なのだとしたら、ここであっけなく成じよう就じゆしてしまうなんてあまりにももったいない。

　決して、光紗先輩の不ふ機き嫌げんな横顔が脳のう裏りに浮うかんできたから躊ちゆう躇ちよしているわけではないぞ。




「月見里、一いつ緒しよに本を選ぼう」

「えっ？」

　ちょっとバカップルっぽいかもしれないが、俺は月見里と一緒に閲覧室の外へ出たくなった。

〈恋愛＝私＝あなた＝世界〉なんて閉じた宇宙を形成するのはごめんだ。いや。閉じてしまいたくなった自分が、怖こわくなったのだろう。

　俺の襟えり元もとに鼻を押しつけていた月見里を抱だき上げて、ゆっくりと車椅子の上に座らせた。

「ちょ、ちょっと待って智弘。わたしを連れて歩いたりしたら、変な目で見られるわ」

　まだそんなことを言っているのか。

「うちの学校はバリアフリーだ、問題ない。変な目で見てくるようなヤツがいたら俺が殴なぐる」

「いいってば。わたし、絶賛不登校中だったのに～」

　悪いな月見里。俺は、お前の世界を完全に閉じてしまいたくはないんだ。

　そんなことしたって、寂さびしくなるだけだ。

　俺はすでに、そんなふうに自分の世界を外界から遮しや断だんしてしまった人間の前例を見ているからな。

「というわけで、足のリハビリよりも先に不登校のリハビリを開始してやる！」

「あううっ。智弘のテンションが変に高くなっちゃった」

「月見里のせいだ」

　ドアを開いた。

　閲覧自由のオープン書庫コーナーへ、車椅子を押しながら移動する。

　生徒の姿はまばらだった。授業中なんだから当然だが。

　時々、遠くから「ちら、ちら」と見られるが、俺が丁てい重ちように睨にらみ返すとみんな視線を逸そらしてくれる。この学校はマナーの良い生徒ばかりで助かる。

　それにしても最新型の車椅子ってのは軽量だな。動力源が搭とう載さいされているわけでもないのに、すいすいと絨じゆう毯たんの上を進んでくれる。昔、玲於奈を乗せるために使っていた車椅子は重量級で大変だった。

「フランス文学のコーナーがいいか？　それとも日本文学か」

「智弘はどういう本が好きなの？　わたし、智弘のお薦すすめする本を読んでみたいわ」

「俺の愛読書は、素人しろうとにはお薦めできない諸もろ刃はの剣つるぎだ。うちの図書室にありそうなタイトルからチョイスするとすれば太だ宰ざい治おさむの『人間失格』、大おお槻つきケンヂの『新興宗教オモイデ教』、滝たき本もと竜たつ彦ひこの『ＮＨＫにようこそ！』、そしてマリリン・マンソン自伝、というところだな。あと、夢ゆめ野の久きゆう作さくは全部な」

「明らかに図書室に入ってないであろうタイトルが混じっているわ。どれとは言わないけれど」

　まあ、世界の名作文学なんてまず読まないからな。あらすじだけは玲於奈から聞かされてきたのでなんとなく知っているが。

「鬱うつ展開の小説が大好きなんだ。こんな苦く悩のうを味わっている人たちに比べればまだまだ俺の苦労なんて……と安心できるだろ？」

「そういうよこしまな目的のために小説を読んでいる人をはじめて見たわ。そうだわ。『しま』繫つながりといえば、ユイスマンスの『さかしま』はお好き？」

　それ、誰だれ？　ユイスマンスってドイツ人？　イタリア人？

「そうだ、月見里。読んだことないんだけど、スタンダールの『恋れん愛あい論』って図書室にあるかな？」

「あっ。バッドエンド大好き少年なのかと思いきや、いきなりポジティブになってる。しかも古典？　どういう風の吹ふき回し？」

「別に。そういうお年とし頃ごろなんだ」

　我ながらバカップル発言。

〈恋愛[image: ≠]知性〉。

　俺の脳裏にたった今浮かんだこの式は、きっと、真理だ。

「スタンダールなら、あそこよ」

　月見里が指さした方向へと進んでいく。

　しかし、俺という人間はどこまでも不運だった。

　今久留主高校に通う限り、逃のがれられない宿命といおうか。

　古今東西の恋愛論が並べられている書しよ棚だなの前に、頭から茶色い紙かみ袋ぶくろを被かぶった少女と、でっかいリボンを頭につけて「うでー」と脱だつ力りよくしそうなオノマトぺを口から発信中の少女が、両手に本の山を抱かかえながら立っていた。

　なぜだ。なぜこの時間に、こんな場所に津嶋サナギと杉原が仲良く立っているんだ。もしかして俺を監かん視ししているのか。いやそんな気力も必然性もまったく感じられない連中だが。

「きゃっ……わ、わたし、閲覧室に帰る……」

「怯おびえるな月見里。この袋少女はイマジンの津嶋サナギ。今なら棺かん桶おけも曳ひいていないし、人じん畜ちく無害だ。隣となりの子は俺のクラスメイトの杉原珠恵。昔は荒あれたこともあったがいろいろあって、今ではすっかりおとなしい」

　杉原はともかく、サナギを見て月見里が怯えるのも当然だろうな。やはり〝外の世界〟は非常識でタフでハードだ。俺は焦あせりすぎていたのか。

「よう。二人ともこんなところで何をしてるんだ？」

「……まじょのぶんけん……ちょうさ」

「……タマは、津嶋先輩のお手伝い……廊ろう下かを歩いていたら捕つかまって、あうあう」

　魔女の文ぶん献けん調査？　恋愛論コーナーでか？

「まあいいや。彼女は絶賛不登校中の月見里真稀名。人見知りが酷ひどいから、今日はとりあえず挨あい拶さつだけ交かわしておいてくれ」

「う、うにゅ？　お、おはようございます月見里やまなしさん、ぺこり」

　杉原は従順だな。でも、おじぎする相手を間ま違ちがっているぞ。そいつは月見里じゃなくてアリストテレスの彫ちよう像ぞうだ。うちの学校、ほんとうに無む駄だなオブジェが多いよな。

「……（ぺこ、ぺこ？）」

　サナギはサナギで、微び妙みようなリアクションだし。一応月見里にお辞じ儀ぎをしているようだが、なんだか腰こしが退ひけている。サナギも人見知りが酷いというか基本的にイマジンの部員以外の人間を拒きよ絶ぜつしてるからな。見ての通り。

「ど、どうも……よろしくね」

　愛あい想そ笑いがひきつっているぞ、月見里。

　いかん。いきなり袋少女と遭そう遇ぐうさせてしまったことで、ますます閲覧室から出たがらない少女になってしまいそうだ。

「悪かった、閲覧室へ戻もどろう月見里。この二人だけならまだいいが、この学校にはもっと恐おそろしい真の魔ま女じよ、悪の権ごん化げが二匹ひきも棲すみ着いているんだ」

「え、ええ……戻りましょう」

　俺が月見里の車椅子をくるりと１８０度ターンさせて、閲覧室へ向かおうとしたその時。

　背後から、この場面では絶対に聞きたくなかった舌たらずなキンキン声が。

「ちょっとちょっとこの変質者、何をブツブツ言っているのよ？　悪の権化ってまさか、あたしと光紗のことじゃないでしょーねっ？（これ以上聞き続けるのが恐ろしすぎるのでここから中略）」

　勘かん弁べんしてくれ。

　ちらり、と後ろを振ふり向いてみた。

　ああ、やっぱり。

　俺と月見里から少し離はなれた図書室の入り口に、この学校でもっとも危険な二人が仁に王おう立だちしていたのだった。

　しかしなぜか、こちらには接近してこない。

　むしろ、退き気味である。

「おわっ……お、お前、何をやってるの？　お前って実はそういう趣しゆ味み？　うわっキモっ、とうとう堕おちるところまで堕ちたって感じ？　いくら女の子に相手にされない『彼女いない歴＝年ねん齢れい』少年とはいえ、ここまで徹てつ底てい的にマニアックな趣味に特化されると学園一の美び貌ぼうとおっぱいを誇ほこるあたしとしては少々屈くつ辱じよくを感じちゃうカモ？」

　だから俺は世間が噂うわさしているほどマニアックじゃないし、車椅子なんてありふれてるだろ？　どうしてこうもこの学校には心がバリアフリーじゃないヤツが多いのかな。だいいち俺はな、車椅子に恋こいをしているわけじゃないんだよ。お前ら細かいことにこだわりすぎだ。

「何よぉ？　そこでどーしてお前が、あたしをじろりと睨にらんでガン飛ばしてインネンつけてくるわけ？　変態小こ僧ぞうのくせに生意気だわっ。まあ、エロガッパがそっちの世界に走ってくれれば、あたしとしては枕まくらを高くして眠ねむれるけどもねっ！　ふんだっ、せいぜいそのお目々がぱっちりしたかわいらしい女の子と幸せになればいいじゃんっ！」

　……ちこりが無む駄だ口ぐちを叩たたいている間も。

　光紗先輩は、黙だまって俺を睨み続けている。

　なんだか目が真っ赤に充じゆう血けつしているのだが、大だい丈じよう夫ぶか？

　怖こわいから、何か言ってくれよ。

「……人でなしの恋だわ」

　一週間ぶりに投げつけてきた言葉が、それかよ。凹へこむなあ。

　俺は思わず光紗先輩の目を睨みかえし……

「ぺっ！」

　目が合った瞬しゆん間かん、また顔にツバをはきかけられた。右目にクリーンヒット。

　かなりの距きよ離りが空いていたんだけどな。お前はカメレオンか。いやカメレオンが飛ばすのはツバじゃなくて舌か。

「行きましょう、みんな。あんな男のことは放ほうっておきなさい」

「あんもう。待ってよ光紗～、放置してていいノ？　いったいどーして出で歯ば亀がめとケンカしてるのよ？　あいつ、ショックで頭が壊こわれかかってるジャン！　なになに、あたしが知らないイマジン部室の水面下で何が起こっているの？（中略）うが～っ、気になる気になる気になるっ」

「……おしあわせに……さよなら……（ぺこ、ぺこ）」

「んにゅう……」

　ふう。

　姦かしましい連中が、やっと図書室から去ってくれた。

　再び閲覧室に向かいながら、俺は月見里に声をかけた。最悪の思いをさせてしまった。俺の責任だ。冷や汗あせが流れ落ちる。

「悪かった。あの二人のことは気にするな。なんというか、一種独特な人たちなんだ。黒魔女の光紗先輩はお菊きく人形みたいな髪かみを生やした手製のキモ縫ぬいぐるみを偏へん愛あいしているし、白魔女のちこり先輩はスクリャービンの神秘和音を聞いただけで卒そつ倒とうする。ちなみにサナギはあの頭に被かぶった袋ふくろがすっかりアイデンティティと化している。とにかくあの二人を自分と同類だとは考えるな、ちこり先輩の罵ば倒とうや光紗先輩の呪のろい攻こう撃げきを真に受けていたら身が持たない」

「ああ、なるほど。今のが……イマジンの部長と副部長……ね。黒髪のほうが部長で、金きん髪ぱつのほうが副部長。溜ため息いきが出るほど綺き麗れいな人たちね。まるで人形のように綺麗だったわね。男の子なら、誰だれだってあの人たちのこと好きになってしまいそう」

「そうか？　少なくとも俺はあの二人を彼女にするなんてごめんだな」

「そうね。彼女にはしたくなくても、恋こい人びとにしたくなる人たちだわ」

　なんだか月見里の言葉に刺とげがある。声も冷たい。でも、当然だ。むしろ、あんなに罵ののしられても激げき怒どしない月見里はやっぱり優やさしすぎるというか寛かん容ようというか。

「智弘……いますぐイマジンをやめて。智弘がイマジンにいる限り、わたしたち放課後には会えないんだもの」

　月見里が振り向いて、車椅子を押していた俺の目を凝ぎよう視ししてきた。

「それに……わたし……イマジンの人たちは嫌きらい」

　瞬まばたき、していない。

「わたしの〝世界〟には、あんな悪い人たちは要いらないわ」

　虚きよ無むの深しん淵えんを宿した、大きな瞳ひとみ。

「わたしは……白眼視されて当然だもの。仕方がないわ。わたしとあの人たちとは、決して相あい容いれない。でも……智弘をあそこまで馬ば鹿かにするなんて」

　まるで血が通っていない、蒼あお白じろい肌はだ。

「智弘の顔にツバを吐はきかけるなんて」

　いや。待て、月見里。光紗先輩はな、ああいうキャラなんだ。

　いちいち真しん剣けんに反応していたら。

「殺してやりたい」

　……そういう結論に達してしまうんだぞ。

　……

　って、おい。

　月見里……だよな？

　どうして……そんな……能面みたいな無表情で……

「あんなヤツら、死ねばいいのに」

　……そんな恐おそろしいこと、言うんだよ……。

　俺の遅おそすぎた初はつ恋こい物語は。

　俺的には完全にアサッテの方向へと、無む軌き道どうに暴走しはじめていた。

　そういえばまもなく、今世紀最大クラスのアルトラサイクロンが日本に上陸するそうだ。

　とりあえず今日は……イマジンには、行けないな……。










　玲於奈に「あ～あ。結局鬱展開ルートに行っちゃったんだね、ちひろくん。お姉ちゃんのアドバイスを無視するから、そーゆーことになるんだよ？」とお叱しかりを受けた、その翌日。

　朝のニュースでついにアルトラサイクロンが九州地方に上陸し、今日明日中には関西圏けんも暴風雨地域にという速報を聞いた俺は、一いつ瞬しゆん「さぼろうかな」という誘ゆう惑わくに駆かられたが。

　しかし、粗そ末まつなベッドの上で「もう食べられないよぅ、むにゃむにゃ」と極ごく楽らくな寝ね言ごとを呟つぶやきながら惰だ眠みんをむさぼっている姉のダメすぎる姿を見ているうちに、何をおいても学校へ行こう！　と決断させてもらった。ちなみに玲於奈は起きている時は和服姿が多いが、寝ている時はパジャマなので平らなお腹なかが丸出しだ。アルトラサイクロンが巻き起こす雷らい撃げきでヘソを取られてしまえ。

　よし。こうして、俺は今日も〝外の世界〟へと繰くりだす勇気をゲットする。勇気というより「こんな人間にだけはなりたくない」という危機感かな。

　午前中は、教室で静かに過ごした。

　今朝は、月見里からの呼び出しメールも来ないし。

　杉原珠恵が俺に何か言いたげにしていたが、いざ声をかけてみると「うみゅ」「うにゅ」ばかりでいまいち要領を得ない。

　見慣れた青空がしだいにどんよりと重たい鼠ねずみ色いろに染められていく光景をぼんやりと眺ながめているうちに昼休みになった。

「よっしゃ午前の授業終しゆう了りよう！　それじゃ今日もいつもの面子メンツで昼飯タイムといくか！」

「そうだね～」

「いただきます、にゅ」

「しかし絵に描かいたような雨雲に覆おおわれたな。俺たちはちゃんと帰宅できるのだろうか」

「尾津。帰宅できるかどうかより、この豪ごう雨うで学校が海底に沈しずむかどうかのほうが問題だぜ。せめてグラウンドだけでも生き残ってくれないとなぁ」

「小笠原。仮に洪こう水ずいになったとしても、時間が経たてばいずれ水はひくさ。国家が存続する限り、学校制度は決して消しよう滅めつしない。世界の終わりはそうそう劇的に訪おとずれるわけじゃないさ」

　江来栖は相変わらず教室から消えている。また図書館かな。

　天候が文字通り風雲急を告げているにも拘かかわらず、えらく平和だ。

　このままイマジンに行かない学生生活を過ごすというのも、これはこれでアリかもな。ただその場合、風紀委員会に狩かられる危険性が格段に増すわけだが。

「やいこら、エテモンキー！　昨日はよくも無断で部活をさぼったわね、いま我が部は大問題を抱かかえているんだからきりきり出頭しなちゃいっ！」

　ちこりが腰こしに手を当てて優ゆう雅がに華か麗れいにステップを踏ふむように俺たちの教室に乗りこんできやがった。なんで胸の間に鞄かばんのストラップを挟はさんでるんだよ。今は登校時間でも下校時間でもないぞ。

　平和って……実にはかないものだよな。

「うおっ出た出た。イマジンが出た！　まるで人を殺した経験があるかのような極悪オーラ！　睨にらまれた者の闘とう争そう本能を駆り立てずにはおかない人類最強の視線！　逃にげようぜ、杉原」

「……あう」

「近くで見ると、鹿鳴館先輩ってほんとに美人だよね～。でも怖こわいよぉ」

　小笠原たちは、あっさり俺を見捨てて教室の対角線上へと移動してしまった。

　友情って……実に脆もろいものだよな。

「出頭って……今は昼休みだろ。放課後になったら行ってやるよ」

「うるちゃい。昨日はあの後、大変だったんだから！　いいからミッション遂すい行こうよ、今すぐ参加しなさい」

「……〝狩り〟をはじめるのか？」

「まだそこまで事態は進んでないわよ。これから行う作戦は、あたしたちイマジンの敵を燻いぶし出すための大いなる平和維い持じ活動、ピース・キーピング・オーガニック・ベジタブルなんだからっ」

　どんな野菜だよ。収しゆう穫かくするとジョン・レノンの歌でも歌い出す野菜なのかそれは。

「お前に選せん択たく権なんか無いんだからっ、そもそも今回の事件は全部お前の責任なんだからっ！　ほんっとに世話が焼けるのよね、このトラベルメーカーは～！」

　それはさぞかしマイルポイントが溜たまりそうなニックネームだな。




　こうして俺はちこりに腕うでを引っ張られて。

　超ちよう満まん員いんの学食、その中央部にある六人掛がけテーブルへと連行されていた。

　すでに制服姿の光紗先輩が端はじっこに座っていて、俺はその左ひだり隣どなりに。俺の左隣には、ちこりがお尻しりを降ろして「これで全員就業ね」と偉えらそうに頷うなずいた。仕事だというのなら賃金を支し払はらってほしい。

　ちなみに、サナギは立ったまま俺たちが座っているテーブルの周辺を衛星のようにとぼとぼと回っている。地球の周囲をとぼとぼと回る衛星なんて見たことないけどな。

「どうして横一列に並んで昼飯を食わなきゃいけないんだ？　向かいの三席ががら空きだろ。満員の学食でこんなスペースの使い方をしていいとでもふぎゃっ」

　ごんっ。

　ちこり渾こん身しんのヘッドバットを鼻先に食くらった。

「あぶねえな、人が喋しやべってる途と中ちゆうで攻こう撃げきしてくるなよ！　舌を嚙かんだらどーするんだよっ」

「うっさいエテモンキーの分際で偉そうに道徳を説くつもり？　あたしたちは別にテーブルを丸ごと占せん拠きよしてるわけじゃないんだから相席で座りたければ一言あたしに頭を下げてくればいいのよ誰だれも寄りついて来ないのは向こうの勝手なのであってあたしたちの責任なんてこれっぽっちもないんだから、むしろあたしたちはこの学校で村八分されている哀あわれな被ひ害がい者しやなのっ！」

　あのなぁ。〝歩く人間結界〟ことサナギ衛星を周回させていたら、誰も相席なんて頼たのめないだろ？

「…………」

　光紗先輩は今日もまるで人生そのものがすべて終わってしまったかのような陰いん鬱うつな目つきで、頰ほお杖づえをついてそっぽを向いたまま。俺とは視線を合わせようともしない。

「いったい何だ。何が起こっているんだ。事件とは何だ、説明してくれ」

「何、何、何ってうるさいのよ。お前はエテモンキーでしょ、勝手になんですかナンに変身したらダメなんだから」

　なんですかナンって何だよ。ああまた「何」が増えた。

「ほら、これを見なちゃいっ」

　ちこりが、胸むな元もとから一通の封ふう書しよを取りだしてきた。胸の谷間に密書を隠かくすのが流行しているのか？

「これは……」

　その封書には、えらく達筆な毛筆体で

「脅きよう迫はく状」

　と書かれてあった。この筆ひつ跡せきは……まさか？

「しっ。あまり大声で騒さわがない！　エロ猿ざる、昨日の放課後にあたしたちが部室に来てみたら、扉とびらの隙すき間まにその脅迫状が差しこまれていたのよ。まるで宅配便の業者が不在通知を差し逃げしていくみたいな失礼な態度だわ、こんなセコいもの送ってこずにさっさと攻撃してくりゃあ百倍返しして二度とあたしたちに逆らおうなんて不ふ埒らちで大それた身の程ほど知らずの誇こ大だい妄もう想そうなんて抱いだけないくらいに（中略）徹てつ底てい的にとことん最後の最後まで報復殲せん滅めつ戦を遂行して無条件降こう伏ふくさせて分割統治してベルリンの壁かべを築いて石油利権を横取りして搾さく取しゆして搾取して搾取してやるのにいいいいっっっ、あいたっ！　女の子にデコピンするなんてサイテー！」

「お前が一人で騒いでるじゃないか。静かに読ませろ。ええと、本文は……」

　まさかと思ったが、本文の筆跡は月見里のものとは全く違ちがっていた。

　良かった……と胸をなで下ろすのはまだ早い。なぜなら。

　本文もまた、達筆な筆でさらさらっと書かれていたからだ。

　まさか？　犯人は江来栖……なのか？

　まさかな。達筆な生徒くらい、他ほかにもいるさ。江来栖じゃない。

　だって、その内容は。

　尾津智弘にこれ以上近づくな、さもないと恐おそろしいことになる、というあまりにも古典的な脅迫状だった。

「やいエテモンキー。お前、またこんな面めん倒どうくさいトラブルをイマジンに勝手に持ちこんできて許されると思ってるわけぇ？　どーせ心当たりがあるんでしょ、さっさと吐はいて楽になりなさいよっ」

「ううん……最近、誰かに監かん視しされているような気配はしていたんだが……誰かと言われても、判わからないな」

　江来栖がこんなことしなければならない理由なんて考えつかないし、まさか月見里がイマジンにこんな手紙を書いてよこすなんてことはありえない。確かに昨日は「殺してやる」って言って怒おこっていたけれど、ただ怒るのと現実に実行するのとでは天と地、モノリスと牛の骨、ハンス・ベルメールとみさぴよぐらいの違いがある。

「もしかして、ちこり先輩が予言している『刃は物ものを持って俺を襲おそう魔ま女じよ』が犯人じゃないだろうか」

「うーん、そうカモ」

「じゃあ犯人は光紗先輩だ。明らかに俺に対して殺意を抱いだいている人間を、俺は他に知らない。これまでの人生においても、これからの人生においてもな」

「ハァ？　お前、真性のバカ？　光紗が犯人のわけ無いジャン」

「うちの制服を着ている女子生徒は全員容疑者だぞ。そういえば魔女の髪かみ型がたはどうなんだ？　後ろ姿でもヘアスタイルくらい見えるだろう」

「うーん。魔女は、超素す早ばやく動いているの……映像がブレていて、よくわかんない」

　やれやれ、中ちゆう途と半はん端ぱな予知能力だな。コマ送りも一時停止もできないとは。いてっ。

「犯人が魔女かどうかはまだ判らないけど、あたしたちイマジンに宣戦布告してきたことだけは疑いのない事実よ！　降りかかった火の粉は払はらい除のけて踏ふみにじって徹底的にボコボコにやり返して正義と秩ちつ序じよを守り抜ぬく、それがあたしのモットーよ！　何しろあたしの先祖さまは神聖ローマ帝てい国こくを統すべた由ゆい緒しよ正しいハプチュブルク家の……（中略）」

「はいはい。判った判った。なんでも協力するさ、もしかしたら魔女に刺さされる未来を回かい避ひできるかもしれないんだからな。で、この学食でこれから俺は何をすればいいんだ？」

「お前なんかには何も期待してないわよ、無能執しつ事じ。あたしが考えた犯人いぶしだし作戦に黙だまってつきあっていればいーのっ！　サナギ、何も見ていないふりをしつつ周辺を徹底的に見張っておくのよ！」

「……（こく、こく）」

　むぎゅ。

　いきなり、ちこりが長い旅路の果てにユーカリの木を発見したコアラのように俺にしがみついてきた。二の腕うでに爪つめが食いこむ。痛い。

「待て。俺の肘ひじが胸に。胸の谷間に沈しずんでる」

「し～っ。敵はエテモンキー尾津智弘、お前を独どく占せんしたがっている脳の沸わいたお馬ば鹿か女なのヨ。だから脅迫状で勝手に敵が禁止してきた行動を万ばん人にんの目の前で思いっきり見せつけてやれば、絶対にブチ切れて尻尾しつぽを出すんだから。どうよ、ちこりさまの天才的なこの頭脳は？　題して『全部演技だけど尾津智弘好き好き大好き作戦』、略してＰ／Ｋ／Ｏ！」

　どのあたりが略りやく称しようなのかさっぱり判らない上に、そのスラッシュは何ごとだ。だいたい、どうしてＰＫＯにこだわる。

「ふーんだ。あんたほど便利な執事はまたと見つからないだろうから、絶対に絶対に絶対に犯人なんかの言いなりにはならないんだから。というわけで、今日だけは特別にべたべたしてあげる。お前ごときに抱きついてサービスしてあげるなんて超キモいけど、これもあたしの天よりも高いプライドを守るための聖戦だと思えば耐たえられるわ！　ほしがりません勝つまでは！　雀すずめ一億火の玉ボンバーッ！！！　お芋いもは大切な主食源ッ！（中略）」

「俺は気持ちいいけどな。特に、肘のあたり」

　ぎゅうう。頰ほおをつねられた。頰肉が裂さけそうだ。人間の指の力じゃねえ。

「痛い痛い。ダメだろ、俺を虐いじめたら敵を喜ばせるだけだぞっ」

「はっ？　そ、そうだったわ。ついつい、いつもの週間で……」

　それを言うなら週刊だ。最近ネット上に『週間少年ジャンプ』とか書くヤツが多すぎる。

　いや違った。習慣だ。

「さーてと。エテモンキーをサンドイッチにしながら食事といきましょ！　こら光紗、いつまでそっぽ向いてるの？　光紗も参加しなきゃ意味ないジャン！　あたしにばかりこんな汚よごれ仕事を押しつけておいていいと思ってるのぉ？」

「……ふん……仕方ないわね……鹿鳴館の『第一の予知』が当たったということね。これも運命と諦あきらめて甘かん受じゆするわ」

　光紗先輩が、自分の腕を俺の空いているほうの腕に絡からませてきた。

　相変わらず不ふ機き嫌げんそうな上に、だんだん頰が赤くなってきている。これはあれだな、血中のアドレナリン濃のう度どがどんどん上じよう昇しようしているサインだな。よほど腹立たしいんだろう。

「ほら、これで満足？　言っておくけれど、私たちにべたべたされたからって有う頂ちよう天てん気分でこの思い出を今夜のオカズに使ったら呪のろい殺すわよ」

「女子高生がオカズとか言うな」

「いっひっひ、光紗も乗ってきたわね～。ほ～ら智弘、綺き麗れいなお姉さまがオカズを食べさせてあげる。あ～んっ」

　俺は両手を塞ふさがれているので、ちこりがフォークで突つき刺した唐から揚あげを食べさせてもらうしかない。

「……その台詞せりふ」

「そうそう。あたしが予知した未来が、まさに実現してしまったのよ！　ちょっと釈しやく然ぜんとしないけど、こんな有り得ないシチュエーションを見事に適中させてしまうなんてあたしって天才よねっ？　どう、少しはちこりさまの才能に恐おそれおののいた？」

「強ごう引いんに実現させただけのような気もするがな。他ほかに作戦はなかったのか」

「いいから、食べなちゃい。あ～ん♥」

　おいおい。なんだよこれ。周囲の連中の視線が痛い、痛すぎるぞ。

　まあイマジンの面々は常に生徒たちから痛い視線を浴びているわけなので、普ふ段だんとたいして変わらないといえばそれまでだが。

　しかし今回は、この俺まで「痛い面々」に組み込まれてしまっているのがちょっとな。

「お味はどう～？　学食のおばちゃんが作った料理だけどぉ」

「……もぐ……緊きん張ちようして味がわからない」

　脂あぶら汗あせを流しながら鶏とり肉にくを咀そ嚼しやくしていると、今度は光紗先輩が俺の頰をフォークでつんつんとついてきた。

「私の胸がお前の肘に当たっていることを意識してはダメよ尾津智弘。何かあったら、私の手に握にぎられているフォークを即そく座ざにキミの眼球にブチ刺してそのまま脳まで貫かん通つうさせてあげるわ」

「安心しろ。光紗先輩の胸は当たってない。当たっているのかもしれないが、質量不足で検知できない。悪いが測定不能だ。俺が緊張している原因は言うまでもなくちこり先輩の胸であって……いてっ」

　テーブルの下に手を入れた光紗先輩が、フォークを俺の股こ間かんに突き立ててきた。

　あぶねっ！　間かん一いつ髪ぱつで脚あしを閉じてガードできたからいいようなものの！

「ちょっと待て！　いくらなんでも、そんな攻こう撃げきなしだろっ」

「こらこら光紗、演技、演技っ」

「ああそうそう。キミってほんとうにかわいいわねぇ、食べちゃいたい」

　予知された通りの棒読み台詞を無愛想な口調で喋しやべりながら、光紗先輩が俺の頰に唇くちびるを寄せてキスしてきた。

　学食を埋うめ尽つくした面々から、

「おおっ……」

「なんだ、あれ？　罰ばつゲーム？」

「新入部員への虐めか？」

「あの男の子、とうとう魔ま女じよの毒どく牙がにかかっちゃったのね～」

　と、温かかったり生温かかったり寒かったりするひそひそ声がいっせいにあがる。

　学食の厨ちゆう房ぼうに立っているおばちゃんたちは、

「あらあら、若いってええねえ、お得さん」

「あの男の子、おぼこいのにモテモテやねぇ」

「最近はああいうナヨっちい男の子がモテはるらしいで、お銀さん」

　などと、まるで日曜夕方六時半からオンエアされている国民的アニメでも観みているかのようなまったりのんびりとした雰ふん囲い気きで談だん笑しようしているし。

　しかしその間も、光紗先輩はテーブルの下でフォークを振ふり回して俺の股間を狙ねらってくる。さながら審しん判ぱんの見ていない角度からサミングをかます悪役レスラー、みたいな？

「初めて知った。学園ラブコメの舞ぶ台たい裏は意外と陰いん惨さんなんだな」

「当然でしょう尾津智弘。芸能界の裏側が新人アイドルにとっては生き地じ獄ごくなのと同じ理り屈くつだわ」

「どう同じなのか判わからないが、とにかく俺は生きた心ここ地ちがしない」

　光紗先輩から逃にげようとすると、ちこりに突き当たるし。

「ああんもう、こらエロ猿ざる。今、あたしのおっぱい押したでしょ！　ちょっとは遠えん慮りよしなさいよ！　サナギ、異常な反応を示しているヤツは見つかった？」

「……けはい……あり」

　俺たちの周囲を周回していたサナギが、こくり、と力強く頷うなずいた。

「よっしゃ成功しているわね。この中に犯人が確実に紛まぎれこんでいる！　あと一押しだわエテモンキー。そろそろ、通常の学園生活では絶対に有り得ない想定外のラブラブイベントを勃ぼつ発ぱつさせる頃ころ合あいねっ」

「待てちこり先輩。俺のファーストキスを奪うばったりしたら、この場で舌を嚙かんで自害してやるぞ！」

「はあ？　あたしがそんな汚きったないことするわけないジャン。ほら、今すぐ光紗と唇でキスしなちゃい！」

　ひでえな。お前ら、親友じゃなかったのか？

「わ、私っ？　ぜ、絶対にお断りだわ。ど、どうして私がこんな人でなしの変態性欲者とファーストキスなんか…」

「まあまあ。光紗がこの馬ば鹿かに切れた理由はよく判ったけどぉ、本気でヤキモチやくなんて大人げないヨ？　この作戦を口実にそろそろ仲直りしなさいって～」

　何を言っているのかさっぱり判らないが、こんな自作自演で予知を適中させたいだけの作戦でなし崩くずしにキスさせられるなんて冗じよう談だんじゃない。

「え、えっと……ううん……でも確かに作戦上、インパクトのあるラブシーンは必要だわ……ええと、ええと」

　待て。光紗先輩。なぜ、ちらちらと上うわ目め遣づかいに俺の唇を覗のぞきこんでくる？

　はっ？　もしかして俺の舌を嚙み切るつもりか。

「おっ俺は断る！　そんなに衝しよう撃げき的ラブシーンを演じたいなら、最後まできちんと予知に従えっ！」

　よほど舌を嚙み切られたくなかったんだろう。

　ぐにゅっ。

　俺の手が、いつの間にかちこりの胸を鷲わしづかみにしていた。

　いくら予知された未来だったとはいえ、これは酷ひどい。

　こんな頭の悪いシーン、学校でそうそう見られるもんじゃないぞ。

　ラブコメ漫まん画がのネームだったとしても、これはまず通らない。

　ちなみに別に光紗先輩の胸でもよかったのだが、とても摑つかめそうになかったので脊せき髄ずいが消去法でちこり先輩を選せん択たくしたらしい。

　その瞬しゆん間かん、学食全体の温度が三度ほど下がった。

「おおー」

「ええー」

「きゃあー」

　しまった。やりすぎた。

「お、お、尾津智弘……き、キミという男はどこまで……」

「これで第一の予知は全部適中だ。よかったじゃないか、さすがはちこり先輩」

　俺ももう、ひっこみがつかない。謝ったら、死だ。

「……う、ぐ、ぐぅ。が、我が慢まんよ。あたしは敵を叩たたきつぶすためなら、どんな恥ち辱じよくにも耐たえてみせ……あう、あう、うぐっ」

　意外にもちこりは踏ふみとどまった。そして作り笑いを浮うかべて、
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「……そ、そんなに触さわりたい～？　お前ってほんっとにしょうがないエロ猿ねえ。でも、いいわよ～今日は特別に許してあげる」

　と言いながら、自分の胸の上に置かれた俺の手をぐいっと摑んでさらに胸に押しつけてきた……が。

　みし、みし、ぺき。

　握にぎりしめられた俺の手から、堅かたい棒きれが力任せに押しつぶされて折られていくかのようなイヤな音が鳴ったことは言うまでもない。

　っていうか、八割ほどの確率で、亀き裂れつ骨折。たぶんヒビ入った。

　しかしここで悲鳴をあげたら、俺はただちこりに手の骨を折られただけの愚おろか者になってしまう。俺は笑え顔がおを作って、堪こらえた。

「は、は、は。まさか許してもらえるなんて思ってなかったよ。ちこり先輩、さては俺に惚ほれてるな？　は、は、は」

「う、ふ、ふ。この程度で誇ほこり高きあたしが満足すると思うのかしら？　後で人目につかない場所に拉ら致ちって、もっともっとかわいがってあげるんだから。お前が耐えきれなくなって泣き叫さけぶまでサービスしてあげる。い、ひ、ひ」

　ずぶっ。

　太ふと腿ももに、無言の光紗先輩がフォークの先せん端たんを思いきり突つき立ててきた。

　あまりの激痛に、手の痛みが霧む散さんしてくれた。

　どうして俺、これほど非人道的な拷ごう問もんを受けてるんだ？　衆人環かん視しのこの席で？

「いつまで嬉うれしそうに鹿鳴館の胸に触ってるのよ。刺さすわよ」

「刺してから脅おどさないでくれ」

　もう間ま違ちがいない。俺は光紗先輩に包丁で刺し殺されるんだ。「二度あることは三度ある」っていうものな。

「……（ぴょん、ぴょん）」

　サナギが地じ震しんを感知したお魚のように、飛び跳はねはじめた。

　そして、手を「○」の形にして合図を送ってくる。

「ふん。尾津智弘のストーカーがようやく出てきたのね」

「よーし……って、いつまで触ってるのよエロ猿ざる。汚きたないから離はなしなちゃい」

　こんなところを月見里に見られたらそれこそ怒おこられるな。

　月見里は今日も図書室だろうから、それは心配ないか……。




「ちひろん、あちきしの面前で平然と男女交際するたぁ、ずいぶんと度胸がついたもんだねえ？　ええ？　しかも両手に花とはねぇ？」

　俺たちの前に現れた容疑者の女子生徒は。

　口に食パンを咥くわえたジャージ姿の江来栖十兵衛だった。間違った。江来栖十クリス兵トフアーだった。よくも食パンを咥えたまま器用に喋しやべれるな。

　江来栖は「よいしょ」と俺たち三人の向かいの椅い子すにお尻しりを降ろし、ついでに長い足をどかっとテーブルの上に投げだしてきた。

「ちひろんは人間失格だから男女交際禁止って通達しただろっ？　こういうの困るんだよね～、せめてあちきしがいないところでやってもらいたかったね～」

「うるさい。よく見ろ、俺はリンチを食くらっている最中なんだ。これは見えない虐いじめだ、ステルス虐めだ」

「ちょっとこらエロガッパ、こいつがあたしたちを脅きよう迫はくしていた犯人なわけ～？　やっぱりお前の友達だったじゃんっ」

「……原因は嫉しつ妬とね。これほどの美び貌ぼうと魅み力りよく的な肢し体たいの持ち主でありながら尾津智弘に相手にされないという怨おん念ねんがドロドロと溶よう解かいして腐ふ敗はいして発はつ酵こうして、私たちイマジンを排はい除じよすれば尾津智弘を自分のものにできるという誇こ大だい妄もう想そうを抱いだいてしまったのね」

「何を言ってるんだ光紗先輩。江来栖に限ってそれは有り得ない。こいつは俺のクラスメイトだが、勝手にクラスの男女交際関係を仕切っている『恋れん愛あいの胴どう元もと』的存在なんだ。そして俺は江来栖から最低男のレッテルを貼はられて恋愛禁止令を通達されているただ一人の男だ」

「それもキミに対する独どく占せん欲よくの発はつ露ろだと考えたことはない？」

「俺は物事を深読みしないタチなんだ。精神分ぶん析せき的にいちいち他人の心の裏読みをはじめたら、何も信じられなくなるだろう？」

「ふうん。それで、そんなにも馬ば鹿かなのね。了りよう解かいしたわ」

「なになに、何の話？　あちきしが何かした？」

　ちこりが立ち上がって、十兵衛に人差し指を突きつけた。

「今すぐこの場でいたんちんもんをはじめるわよ！　エクスカリバー、お前がイマジンに脅迫状を送った犯人なのよね！　認めないと死し刑けいよ！　お前はこのエロガッパにどういう訳か恋こいをしていて、でもでもイマジンの美しき女め豹ひようたちには敵かなわないと勝手に悟さとったゆえにエテモンキーとあたしたちを引き離そうと画策したんだわっ！（中略）」

　ちこり。それって光紗先輩がたった今喋った妄もう想そうそのまんまじゃないか。少しは自分の頭で考えろよ。

「そうねそうよねそうに決まったもうお前が犯人なんだからっどーしてくれんのよっこんな男に大切な胸を触さわられたあたしの気持ちが洗せん濯たく板いたの光紗なんかに判わかるわけないのよーっ！　あいたっ」

　ちこりの尋じん問もんと称しようする独り言演説は光紗先輩のデコピンで中断された。

「あちきしが、ちひろんをどうしたいって？　何を言ってるのかさっぱりわかんないよ。そもそもあちきし、男に興味ないし」

「あらそう？　人間に興味がない尾津智弘とはお似合いじゃない？」

　光紗先輩、だったら俺は無機物にでも興味があるというのか。それとも心優やさしい動物好きか？

「正直に答えないと死刑よエクスカリバー。ゆうべどこにいたのぉ？」

「グラウンドで野球部の練習してたよ」

「その後は？」

「その後って……家に帰ったに決まってるじゃない」

　厳密に言えば、月見里を自宅へ送っているはずだが。

「今日は午後から豪ごう雨うになるそうだけど、昨日は晴れていたわね……練習に出ていたのならその時間はアリバイありね」

「でもでも光紗、手紙を部室に届けるくらいなら、さほど時間かからないヨ？　帰り道にぴょっと投とう函かんしたのかも。キツネ憑つきのもとに手紙を持ちこんで指し紋もんでも採とってみる？」

「指紋ね。うーん、残ってなさそうね」

　俺が貰もらった果たし状の封ふう書しよタイトルと、イマジンに届いた脅迫状のタイトルおよび本文は、達筆の筆書きだった。それだけでは両者が同一人物とは特定できないが、同一である可能性はかなり高い。あの果たし状は月見里が本文を書いて、それを俺のクラスメイトであり月見里の親友でもある江来栖に委い託たくした。封ふう筒とうのタイトルは江来栖が書いたと考えるのが妥だ当とうだから……すると脅迫状は江来栖が自分で書いて出したということになるが。

　月見里がイマジンに対して怒っている姿を見た江来栖が勝手に気を利きかせて独断でこういう真ま似ねをしでかした……のだとすれば辻つじ褄つまは合うが。

「……だから、あちきしじゃないってば。ちひろんがどんな部活で遊んでいようが、あちきしには関係ないよーだ。むしろ鹿鳴館先輩の豊満なおっぱいをちひろんの毒どく牙がから守りたいほうに一票！　むんずっ」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよどうしてそんなに気安くあたしの胸に触ってくるわけこの一年生はっ？」

「ああ、これは単なるあちきしの趣しゆ味みさっ♪」

「うきゃあああっ？　光紗っ助けてっ光紗～っ、なんだかわけのわからない一年生に心を犯おかされちゃうっ」

「……ふん……そんなに胸がいいわけ、胸が。ただの脂し肪ぼうの塊かたまりが。どいつもこいつも……」

「うええええん、どーしてあたしを睨にらむのよぉ、光紗ってばぁ」

　どうやら事件は迷宮入りしそうだな。

「一年生、この紙に何か文字を書いてみなさい」

「んあ？　書けばいいの？　じゃあ……『六ろつ甲こうおろしに颯さつ爽そうと、蒼そう天てん翔かける日輪の……』これでどう？」

「下手くそな字だわ。脅迫状の文字とは似ても似つかないわね……」

「わざと下手に書いてるのカモ？」

「だとしても、筆の運び方や癖くせ、いずれを比べても共通性がなさすぎるわね……筆ひつ跡せきってね、当人も意識していない癖が必ず表れるものなのよ」

「え～っ？　じゃあこいつはシロ？　だとすると、あたしたちがエロガッパにしてやったサービスは……全部無む駄だだったのぉ？」

「そうでもないわ鹿鳴館。学食のどこかで見ていたかもしれないし、いずれにしても今久留主高校を代表する美少女である私と鹿鳴館が尾津智弘ごときにどうしたわけかすっかり骨ほね抜ぬき状態になってしまったという有り得ない噂うわさは、凄すさまじいインパクトを持ってたちまち学校中に広まるでしょうから。自分の未来に絶望している平へい凡ぼんな男子高校生どもって、みんなそういう少女漫まん画がの出来損そこないみたいなサクセスストーリーに餓うえているものよ」

「ふええええ、それもいや～あ！」

「あちきし、そろそろ戻もどっていいかな？　用事があるんだ」

　光紗先輩は、無言で頷うなずいた。

　江来栖が、ぴょんと飛び跳はねるように俺たちのテーブルから離り脱だつし、駆かけだしていく。

「ちひろん、別にきみの男女交際禁止令を解いてやったわけじゃないんだからなっ！　勘かん違ちがいするなよっ！」

　だから、どうして俺だけ男女交際禁止なんだ。ひょっとして月見里のため……なのか？

「ああ、容疑者エクスカリバーが行っちゃった……どーするの、光紗？」

「泳がせておきなさい」

「えー、シュブニグラスで拷ごう問もんすりゃいいのに」

「魔ま女じよでもないのに、あれは使えないわ。あれを見せてしまった後、あれに関する記き憶おくを奪うばえないでしょう？」

「じゃあじゃあ、尾び行こうでもつけるぅ～？」

「尾行……万ばん能のうの私たちが唯ゆい一いつ苦手としている作戦行動だわ、それは」

　まあ、イヤでも目立つからな。三人が三人とも。

「……（こく、こく）」

　江来栖が現れた後も周回衛星として頑がん張ばっていたサナギが頷く。

　ちょっと息が上がっている……気がする。肩かたの上下具合とか。

「じゃあじゃあ、エロガッパに尾行させればいいジャン」

「そうね。尾津智弘、キミはすさまじく閑ひまよね？　江来栖十兵が教室から姿を消し、かつ部活にも出ていない時間帯に何をしているのか、イマジンの部員の中で唯ゆい一いつ影かげが薄うすくて無能で生きているのか死んでいるのかすら判わからない中ちゆう途と半はん端ぱな人でなしであるキミが探さぐっておきなさい」

　閑な時間なんて無いぞ、と反論してみる。

「……いつまでその馬鹿面づらを私の前に晒さらしているの？　ご飯が不味まずくなるわ、もう用は済んだのだからさっさと消えなさい」

　なるほど、これじゃ温厚な月見里だって殺したくなるわけだ。

　俺だって、あの四月の夜空に。

　黄金の月と純銀の月と。

　二つの満月さえ昇のぼっていなければ。

「なんだこの女。勝手にしろ」の一言で割り切れたはずなのにな。

　まったく、俺はついてないよ。
















　その日の放課後。

　図書室に行けない代わりに、俺はイマジンもさぼった。

「今日は雨で野球部の練習がないだろうから、江来栖を監かん視しする」

　という完かん璧ぺきなサボリ理由を提出したので、素す直なおに部室から出してもらえた。

　まあ、そんなＣＩＡみたいな真似、俺がやるわけないけどな。

　というわけで本降りになってきた雨の中、俺は折りたたみ傘がさをさしてさっさと家へ帰った。豪ごう雨うでもし電車が止まったりしたら面めん倒どうだしな。

　ところが。

　家へ帰るなり、玄げん関かん口ぐちで玲於奈がほどかれたトイレットペーパーの束に埋うもれながら正座していた。

「なんだこれは。玲於奈、何かの呪じゆ術じゆつでもはじめたのか？　あるいは、魔女とヴァンパイアに続いてついに怪かい奇きミイラ女キャラが投入されたのか？　まさか強制排はい泄せつネタに絡からめたギャグじゃあるまいな？」

「あううう。違うよ、ちひろくんっ。ファックス受信が止まらないんだよ～」

　なんだ。トイレットペーパーじゃなくてファックス用紙か。

　手にとってみた。

〈オマエノセイダオマエノセイダオマエガ全部悪インダオマエハ邪じや魔まッケダカラ決メタオマエヲ殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス殺ス…（以下略）〉

　脅きよう迫はくファックス!?　しかも無限ループ送信状態…!?

「お前、誰だれに恨うらまれたんだ。どんな悪事を働いた。ネットオークションでトラブったのか？」

「わたしは清く正しく美しく、外のＮＰＣとはいっさい人間的交流を持たない主義の人だよ？　恨まれるとしたら、ちひろくんだよ～」

「勘かん弁べんしてくれ……」

「いやいや、そろそろ起承転結の『転』パートにさしかかったみたいだねぇちひろくん。香こうばしい具合に日常が壊こわれはじめているねぇ。うえっへっへっ。今日からわたしは、ザ・マミ～!!」

「紙まみれの姿で抱だきつくな、鬱うつ陶とうしい」

　とりあえず俺は玲於奈の身体からだに巻き付いた大量のファックス用紙を束ねてはぎ取り、ファックスに繫つながっている電話線を引っこ抜ぬいた。

　ちなみに当然ながら、送信元の番号は非通知になっていた。

　これも……江来栖の犯行……なのだろうか？

　いや。何か違う。江来栖が姉貴に恨みを抱いだくはずがない。まるで接点がない。そもそも関係がない。絶対にない。

　すっかり「殺ス」の文字で埋め尽つくされて耳なし芳ほう一いち状態と化した約三十メートルのファックス用紙をゴミ袋に詰つめ終えた後、俺は玲於奈の部屋にお呼ばれして「本日の尾津智弘物語」を語らされた。

　玲於奈はベッドの上に仰あお向むけに寝ねっ転がって足をばたばたさせながら、俺のヨタ話をふむふむと頷うなずいて聞き続け。

　俺は、玲於奈のベッドを背もたれにして座りながら慎しん重ちように言葉を選んで喋しやべり続ける。

　誰が今回の事件の犯人なのか、先入観を玲於奈に持たせるような真ま似ねはしないよう、できる限り客観的に。

　しかし、今度ばかりは客観的に自分の一日を「他人ひと事ごと」らしく話そうとしても不可能だった。

　なぜなら、玲於奈がベッドの上でお手玉代わりに投げて遊んでいた俺の携けい帯たいが。

　きっかり一分ごとにメールを受信し続けていたからだ。

「おっ！　また来たよ、ちひろくん。これで三十通めだっ」

「返事させろよ」

「ダメ。『華か麗れいなる魔男・尾津智弘のわくわく武者修行』の放送が終わるまでは電話もメールも禁止というルールでそ？　わたしはコマーシャルが番組途と中ちゆうに入ると興ざめするタイプなのっ」

「しかし明らかにヤバいじゃないか。返信しないと、いつまでもメールを送ってくるぞ……」

　……月見里が。

　大量に送りつけられてくるメールの文面は、どうして図書室に来なかったのとか、イマジンに脅おどされたんだねとか、わたしのこともう嫌きらいになったのとか、来てくれないならそれなりの対処をするから覚かく悟ごしてとか、あの悪い魔女たちから智弘を救ってあげるとか、ごめんなさいわたしどうかしていたの全部忘れてくださいとか、やっぱりお前も殺すとか、そういう電波文章のオンパレード。なんというか、体温の低さを誇ほこる俺としてもさすがに陰いん鬱うつな気分に落ちこまざるを得ない。

「まさか月見里が……よほどイマジンの面々に馬ば鹿かにされて傷ついたんだろうか」

「あのねぇちひろくん。いちいちそんなことでバグって壊れるＮＰＣなんて総ＮＰＣ人口の数パーセント程度なんだよ。常識でそ」

　したり顔でお前独自の常識とやらを披ひ露ろうされてもなぁ。

「でもほんとうに月見里が送信しているんだろうか？」

「なるへそ。ちひろくんは、江来栖さんが二人の仲を引き裂さくためにストーカーと化して、『壊れた月見里さん』になりすましていると思いたいの？」

　江来栖はそんな陰いん湿しつな真似をするようなタイプじゃない。動機もない。参ったな。犯人はやっぱり月見里……なんだよな。

「いやあ、わくわくするねえ。台風の上陸と同時に、恐きよう怖ふのストーカー女が本格的に暴れはじめるだなんて。心こころ憎にくいまでの分かりやすい心象演出が効いているねえ」

　玲於奈、台風は演出じゃねえ。偶ぐう然ぜんだ。

「それにしても観客のわたしにまで『お前は邪じや魔まっけだ、殺す』と書かれた脅迫ファックスが来るなんて、凝こった演出だねぇ。大サービスだよね！　こーゆーのをインタラクティブなコンテンツって言うんだよね」

　言わねえよ。

「もはや鬱うつ展開ルートからは逃のがれられないのだよ、ちひろくん。刃は物ものをもった今久留主高校の女子高生にちひろくんが刺さされるバッドエンドにまっしぐらだよね」

　一つ目の予知が当たったから、そっちは外れるんじゃないか？　それにまだ俺が「刺される」と確定したわけじゃない。ちこりは、俺が「襲おそわれて」いる光景を「見た」だけだ。

「その上、こんな目に遭あっているにも拘かかわらず毎日部長に『人でなし』と罵ののしられる始末。右を向いても左を向いてもフラグ消しよう滅めつの危機。かたっぱしからフラグを立てようとして失敗した八方美人主人公の末路だね。虻あぶ蜂はち取らず、二に兎とを追う者一兎も得ず。いいねえ、青春だねえ」

　うるせえ。

「なあ玲於奈。犯人は別に存在する、という線もあるんじゃないか？　俺が月見里と親しくしはじめてから事件が起こったのは、実は単なる偶然で……」

「あのねえ、ちひろくん。そんなもの、今回登場した新キャラのどちらかが犯人に決まってるでそ？　今になって見知らぬ犯人が登場するなんて超ちよう展開、お姉さんは認めませんっ」

　新キャラ言うな。現実はな、カキワリみたいには進行してくれないんだ。

「ヒッチコックの『サイコ』はどうだ。途中までお金を持ち逃にげする女の物語かと思わせておいて、映画の中ちゆう盤ばんでその女がポッと出の冴さえない脇わき役やくにいきなり惨ざん殺さつされるというショック展開だったぞ」

「そんな反則プロット、一度使ったら二度と使えない禁じ手だよ。ちひろくん、そーゆーメタプロット手法って最初に使った作者『だけ』が偉えらいんだよ？　誰だれもが物語のお約束を壊こわしてまわりはじめたら、ネトゲー界はフリージャズみたいになっちゃうよ。観客を楽しませようというエンターテインメント精神の放ほう棄きなんだよ、それは」

　まあ現実と物語の区別がついていない姉貴のヨタ話は聞き流すとして、普ふ通つうに考えれば……

「月見里が犯人……なんだろうな」

〝半径三メートルの世界〟に他人を引き込むということは、こうやって自分の世界が荒あれ狂くるう暴風雨に晒さらされて無む惨ざんに壊されていくというリスクを自ら背負うということでもあるわけで。

「まっ、娘むすめの貞てい操そうの危機を感じた大道寺部長のお父さんが真犯人だという可能性も〇・五パーセントくらいは残っているけどねっ。もっともっと低い確率だけど、実はひそかにちひろくんに恋こい心ごころを抱いだいている小笠原くんが真犯人かもしれないよ？　おおっと、こりゃあ大穴だ！　いきなりのＢＬ展開っ！　篠しの沢ざわ教授に全部っ！」

　小笠原っ!?　やめてくれ。一いつ瞬しゆん、想像してしまったじゃないか。

　俺はベッドのほうに向き直って、鳴りやまない携けい帯たいを閉じたり開いたりして楽しそうに遊んでいた玲於奈のおでこをこづいた。しかしその攻こう撃げきは玲於奈の上じよう機き嫌げんを加速させるだけに終わった。何がそんなに嬉うれしい。

「えへへ。情熱恋れん愛あいってねー、狂きよう気きと同義語なんだよ。ちひろくん。トリスタンが叔父おじであるマーク王の后を奪うばい取ったのは、どうしてだと思う？　ドラッグだよっ。トリスタンは魔女の惚ほれ薬を過あやまって飲んでしまって、好きでもなんでもない人妻イゾルデにトチ狂っちゃったわけね」


「〝Love is the Drug〟……とは言うけどな」



「さて。スタンダールの『恋愛論』話の続き。スタンダールは、若い頃ころは肉体恋愛や虚きよ栄えい恋愛、趣しゆ味み恋愛に夢中になってたんだけど、この人って野心家だったのかロマンティストだったのか、もともとは熱ねつ烈れつなナポレオン崇すう拝はい者しやだったんだよっ」

「ナポレオンと同時代人か」

「うん。しかもフランス人。だからナポレオンの遠えん征せい軍ぐんに自ら参加してイタリアへ行ったりしてたわけ。ところがねー、ナポレオンは知っての通り失しつ脚きやくしちゃったでそ？　それでスタンダールは崇拝するべき対象を失って、社会的にも没ぼつ落らく。金に惹ひかれて彼の周りに集まってきていた女たちも全員逃とう亡ぼう。そんな悲ひ惨さんきわまりない精神的飢き餓が状態の中で発見してしまった新しい信しん仰こう、それが」

「情熱恋愛、か」

「そそ。メチルド夫人という人妻が相手ね。相手といってもスタンダールはメチルド夫人に嫌きらわれていたので、ただの片思い。ぎゃは。しかもストーカー。あとね、ちひろくんも時々使っている『恋こいの結けつ晶しよう作用』という言葉はスタンダールの発明なんだよ」

　ふうん。あれだろ、「あばたもえくぼ」ってやつだろ？　特にスタンダールの独創的アイデアだとは思えないけどな。

「ブッブー。椅い子すが回りながら墜おちま～す！　ぜんぜん違ちがうよちひろくんっ！　スタンダールを舐なめちゃいけないよ？　恋をすると相手のあらゆる面が次々と美点に見えてくる。これが世間が言うところの恋愛の結晶作用だけど、それはスタンダールにとっては『第一の結晶作用』にすぎないんだよっ」

「第一って……結晶作用に第一とか第二があるのか？　ラジオ体操じゃあるまいし」

「あるんだよっ。第一の結晶作用、つまりもう相手の何もかもが好きっ！　何もかもが好きっ！　しもの世話だってしてあげるし流動食だって口移しで食べさせてあげるし便秘になったら強制排はい泄せつだってしてあげるしお風ふ呂ろにだって入れてあげるし車椅子だって引いてあげるし返事がなくてもいくらでも話しかけてあげられるし、この人のためだったら僕は自分の人生全部を投げだして捧ささげ尽つくしても構わないっ！　ってラブラブハッピー状態に移行した後にね、恋する人は疑心暗あん鬼きに陥おちいるの。これって全部自分の独り相撲ずもうで、実は僕は彼女に愛されていないんじゃないか、こんな想おもいは空むなしくて無む駄だな感情なんじゃないか、ってね」

　その恋愛とまるで関係のない喩たとえはやめろ。暗黒の過去を思いだすじゃねえか。

　……ドクン。

　やばい。動どう悸きが……。

「でも、ここで引き返さずにじ～っと耐たえていると、『第二の結晶作用』という化学変化が脳内で起こるわけなの。ま、正気に還かえるチャンスをむざむざ振ふり捨てて狂気に突つっ走った結果と言えなくもないんだけどね。あひゃ」

「どうなるんだ？　もう彼女に愛されなくてもいいんだ、僕が彼女を愛していることそのものが重要なんだ、という没ぼつ我がの状態に入るのか？　それは結構なことじゃないか」

「違うよ。彼女は絶対に僕を愛している、という無む根こん拠きよな確信を抱いだいちゃうの。誰にも動かせない盲もう信しん状態に入っちゃうんだよ。えへっ。心って怖こわいよね。スタンダールは一いつ生しよう涯がいメチルド夫人が自分を愛していたと思いこんでいたんだけど、それって全部」

「妄もう想そう……だったのか」

　ズキン、ズキン。

　あれ……

　脳が……頭が割れるように……

　ズキン、ズキン。

　……痛いてぇ……。

「そう。スターダールにとって幸いだったのは、メチルド夫人がさっさと死んでくれたこと。おかげでその後のスタンダールは、メチルド夫人の幽ゆう霊れいと仲良く暮らせましたとさ。自分の頭の中でね」

　待て。

　この部屋、息苦しくないか。

　酸素が……足りてねえ。

「……な、なんだそりゃ。だったら最初から人間の恋こい人びとなんて要いらなかったんじゃないか」

「その通りだけど、その言い方は真理の表側しか突いていないよちひろくん。誰だれにも〝無〟から自家発電的に『第二の結晶作用』を起こすような魔ま法ほうは使えないんだよ？　魔法には媒ばい介かいが必要なの。錬れん金きん術じゆつだって賢けん者じやの石を生成するためには水銀と硫い黄おうが必要でそ？　それと同じ」

「等価交こう換かんの法則ってやつだな。あれは漫まん画がの話だっけ……げほげほっ……」

　やばい。息が出来ない。

　苦しい。

　俺は。

「今回の犯人は現在、ちひろくんに対して『この人はほんとうに私の理想の恋人なのだろうか』と疑ぎ惑わくを抱いている状態ね。きっかけは恐おそらく、イマジンの面々に会っちゃったことだよね。イマジン遭そう遇ぐうイベントによって情熱恋愛シナリオが進んで、第一の結晶作用フェイズから第二の結晶作用フェイズに……つまり情熱恋愛を総仕上げするラストスパートにさしかかっているわけ。これはやばいよ。だって情熱恋愛の究極のゴールは、恋する相手を……」




　……

　相手を。

　相手を、殺して。

　永遠に、自分だけの。

　……




（お前なんか人間じゃないよ！　ばけものだ！）




　みりっ。




（そんなに生きたくないなら。人間なんてやめちゃえ！）




　みりっ。




（……が、手伝ってやるよ）




　やめろ。

　やめてくれ。

　そうじゃないんだ。

　誤解なんだよ。

　俺は。

　俺は……




　俺は……ただ……！










　……

　……

　……

　意識が一いつ瞬しゆん、飛んでいたらしい。

　目を開くと、俺はベッドから降りてきたらしい玲於奈に、ぎゅっと抱きしめられていた。

　あ、あれ？　俺……疲つかれてるのかな……？

　光紗先輩に先週まで毎日首を舐なめられていたのが効いてきたのか。

　あるいは逆に、先輩に一週間も放置されたので、呪のろいが全身に回ってきたとか。まさかな。

「ちひろくぅん。よかった、目が醒さめたんだね。えへっ」

　玲於奈。

　どうして、そんな幸せそうに微笑ほほえめるんだ。

　どうしていつも笑っていられるんだよ、お前は。

「さすがにストーカー事件に巻きこまれるなんて、物語にしてもリアルすぎて胃が痛いよね～？　わたしはオトナだから〝外の世界〟のイベントに動じたりはしないけどね、ちひろくんってばセンシティブなんだからぁ」

「……すごく嫌いやなことを思いだしそうになったんだ……あの夜の記き憶おくだった……と思う……俺はあの時、あんな真ま似ねはしなかった……はずなのに……おかしいな、妙みような気分だ。くそっ」

「大だい丈じよう夫ぶだよっ。ちひろくんは、何も悪いことなんて、していません。ちひろくんは罪なんて背負っていませんっ。そんなものはただの思春期少年特有の青あお臭くさい自意識過か剰じようが生み出した妄もう想そうにすぎないってば。ひきこもり歴十年のベテランであるわたしが保証するよ～」

　そんな腐くさったキャリアのどこを信しん頼らいしろというんだ。

「この世に姉貴の保証ほどあてにできないものはないからな。ただの主観と思いこみじゃないか」

「あら？　〝世界〟は〝主観〟から立ち現れてくる現象なんだよ、ちひろくん。ふふふっ。わたしは月見里さんのように、〝世界〟を〝行動〟から測定するような誤ご謬びゆうはおかさないよ。すべては〝主観〟。客観的観測なんて概がい念ねんは現実には存在し得ない絵空事なんだよ。にやり」

「何が言いたいんだ？　はっきり言え」

「わたしはね、ちひろくんがわたしのこととっても愛してくれているって確信しているの。そしてその確信は何があっても揺ゆらがないわ。たとえちひろくんにＤＶされても強制猥わい褻せつされても強制排はい泄せつさせられてもね。きゃはっ」

「だからもう強制排泄ネタはいい」

　さしずめ、情熱家族愛ってやつか。

「だいいち、それこそ根こん拠きよなんかねえだろ」

「根拠ならあるよ。ちひろくんはわたしにたこ焼きを買ってきてくれるんですもの」

　わざわざきりりと大人びた顔つきを作ってくだらねえ言葉を吐はくな。結局「行動」だろうが、それは。

「でもでも、たこ焼きを買ってきてくれない日があると、ちひろくんの愛が実はメッキにすぎないってことが判わかっちゃって悲しいの。ぐっすん。でもいいの、たこ焼きさえあれば人は幸せに生きていけるから。とくに明あか石し焼きは絶品よね～」

「情熱たこ焼き愛だったのか」

「わたし、今度生まれ変わったらたこになりたいな。そして美味おいしくたこ焼きとして調理されて、ちひろくんに食べられたいよぉ。あ、でもでもからしマヨネーズをつけて食べるのはやめてね。しみると痛いから」

「ついに恋れん愛あい対象との同化がはじまったか。たこ焼き愛にもほどがある」

「あーそうかぁ。わたしがたこになっちゃえば、二十四時間ず～っとたこを感じていられるのよね。決めた！　わたし、いまからちひろくんの飼いだこにジョブチェンジして頑がん張ばるよっ」

「うるせえ、人間に戻もどれっ」

　俺がたこのように張りついて離はなれない玲於奈をひっぺがそうと格かく闘とうしている間も。

　ベッドの上に投げだされた俺の携けい帯たいは、月見里からのメールを受信し続けていた。







　自分の部屋に戻って携帯の電源を切り、ベッドの上に痛んだ身体からだを投げだした。

　いつものセミの鳴き声はまるで聞こえない。

　その代わりに轟ごう々ごうと風が鳴り、ギシギシと窓ガラスが揺れる音がその合間に入りこむ。

　まだ前ぜん哨しよう戦せんだというのに、この馬鹿げた突とつ風ぷうと豪ごう雨う。

　アルトラサイクロンは九州を抜ぬけて四国中国地方の上空へと進んでいた。

　明日の夕方から夜にかけて、いよいよ関西地方を直ちよく撃げきする。

　明日の学校は休校なんじゃないかとも思ったが、俺たちは水害慣れしている。雨風が強い程度で休みになる公共機関など無い。

　目を閉じた。

　あっという間に、朝になっていた。

　いつものように玲於奈のエサを作り置きし、余ったおかずで俺の弁当を作り、合羽カツパを着込んで篠しの突つく雨の中を駅へ向かった。こんなにも風が強いと、傘かさなんてさせない。




　執事服に着替え朝一番でイマジンの部室を掃そう除じした後、俺は。

　風紀委員会のドアを叩たたいていた。

　朝っぱらからあのキツネ顔を見るなんてどうも気が進まないが、今回の事件は今のところ魔女とは関係していない。いわゆる普ふ通つうのストーキング事件だ。実に凡ぼん庸よう。つくづく平凡。こんな事件の解決は、風紀委員会の笹木にやらせるに限るからな。

　もちろん、きっちりとした性格の笹木はすでに会長席に腰こしを下ろしてイタリア語の新聞を読んでいた。新聞といってもネットからダウンロードした記事を自前でプリントアウトしたものだけどな。ほんものの新聞は燃えるゴミを大量生産するだけの資源の無む駄だ、森林伐ばつ採さいの元げん凶きようとされてインターネットメディアからバッシングを受け、二年前に日本から消しよう滅めつした。

「なんだイマジンの執しつ事じではないか。部室から出る時ぐらい執事服を脱ぬいで来い」

「俺にパンツ一枚のあられもない姿でこの部屋に入ってこいとでもいうのか？　これだからイタリア帰りの男は油断できないな」

「誰だれが貴様のパンツ姿など見たがるものかっ！　イタリア帰りを差別していると、今にお前もイタリア帰りに泣かされることになるぞっ」

「もう殺されかけてるな、そういえば」

　もう一人のイタリア帰りにな。

「それで僕に何の用だ。イマジンを取りつぶすことができるほどに大きなネタを垂れ込んでくれるんだろうな。それ以外の用事なら今すぐ帰りたまえ、時間の無駄だ」

　相変わらずキツネ顔なヤツだ。

　俺は、月見里や江来栖の個人情報を出さないように適当にモザイクをかけながら、俺とその周辺がストーカーに狙ねらわれているという話を振ふってみた。

「そんなことより尾津智弘。貴様が実に危険な趣しゆ味みに走っているという噂うわさを耳にしたぞ？」

　また実の姉を強制排はい泄せつネタか？

「それはただのデマだ！　そんな噂話と俺の訴うつたえを一いつ緒しよにするな。イマジンはどうでもいいが、家族にまで被ひ害がいが及およんでいるんだ。こういう事件は風紀委員会の管かん轄かつなんだろ？　絶ぜつ妙みような対策方法を教えてくれ」

　しかし笹木はイタリア語の新聞から視線を外さずに、こう答えただけだった。

「今回の事件？　そんなものはどこにも存在しない。貴様が欲求不満だというだけだ、尾津智弘」

　はあ？　どういう意味だ？

「妄もう想そうだよ。貴様をストーキングしている人間など、最初から存在しないんだ」

　やけに断定口調だな。いつものことだが。

「ちぇっ。〝虐いじめはありません〟の論理で事件の存在そのものをスルーするつもりか。実にお前らしい事なかれ主義的発想だな、笹木」

「お褒ほめに与あずかり光栄だよ。判ったら行きたまえ……」

　澄すました顔でタピオカ入りのミルクティーを飲んでいやがる。くそっ、あのグラスの中に両生類の卵でも混ぜてやろうか。ダメだ、日本列島に生息していた両生類はカエルツボカビ症しようによってほぼ完全に絶滅した。南米原産の帰化種である「アホロートル」ただ一種を残して。

　アホロートル……〝江来栖十兵〟なみに悲ひ惨さんな名前だな。

「判わかったよ。俺たちは戦友でもなんでもないからな。立場上は対立関係であり、実質的には無関係だ。自力で解決するさ」

　やはり、こいつのイタリア話を聞こうとしなかったのが悪印象だったのかな。かといってこいつのイタリア話とトレードオフで風紀委員会に働いてもらうというのも、おかしな話だ。

「……うかつに藪やぶを突つついて蛇へびを出す趣味は、僕にはないからな。イマジンでの生活に疲つかれ果てて今すぐこの学校から消えたくなったというのであれば、いつでも話に乗ってやるが」

「……？」

　何を言っているんだ。

　まあいい。笹木の言葉ごときに何か今回の事件の伏ふく線せんが張られているなどということは有り得ないだろう。




　さっさと諦あきらめて風紀委員会室を後にした。

　階段の手すりを「しゃ～っ」と滑すべり降りてきたヤツがいた。

　ジャージ姿の江来栖だった。

「こんなところにいたのぉ、ちひろん。あちきし、ずっと捜さがしてたんだぜい？」

　空中で回転しながら、すちゃっと踊おどり場に着地。

　朝っぱらから忙いそがしいヤツだな。

「江来栖、何か用か？」

「九日、十日！」

　きりかえされた。

「ここじゃゆっくり話しづらいな。ちひろん、図書室に移ろうぜ」

「まだ朝の七時半だぞ。開いてるのか？」

「合い鍵かぎ持ってるから、あちきし」

「持ってるって……」

「正確に言えばマスターキーを勝手にコピーして持ち歩いているんだけど。あっは」

　どうして本なんか読まなそうなお前がそんな真ま似ねを。と言いかけて、やめた。月見里の送そう迎げいのために必要なんだろう。それならそれで、無断でコピーしなくても図書委員に説明すれば鍵を貸し出してもらえるのに。

　さて。

　閲覧室Ｃに着いた。

　江来栖は机の上にお尻しりを乗せて、長い脚あしを伸のばしたり畳たたんだりして唐とう突とつに即そく席せきストレッチ開始。元気なヤツだ。

　月見里の姿は、どこにもない。

　俺は江来栖から少し距きよ離りを取ってパイプ椅い子すに座った。

「あのさ、ちひろん……ごめんっ！　ほんとうに悪かった、今は反省してるっ！」

　江来栖が、ぴょんと机から床ゆかに伏ふせていきなり土ど下げ座ざしてきた。

　返事をする前に、一気にまくしたてられた。

「あの脅きよう迫はく状、あちきしが書いたんだっ！」

　……なぜか、安あん堵どしている俺がいた。

　月見里の犯行じゃなかった。考えられる限り、二番目にマシな結果だ。最善の結果は笹木が言うように「全部俺の妄想だった」というオチだったのだが。

「あの子がイマジンの面々に超ちよう怒おこってて、絶対に許せないって泣きだしたから……ちひろんにイマジンを辞やめてもらおうと思ってつい。でもっ！　あんなやり方、あちきしらしくなかったよ！　ちひろんにはっきり頼たのめばよかったんだ、あの子とイマジンと、どちらかを選んでくれって」

「あの脅迫状の手書き文字は、お前の筆ひつ跡せきとぜんぜん違ちがっていたじゃないか？　光紗先輩たちの前で今は亡なき阪はん神しんタイガースの球団ソングの歌詞を書いた時の字とぜんぜん違う」

「ああ。あれはただ、右手で書いただけだよっ」

「そうか……お前、サウスポーだったよな」

　本来なら昨日の学食の時点で江来栖が差出人だということが判明していたはずだったのか。俺がぼんやりとしていなければ。

「でも江来栖、確かに今回のことはお前らしくなかったな。まあ、よっぽど月見里のことが大事なんだろうけどさ」

「うん……あの子、ちひろんのことで悩なやんじゃって思い詰つめてるんだ」

　江来栖はバツが悪そうに頭を搔かきながら、椅子に座り直した。

「あの子とイマジンとを両立させるなんて、不可能なんだからさっ。どれくらい不可能かというと、それはあたかも一九八二年のセントラルリーグで大洋ホエールズの長なが崎さきと首位打者を争っていた中日ドラゴンズの田た尾お安やす志しが大洋の徹てつ底ていした卑ひ劣れつな敬遠攻ぜめに抗こう議ぎして、敬遠のボールをわざと空から振ぶりしてみせたけど打率は当然三割五分のままあがらなくて首位打者タイトルは奪うばえず、あげくの果てに『プロ野球ニュース』の解説者どもに田尾の態度は女め々めしいだの何だのと総スカンを食くらった……というぐらいに悲ひ惨さんな末路が待っている究極の不可能地じ獄ごくっていうか不可能スパイラルっていうか、みたいな？」

「って、昭和のプロ野球を喩たとえに持ってこられても俺には判らねえよっ！　特に解説者がどうのこうののあたりから、関係なくなってるっ」

「田尾といえばエモやんと並ぶ球界屈くつ指しの一いち言げん居こ士じだからいろいろと景気の悪い逸いつ話わがあるんだけどさ～」

「景気の良い話をしようぜ、十兵衛」

「十兵衛言うな～っ！」

　なんでもない日常。

　お互たがいの〝世界〟を侵しん食しよくし合わないように気を配りながら、〝外の世界〟で己おのれに割り振ふられている役割を演じ続ける毎日。

　どうして、わざわざ壊こわしたがるヤツがいるのか。

「あの子がちひろんに恋こいをしたのは、中学二年の冬頃ごろだったかな……」

「江来栖と同じ中学に通っていたのだとしたら、学校は別だったと思うけどな」

「あちきしとあの子は、校区が違ったから中学は別。友達になったきっかけは塾じゆくさ。あの子はさ、ちひろんと同じ中学に通ってたんだよ。クラスだって中学二年の時には同じだった」

　そうだったか？　月見里真稀名なんてヤツ、全然記き憶おくにないぞ。いくら当時の俺が〝半径三メートルの世界〟の内側に見事に閉じていたとはいえ、教室からわざわざ浮うき上がるような真似はしなかった。無関心故ゆえに、誰だれに対しても薄うす味あじのオープンマインドを装よそおっていたからな。

「半年前だった。あの子は不ふ慮りよの事故がきっかけで急に歩けなくなって、それからはずっと車椅子生活。学校にも行かなくなって、中学校生活は三年生の秋にひっそりフェードアウト。学校に友達はいなかったから、それからはあの子の友達はあちきし一人……だったのさ。あっは……って、笑う話じゃないよね、これって」

　そこからの筋書きは俺にも描えがけるな。江来栖、お前がたまたま入学した今久留主高校に、月見里が理想化していた当人である俺がいた。しかも同じクラスだ。その話を月見里に報告したら、なんとかして会いたいと言いだした。たぶん月見里はうちの学校の生徒じゃないんだろう。しかし月見里がそう希望したのか、お前が気を利きかせたのか、お前は図書室の鍵かぎをコピーして月見里にうちの学校の制服を着せ、閲覧室に連れてきた。で、この学校に一いつ緒しよに通う一年生同士として俺と月見里を会わせることにした……というところか。

「あれっ。どうして判わかったの？」

「月見里本人が『絶賛不登校中』って言っていたしな。あれほど人に怯おびえているヤツが、わざわざ高校に入学したとは思えない。あいつは公園にだって出たがらないと思う。だが見ず知らずの月見里の家にいきなり俺を呼びだしたとして、俺がのこのこ現れるかどうか？」

「まあ、ちひろんは来ないよねっ。正直、図書室でもキツいかなって思ってたよ」

　学内には、もっと恐おそろしい空間があるからな。俺も感覚が少々麻ま痺ひしてるのさ。

「それに、お前はさ、それほどの理由でもなければ勝手に図書室の鍵をコピーしたりしないだろ？　月見里が正規の在校生だったら、図書委員に一言頼めば済むことだ」

「なるほどねー。じゃあその先はもう、説明しなくていいよね。あの子はちひろんに自分の気持ちを伝えようとしていたのに、なかなかちひろんは返事をくれなかった。それどころかイマジンの先輩たちに自分を紹しよう介かいするし、放課後はイマジン優先でぜんぜん一緒にいてくれないし、そりゃ嫉しつ妬とするよ。あの子いわく、〝智弘の心の中は実はもう定員オーバーで、わたしが入るスペースはなさそうだわ〟だってさ……」

「それは月見里の勘かん違ちがいというか思いこみだな。俺の心の中には、まだ誰も入ってきていない。強しいて言えば姉貴がいるかもしれないが、家族は別腹だろ？　喩えるなら、恋こい人びとがサーロインやカルビだとすれば、姉貴はせいぜいテッチャンとかテッポウだ」

「うわっ。ちひろん、それマジ？　テッチャンは大腸で、テッポウは直腸じゃん。そこまで実の姉の強制排はい泄せつにこだわってたなんて……マジに変態？」

　すまん。知らなかった。単に俺が焼き肉屋で絶対に注文しないメニュー名を並べただけだ。信じろ。そんな目で俺を見るなやめろっ。

「あの子はね……ちひろんと会うことができれば、自分の人生は一変するって信じてたんだ。ちひろんは他ほかの人間とはぜんぜん違う。特別な人だ、神さまに等しい人なんだって言ってた。あちきしにはよく判らないけど、あの子にとってはそうだったんだよね……それなのに、実際のちひろんはあの子を救ってくれそうにない。だからあの子は、不安になってるんだよ」

　さすがにそれは買いかぶりにも程ほどがあるとは思うが。

「それにしても……俺の家にファックスを送信したのも、携けい帯たいにメールを送ってきたのも江来栖、お前だったのか。イマジンが恨うらまれるのは自じ業ごう自得だけどさ、さすがにあれは勘かん弁べんしてほしかったな。むしろ逆効果だぞ」

「え？　ファックス……携帯……？」

「ああ。全部、お前が月見里に気を回して勝手にやったことなんだよな？　あれ、違うのか？」

「え、ええっ？　あ、ああ、そうそう。そーゆーこともしたよねっ。あちきし、プロ野球選手の個人成績以外のデータってすぐに脳内からデリートしちゃうから忘れてたよ。あっは……」

　あんなえげつない真ま似ねして一晩で忘れられるものだろうか？

「おっと」

　慌あわてて立ち上がろうとした江来栖が椅い子すに乗せていた自分のバッグに背中をぶつけて、バッグを落としてしまった。

　どさどさどさ。

　中身が床ゆかの上にぶちまけられる。

「あ～。やっちゃったよ、ちひろん」

　江来栖のバッグの中身。『ドカベン・シニアリーグ編』『キグルイ～激げき闘とう、巨きよ大だい脳内蟷かま螂きりＶＳ原始人』『30年の時を超こえてついに出版！　シュラト完結編（ただし前編）』『人でなしの恋・惨さん』『１９９９年のアントニオ猪いの木き』といったコミックの単行本多数、携帯、岩いわ田た鉄てつ五ご郎ろうとか左さ門もん豊ほう作さくとかを模写した落書きだらけの教科書、表紙に「谷たに津つメモ～前略土ど門もんさん」と書いてあるが中身は真っ白のノート、意外にも化け粧しよう道具（使ってねえだろ、これ）、今どき紙の雑誌しかも『あぶさん大霊れい界かい編』特集号、授業中に握にぎり続けて握あく力りよくを鍛きたえるためのゴムボール、あまり具体的に描びよう写しやすることを遠えん慮りよしたい生理用品、そしてユニフォーム一式と着き替がえの下着。当然のように白だった。

「そういえばお前、どこでユニフォームに着替えてるんだ？」

「え？　部室だよ。当たり前じゃん」

「いや。だって、部室って男だらけじゃないか？」

「あちきしは気にしないよ。男に興味ないもん。あちきしは女の子が好きなんだから」

「そっちになくても、こっちが興味あるんだよ。それは逆セクハラだぞ」

「そういえば……あちきしが着替えはじめると、部員のみんなは勝手に部室の外へ逃にげ散っていくね。見たいなら見ればいいのに、男の子って謎なぞだよね。あっは」

　見るだけで済まなくなったらどうしてくれる。法に裁かれるのは男のほうだぞ。お前、自分のキャラが判ってるのか。漫まん画がのキャラクターだったら間違いなく表紙の帯に「美少女登場！」って紋もん切きり型の煽あおり文を書かれてしまうタイプだぞ。

「えっと、ちひろんとその愉ゆ快かいな仲間たちにストーキング行こう為いに及およんだお詫わびにちらっと見せてやろっか？　胸でも、お尻しりでも」

　こら。能天気にシャツの胸むな元もとをはだけるな。

「遠慮する。裁かれるのは男なんだぞ。民主国家の刑けい法ほうは男性に優やさしくないんだ。現代法の根本は、男性性欲性悪説だからな。この世界から男が絶ぜつ滅めつしない限り恒こう久きゆう平和は訪おとずれないという前提で刑法が制定されているんだよ。だから絶対に見ない」

「男って悲ひ惨さんなんだねー」

「……それにしても江来栖。今どきよくファックスなんて持ってるな」

「え？　ま、まあね？」

　普ふ通つうは文書なんてメールでデータ送信して終わりだ。現代の壊こわれてしまった地球上では、ファックスだの新聞だの雑誌だのといったペーパーメディアは環かん境きようを破は壊かいする要因として喫きつ煙えん行こう為い並みに忌き避ひされている。雑誌はかろうじて細々と生き延びているが、他はほとんど絶滅した。例外はコレクターズアイテムとしての付加価値がかろうじて認められている単行本の類たぐいだけだ。俺の家のファックスが稼か働どうしたのだって、いったい何年ぶりだったのかもはや思いだせない。

「……あっ……もしかしたら……病院……」

　なんだって？

　病……院……？

「え？　い、いや、なんでもないよ？　あっは」

　ドクン。

　妙みような、胸むな騒さわぎがした。

「ほんとうにほんとうにごめんね、ちひろん。これからはもう、あーゆーことはやらないからさっ」

「ああ、まったくだ。だいいちファックスの筆ひつ跡せきで犯人はお前だと最初からバレバレだったぞ」

「そうだよね、手書きでファックス送っちゃダメだよねっ。あっは」

　……

　お前、噓うそが下手すぎなんだよ。

　まあ、クラスメイトにこんなふうにカマをかける俺が汚よごれてるんだろうけどさ。

「江来栖、ごめん。実は夕べのファックスの文面は……ワープロで打たれた活字だったんだ」

「ぎゃふんっ？」

　口で「ぎゃふん」って言うな。

「ちひろんの、噓つきっ!?　あちきしを欺だましたのっ？」

「いや、お前が先に噓をついたんだろ？　俺は噓を噓と見み抜ぬいただけだ」

　それが、友達を庇かばうための噓だとしても。

　確かにお前がファックスを送るのであれば、手書きにするはずだよな。

　だって犯人は、お前でなければいけないんだから。

　イマジンへの脅きよう迫はく状をわざと手書きで送ったのと同じに。

「ファックスを出した犯人は江来栖じゃないんだな。携けい帯たいも、そうなんだな。もしかしてお前。イマジンへの脅迫状も……頼たのまれて代筆した……だけなんじゃないのか？」

　ドクン。

　その先を俺は、ほんとうに言えるのか。

　ドクン。

　言えば、終わってしまうというのに。

　しかし、俺は。

　はっきりと、そいつの名前を口に出していた。

「……月見里に……さ」

　江来栖の。

　江来栖の顔から、笑えみが消えて。

　代わりに、怒いかりとも悲しみとも自じ虐ぎやくとも絶望ともつかない、泣き顔が現れた。

〝外の世界〟で江来栖となぁなぁでつきあっている限り、俺が一いつ生しよう涯がい見るはずがなかった痛々しい表情。

　そうか。

　こいつはこいつで。

　たぶん。いろいろなものを、背負っているんだな……。

「…ああもう、台無しだよっ！　何もしないって約束してくれたのにっ。あちきしに全部任せてくれるって……それなのに、自分で台無しにしちゃったんだっ！」

　だから。

　だから、イヤなんだ。

〝半径三メートルの世界〟に誰かを引き込むのも、引き込まれるのも。

　どうして俺と江来栖が、こんな会話を続けなきゃいけないんだ。

　こいつは男前な女で、俺はただの傍ぼう観かん者しやだ。

　それだけで、充じゆう分ぶんなのに。

　それなのに俺は。

「……月見里は……もしかして、江来栖を操あやつり人形として利用しているのか？　お前、ずっと月見里の言いなりになって……」

「……違ちがう……人形……じゃない……違うっ！」

　え……？

「いやあああああっ！！！！」

　悲鳴。

　江来栖の喉のどから、唐とう突とつに漏もれてきた。

　江来栖が顔を覆おおって、何かを叫さけびはじめる。

「あちきしは、あの子を人形にしたかったんじゃないよ！　ほんとうだって！　違うっ！　そうじゃないっ！　そんなの全部、誤解なんだからっ！　あちきしはただ、あの子のこと好きなだけなんだよっ！　誰にも渡わたしたくなかった……ただそれだけなのっ！」




　…違う。

　そう。

　違うんだ。




　全部、誤解だ。

　人形にしようと。

　しているんじゃ、ない。

　ただ。

　好きなだけ。

　誰にも。

　誰にも、渡したく、なかった。

　死に神にすら。

〝外の世界〟が奪うばい取ろうというのなら。

〝半径三メートルの世界〟で、守り続ける。

　たとえ、その結末が。




　破バツド滅エンドでしか有り得ないと。

　あらかじめ、知っているとしても。




　その気持ちが。

　醜みにくい独りよがりの欲望だとしても。




　どこまでも。

　自分を。

　世界を。

　偽いつわり続けようと、そう思った。

　そうだろう。

　そうなんだよな。




　閲覧室Ｃの天てん井じように。壁かべに。

　鮮せん血けつが、飛び散った。

　ああ。

　血だ。

　玲於奈。

　また、血が流れている。

「げほっ……げほっ、げほっ……！」

　血の塊かたまりを、吐はいた。

　視界が、一面の紅あかに染まる。

　紅い。

　何もかもが紅い。

　天井も。壁も。カーテンも。月見里の車椅子を覆っているラージサイズのカーペットも。ああちくしょう。江来栖までが紅い。

「ち、ちひろんっ？　ど、どうしたのっ？　血が、血がっ……!?」

　これは水だ。眼球から水が。眼球と鼻び腔こうから水が。眼球と鼻腔と口腔から水が。漏れているだけに、すぎない。

　俺は、駆かけた。

　これ以上江来栖と話していると。

　もう、もたない。

　ドアを押し開けて、顔を押さえながら走った。

　保健室へ。

　いや。無む駄だだ。

　行っても、どうなるものでもない。




　気がつくと、鮮血に塗まみれた俺の身体からだは。

　イマジンの扉とびらの前に、糸が切れたマリオネットのように無様に崩くずれ落ちていた。

　階段の向こうから、足音。

　俺の紅い視界に映った、黒い聖母。

　ゆっくりと近づいてくる。

　全身ずぶ濡ぬれになった、制服姿の大道寺光紗だった。

　おかしいな。

　どうして俺、ここにいるんだろう。

「……」

　光紗先輩は、血ダルマになって倒たおれている俺を救うでもなく、癒いやすでもなく。

　俺を無視するかのように、無言で部室の鍵かぎを開けた。

　ドアノブに、白しろ手て袋ぶくろを嵌はめた右手をかける。

　相変わらず、小指をぴんと伸のばしたままで。

「……あら。鍵が開いているわ。不用心ね」

　……なんだろうな。

　俺、もう、壊こわれちまったのかな。

　光紗先輩に、気づいてもらえないのかな。

　このまま、廊ろう下かに転がりっぱなしなのかな。

　誰だれにも、気づいてもらえないままに。

　ずっとずっと。

　不意に、泣きたくなった。

　はは。

　今さら、どの口がそんなことを言う。

「そんなところで何をしているの。朝から興奮して鼻血に塗れるなんて、また女子の裸はだかでも覗のぞいたのかしら？　つくづくキミは性欲過か剰じようなのね、尾津智弘」

　……先輩は。

　ドアを開く寸前に、くるりと振ふり返って。

「ほら、立ちなさい。今ここで弱っているキミの息の根を止めてあげてもいいのだけれど、そんなことをしたら私は明日から誰を呪のろっていけばいいのか判わからなくなってしまうわ。だから……とりあえずその血を拭ふいて、制服に着き替がえなさい」

　酷こく薄はくな笑えみを浮うかべながら。

　俺の手をきゅっと摑つかんで、ゆっくりと俺の身体を引き上げた。




　俺は光紗先輩に支えられながら、イマジンのドアを開いた。

　……その後、二人の間でとても心温まる光景でも繰くり広げられたかって？

　そんなはず、ないだろう？

　だってここは〝外の世界〟だぜ。

　だから当然、あたかも予定調和のごとく。

　二人が部室に入ってから、約三十秒の後には。

　光紗先輩の慟どう哭こくが、校舎中に響ひびき渡わたることになったわけだ。




「いっ……いやあああああああああああああああああああああああああああああっ！！！！！！！！！！」







　ACT.4







　イマジンの部室に入ると。

　机の上に、電気コンロで「ぐつぐつ」と煮に込こまれている鍋なべがあった。

　なんだ、これ。

　妙みようだな。今朝けさ俺が掃そう除じしていた時には、こんな鍋は無かった。

「あら何かしら？　これはお前が作った料理なの、尾津智弘」

「いや、俺は知らない」

「そう、それは良かったわ。だったら、味見してみようかしら」

　光紗先輩は白手袋を嵌めた右手で、鍋の蓋ふたを開いた。

　がらんっ。

　開いたと同時に、その蓋を床ゆかの上へ落とす。

「いっ……いやあああああああああああああああああああああああああああああっ！！！！！！！！！！」

　半はん狂きよ乱うらんになって、泣き喚わめきながら崩れ落ちる。

　しまった。

　イマジンへの、脅きよう迫はく……！

「あああああああっ……うえええええんっ」

　床の上に倒れこんでいる先輩を抱だき起こす。

　童女のような泣き声。

　震ふるえながら俺の胸の中にしがみついてきて、離はなれない。

　いったい、何を見てしまったんだ。

　まさか、鍋の中は……まさか!?

　先輩を抱いたまま、俺はつとめてクールに。

　低い体温を維い持じしようと意識を集中しながら。

　鍋の中身を……覗いた。




　ぐつ、ぐつ、ぐつ……。




　煮込まれていた。

　そいつが丸ごと、鍋の中に放ほうり込まれて。

　原形をとどめないまでにふやけるまで、膨ぼう張ちようするまで、まるで水死体のように水分を吸ってブクブクに崩くずれるまで、いい感じに煮込まれていた。




「酷ひどい、こんなのって酷いっ！　ひっく、ぐすっ……！」




　…先輩ご自じ慢まんのキモ縫ぬいぐるみ「みさぴよ」が。




「こら」

　俺は、大おお袈げ裟さに泣いている光紗先輩の頭をげんこつでこづいた。

「何をするの、泣いている女の子にここぞとばかりに追い打ちをかけるなんてキミはほんとうに最低男だわ。ぐすぐすっ、ちーんっ」

　俺のシャツの襟えりで鼻を嚙かむな。

「こういう時は、黙だまって私の震える肩かたを抱いていればいいのよ。私が今どれほどショックを受けているか、冷血動物のキミには理解できないんだわ。みさぴよはね、私が一匹ぴき一匹丹たん念ねんに念を込こめて制作したかわいい私の分身なんだから。ぐすぐすっ」

　イヤすぎる分身だな。

　俺は溜ため息いきをつきながら、言われた通りに先輩の肩を抱いてやった。

「汚きたない手で触さわらないで。弱っている少女の心の隙すき間まに付け込むような卑ひ劣れつな真ま似ねはやめなさい、ぐすっ」

　ぐいぐい。言いつけを無視して先輩の肩を抱き続けてやった。

「くっ。悔くやしいけれど、私には欲望に取り憑つかれた荒あらくれ男の腕わん力りよくに抗あらがう力がないわ。そんなに私を辱はずかしめたいのなら好きにすればいいのよ。ぐすぐすっ、ちーんっ」

「こら、涙なみだと鼻水で俺の制服を汚よごすんじゃない」

「こ、これは、呪しゆよ。呪しゆをかけてあげているの」

　それにしても、かくも光紗先輩を泣かせるなんて。

　犯人……グッジョブ。

「キモぐるみは俺が救出してやるから、安心しろ」

　俺はコンロの電源を抜ぬいて、鍋なべに突つっ込まれているみさぴよを「やっとこ」で摘つまんで引き上げた。

　ああ。まるで土ど左ざ衛え門もんのようにふやけてしまって。

　元々哀あい愁しゆうを帯びたデザインだったというのに、これはまたなんという滑こつ稽けいな、いや痛ましい姿に。

　携けい帯たいで撮さつ影えいしてネットにアップしたら「縫いぐるみ大好き板」は大パニック、俺は縫いぐるみを虐いじめる鬼き畜ちく猟りよう奇き人間扱あつかいだ。下手したら通報されて逮たい捕ほだな。罪名は知らんが。

「先輩、外は台風だ。しばらく室内に干して乾かわかしておこう」

「ねえ、この子、元の愛らしい姿に戻もどれるかしら？　ねえ、ねえ？」

　やれやれ。先輩は子供だな。こんなもの、ただの縫いぐるみじゃないか。このままの姿で生かしておくのが不ふ憫びんだというのなら（生きてないけど）、俺が踏ふみつぶして首を飛ばしてとどめをさしてやってもいいんだぞ。

　なんて言ったら後で先輩が正気に戻った時に報復されるので、神しん妙みような顔を作って適当に頷うなずいておく。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺に任せておけ」

　噴ふき出しそうになるのを堪こらえながら、俺はきりりと先輩を見つめた。

「ごめんなさい……私はキミのことをずっと虐めてたのに、キミはこんなにもみさぴよに優やさしくしてくれるのね……ぐすっ」

　実は内心、爆ばく笑しようを堪えています。すみません。

　しかし……この人はずるいなあ。

　もう、一週間にわたってさんざん目にツバを吐はき付けられてきたことも、フォークで思いきり太ふと腿ももを刺さされたことも、「人でなしの恋こいだわ」と冷たく罵ののしられたことも、どうでもよくなってしまう。

　もっとも、ちこりに握にぎりつぶされた手の甲こうは今朝から腫はれ上がりはじめていて、こちらのほうは「もう忘れたよ」と言いたくても痛くて忘れられないのだが。

　精神的な虐めと肉体的な虐め、どちらがより有効なのかを調査する。そんなスタンフォード監かん獄ごく実験の類たぐいにつきあわされている気分。

「あんまりそういう弱気な台詞せりふを喋しやべるな、光紗先輩。後で帳ちよう尻じりを合わせるためにまた俺を虐めなければならなくなるぞ」

「今回ばかりは……キミがいなかったら私、どうなっていたか判わからなかった……ほんとうに、ごめんなさい」

　あのな。それほど精神的に追い詰つめられるような事件か、これ？

「先輩。そこは、ごめんなさいって言うところじゃない。ありがとう、でいいんだ」

　キモ縫ぬいぐるみを鍋からつまみ出して干しただけなんだけどな。むしろ、こみ上げてくる笑いを抑おさえるのに疲つかれている。

「……ごめんなさい」

「違ちがうよ。ありがとう、だ。魚くさいぞ先輩」

「わかったわ……あ、ありが……とぅ……」

　やばい、ときめくんじゃない俺。欺だまされるなハート。震ふるえるなマインド。光紗先輩がピンチに陥おちいってへなへなに崩れるのはいつものことじゃないか。こんなことで今までの恨うらみを帳消しにするな。どうせ後で冷笑しながら「あれは演技だったのよ」と言いだすに決まってるんだ。

　ま。ミエミエの噓うそ、とってつけたような虚きよ勢せいだけどな。

　だいたい俺は以前こういうシチュエーションで頸けい動どう脈みやくを嚙み破られかけたので、迂う闊かつになごめない。

　なごめないが。

　また突とつ発ぱつ的に獰どう猛もう化されると死活問題なので、しばらく先輩の頭をそっと撫なでてやった。チャンスだ。殺やるなら今しかない。でも、しくじったら確実に破は滅めつなので今日のところはこれで勘かん弁べんしてやる。

「……そうだ。ちこり先輩とサナギは……どこにいるんだ？」

「もうそろそろ……学校に来ているはずよ」

　台風で電車が止まってしまったのかな？

　その時。

　いきなり部室のスピーカーから。

　廊ろう下かの彼方かなたから。

　階下から。

　あの電波アニソンが、いっせいに大音おん響きようで鳴り響ひびきはじめた。

「なんだよ、誰だれが朝っぱらからこんな歌を」

「放送室だわ。もしかしたら鹿鳴館への攻こう撃げきかしら？　大変だわ」

「判った。行ってくる。先輩は部室で待っていてくれ」

「ええ。でもまさか、江来栖さんが縫いぐるみを虐ぎやく待たいする子だったなんて。ショックだわ」

「違う。江来栖は頼たのまれて脅きよう迫はく状じようを書いただけだ。今朝になって俺にわびを入れてきた。だから……みさぴよを煮にた犯人は江来栖じゃない」

「……？？？　何を言っているの、尾津智弘」

「犯人は……残念ながら……月見里真稀名……だ。図書室で会っただろう」

「えっ!?　図書室って……!?　そんな人いたかしら？」

　まだ混乱しているんだな。あれだけ怒おこっていながら月見里を忘れているだなんて。俺へのやみくもな怒いかりしか覚えてねえのか。ひでえ。

　しかし、どうしてあんなに怒ったのかな？　この人だけは謎なぞだ。

　ぽかんとした表情の光紗先輩をソファーの上に寝ねかせて、そして俺は廊下へと向かう。

「尾津智弘？　ま、待ちなさい。もしかしたらキミは、魔ま女じよに」

　光紗先輩が何か呟つぶやいているが、今はちこりを救出するほうが先だった。

　俺は走った。

　まったく、アニソンごときでダウンするなんて、意味が判らない。

　六階。五階。四階。

　一部屋ずつ捜さがす時間はない。

　最初の目的地は、三階の放送室。

　まずはこの騒そう音おんを止めてやらなきゃな。

〈ＯＮ ＡＩＲ〉のランプが点灯した放送室の防音扉とびら。

　当然ながら、開かない。

　この室内に、まさか月見里がいるのだろうか？

　俺は……どういう顔で、月見里と会えばいい？

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよ。

　次の瞬間には、俺は全体重をかけて扉に肩かたから突とつ進しんしていた。

　扉が開いて、俺の身体からだは放送室の中へと前のめりに転がるように……

「む～、む～っ」

　うなり声？

　床ゆかが濡ぬれていた。

　俺はぶざまにも足を滑すべらせて這はい蹲うずくまるように崩れ落ちた。

　びしゃっ。

　ガンッ。

　椅い子すの脚あしにヘッドバット。

　額が切れたかも。

　慌あわてて飛び起きると、椅子の上にはちこり先輩が座らされていた。

「むぐ、むぐうっ」

　座っているんじゃなかった。

　縄なわで椅子に縛しばり付けられて、身体を拘こう束そくされていた。

　目にはアイマスク。口には卓たつ球きゆうのボールらしきものが押しこまれて、ガムテープで封ふう印いんされている。そして耳には……大口径の、密閉型ヘッドホン。

　……ちこりに電波ソングを聴きかせるためには、再生機器が必要だった。しかし現在のポータブルオーディオデバイスつまり携けい帯たいは、人間の聴ちよう覚かくを破は壊かいするような音量を出すことを法律で禁じられていて、一定の音量レベルに到とう達たつすると自動的にリミッターがかかるようになっている。

　その限界を超こえたノイズを三半規管に暴力的に叩たたきこむには。

　放送室の設備とヘッドホン……が必要だった。

　捉とらえられたちこりは、見えないながらに足をでたらめに動かして放送機器をいじりまわし、全校のスピーカーに自分が聞かされている電波ソングをオンエアした。耳にしたイマジンの仲間が、救出にかけつけてくる。

　あるいはそこまで考えてなくて、たんに暴れていただけなのか。

　まあ、そんなことは後になってから俺が想像していた話であって。

　この時には、何も考えている余よ裕ゆうなんてなかった。

　さっさとちこりを救出しないと、どやされるからな。

　ヘッドホンをはぎ取り、口の中からボールを抜ぬいて投げ捨てる。

「がはっ！　げほっ、げほっ、げほげほっ！　あ～っ、息苦しかったぁっ！　お、お、お前、よ、よくもあたしを……殺す、殺す殺す絶対に殺すっ」

「待て待て、俺だ！　イマジンの見習い執しつ事じだよ。待ってろ。今、アイマスクも外すから……暴れるな、じっとしてろ」

「……げっ……？　でっ……出で歯ば亀がめっ？　お、お前が犯人だったわけっ？　マジっ？　そうねそうよね、あたしの弱点が神秘和音だという衝しよう撃げき的な秘密を知っている生徒といったら、イマジンの部員しかいないものねっ！　光紗とサナギはあたしのマブダチだから、ということは犯人は当然尾津智弘、お前しかいないじゃんっ！　あたしとしたことが、今の今までエテモンキーが犯人だという結論に至れなかったなんてどこまでお人ひと好よしなのかしらっ！　この変態変態変態っ色しき魔まっとうとう覗のぞきだけじゃ飽あきたらずにあたしを監かん禁きんして拘束して拷ごう問もんするだなんて（中略）信じていたあたしが愚おろかだったのよっもー絶対に許せないっ乙女おとめにこんな辱はずかしめを与あたえておいて未成年ですから更こう正せいさせてくださいだの死し刑けいだけが償つぐないではないはずだ生きて償う道もあるとか弁護士に抜かさせやがるつもりなのねっ何が更正よっお前に与えられるべきは報復だわっ復ふく讐しゆうだわっ（中略）あたしは何があってもお前を必ず殺してやるからっげほげほげほげほっ！」

　二度も中略してその文章量かよ。長いよ。

「違ちがう、助けに来たんだ。校舎中に電波アニソンが響ひびいてきたから、放送を止めに来たんだ」

「問答無用、迷わず地じ獄ごくへ堕おちるがよいっ」

　椅子の上に縛られたまま、荒あれ狂くるうちこりが俺へと突進してきた。

「犯人の顔を見ていないのか？　どうしてあっさり捕つかまったんだ」

「うるちゃい！　敵は音もなく頭上から襲おそってきてっ……まるでスパイダーマンのようにっ……」

「俺にそんな人間離ばなれした格かく闘とう術があるかよ。おわっ」

　俺はちこりの攻こう撃げきを躱かわそうとして、またしても濡れた床に足を滑らせて倒たおれてしまった。どうして濡れてるんだ？

「なんだよこれ。水じゃないな……ジュースでもこぼしたのか」

「……あ……あああああああああっ!?　お前お前お前お前っ……見たっ？　知ったっ？　目もく撃げきしたっ…!?　よ、よ、よくもっ……あぐ、あぐ、あぐぐぐぐぐうっ」

　何が？

「……いっ、いやあああっ！　も、もう……あたし、生きてられない……！　人生に絶望したあっ！　うきゃああああっ!!」

　何を一人で激しく絶望しているんだ？

　俺が放送室の主電源を落として電波ソングを停止させたのと同時に。

　復活したちこりは、身体に巻かれていた縄を腕わん力りよくだけでちぎりすてて椅子から「すっく」と立ち上がり。

　てっきり俺の首を折りに来るのかと思いきや。

「……薔ば薇らは美しく散らなければいけないのっ……ちゃよならっ！」

　いきなり窓へと突とつ進しんして、そのまま大量の窓ガラスの破は片へんを道連れに三階から飛び降りてしまった。

「おいおい。いくら無敵の超ちよう人じん鹿鳴館ちこりでも、今はまずいぞ。なぜなら校舎の外はアルトラサイクロンのまっただ中だ」

「……あ～れ～……」

　言わんこっちゃない。

　ちこりの身体からだは、暴風に飲まれて恐おそろしい勢いでアサッテの方角へと流されていった。そして、瞬しゆん時じに俺の視界から消えていった。

　天気予報によると、本日午前８時の神戸の風速は秒速80メートル。

（秒速）×３６００＝（時速）

　だから、今の風速を時速に換かん算さんすると……時速２８８キロメートル。

　夢の時速３００キロ到達まで、あと一歩というところだ。

　時速２８８キロの風に乗ったら、人はいったいどこまで飛んでいけるのかな？

　……ま、人生に絶望したらしいから、ちこりにも別に悔くいはないだろう。

　さて、放送室の床ゆかを綺き麗れいに拭ふいておくか。

　破られた窓ガラスは……まあイマジンに請せい求きゆう書しよを回してもらうしかないな。

　だが。

　これで終わったわけではなかった。

　放送室の扉とびらの向こう。

　廊ろう下かから、激しい物音が矢や継つぎ早ばやに響いてきた。

　どんっ。

　どすんっ。

　どたんっ！

　そして、小さな悲鳴。

「……ひいいいいいっ……！」

　廊下に飛びだすと、小こ柄がらな女子生徒が顔を覆おおって床の上に突つっ伏ぷし、「ぴく、ぴく」と身体を震ふるわせていた。

　ショートヘアーの頭に、うっすらと輝かがやく輪っかが見える。

　こんな天使と見み紛まがうばかりに愛らしいルックスの女の子は、世界広しといえども一人しかいない。

「まさか……サナギかっ？　袋ふくろはどうしたっ？」

「……ふくろ……とられた……ひいいいいっ……!!」

　部室のようなパーソナルエリア以外の場所で袋を取られると、サナギはカラータイマーが消灯した正義の味方のようになってしまうらしい。

「落ちつけ。犯人はもう姿を消した。大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺は床に膝ひざを降ろし、サナギを抱だき起こして落ち着かせようとしたが、肩かたに手も触ふれないうちに反はん撃げきを受けた。指が俺の眼球目がけて「しゅっ」と飛んできた。

「待て。ちょっと待て。俺だってば、執しつ事じだって！」

「……ひっ……」

　慌あわてて避よけると、今度は耳の穴に指を突き立てようと襲おそってくる。

　しゅっ。

「待て。サナギ。落ちつけ」

「……ひぃっ……」

　しゅっ。

「うわっ……危ねえっ!?　眼球一個、持って行かれるところだったっ」

　片手で顔を覆ったまま、俺の急所を無言で攻こう撃げきし続けるサナギ。苦しそうにきゅっと目を瞑つぶっているにも拘かかわらず、正確無比に指を打ちこんでくる。

　完全にパニクってるな。

　真しん剣けんに危険を感じた俺は、サナギから一歩身をひいた。

「……ふくろ……ふくろ……はぁ、はぁ、はぁ」

「判わかった。もう触さわろうとしないから、安心しろ。というか許してくれ。お前がここまで身持ちの堅かたい女だったとは知らなかった」

「……」

「しかし今はここには袋がない……そうだ」

　廊下にはサナギの持ち物……ちっちゃな鞄かばんと、スモールサイズながら重量を誇ほこる棺かん桶おけ……が転がっていた。

　俺はサナギの鞄を開いて、何か頭に被かぶせられるものが無いか物色した。

　無い。いや、物理的には、ある。替かえの白いパンツが一枚、入っていた。しかし、さすがにこれをまがりなりにも女子高生に手て渡わたして「頭に被れ」と指示する勇気が俺のマインドにはないのだ。

　……周囲を見み渡わたす。

　あった。

　廊下の片かた隅すみに、ポリエステル製のゴミ箱が。

　ちょうど子供の頭がすっぽり収まるサイズだった。

　俺はゴミ箱の中身を全部ぶちまけて、空っぽにしてからサナギに手渡した。さすがに、自分の手で人様の頭にゴミ箱を被せる気にはなれない。

「このゴミ箱を被って、部室に戻もどれ。部室のロッカーには予備の袋があるんだろう？　戻るまでの我が慢まんだ」

「……（ぶる、ぶる）」

　震えている。

　とても、イヤそうだ。

　もしかしたら怒おこっているのかもしれない。

　しかし、サナギは躊躇ためらいながらもゴミ箱を手にとって。

　わなわなぴくぴくと身体からだを跳はねさせながら、息も絶え絶えといった様子でどうにか頭にゴミ箱を被った。

　うっかり携けい帯たいで撮さつ影えいしたりしたら、また指し拳けんが飛んでくるのだろうか。

　目玉を覗のぞかせるための穴が開いていないので前が見えないが、我が校はなにしろバリアフリーなのでこの姿でも部室には辿たどり着けるだろう。

「……（かぁ～っ）」

　顔がゴミ箱で隠かくれているのでよく判らないが、サナギの肌はだがみるみるうちに真っ赤に火ほ照てってきた。

　激しく、照れているらしい。

　確かに間ま抜ぬけな姿だ。だが、紙袋を被っていればかっこいいかというと、やはりそれはそれで間抜けなのであって、要はサナギ当人の美意識の問題だな。うん。

「……ぺこ、ぺこ」

「何を謝りだしているんだ。ああ、さっきの攻撃のことか？　俺のほうこそ悪かった。お前、人に触られるの苦手なんだな」

「……こわかった」

　ごめんな……怖こわい顔で……。

「……それに……」

　珍めずらしく、二言目があるらしい。

　よほど俺に真しん摯しに訴うつたえたい話なのか。

「……尾津クン……おしっこくさい」

　ええっ？　俺の身体がっ？

　な、なぜっ!?

　ちょっとブルーになった。

「とにかく、いったん部室に戻って光紗先輩を頼たのむ。あの人は一度心が折れるとなかなか回復しないから、まだソファーの上で震ふるえているはずだ」

　ちこりはまあ、あれだけ喋しやべれるのなら放置していても死にはしないだろ。居場所ぐらい捜さがしてやってもいいが。

　ところで犯人はどこへ行った？

「……あっち……」

　サナギが指さした先には。

　小さな青い足あし跡あとが、ぺた、ぺた、と続いていた。

「なんだ、あれは。犯人はあんな分かりやすい足跡を残して歩く生物だったのか」

「……しゅぶにぐらすの……すみ」

　そうか。シュブニグラスって触しよく手しゆ動物と思いきや軟なん体たい動物だったのか。そういえばたこもイカも触手を生やしていて、スミを吐はく動物だっけ。ちなみにシュブニグラス以外の触手動物とはホウキムシとかコケムシとかシャミセンガイといった名前からしてマイナー臭しゆう漂ただよう連中だが、コケムシは最近日本中の河か川せんで大量発生していて、海をみっしりと覆おおい尽つくしているクラゲ同様に環かん境きよう問題のヒールとして活かつ躍やく中だ。しかし、人間ってタフだなと思わされることに、最近では「食うと美味だ」という話になっている。これもクラゲと同じパターンだな。

「いや、そんな『無む脊せき椎つい動物よもやま話』はいい。足跡を追わなければ」

　まあ、この足跡の終点はどこかなんて、仮にシュブニグラスが犯人に青いスミを吐きつけていなくたってもうバレバレなんだけどな。

　階段を上りはじめたサナギの背中がもうさっきまでのように痛々しく震えていないことを見届けてから、俺は足跡の追つい跡せきを開始した。

　南校舎の三階に架かかっている渡わたり通路を通り、西校舎を経由してさらに東校舎へ。

　東校舎に入ると同時に、一階へと下りる。

　……図書室に、着いた。

　閲覧室Ｃ。

　そこが……今回の事件の、終着駅。




　室内では。

　車椅子に腰こし掛かけ、膝ひざ元もとを毛布で覆った月見里が。

　サナギから奪うばい取った紙かみ袋ぶくろを、ペーパーナイフで切り刻んでいた。

　ざく、ざく。

　さほど刃はの大きなナイフではないが、頸けい動どう脈みやくを切るくらいのことは可能かもしれない。

　制服は青いシュブニグラスのスミで汚よごれ、そして目は。

　ぴくりとも瞬まばたきをせず、手にしているナイフと袋をじっと凝ぎよう視ししていた。

　……この表情。

　どこかで。

　とてつもなく最悪の予感に怯おびえながら。

　俺は、閲覧室Ｃに入る。

「よう。今朝、江来栖とこの部屋で会った時に……車椅子は毛布に覆われて部屋の隅すみっこに置かれていたんだっけな。取り乱していたので、気づかなかった。つまり……歩いていたんだな、月見里」

「……あちきしさんが『やっぱりシラを切り通すなんて無理だから、あちきしが一人で勝手に脅迫状を出したことにするよ』なんて言いだしたから、わたしは図書室から姿を消すことにしたの。あちきしさん、驚おどろいていたでしょう？　わたしが歩けるようになっていたことを知らなかったはずだから」

　まるで感情が見えない、抑よく揚ようのない声。

　ぎろり。

　首をまっすぐにあげて、俺の目を見つめてくる。

　空くう虚きよな瞳ひとみ。

「壊こわれるのが早すぎないか。俺はまだ返事をしていないんだぞ。こういう真ま似ねをすればどういう返事が返ってくるか、それくらい予想できなかったのか？」
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「時間がなかったもの。智弘はまだまだ時間なんてたっぷりあるさ、と一人で勘かん違ちがいして余よ裕ゆうぶっていたのでしょうけれど。わたしにはもう、時間が残されていなかった。智弘が閲覧室からわたしを出してしまったからよ」

「うん？」

「イマジンの連中に見られてしまったもの。わたしの姿を。あの人たちはいずれ、わたしを狩かりにやってくる。だから先手を打たなければならなくなったのよ」

　どうしてお前を狩りに来るんだよ？

　それは被ひ害がい妄もう想そうだぞ、月見里。そんな理由で、壊れちまったのかよ？

「ずいぶんと落ち着いているのね……その分だと、三人とも助けたのね。智弘は優やさしいね。放ほうっておけば三人とも自我崩ほう壊かいして再起不能になるか勝手に死ぬかしてくれたに違いないのに。いずれ使えるんじゃないかなんて考えずに……直接肉体を損傷して心臓の鼓こ動どうを止めておくべきだったのかしら」

「使うって、何をだ？」

「人間の身体からだってとても脆もろいものだもの。脳が壊れれば自我を失うし、心臓を止めれば動けなくなる。ほんとうに脆いわ。でも男の子って、そういう弱い女の子に目がないものね。とくに智弘は。思わず守ってあげたくなっちゃうんでしょう？　誰だれ彼かれなしに。自分の限度もわきまえずに。だからイマジンもあなたの姉も、わたしにとっては邪じや魔ま者もの以外の何物でもないわ」

　袋だった紙切れをぱあっと投げ捨てて。

　月見里が、立ち上がった。

　片手には、鋭えい利りなナイフ。

「どうしてわたしの質問に答えてくれなかったの、智弘。なぜ、いつも姉さんやあの部長のことばかり考えているの。そんなの、わたしの智弘じゃないわ。わたしは、わたしだけの智弘が欲しいのよ。だから……あなたの心の中から、他ほかの連中を閉め出してしまわなくちゃ」

「無茶を言うな。俺はな、そんな絵に描かいたような心に傷を持つティーンエイジャー同士の濃のう厚こうな共きよう依い存ぞん関係なんて御ご免めんなんだ。そういうのはな、姉貴一人で手て一いつ杯ぱいだ。俺は、お前と一いつ緒しよなら……」

〝半径三メートルの世界〟の外に行けるんじゃないかって、そう思っていたんだよ。

「うふふっ。何、それ？　あなたは他の人間のようには生きられないのよ、智弘。何も判わかってなかったのね」

　いや。俺はただの男子高校生だ。「俺は他の人間とは違う」などという、劣れつ等とう感を優ゆう越えつ感に裏返したコンプレックスなんて抱いだいちゃいないさ。優越感に浸ひたれるようなナルシシズムを持ち合わせていない自分を嘆なげくことすらしない。そこまで俺は熱くない。

　俺の体温の低さは、筋金入りだ。

　たとえ初はつ恋こいらしきイベントの結末が、こんな惨さん憺たんたる有様でもな。

「それにしても今日の智弘は、嫌いやな臭においね。最悪だわ。外をうろちょろ動いているから、そんな臭いをつけられるのよ」

「……そんなに臭うのか？」

「ええ。おしっこくさいもの」

　だから、なぜなんだっ!?

「……全身の感覚を遮しや断だんしてあげる。ぴくりとも動けない身体にしてあげる。ベッドの上から動けない身体に。そうすれば智弘はわたしだけのものだわ。二度と他の雌めすにマーキングされることもなくなる」

　まずい。テンションが、あがらない。

　月見里と俺とが、こんな殺し合い寸前の状態に陥おちいっているなんて。

　頭では認にん識しきできていても、心が納なつ得とくしてくれない。

「智弘。わたしの……人形になってよ」

　ナイフを俺の腹あたりに向けて、突とつ進しん。

　半年の間、車椅子生活を送っていた少女とは思えない、瞬しゆん発ぱつ力りよく。

　予備動作、ゼロ。

　人間の動きじゃ……ない。

　まるで弾だん丸がん。

　あのちこりが、あっさり捕つかまるわけだ。

　こいつ。

　本気だ。

　躱かわせるのか？

　ダメだ。

　ただ、俺の目の前で展開しているこの非常識な映像がゆっくりとコマ送りで動きはじめただけで。

　俺の身体は、鈍どん重じゆうなままだ。

　まさか俺を襲おそったりはしないだろう、なんて、どうしてうぬぼれることができたんだろう。

　情熱恋れん愛あいの終局は、現実の相手を……消すことだ。

　そういうオチでいいんだよな、玲於奈？

　あれ……この状じよう況きようは。

　そうだよ。ちこりが予知していたシーンそのものじゃないか。

　見覚えのない場所だとか言って……学校の図書館じゃないかよっ！

　あいつ……閲覧室なんてきっと、近寄ったこともないんだな。

　だいたいこのシーンは、一ヶ月スパンの予知じゃなかったのか。まだ一週間とちょっとしか経たっていないぞ。もしかして最初の予知は外れで、こちらの予知だけが当たりなのか？　最初の予知が当たったようにみえたのは、予知に縛しばられた俺たち全員がわざわざ予知が当たるように行動したからだった、とか？

　ええい、ややこしい。当たるかどうかも判らない微び妙みような予知能力などという面めん倒どうな力を使うな、かえって訳が判らなくなる。

　しかしこのまま全身の神経を遮断されたら、どうやってちこりに文句を言えばいいんだろう？

　さて。

　これだけたっぷり思考した間に、俺の身体は約三ミリしか動いていない。

　なんてこった。

「やっと、これで……智弘が、わたしのものに」

「やめなよっ！　ゆーしゅっ！」

　江来栖の、大だい喝かつ。

　一瞬ひるんだ月見里の腕うでへ、俺の背後から飛び上がってきた江来栖の長い脚あしが振ふり下ろされる。

　間かん一いつ髪ぱつ。

　命拾い。

　俺は、江来栖が月見里に攻せめかけているわずかな隙すきに、床ゆかの上に仰あお向むけに倒たおれこんだ。

　腰こしを、うった。

　思わず、むせかえる。

　ふとしたはずみにぶり返す腰の激痛は、俺の持病になっている。

　たぶん、あの事故の時から、ずっとだ。

　忌いま々いましい。

「何もしないって約束したのに、どうして破ったんだよっ！」

「だってあちきしさんは信用できないもの。わたしを裏切るに決まっているわ」

「絶対に裏切らないって誓ちかったじゃないかっ！　毎日毎日、学校に連れてきてあげたろっ？　ちひろんだって連れてきたしっ……」

「イマジンなんかに入部させて、止めもしなかったじゃないの」

「入学式の朝にはもう入っちゃってたんだよっ、あちきしがちひろんと顔を合わせるよりも早くっ」

　江来栖の運動神経は格かく闘とう技ぎのジャンルでも超ちよう一級品で、普ふ通つうの男子高校生はもちろん柔じゆう道どう部やボクシング部の連中でも一対一ならまず敵かなわない。

　だが。これで……詰つみ……というわけには、いかないだろう。

　月見里はちこりを拘こう束そくできるほどに、強いらしいのだから。

「どうかしら？　一度裏切った人間は、また裏切るのよ。自分の裏切りを正当化するために、何度でも裏切り続けるわ。今朝だって、早さつ速そく裏切ったわ」

「なにがさっ!?」

「智弘の前で裸はだかになろうとしたわ。胸でもお尻しりでも見せてあげる、なんて言いだして。いやらしい。男を誘さそうために鍛きたえ上げて造った淫みだらな身体からだを智弘の前に晒さらしてまで親友の男を横取りしようなんて、ほんとうにあちきしさんは身も心も薄うす汚よごれているわ。どうせあの時も……そのつもりだったんでしょう？」

「……ち、違ちがう！　誤解だって！　あちきしは、ゆーしゅが好きだから、だから」

　ゆーしゅって……誰だれだ？

　江来栖。月見里のことは……まっきーって呼んでいなかったか？

　そういえば……今朝は……ずっと「あの子」と呼んでいた……っけな。

　起き上がろうとする俺の視界に、凄すさまじい激げき闘とうが映し出される。

　江来栖は素す手で。絶対的に不利なはずだが、互ご角かく以上の速度とカンで月見里を壁かべ際ぎわへ追い詰めていく。月見里のナイフは、かすらない。

「だから、わたしを殺そうとしたの？　階段から突つき飛ばして、わたしの身体を壊こわして。わたしは、あちきしさんの人形じゃないのよ」

「……ち……違う……！　突き飛ばしたんじゃないよ……！　事故……だったんだ！」

「そうかしら？　だったらなぜ、わたしを助けてくれなかったの……？」

　俺は、机の脚あしを支えにして、ようやく起き上がった。

「……う……っ!?」

　今度は、鼻からぼとぼとと血が溢あふれてきた。

　かはっ。

　また、血を吐はいた。

　立っていられなくなり、机の上に突っ伏ぷす。

　こんな時にどうなってんだよ。またか。この部屋には、俺を呪のろう結界でも張られているのか。

「邪じや魔まするなら、容よう赦しやしないわよ……あちきしさん」

「……ゆーしゅ……！」

　月見里は、壁かべに背中をつける形になった。

　江来栖が月見里の脇わき腹ばらめがけて、強きよう烈れつな前まえ蹴げりを入れ……

　……入れ……

　……入れられない!?

　江来栖の右の爪つま先さきが炸裂ヒツトする前に。

　月見里は飛び上がって……

　天てん井じように、指の力だけで張りついていた。

　まるで羽う化かしようと木に登る、蟬せみの幼虫のようなポーズで。

　首だけを１８０度回転させて、江来栖と俺を見下ろしてくる。

「うふ……うふふふっ。あははははっ！」

　そうか……月見里……お前は……

　魔女……だったんだな。

　何に憑つかれた。いつから。どうして。

　月見里……いったい、何があったんだよ？

「もう……もうやめろよおおおっ！　生け贄にえは……あちきし一人でいいだろうっ！」

「だーめ。あちきしさん一人じゃぜんぜん間に合わないのよね。あちきしさんの〝力〟だけじゃ、わたし、歩くこともできなかったのよ？　智弘がいないとダメなの」

　月見里が、天井から飛び降りて。

　窓を蹴け破やぶって、グラウンドへと飛びだしていく。

「わたしはもう自由になったの。もう、ゆーしゅのコピーじゃない。わたしはね、自分だけの〈私〉を見つけたの。だから、あちきしさん？……お前はもう、要いらないの」

「ゆーしゅっ？　そ、そんな……」

「今までご苦労さま。さっさと……消えてね」

「ゆーしゅっ！　待って……待ってよっ……！」

　窓の外は。〝外の世界〟は。視界は……どこまでも深い、漆しつ黒こくの闇やみ。

　追おうとする。

　機密性の高い室内に、凄まじい突とつ風ぷうが吹ふき込んできた。

　まだふらついていた俺の身体は、みっともなくはね飛ばされて壁へと突き当たった。

　しかし江来栖は時速２８８キロメートルの向かい風の中、泳ぐように前進する。

　月見里に続いて、江来栖までもが消えていく。

　俺は……鼻から流れ落ちる血を押さえることしか……できなかった。

　頭が。頭が割れそうに痛む。

　腰こしを押さえながら、窓まど枠わくを乗り越こえてグラウンドへと降りる。

　馬ば鹿かげた暴風。有り得ない突風。目を開いたら、雨あま粒つぶの束が弾だん丸がんとなって眼球を突き破ってしまいそうな、そんな豪ごう雨う。

　ポケットから携けい帯たいを取り出す。

　午前八時二十五分。

　ほんとうかよ。世界は、真っ暗だぜ。

　まるで天あまの岩いわ戸とが閉じられてしまったかのように。

　どこだ。二人とも、どこへ消えた。

　聞こえるのは空気が咆ほう哮こうする音と、スコールが大地に、校舎に、俺の鼓こ膜まくに叩たたきつけられる音だけだ。

　ほとんど何も見えない中を、手て探さぐりで進む。

　正門を出た。

　駅前へと続く並木通りのはず。一本道を、ひたすらに進んでいく。

　十分、二十分。

　しかし、ダメだ。見つからない。

　こんなぶっ壊れた世界の中を歩いている人間なんて、一人もいない。

　今さら学校に戻もどろうにも、途中で体力が尽つき果ててしまいそうだ。

　携帯が鳴った。

　発信者は……光紗先輩だ。

『尾津智弘、どこへ行ってしまったの？　鹿鳴館を捜さがして頂ちよう戴だい』

「先輩、犯人は月見里だった。ちこり先輩の予知が当たった……これは、ただのストーカー事件じゃない……」

『それじゃあ……魔女に襲おそわれたの？』

「そうだ。月見里は……魔女だ。祓はらって……くれ」

　祓われれば。

　月見里は、俺の記き憶おくを……失うだろう。

　はじめから……俺と出会った最初から、もうあいつは。

　憑かれていたんだ。

　俺の……初はつ恋こいかもしれなかった過去は、月見里の脳のう髄ずいから綺き麗れいに拭ぬぐい去られ。

　ただ、俺一人だけが自分勝手に抱いだいているだけの……妄もう想そうとなる。

　それでも。

　あいつを……ただの人間に……してやりたい。




（わたし、ほんとうの人間になりたいわ）




　……俺は……俺には……無理だ。

　俺には、祓えない。

　俺には、何の力もない。

『尾津？　だから、月見里っていったい誰だれのことを言っているの？　江来栖さんはどうしたの？』

「江来栖は月見里を追いかけていった。酷ひどい豪雨で、何も見えないんだ。二人とも見失ってしまった……このままじゃ江来栖が危険だ。月見里は……江来栖をもう用済みだって言っていた。先輩。頼たのむ。お願いだ。月見里を……祓ってくれ……！」

『……まあいいわ。詳くわしい話は後。この学校の出口は北側の正門と南側の裏門の二カ所よ。壁かべには外部からの異常者の侵しん入にゆうを防ぐために厳重な防ぼう壁へきシステムが設置されているから、停電でもない限り乗り越えられないはず。そして裏門はこの豪雨で完全に水すい没ぼつしているから、出口は正門だけよ』

「わかっている。もう、かなり駅の近くまで進んだ」

『一人で追っているの？　どうせ何もできないくせに。つくづくキミはバカだわ』

「ああ、バカだった。お手上げだ。全身が凍こおり付きそうだし、行けども行けどもほとんど何も見えないし、おまけに疲つかれ切って眠ねむくなってきた。そろそろルーベンスの絵が見えてきそうだ」

『こんな暴風雨の中、勝手に学校から飛びだすなんて……いい？　電車もバスも三十分前からすべて運休、道路も封ふう鎖さ中。この嵐あらしの中なら、魔ま女じよだってそんなに遠くまで移動できないわ』

「……アルトラサイクロンが上空を通過し終えるまでは、学校の近辺から動けないというんだな」

『そうよ。一本道をそのまままっすぐ進みなさい、尾津。正門から私の家までは大通りを一直線だわ。なんとか生きて教会まで辿たどり着きなさい、一度そこで合流しましょう』

「月見里はイマジンも狙ねらってるんだ。一いつ緒しよに移動しよう、先輩。危ないぞ」

『これはこれはどこまで愚おろかなのかしら。執しつ事じの分際で甘えないで頂戴、尾津智弘。私はまだ足が震ふるえて立てないのよ。津嶋も同様だし、鹿鳴館だって救出しないといけないわ。キミはさっさと先に私の家に移動して、ストーブを入れておきなさい。あと、お風ふ呂ろも焚たいておいて。さもないと繊せん細さいな私は風邪かぜを引いてしまうわ。たまには執事らしく私の役にたとうとは思わないの？　鍵かぎは礼拝堂へ入る入り口の脇わきにあるサボテン鉢ばち。その裏に隠かくしてあるから、勝手に使いなさい』

　ちぇ。さっきは大泣きしてたくせに、もうすっかり回復してるじゃないか。

　まったく食えない女だ。

　そうは言いながらも、この雨風をしのげるのならもう一度あの危険きわまりないアンチクライスト教会に転がり込んでやってもいいかな、と俺は思った。

　思ったけど、口先では「イヤだね」と抵てい抗こうしてみる。

『無能無力な脇わき役やく執事の分際で視界の利きかない雨中の往来に一人で突つっ立っているほうがよっぽど危険だと思うわよ。ま、キミが勝手に行き倒だおれになっても私は別に構わないけれどね。葬そう儀ぎに参列した暁あかつきには、涙なみだが出るほど大笑いしながらキミの死に顔にツバを吐はきかけてあげるわ』

　それはどうも。

　やっぱり、生き延びてやることにするよ。




　教会に文字通り転がり込んだ俺は、あのトラウマ階段を昇のぼって二階へ向かった。そういえば映画「エクソシスト」のカラス神父は階段から転がり落ちて死ぬんだっけ。続編でいきなり「実は生きていた」とか言われて興ざめした記憶もあるが。

　ニートパパがどこにいるのか判わからないが、鍵の隠し場所を光紗先輩が教えてくれたということは、もしかしたら今はいないのだろう。

　とりあえず光紗先輩の部屋に入って、濡ぬれそぼったシャツとズボンを脱ぬいだ。

　脱いでみたが……着るものがないぞ。

　光紗先輩のクローゼットを勝手に物色。背中に「江え戸どっ子」と刺し繡しゆうされたジャンボサイズの袢はん纏てんを発見。当然、無断で着用。

「風呂を沸わかせって言ってたな」

　すっかりクエスト気分で薄うす暗ぐらい廊ろう下かを進んで、脱だつ衣い場じよう兼けん洗面所を発見。

　その時。

「……はぁ、はぁ、はぁ……まだお風呂も沸かせていないの、尾津？」

　おわっ。びっくりしたっ。

　背後から、いきなり声をかけられた。

　振ふり返ると全身が濡れてボロボロの状態になった光紗先輩が、廊下に立っていた。

「キミはほんとうに役立たずね……けほ、けほ」

「先輩、驚おどろくほど素す早ばやく帰宅したな」

「こほん、こほん。わ、私はキミが勝手に私の部屋に侵入して下着や水着や日記帳やパソコンのブックマークを物色しているんじゃないかと心配になって全力で走ってきたのよ。疲れたから、寝ねるわ」

「寝ちゃダメだろ。江来栖が危険なんだ、なんとかして月見里の居場所をつきとめなくては」

「だから、月見里って……まあいいわ。あら、素すっ裸ぱだかの上から私の袢纏を無断で着ているなんて……キミはどうしようもない変態ね。もうその袢纏はキミのドス黒いリビドーによって汚お染せんされたから、プレゼントしてあげるわ」

　慌あわてて袢纏の袖そでの部分で股こ間かんを隠そうとしたが、男の子が着てもぶかぶかのキングサイズ袢纏なのでそもそも股間は隠れてたし、だいいちパンツまでは脱いでない。担かつがれた。

「悪い。できれば俺でも穿はけるズボンとシャツの類たぐいを貸してほしいんだけどさ」

「ニートパパの部屋着でも着ていなさい。私の部屋で待っていて」

　言われた通り、おとなしく先輩の部屋に入って畳たたみの上に寝ね転ころがる。

　すぐに、顔の上に「ぽさっ」と黒い男物のスウェットの上下を投げつけられた。

「どうしてさっさとお風呂に入らなかったの、尾津智弘。風邪をひいてしまうでしょう？　バカね。勝手に私の袢纏をマーキングする度胸はあるくせに、お風呂には入らないなんて。ああ判ったわ、私と一緒に入浴するつもりまんまんで待ちかまえていたのね。この変態。私に対する欲望と執しゆう着ちやくのためならとっさにどのような策略だろうと思いついて行動するキミの狡こう猾かつさにはつくづく敬服するわ」

　いや、そっちが超ちよう高速でＵターンして戻もどってきただけだ。

　袢纏を隠れ蓑みのにして、身を縮めながらもぞもぞとスウェットを身につける。もしニートパパがご在宅だとしたらまずい。ここはくれぐれも先輩に失礼のないよう、セクハラで訴うつたえられるようなヘマをして罠わなに塡はまらないよう、注意して行動しなければな。

　よし、着き替がえ終わり。

　俺は頭から被かぶっていた袢纏を脱いで、光紗先輩に返へん却きやくしようと……

　……先輩は、濡れた制服を脱ぎ捨てて黒いエクソシスト服に着替えている途と中ちゆうだった。

　ちなみに、制服は籠かごの上に丸められて入っているが、脱いだ下着は見あたらない。

「悪い。着替えるなら一言くらい言え」

　せっかく俺は、セクハラで訴えられないように袢纏で我が身を隠かくして着替えを行うという大脱だつ出しゆつマジックみたいな芸当までやったというのに。

　俺の努力をすべて無む駄だにしやがって。

「執しつ事じ。いちいちキミの許可を得なければ私は自分の部屋で濡れた服を着替えることも許されないのかしら？　ここは私の部屋よ、何か不都合があるならキミが廊下に飛びだしなさい」

「少しは恥はじらえ。ニートパパに見つかったら俺が退治されるんだぞ」

「父なら今朝はバイト先のお店で雑ざ魚こ寝ねしているから心配ないわ。間ま違ちがえた。残念ながら不在だわ」

　ちっとも残念そうじゃないぞ。

　そのニヤニヤ笑い。また俺をからかって遊ぶつもりか。それとも、もっとドス黒い陰いん謀ぼうを企たくらんでいるのか。

「私の部屋を物色して『憧あこがれの先輩の香かおり』を満まん喫きつするのはこれで二度目でしょう？　それなのにキミは今いま更さらどうしてそんなに照れているの？　女の子を三人まとめて覗のぞいた前科持ちの分際で、無理してかわい子ぶらなくてもいいのよ？　ふふふっ」

　光紗先輩はそのままの姿で畳にぺたっと手を突ついて、這はいながら「すすすすっ」と俺の目と鼻の先まで接近してきた。

「ちょ。何を」

　首に細い腕うでを回されて、抱だきつかれてしまった。

　久々に至近距きよ離りで見る、先輩の顔。

　吸いこまれそうな、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　絶対に何か邪じや悪あくなことを企んでいるに違いない微び笑しよう。

「光紗先輩。この状じよう況きようが何を意味するのかを真しん剣けんに考えるだけで負けのような気がするので抵てい抗こうしないが、頸けい動どう脈みやくを嚙かむのは無しな」

「しっ……何を勘かん違ちがいしているのよ、尾津智弘の分際で。いいからもう少しだけ、猿さる芝しば居いを続けなさい」

　汚お物ぶつでも見るような目でじろりと睨にらまれながら、小声で囁ささやかれる。

　芝居？　何のために。

　まさか、この教会内に……月見里、が……？

「そこ、余計なことは言わない。はじめるわよ、尾津智弘」

「何をだ？」

　先輩は珍めずらしく、手袋をつけた右手の人差し指を自分の舌で舐なめて。

　俺の鼻の頭に、その指を這わせてきた。

「何の呪まじないだ、今度は」

「怖こわい魔ま女じよに〝力〟を吸いとられないための、お守りよ」

「そうか。それならまだ我が慢まんできると思ってしまった自分が情けない」

「なーんてね。噓うそよ」

　今後、先輩の言葉はもう全部聞き流すことに決めた。

「ほんとうはねえ、嵐あらしの夜に魔女に追われる若い男女が隠れ家で思わず盛り上がってしまって若気の至りでうっかり結ばれてしまうという、ハリウッドのアクション映画にありがちなお約束展開をはじめようってわけ。ふふふっ」

　おい。

「気にすることはないわ。全部お芝居よ」

「待て待て。俺は思わず盛り上がりたくない。後で先輩に復ふく讐しゆうされることが判わかっているんだからな」

「キミって言葉と態度が一いつ致ちしないのね。ほっぺが林りん檎ごのように真っ赤になってるわよ？」

「そっくりそのまま、同じ台詞せりふを先輩に投げ返していいか？」

「ふ、ふん。尾津智弘のくせに生意気ね」

「虐いじめを助長するような定型句を使うんじゃない」

「いいから、じっとしていなさい。降ってわいたような役得でしょう？　本来ならキミなんかには一生かかっても絶対に触ふれることのできない私のありがたい身体からだにたくさん触れさせてやると言ってあげているのよ。もちろん後で全身を消毒するけれどもね。臓器も交こう換かんしたほうがいいかしらね。心までは交換できないなら私は結局立ち直れずにＰＴＳＤで自殺してしまうかもしれないけれど、キミも一生心に傷を負って過ごさなければならなくなるわけだから結果オーライだわ」

　耳元に、はぁ、と暖かい息を吐はきかけられた。

　いくら猿芝居とはいえ、あまりにもリアルすぎる。発ほつ作さ的に光紗先輩の首をホールドして畳たたみの上に投げ飛ばしたくなった。なんとかその衝しよう動どうを抑おさえこむ。うっかり投げ飛ばしてしまったら、俺は野や獣じゆうの本能にやおら目覚めてそのままマウントポジションを取り、無防備な先輩を完かん膚ぷなきまでに攻せめ立てかねないしな。もちろん総合格かく闘とう技ぎ的な意味でだぞ。

　ギシッ……。

　ギシ、ギシギシ。

　これは、俺と先輩がグラウンドで闘たたかっている音ではない。

　予想外のポジション……窓の外から響ひびいてくる、摩ま擦さつ音。

「……ほんっと、単純ねえ。まんまと……おびき寄せたわ」

　俺の身体を、どんと突き飛ばして。

「よく我慢できたわね、褒ほめてあげる。一階へ隠れなさい、尾津」

　先輩は素す早ばやく立ち上がりながら、テーブルを立てて盾たて代がわりに二人の身体をガードする。

　ガチャ───ンッ……

　窓ガラスが割れて、突とつ風ぷうとともに。

「うあああああっ！　智弘に……智弘にそれ以上触さわらないでっ！」

　完全に常じよう軌きを逸いつした顔つきになっちまった月見里が。

　ナイフを構えながら、先輩へと飛びかかってきた。

　先輩は間かん一いつ髪ぱつで、そのナイフを躱かわす。

　底意地の悪そうな笑えみを浮うかべながら。

「へえ、そういうことだったの……ふうん……」

「絶対に智弘は渡わたさないわ……お前は殺す……絶対に、殺す！　殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺すっ！　殺してやるっ！」

「あーははははっ。お馬ば鹿かさんっ。この私がこんな実じつ姉しを監かん禁きんしてＤＶして強制猥わい褻せつして強制排はい泄せつさせて、あげくの果てには人でなしのマニアに成り下がった雄おす失格の負け犬少年を本気で相手にするわけがないでしょう？　ぜぇんぶ、お前を釣つり出すためのお芝居よっ。ああっ、気持ち悪かったわっ。魚を食べていたら鰓えらの中から得体の知れない節足動物系の寄生虫の群れがぐちゅぐちゅと出てきてしまった時くらいに気持ち悪かったわっ」

「智弘を悪く言わないでっ……！」

　光紗先輩は懐ふところから聖水の入った瓶びんを取り出すと、月見里にぶっかけた。

　月見里がバックステップでその聖水を避よけて、天てん井じように張りつく。

「何、これ？　何かと思ったら、ただの水じゃない。わたしにはそんなものは効かないわよ！」

「ふん。今のはただの挨あい拶さつ。ここで会ったが百年目よ、返り討うちにしてあげるわ。初対面の時にお前の正体に気づけなかった自分を叱しかりつけてあげたいわ。気づいていれば、さっさとお前を撲ぼく殺さつして二度と立ち上がれないように完膚無きまでに粉々にボロボロに破は壊かいしてやっていたのに。それだけが悔くやしいわね！」

　酷ひどいな。

　どちらが魔女なのか、判らなくなっている。

　毎度のことながら。

　しかし江来栖は。江来栖はどこなんだ？

「いいから尾津智弘、一階に走るっ！」

　先輩に手を摑つかまれた。

　そのまま、廊ろう下かへとダッシュ。

　なんだ、先輩まで逃にげるのか？

「……待てっ……智弘を返せっ……！　返せっ！」

　当然、追ってくる月見里。

　階段を駆かけ下りて、真っ暗な礼拝堂へ飛びこむ。

「懺ざん悔げ室しつに隠かくれましょう」

　隠れるのかよ。

　礼拝堂といえば説教台（と言うのか？）とステンドグラス、マリア像、そして信者たちが腰こし掛かける椅い子すがずらり……と相場が決まっているが。

　カトリックの礼拝堂には、懺悔室という名の狭せまい密室が隠されていることが多い。とりわけ、ここの懺悔室は……完全に「隠し部屋」だった。壁がくるりと回転して、小部屋への入り口が現れた。

　俺と光紗先輩は、その狭い懺悔室へと潜もぐり込んだ。

　隠し扉とびらになっている壁をもう一度回転させて、閉じる。

　小さな町の教会らしく、礼拝堂の規模もそれなりだ。当然、懺悔室なんてスペースが無いところに無理やり作っているので二人が定員。俺と光紗先輩は膝ひざを折り曲げて、ぴったりと寄り添そうように部屋に入るしかなかった。

「これでしばらく時間を稼かせげるわ、尾津智弘。さっきは気が気でなかったのよ、私。キミが一本切れて若さ故ゆえの暴走を開始していたら、二人とも今ごろどうなっていたか判わからないわ」

「そのわりには、彼氏いない歴イコール年ねん齢れいとは思えぬほど扇せん情じよう的な痴ち態たいを見せてくれたな」

　ちこりに痛めつけられて腫はれ上がっている手の甲こうの上に、「ゴンッ」と拳こぶしを落とされた。

「痛いじゃないか。それにしてもこの懺悔室。訪おとずれた迷える子羊はこんな狭い部屋でどうやって神父に告解するんだ？　これじゃお互たがいの顔が丸見えだ」

「天井からブラインドを下げて部屋を二つに仕切るのよ」

「いかにも性的スキャンダルが発生しそうな構造だな」

「それ以上言わないほうがいいわよ。全世界に何億人のカトリック信者がいると思ってるの？」

　ここはカトリックじゃなくてモグリの教会だろ？

「それよりも先輩。わざわざ月見里を釣りあげておきながら、どうして一目散に逃げ隠れしなければならないんだ？」

「尾津、まだそんなことを言っているの。あれは月見里さんとやらでも魔ま女じよでもないわよ」

「『あれ』言うな。月見里だ。月見里真稀名だ。ちゃんと名前で呼んでくれ。せめて『彼女』ぐらい言え」

「……呆あきれた、まだ気づいていないのね。あれは……あの月見里とキミが呼んでいるあれは……人間じゃないのよ？」

　ドクン。

　ちょっと待て。

　その先は。

　その先は……言わないでくれ。光紗先輩。

　頼たのむよ。

「逃げないで聞きなさい。あれは、自オー動トマ人ト形ンだわ」

　……ああ。

　くそっ。

「魔ヘク女サド症ロ候ー群ムを発はつ症しようした江来栖さんが、あれを動かしているのよ」

　いつまでも気づかないままに……せめて、俺の脳に残る記き憶おくだけでも。

　美しいままに、とっておきたかったのに。

「だからキミが図書室であの人形を車椅子に乗せてニヤニヤしている無様な姿を見た時、鹿鳴館は薄気味悪がり、私は『人でなしの恋こい』だわと呟つぶやいたのよ。まさかあの時には、魔女が絡からんでいるなんて気づけなかったけれども。そのことについては謝るわ。私はキミが元々患わずらっていた近イン親セ相ス姦ト趣しゆ味みに飽あきたらず、さらにマニアックになってとうとう人ピグ形マリ愛オニ趣ズ味ムに目覚めてしまったのだと勘かん違ちがいしたのよ。笑うなら笑いなさい。キミの人間性をまるっきり信用していなかった私の落ち度、知覚の盲もう点てん、理性の限界、バカの壁とはこのことだわ。キミが日ひ頃ごろからもう少し正常な男性である証しよう拠こを見せてくれていれば、あんな誤解はしなかったでしょうに」

　酷こく薄はくな笑え顔がお。

　俺の初恋が、無む惨ざんに砕くだけ散っていくさまを。

　光紗先輩は、嬉うれしそうに眺ながめながら。

　ほんとうに、嬉しそうに。

「ほら、総理大臣がなぜかハマって大絶賛して話題になったでしょう？　『人でなしの恋』というタイトルの人形愛コミック。現実の生身の女の子に失望した気弱な文系少年が、サーカス団で奴ど隷れいのようにこき使われていた少女型の自オー動トマ人ト形ンに真しん剣けんに恋をするという純愛なんだか変態なんだか判らない微び妙みような物語。私はてっきり、キミはあのコミックに被かぶれて人形趣味に走ったと思いこんでいたのよ」

　いや。俺は……寡か聞ぶんにしてその漫まん画がは知らないな。

　ひょっとしたら……知ってはいたのかな。

　無意識に、その作品を……避さけていたのかも……しれないな。

「先輩、漫画読んでるんだな。意外だ」

「何をいうの？　私はコミックの類たぐいは滅めつ多たに読まないわ。以上の概がい要ようは、政治ネタをチェックしていた際にネットで偶ぐう然ぜん拾った伝聞情報よ。本編は読んでいないから、具体的なストーリーはよく知らないわ。ただ……昔、江え戸ど川がわ乱らん歩ぽがね、人間の新妻を放置して人形と添い遂とげる変態旦だん那なを描えがいた同名の短編小説を書いているの。きっと乱歩の作品がタイトルの元ネタね。だから中身も似たようなものじゃない？」

　そうか。

　タイトルに、見覚えがある。

　江来栖のバッグの中に……単行本が、入っていた。

「それでね、『人でなしの恋』の主人公、坂さか根ね第だい一いちが恋をする自オー動トマ人ト形ンの名前が月見里真稀名なのよ。どういうキャラクターかは知らないけれど」

「……同どう姓せい同名か……偶然のわけは……ないよな」

「キミはコミックの読みすぎで人形に恋する主人公になりきろうと奇きっ怪かいな努力をはじめた。すこぶる後ろ向きの努力にしか見えないけれど、当人が本気なら止める権利は誰だれにもない。『人間をやめてしまう幸せ』という生き方も確かにあるのだし、人間をやめなければ幸せになれない哀あわれな男の子だって世の中にはいるものだわ。それはとても悲しくてかわいそうで哀れなことではあるけれども。しかし私たちは、彼を生温かく見守ってあげるしかない……だってしょせん、他人ひと事ごとですもの。人形に逃にげるな、人間の異性を愛せなんて説教したって、こっちだって毛ほども彼を愛していないんですもの。だから距きよ離りを取って放置。普ふ通つうは誰でもそうするでしょう？」

　先輩はこの一週間、凄すさまじい眼光で俺を睨にらみながら何度も俺の目に高速でツバを吐はきまくっていた気がするのだが。

「……俺には……俺の目には、月見里は……ずっと、人間の女の子に……見えていたんだ。だってあいつは動いていたし、言葉も話していたし、俺と意思の疎そ通つうだって……」

　そうか。

　体温が……酷ひどく、冷たかったな。

　時折、まるで人形のような無表情に見えたのは。

　一いつ瞬しゆん、俺にかけられていた『魔法』が解けかけていた……だけなのか。

　図書室で……光紗先輩とちこりには、月見里は人形にしか見えていなかった。サナギと杉原も、そうだったんだ。俺にいきなり「友達だ」と人形を紹しよう介かいされたあげく「この人形にあいさつしろ」と頓とん珍ちん漢かんなことを言われたので、二人ともとりあえず挨あい拶さつはしてみたけれど、内心戸と惑まどっていたんだな。

　月見里と初めて閲覧室Ｃで会った時、廊ろう下かから室内を覗のぞきこんだヤツが妙みような悲鳴をあげて逃げていったのも。

　閲覧室から月見里を連れだして車椅子を押していた俺への周囲の視線がとても痛かったのも。睨み返したら、みんな視線を逸そらして俺から逃げてくれたのも。

　俺が……完全に現実と妄もう想そうの境界を見失った筋金入りの人形マニアに見えたから……なのか。──なんて言ったら、人形マニアに叱しかられるな。いくら人形愛好者だって、人形がほんものの人間に見えたりはしないし、ましてやほんとうに会話を交かわすなんて芸当はできない。人間の脳は通常、人形を人間と見間違ったりはしない。

「……そっか……俺は、とんだシンデレラ少年ボーイだったな……」

「安心しなさい。キミはシンデレラなどにはまるで似ていないわ。むしろパトラッシュを食わずに一人で勝手に飢うえ死にしたネロにそっくりだわ。どうしてネロはパトラッシュを食べて飢えをしのぎ、パトラッシュの皮を剝はいで毛皮にして寒さをしのがなかったのかしら。いったい何が目的で、あんな役立たずのむく犬を飼っていたというの？」

　酷い。酷すぎる。「フランダースの犬」に謝れ。

「あれではパトラッシュは文字通りの犬死にだわ。きっと手て塚づか治おさ虫むは幼少の頃ころに原作を読んで、ネロのバカっぷりに呆ぼう然ぜんとしたのだわ。だから大人になってから『ジャングル大たい帝てい』を描いて、最終回でレオを雪山で遭そう難なんした人間のエサにしてあげたのよね。人間さまのエサになれるなんて、ケダモノにとって最も名めい誉よな死に方だわ」

　さらにケダモノと漫画の神さまにも謝れ。あと、名作の最終回を唐とう突とつにネタバレするな。

「ねえ、尾津智弘……あの人形は、おそらく自分自身の近パー接ソナ空ルエ間リアに入りこんだ人間に対して……」

「……幻げん覚かくを……見せる？　人形である自分の姿を、人間そのものだと錯さつ覚かくさせる力を持つ？　月見里の『声』も……幻げん聴ちよう……なのか？」

「厳密に言えば、別に幻覚でも錯覚でもないけれどもね。〝世界〟を構成しているものは人間の〝主観〟よ。もっと言えば脳よ。脳が、感覚器官によって集積された情報を自分の都合の良いように再構成して〝世界〟をあたかも〝現実〟のように感知しているだけ。だからね、人間がうっかり人形相手に恋こいをする間ま抜ぬけなイベントだって起きてしまうのよ。間抜けね。本当に間抜けだわ。これぞ人でなしの恋よね」

　何度も繰くり返すな。嬉うれしそうに。何がそんなに嬉しい。

「江来栖さんは、自分が生み出してしまったあれを、棄すてるに忍しのびなかったのね」

　きっと、かいがいしく世話をしてきたんだろうな。車椅子に乗せてやって、毎日図書室に連れてきてやって、ストーキングの片棒まで担かついで。

「しかし……俺がずっと月見里を人間だと思いこんでいた理由は？　俺には……月見里を遠く離はなれて見ていた時だって、人形には見えなかった」

「それこそ〝憑つかれていた〟としか言えないわね。今回の事件は実に特とく殊しゆなの。イレギュラー。絶対に起こらないはずの事態が起きているの。キミに起こった事態も、イレギュラーなのかもね」

「特別？」

「だって通常は魔ま女じよ自身がキャラクターに憑かれるわけでしょう。しかし今回は違ちがう。魔女の〝力〟が人形という〝器うつわ〟に憑いているのよ。そして、勝手に動きはじめた。だから今回は、江来栖さんを祓はらってもいいしあれを祓ってもいい。どちらでも良いの」

「月見里が俺に興味を持ったのは、なぜなんだ」

「おおかたキミが人形愛好者に見えたんでしょ。人形ふぜいのくせに本質を見通す心眼を持っていたのね」

　ああそうかい。

「最近連れん載さいがはじまったばかりのコミックのキャラに〝憑かれる〟なんて論理的にはまずありえないんだけど、江来栖さんはよっぽどあの人形に思い入れがあるんでしょうね」

　江来栖に人形趣しゆ味みがあったなんて。あまりにも似合わないな……。

「そんなポッと出のキャラに憑かれるだなんて、何か特別な理由があるはずだわ。もしかしたら、人形の頭に自分の髪かみを貼はりつけたのかもしれないわ。なんて恐おそろしいことをするのかしら。女の髪には〝力〟が宿るというのに」

　月見里をみさぴよと一いつ緒しよにしないでくれ。マジで泣くぞ。

「それにしても無様ね。キミの初はつ恋こいモドキの相手がデク人形だったという恥はずかしい過去は、今後どれほど私のご機き嫌げんを取ったところで未来永えい劫ごう変わることがないのよ。たとえこの宇宙がいったん滅めつ亡ぼうして新たな世界が誕生したとしても、決してね。そうよ、キミが重じゆう症しようの人形マニアだという真実は決して変わらないわ！　だから私は、私をこんな茶番劇に巻きこんだキミをいつまでもいつまでも恨うらみ続けるわ。そうですとも。かえすがえすもキミはつくづく最低の男だわ、尾津智弘！」

　ぶちぶちぶち。頭を引っ張られて、髪を何本も引っこ抜ぬかれた。

　魔女狩がりは先輩の仕事だろ。そこまで恨まなくたって。

「さて、月見里はもう目の前だ。さっきからガタガタと音を立てて礼拝堂をかけずり回っている。どうやって祓うんだ？」

「……私、『人でなしの恋』なんて読んだことないわ……コミックは文字が少ないから苦手なの。だから、判わからない」

　ぷうっと頰ほおを膨ふくらませて、視線を逸そらす光紗先輩。

　ありがとう。さすがは光紗先輩だ、俺たちは勝ち目もない闘たたかいを勝手に開始して、こうして自らを窮きゆう地ちに追い詰つめてしまったってわけだな。やるなぁ光紗先輩。俺を破は滅めつさせるためにわざわざ自じ爆ばくするつもりか。

「って、待て。祓い方が判らないなら、なぜ呼びだした！」

「……〝尾津智弘にいやらしく迫せまって魔女を嫉しつ妬とに狂くるわせる作戦〟は絶対にうまくいくわ、と確信した瞬しゆん間かんに身体からだが勝手に……」

　これからは、横断歩道を渡わたる前に一度、左右を確かく認にんしような。っていうか……月見里が耐たえきれなくなって飛びだしてくるまで、あの猿さる芝しば居いを続けるつもりだったのか？　危ねぇ女だ。

「……待てよ？　コミックが元ネタなら……玲於奈に聞けばすぐに判るじゃないか」

　月見里真稀名の……弱点が。

「残念。私は携けい帯たいを二階の部屋に鞄かばんごと置き忘れてしまったわ。キミが雨に濡ぬれた私を見るなり君くん子し豹ひよう変へんしてかよわい私の制服を剝ぎ取って乱暴に押し倒たおして舐なめたり触さわったり揉もんだりしてさんざんなぶり者にするから、こんな事態になってしまったのよ尾津智弘」

「ああ悪かった。今度同じ状じよう況きようになったら、ちゃんと押し倒して乱暴に舐めたり触ったり揉んだりしてさんざんなぶってやる。先輩を噓うそつき女にしないためにな」

「とんでもないわ。冗じよう談だんは顔と、実の姉に強制排はい泄せつさせる近きん親しん相そう姦かん趣しゆ味みと、等身大ドールを車椅子に乗せて青春を謳おう歌かする人形愛好趣味と、パンツ一丁で袢はん纏てんを羽織って女の子の家に勝手にあがりこむ服装倒とう錯さく強ごう盗とう癖へきだけにして頂ちよう戴だい」

「ずいぶんと冗談のネタを仕込んでいるんだな、俺は」

　ま、いいや。

　俺、携帯持ってるから。

「持っているなら、さっさと出しなさいっ」

　自宅に据すえ付けてある固定電話の番号を入力して……

「あれ。そういえば家の電話線を引っこ抜いてしまったんだっけ」

「まあ。なんという役立たずなのかしら」

　繫つながった。

「……ちっ」

「こら。女の子が舌打ちするな。そもそも舌打ちする場面じゃないだろ」

　なかなか出やがらない。優ゆう雅がに朝あさ寝ねしてるな、くそう。

〈やっほー、ちひろくぅん？　どったの、こんな朝から？〉

　出た。

〈お姉ちゃんの声が不意に聞きたくなったの？　うんうん。人間にとってこの世でもっとも崇すう高こうで偉い大だいで頼たよれる存在、それは姉だものねっ〉

「今回だけは認める。同意してやる。モダン焼きだってなんだって買ってやる。だから今すぐ『人でなしの恋』に登場する月見里真稀名の弱点を教えてくれ！」

〈え～？　ああ、そういえば月見里真稀名って、どこかで聞いた名前だなって思ってたの。そっかそっか、漫まん画がのキャラ名だったんだ。えへ。月見里さんってもしかしてイタい子？　時々いるのよね、そういう頓とん珍ちん漢かんなＮＰＣって。自分が存在するレイヤー階層を見失うなんてね〉

「違ちがう！　月見里は魔ま女じよなんだ！　頼たのむ、早く教えてくれっ！　俺たちは今、追い詰められているんだ」

〈あ、そうなんだ。判ったわ、今すぐお姉ちゃんの蔵書から『ドカベン・シニアリーグ編』を探し出してチェックしてあげるね〉

「『人でなしの恋』だっ！」

〈ごめん。お姉ちゃん、まだ寝ぼけているんだよ。えっと……『キグルイ～激げき闘とう、巨きよ大だい脳内蟷かま螂きりＶＳ原始人』だっけ？〉

「頼むよ、ボケてる場合じゃないんだよ」

〈うんうん。ああ。あった、あった。あと十秒だけ待ってね〉

　ふう。

　これで……祓はらえる……。

　ああ。

　祓ってしまったら、月見里は……もとの人形に、戻もどってしまうのか。

　なあ先輩。

　人間も人形も、根源的には同じなんだろう？

　自意識だって、結局は脳が構成している仮かり初そめの現象にすぎないんだろう？

　少なくともあいつには、意思がある。〈私〉がある。仮に出所が江来栖十兵のコピーだとしても、あいつはすでにオリジナルから独立している。

　そうなんだろう？

　だったら。

　祓わずに、月見里と和解するという選せん択たく肢しは……

　この期ごに及およんで俺が平和ボケにも程ほどがある台詞せりふを発しようとした、その矢先に。

　ギュイイイイイイイイイイイイイン……！！！！！！

「こんなところに隠かくれていたのね……もう逃にがさないわ、智弘。まずはイマジンの部長から、徹てつ底てい的に切り刻んであげる」

　懺ざん悔げ室しつの隠し扉とびらが、左右に真っ二つに切り裂さかれて。

　ナイフを棄すててチェーンソーに持ち替かえた月見里真稀名が。

　俺の脳には、相変わらず人間の少女そのものにしか見えていない、月見里が。

　壊こわれた笑え顔がおで、突とつ進しんしてきた。

「ちっ。うちの納な屋やを勝手に漁あさったのね……伏ふせなさい、尾津！」

「待て！　先輩を殺すな！　殺したら……お前はもうおしまいだぞ月見里！　ほんとうの人間になりたいって言ってたのは噓だったのかっ!?」

「智弘。同族を殺せる悪の心を持ってこそ人間でしょう？　わたしはもう、マスターの操あやつり人形じゃないのよ。だからもう、泣き寝ね入いりなんてしない。人殺しだって、できる……！」

　バカ。

　そうじゃない！

「尾津智弘、勝手に前に出ないっ！　邪じや魔ましないでっ」

　せめて。

　先輩を庇かばって俺が切り刻まれるぐらいしか。

　選択肢が。

「ちょっと待った─────っ！　真打ち見参っ！　あたし参上っ！　今回はばっちりドーピングしてきたから途と中ちゆうでマックシングして試合続行不可能なんてトラブルは起こらないわ起こらないのよ絶対に断じて真のチャンピオンに敗北の二文字はないのよないんだからっ今度こそ華か麗れいなるイマジン副部長鹿鳴館ちこり祭りを開かい催さいするのよ（後略）」

　完全に無む駄だな長台詞を叫さけびながら。

　聖母マリア像を描えがいたステンドグラスを叩たたき割って、鹿鳴館ちこりが突進してきた。

　おい。ちゃんと入り口から入れ。

「この化け物……あれだけ痛めつけたのに、まだ生きてたのっ？　今度は……身体からだを輪切りにしてやるっ！」

　ギュイイイイイイイイイイイイインッ！！！！

「何よそれどうしてチェーンソーなんか振ふり回しているのよそんなホラー映画のアイテムみたいな武器にこのあたしがひるむと思ってるのっ？　さっきは油断していたけど、正面からぶつかればお前なんかに後おくれは取らないんだから！」

　素す手ででチェーンソーに立ち向かうちこり。

　敵が強大になるほど、こいつは嬉うれしそうに獰どう猛もうそうな犬歯を剝むき出す。

　凶きよう悪あくな人相に一変する。

　闘とう争そう本能というよりも、殺傷本能を全開にしたかの如ごとく、だ。

「……って、あれえっ？　どーして人形が動いてるわけっ？　ええええっ何よこいつっ、うっぎゃ～これってマジでホラー映画じゃんっやめてよおおおっ今すぐ沈ちん黙もくしなさいっあたしはホラー映画が苦手なんだからっうぎゃ～うぎゃ～うぎゃぎゃぎゃぎゃ（中略）」

　咆ほえるな。これじゃどっちがモンスターなのか判わからん。

　一いつ瞬しゆん「ちこりって、時々かっこいいよな」と褒ほめかけた俺がバカだった。

「尾津智弘、こっちよ」

　ちこりが規格外の超ちよう戦せん闘とう力で月見里と闘たたかっている隙すきに、俺と先輩は懺悔室から飛びだして礼拝堂の椅い子すの下へと身を伏せた。

　同時に、携けい帯たいのスピーカーから玲於奈の声。

〈ちひろく～ん。お待たせ～。やっと判ったよ～。おお、なんだか凄すさまじいエンジン音が鳴り響ひびいてるねっ？　『死し霊りようのいけにえ』の上映会でも開いてるの？　いいないいな～〉

「ナイスタイミングだ。姉貴とは思えないお役立ちっぷりだ。で、月見里の弱点は？」

　早く教えなさいよこのニート女、と先輩が俺の後ろで忌いま々いましげに呟つぶやいている。おい玲於奈に聞かれたらまたこじれるじゃないか。

〈えっとねえ、月見里さんの弱点はねえ……〉

「ああ」

〈……あれっ……ににににに人形が、人形がっ……!?　人形が入ってきたぁっ？　ひっ……ひええええええええぇぇぇ～っ!?〉

「おいおい悪質な冗じよう談だんはやめろ。今は非常事態……」

　ブチッ。

　……

　……

　回線が……切れた……!?

　おい。

　冗談だろ。

　だって月見里は今、俺たちの目の前でちこりと闘って……

「どうしたの尾津」

「切れた。……姉貴も……人形に……襲おそわれた……らしい」

　あいつも、ファックスで「殺す」と脅きよう迫はくされていた。

　襲われて当然だったんだ。

　でも。人形は。月見里は、ここにいる。

「妙みようだわ。実はもう一体いたのかしら？　いったいどういうこと？」

「……やばい。やばいよ。姉貴が……姉貴が」

　そんな。

　噓うそだろ。

　あいつは。

　あいつは、〝外の世界〟とはいっさい接せつ触しよくしないモンロー主義者なんだぞ。

　あいつは〝外の世界〟を、棄すててしまったんだぞ。

　誰だれも。

　誰も、あいつの〝世界〟になんて、踏ふみこもうともしてこなかった。

　父親だって。

　母親だって。

　医師も。

　教師も。

　友達も。

　誰も彼もが、あいつの存在を……忘れた。

　十年も。

　あいつはずっと、自分の〝世界〟の中だけで、生きてきた。

　それなのに、どうして。

　どうして、こんな時だけ。

　なんで。

　どうして、玲於奈まで……巻きこむんだよ？

　……ふざけるな。

　ふざけるな。ふざけるな。ふざけるな。ふざけるな。ふざけるな。ふざけるな。ふざけるな。ふざけるな。ふざけるな。ふざけるな。




　ふざけるな……!!




「尾津。落ち着きなさい。ここからじゃ……電車もバスも動いてな……」

　俺は。

　立ち上がった。

　俺の家へと。

　駆かけだしていた。

「ちょっと。バカっ。立ち上がったら、丸見えっ……」

「自転車なら行ける距きよ離りだ！　先輩、自転車はどこだっ!?」

　無む駄だだ。

　こんな暴風雨の中、辿たどり着けるものではない。

　それでも、行くんだ。

　くそっ。

　アルトラサイクロンなんて、消えてしまえ。

　たかが、インド洋で発生した熱帯低気圧ごときに。

　邪じや魔まさせるかよ。

　今すぐ。

　俺の〝世界〟から。

　消え失うせろ。

「智弘……みぃつけたっ！」

　月見里が俺の姿を見つけて、こちらへ走ってくる。

　ちこりが月見里の前進を防ごうと身を挺ていしてチェーンソーの刃はを蹴けり上げる姿が、ちらりと視界の隅すみをよぎった。

　俺は。

　もう、何も考えられずに。

　礼拝堂の出口へと、走っていた。

　扉とびらを開いたとたんに棺かん桶おけを曳ひいて歩いていたサナギとぶつかりそうになったが、もう足が止まらなかった。

　俺の意思とは無関係に、身体からだが動き続ける。

　まるで、機械仕じ掛かけのように。

　自オー動トマ人ト形ンのように。

　心しん拍ぱく数すうが上じよう昇しようする。酸素が足りなくなる。筋肉が断だん裂れつしそうなほどに唸うなりを上げる。

　光紗先輩が、息を切らしながら俺の横を併へい走そうしてきて。

　転てん倒とうしかけたサナギを支えて、何ごとかをサナギに囁ささやき。

　やや遅おくれて、再び俺を追ってくる。

　自転車は向かって右にあるわ、と叫さけびながら。

　これか。

　二台。

　迷わず、大ぶりのマウンテンバイクに飛び乗る。

　先輩から、鍵かぎが投げつけられる。

　キャッチ。

　見あげると、青空。

　雨は噓うそのように、止やんでいて。

　あれほど荒あれ狂くるっていた風も、どこかへ消え失せていた。

　奇き跡せきか。

　こんなことが。

「町が『台風の目』に入ったのよ。今なら、飛ばせばキミの家へ辿り着けるわ。でも……」

　でもも何もないんだ、先輩。

　理り屈くつじゃないんだ。

　五分だ。

　二十分かかる距離を、五分で走る。

　その五分の間、玲於奈が一人で逃にげきれるかどうかは。

　玲於奈が、生き延びられるかどうかは。

　家の外に出られないあいつが、自分の身を守れるかどうかは。

　そんなことは。

　そんなことは、すべてが終わってから考えればいい。

　また、鼻から鮮せん血けつがしたたり落ちてくる。

　前頭葉が、割れるようにぎりぎりと唸りはじめる。

　関係ない。

　そんなこと。

　どうでも、いい。

「止めても無駄なようね。なら、私も行くわ。月見里真稀名の弱点を知るためには『人でなしの恋』の単行本が必要だもの」

　俺は、全速力で走るからな。

「ええ、判わかっているわ」

　スタート。

　道路上には、自動車の姿がない。

　みごとなまでに、無人。

　ハリウッド映画のセットとして造られた町のように、行く手には何もない。

　人も、自動車も、何も。

　誰も彼もが、屋内に退たい避ひしたままなのか。

　これなら。

　これなら五分で、辿たどり着ける。

　なぜだろうな。

　俺の後ろを黒衣に似合わぬ赤いママチャリで懸けん命めいに追ってくる光紗先輩の表情が。

　優やさしげに微笑ほほえんでいるような、気がするのは。

　見えているわけでもないのに。

　なぜだろう。

　これほどに絶望的な〝世界〟を目の前にしていながら。

　先輩が俺の隣となりにいてくれれば、きっと大だい丈じよう夫ぶだと。

　俺がそう確信しているのは。







　ACT.5







　俺は。

　雨上がりの、幹線道路を。

　走り続けた。

　光紗先輩が、遅れていた。

　だがスピードを緩ゆるめることはできない。

　六甲山純情乙女おとめ商店街のアーケードを全速力で突つっ切り。

　坂道を登って。

　尾津邸ていへと辿り着き。

　マウンテンバイクから飛び降りて、開かれっぱなしの玄げん関かんを走り抜ぬける。

　ガン。グシャッ。

　ガンッッッ。

　二階で激しい物音。

　駆かけ上った。

　玲於奈の部屋へ。

　玲於奈が、部屋の前に立って……

　違ちがう。

　玲於奈じゃない。

　今久留主高校の制服を着た女子生徒。

　金属バットを振ふり上げて、玲於奈の〝壁かべ〟を崩くずそうと攻こう撃げきを続けていた。

　新手の自オー動トマ人ト形ン!?

　ドアに入った亀き裂れつの隙すき間まから、室内に積み上げられた本とディスクの山がちらりと覗のぞいていた。

「……姉貴……！　まだ生きてるなら返事しろっ！」

『あいあ～い。さすがはわたしのちひろくん、ナイスタイミングで到とう着ちやくしてくれたねっ』

　バットで半ば崩れた本の間から、能天気な声とともに。

　姉貴の眠ねむそうな笑え顔がおが、ちらりと見えた。

　ちっ。

　もしかしてくたばってくれていたら俺は楽になるな、と期待していたんだけれどな。

　案の定、期待に応こたえてはくれなかった。

　無む駄だに溜ため込んだ本とディスクをバリケード代わりにして我が身を守りきるなんて、話が出来すぎている。さすがは玲於奈。

　しかし、このダメ姉にエサを与あたえるためには。

　まずはこのバットを振り回している侵しん入にゆう者しやを、沈ちん黙もくさせなければならない。

　光紗先輩はまだ到着していない。

　できるのか……!?

　だが。

　俺の意識が逡しゆん巡じゆんしている間に。

　俺の身体からだが勝手に、侵入者の間合いへと特とつ攻こうしていた。

　まずい。

　バットで頭部を殴なぐられたら、終わりだ。

　片かた腕うでで頭を庇かばいながら、前まえ脚あしタックルを狙ねらって突とつ進しんする。

　いや、正確に言えば、突進していた。

　単純極きわまる直線運動、すでに理性のブレーキが壊こわれた俺の頭部を狙って。

　バットが振り上げられる。

　餌え食じきだ。

　標的だ。

　俺の意識はわざわざ低い体温を維い持じしようと努力してくれていたんだけどな。

　身体のほうが、俺の言うことを聞いてくれなかった。

　なんてこった。無茶しやがって。

　それが、敗因だ。

「……あっ……!?　ち、ちひろん……？」

　あれ？

　なんだ。

　人形じゃ……ない。

　江来栖……だ。

「十兵衛、お前……どうして……っ？」

「……ご、ごめんっ……！」

　ブンッ。

　江来栖はバットの軌き道どうを強ごう引いんに逸そらして、間かん一いつ髪ぱつで俺の頭を『外した』。

　振り抜いたまま、くるりと身体を反転させ。

　二階廊ろう下かの窓を蹴けり破って。

　庭へと、飛び降りた。

「おい、バカっ!!」

　ちこりじゃあるまいし。

　しかし、驚おどろくべきことに。

　庭へと転がり落ちた江来栖は、すっくと立ち上がって一いつ緒しよに落下したバットを拾い上げると。

　俺が放置していたマウンテンバイクに跨またがって、逃とう走そうを開始した。

　あの嵐あらしの中を平然と移動してきた江来栖だからこその、非現実的な逃走方法。俺の常識を無視した、超ちよう人じん的な体力。あれは魔ま女じよの〝力〟とか関係ない。単なる筋肉と瞬しゆん発ぱつ力りよくによって生み出されるフィジカルな力だ。

「おおお～。今の技わざは、五点着地法だねっ。ただの女子高生という設定のＮＰＣがあんなコマンドーみたいな超人技を使っていいのかね～」

　もそ、もそ。

　神の怒いかりを買って雷らい撃げきを食くらい、半ば倒とう壊かいしてしまったバベルの塔とう。

　思わずそう形容したくなる「物語タワー」の残ざん骸がいを恐きよう竜りゆうの足型スリッパで崩しながら、パジャマ姿の玲於奈が部屋から出てきた。

「いやぁ。外はアルトラサイクロンでそ？　さすがにもうわたしも終わりかと思ったよ～。バグって暴走したＮＰＣに退治されるなんて、いかにも成じよ仏うぶつできなさそうな最さい期ごだよね～。けっこう楽しめたよ、てへっ」

「てへっ、じゃない。何が『人形が出た』だ。江来栖だったじゃねえか、デマ情報を飛ばすなよ」

「だから、人形でそ？　どう見てもＮＰＣじゃん。ああそうかぁ、ちひろくんは〝外の世界〟に塡はまりすぎて、ゲーム脳に進化しちゃったんだねえ。あの人形がかわいい人間の美少女にでも見えているんだねえ。いやぁ、素す晴ばらしいイマジネーションの持ち主なんだね、ちひろくんは。つくづく終わってるぅ」

「終わってるのは姉貴の視力だ」

　ぼこっ。

　とりあえず、姉貴の頭を殴っておいた。

「いたた。さっそくお姉ちゃんに向かってそんな照れ隠かくしの不器用な愛情表現。いいねえ、かわいいねえ～」

「うるせえ」

「しかし、さすがはちひろくんだよ～。行く手を阻はばむ巨きよ大だい台風をさくっと消しちゃうなんて、主人公は違ちがうね。かっこいい。素敵。ご都合主義展開と言われようが超展開だと突つっ込まれようが平然と己おのれを貫つらぬき通す反則パワー。わたし、一生ちひろくんについていくよっ」

　頼たのむから、ついてこないでくれ。懐なつくな。じゃれるな。散れ。

「俺が台風を消せるわけないだろ。たまたまこの町が台風の目に入っただけだよ」

「ちひろくんはいつも謙けん虚きよだねえ。へっへっへ。ねえねえ、こういう時にはヒロインの身体をぎゅーってするのがお約束でそ？」

「誰だれがヒロインだ。『主人公の家に勝手に居い候そうろうしている不思議な生き物』の分際で」

「ちひろくん。自分の姉をオバＱ扱あつかいしちゃダメなんだよ」

　そっくりじゃねえか。メシ（たこ焼き）はがつがつ食う、（ひきこもって）姿を消す以外に特技がない、寝ね相ぞうが悪い、小原家（または尾津家）に多大なる迷めい惑わくをかけているのに働いて恩返ししようという発想がそもそも無い。お前は一度『劇画オバＱ』を読んで自分の将来について考え直せ。

「ひ～ん。せめて、チンプイくらい言ってほしかったよ」

「いいから、部屋をちゃんと片付けておけよ」

「ああ、そうそう。はい、『人でなしの恋』の第三巻。月見里真稀名の弱点がばっちり書かれてあるエピソードが収録されている巻だよっ」

　単行本を手て渡わたされた。ちゃんと付ふ箋せんが貼はってある。

　さて。動物は無事だった。憎にくまれっ子世にはばかるとはこのことだ。

　しかしこのまま江来栖を放置しておくわけにはいかない。あいつ、かなり思い詰つめた表情だった。

「月見里に……俺の姉貴を襲おそえって命令されたんだろうな……」

　どうして、あいつは月見里の言いなりになるんだ。

「それじゃ行ってくる」

「いってらっさ～い。そうそう、ちひろくん！　今日こそたこ焼きをお願いねっ。とうとう冷れい凍とうモノも切れちゃったんだよ～」

　……まったく、お気楽なヤツだ。

　ほんの数分前まで柄がらにもなく熱血していた俺がかわいそうになってきた。

　階段を降りて門まで出ると、ママチャリに乗った光紗先輩が息も絶え絶えに報告してきた。

「ぜえ～っ、ぜえ～っ、ぜえ～っ。最後の直線がこんな上り坂になっているのなら最初から教えなさい！」

　ぱちっ。いきなり頰ほおをぶってきたが、疲つかれているので力がない。

「尾津智弘、江来栖さんはこの坂道を下って逃にげていったわ。ぜえ～っ、ぜえ～っ」

　すれ違ちがっておきながらどうして捕つかまえない、とは言えなかった。見るも無む惨ざんな疲ひ労ろう困こん憊ぱいぶり。普ふ段だんの冷血人間ぶりが信じられないほどに全身が汗あせまみれ。首から上は真っ赤。頭からはゆらゆらと水蒸気。

「先輩、運動不足だぞ。俺が漕こぐから後ろに乗れよ。呼吸を整えろ」

「絶対にお断りよ。ぜえ、ぜえ。私の可か憐れんな胸をキミの無骨な背中に密着させてキミを喜ばせろとでも言うの？」

「そもそも当たるような胸なんか無いから、気にしないでいい」

「なんですって」

　先輩にはこれ以上自転車を漕ぎ続ける体力が無く、このまま回復を待っていたら月見里を取り逃がしてしまうかもしれないので。

　俺は首を横に振ふって「いやいや」している先輩を強ごう引いんにサドルの上から降ろして荷台に座らせ、二人乗りのポーズで坂を下りはじめた。

　お巡まわりさんに見られたら補導されかねないが、まあ、まだしばらく交番に籠こもっているだろう。いずれまたすぐ暴風雨が復活するわけだから。

　先輩は俺の腰こしに片手でしがみつきながら、もう片手で「人でなしの恋」の単行本をチェックしはじめた。

「なるほどね。だいたい判わかったわ。このコミックに登場する人形・月見里真稀名は、ある天才錬れん金きん術じゆつ師しが事故で死んだ娘むすめの身代わりとして創つくりあげた人造人間なのよ。ところが、人造の身体からだを持つ月見里真稀名は何年経たっても成長しない。その上、術師が人形に与あたえた人格プロ[image: Ａ.]グラム[image: Ｉ.]は反復的におきまりの反射運動を繰くり返すばかりで、自らの意思を獲かく得とくできなかった。つまりは、ほんものの魂たましいを持てなかったのね。だから、術師に……自分の父親に愛されずに、『ゾンビ』と罵ののしられて産業廃はい棄き物ぶつとして捨てられてしまったの」

「リビング・デッド扱いか…」

「その後で主人公に偶ぐう然ぜん拾われて、それから月見里真稀名はただ刺し激げきに反応を返すだけのゾンビであることをやめて、ほんものの魂を、自らの意思を、自我を獲得していくという物語なのね。しかしそれでも、父親にゾンビと呼ばれて廃棄処分された記き憶おくは、いつまでも彼女を苦しめ続けるの」

　それは……

「生きる限り、癒いやされることのない心の傷を負ったのだわ」

　……酷ひどい父親……だな。

「そうかしら？　自我なんてものは、心の傷からしか生まれないと思うけど？　父親に拒きよ絶ぜつされ廃棄されたことで、それまで父親から与えられたプログラムの中でぼんやりとした夢を見ていた月見里真稀名は世界から切り離はなされた。世界という子宮から放ほう逐ちくされて、この世に誕生した。そこではじめて個人としての〈私〉を獲得したのだとは思わない？」

　だとしたら。

　……永遠に夢を見ているリビング・デッドと、無惨な現実に引きずり下ろされて〈私〉を持ってしまった月見里真稀名。

　どちらが、幸せなのかな。

「ずいぶん時間を浪ろう費ひしてしまったわ」

　先輩が無む駄だな抵てい抗こうをするからだろうが。

「大だい丈じよう夫ぶさ、江来栖は遠くまでは逃げられない。俺があの自転車を乗り捨てる際、うっかりタイヤに穴を開けてしまったからな」

「お気に入りの自転車がパンクだなんて。ニートパパが知ったらショックで自殺してしまうかもしれないわね。尾津智弘、そうなったらキミはどう責任を取ってくれるというの。一いつ生しよう涯がい、私の生活費を工面してくれるのかしら」

　どんだけ打たれ弱いパパなんだよ。

「ニートパパにこんな過か酷こくな追い込みをかけるなんて、キミはもしかして私の父になりたいの。父親の座を窺うかがっていたの、虎こ視し眈たん々たんと。尾津智弘、その若さで早くも『娘マニア』だったなんて、ほんとうにキミは末すえ恐おそろしい人材だわ。自分の先輩を娘にして愛あい撫ぶしよう愛あい玩がんしようあまつさえ赤ちゃんプレイを強要して調教しようだなんて、よくもそこまで倒とう錯さくした妄もう想そうを次々と思い浮うかべることができるわね。私を幼児化して、赤ちゃん言葉しか喋しやべれない哀あわれな状態に退行させて、いったいどうするつもりなの？　このスメコン」

「スメコン？」

「娘コンプレックス、略りやく称しようスメコン。ちなみに息むす子こコンプレックスは略称ムスコンね」

　などと意味のない会話をしているうちに、路上に乗り捨てられたマウンテンバイクを発見した。

　神社の入り口だった。

　この町にはいくつか神社があるが、その中でももっとも大きな六甲山天てん照しよう神社。八はち幡まん大神・天照大神・春日大神を奉たてまつっているが、実質的には森林公園。町人の憩いこいの場。しかし一カ所にそんなにいろいろ祭っていいのか？

「ずいぶんと広い神社ね。町中にこんな鬱うつ蒼そうとした森が広がっているなんて。逃にげられてしまったかしら」

「まあ、広いと言っても南北に森が長く広がっているだけで、総面積はたいしたことない。逃げ隠かくれできる場所は少ないさ」

「……あら？　天照神社といえば呪のろいの藁わら人にん形ぎようが時々見つかることで有名な恐きよう怖ふスポットじゃない」

　そうなのか？

「そうなのよ。地元民でしょう、知らなかったの？」

「ご近所づきあいがないからな、うちは」

　我が家には呪いのダメ人間が棲すみ着いているので、ご近所から忌き避ひされているのさ。




　江来栖の捜そう索さくには、さほど手間取らなかった。

　この神社は広そうに見えて、実は極きよく端たんな縦長。

　しかも子供の頃ころによく玲於奈とかくれんぼをして遊んだ、勝手知ったる天照の森だ。

　江来栖がどこへ隠れたかなんて、考えるまでもない。

　森の奥。

　脚あしを痛そうに押さえて神木の幹に身を隠している江来栖を見つけるまでに要した時間は三分。

　足あし下もとにバットを転がしてはいるものの、もう反はん撃げきする意志は江来栖にはなかった。そもそも、戦意なんて最初から持っていないんだ。

「よお十兵衛」

「……十兵衛、言うな……見つかっちゃった……あっは」

「できることなら私のみさぴよを煮に込こんだ人形のほうを呪ってやりたかったのだけれど、この際だからあなたを祓はらって一件落着としてあげてもやぶさかではないわ。正直言って、私はもうボロボロなのよ。みさぴよを煮られた心的ショックよりも、尾津智弘に無理やり自転車を漕こがされて長ちよう距きよ離りを全力で走らされたことによる体力の消しよう耗もうが著いちじるしいわ。その上、強ごう引いんに自転車に乗せられてこんな人気のない森の奥に連れてこられて。これはまさしく私を慰み者にする絶好のシチュエーションじゃないかしら、尾津智弘」

「……いいから祓ってくれ。でも……江来栖まで杉原みたいになるんじゃないだろうな？」

「大丈夫よ。それほど大きな力じゃないわ」

「……祓うって……何のこと？　まさか、月見里を……喋らない人形に戻もどしちゃうの？」

　江来栖が後ずさる。しかし、後ろは太い神木の幹だ。もう、逃げ場はない。

「当たり前でしょう。あんな迷めい惑わくなサイコ人形、一秒たりともこの世に存在させておいてなるものですか」

[image: ]

　光紗先輩、よほどヒヨコを煮られた件を根に持っているな。

「どうして人形が喋りはじめたのかを説明しなくてもいいのよ。あなたの心理なんて手に取るように透すけて見えているわ」

　先輩。先に釘くぎを刺さしておくが、江来栖をダシに俺を罵ののしるのは後にしてくれよ。

「江来栖さん、あなたは尾津に恋こいをした。でも、尾津の隣となりには私や鹿鳴館といった日本を代表する超本格美少女たちがいるのでなかなか言い出せなかった。ところが、あなたが愛玩していた月見里真稀名の人形に……そのあなたの〝想おもい〟が憑ついてしまったのだわ。そして人形は、あなたに代わって尾津智弘との恋れん愛あいを成じよう就じゆしようと動きはじめた……そんなところかしら」

　最初の一言だけで残念賞確定だ。後は無む駄だ口ぐち。

「あのさー。ぜんぜん違ちがうよ。そもそも、あちきしが月見里を作ったんじゃないよ。だいたい、あちきしは男の子に興味ないし。ちひろんに恋をするとか、ありえないよ」

「なんですって。あなたまで、私の名推理を否定するというの？」

　いつものことじゃないか。

「月見里の持ち主は……ゆーしゅなんだ」

　ゆーしゅ。

「江来栖。お前、月見里のこと何度もゆーしゅって呼んでいたっけな。ゆーしゅって……誰だれなんだ？」

「待ちなさい。今さら誰も知らない真犯人がポッと湧わいてくるなんて、そんなこと許されないわっ！」

　落ちつけ先輩。

「……あちきし、だんだんゆーしゅとまっきーの区別がつかなくなって、二人で一人なんだって思いこむようになってたから。そう、月見里はほんとうは人形なんだよ。ゆーしゅ……井い手で有あり珠すという女の子が人形教室の先生から譲ゆずり受けた、等身大の球体関節人形。ゆーしゅは、ちひろんと同じ中学に通っていた女の子」

「……井手……有珠……そういえば、そんな名前の子が……いたかもしれない。中学二年生の時だったっけ、一度だけ放課後の教室で話した……記き憶おくがある」

「そっか。よかった……覚えていてもらえたんだ、ゆーしゅは」

　ごく普ふ通つうな感じの、でもけっこう内気なヤツだった……ような気がする。

「ゆーしゅは中学二年の時にちひろんとクラスメイトになって、そしてちひろんを好きになったんだ。でね、有珠の趣しゆ味みが、球体関節人形。澁澤龍彦とベルメールの大ファンだったんだ。『人でなしの恋』も連れん載さい第一話から愛読していたよ」

「えっ……月見里の趣味……だろ、ベルメールは？」

「話しはじめた頃の月見里は、ゆーしゅの人格の完全なコピーだったんだよ」

「中学生にしてはずいぶんと早熟な文学趣味ね。その子はきっと、古今東西のピグマ人リオニ形ズム愛の物語に夢中になっていたのね。だったら人形に憑つかれても不思議ではないわね……古代ギリシャ時代から、人形に命を吹ふき込むという物語は世界中で語り継つがれてきたのだから」

　先輩が、納なつ得とくしたように頷うなずく。

「月見里に……あの子に『魂たましい』があるとすれば、それはたぶんゆーしゅの魂のコピーなんだ。まっきーは以前、〈私〉はゆーしゅなんだ、って言っていた。自分はゆーしゅの分身なんだって」

「井手さんの心を完全にコピーされた人形だけれども、自分自身の〈私〉を内面に持っていなかったのね。まさにゾンビね」

　ゾンビ。月見里は……ゾンビには思えなかった。違う。あいつには自分自身の意思があり、感情があった。〈私〉を、持っていた。自分はもう、ゆーしゅじゃない……って、そう言っていた。

「そうだね。ちひろんと会ってから、まっきーはどんどん変わっていった気がするよ……ゆーしゅとは、別の人格に」

「それで、井手有珠は……どこにいるんだ」

「病院。もう……二度と、目覚めることはないんだよ……ゆーしゅはもう……脳が……脳が、壊こわれてしまったから……」

「……半年前に……か？」

「……うん……あちきしのせいで……」

　江来栖が、膝ひざに自分の顔を埋うずめてすすり泣きはじめた。

「なるほどね。あなたは井手さんの想いを受け継いで、月見里に〝力〟を与あたえたのね」

「……あちきしは……イヤだったんだ。ゆーしゅを……男の子に取られるのが、イヤだった」

「だから、病院送りにしたの？」

「半年前のことだった。ゆーしゅは、ちひろんに告白すると言いだしてラブレターを書いた。あちきしは嫉しつ妬としたんだ。それに、ゆーしゅが恋に狂くるってボロボロに壊れてしまう未来が見えたから……ゆーしゅは、ちひろんのこと好きになりすぎて、ちひろんのことこっそりつけたりしてたんだよ……」

　それで、玲於奈の存在を知っていたのか。

「あちきしとはまるで正反対の、とても繊せん細さいな子だったんだ。あの子は、ちひろんを知れば知るほど、不安にさいなまれるようになった。ちひろんは他人と距きよ離りを取っているから近づきがたい、告白しても受け入れてもらえそうにないって……とても悩なやんで、苦しんでいた。すごく苦しそうだったよ。だから……だから」

「井手さんはとても情の深い子だったのね。あまりにも純じゆん粋すいすぎる想いは、自分を傷つけることもあるのよ」

「……もしちひろんがゆーしゅを好きにならなかったら。ゆーしゅは絶対に壊れちゃう。そう思ったんだ……嫉妬が半分、心配が半分……かな……同じことかもしれないけどさ……」

「だから邪じや魔ましようとしたの？　ラブレターの投とう函かんを」

「……あちきしが仲を取り持ってあげるから、少しだけ投函は待って、ってポストの前でゆーしゅに切りだして、揉もみ合いに……気がついたら、ゆーしゅが……階段から転がり落ちていて……だから、あちきしのせいなんだ」

　あの血けつ痕こんで汚よごれた手紙は。その時に井手が書いたもの……だったのか。

　だから日付と名前は、塗ぬり潰つぶされねばならなかった。

「そうだったの、なるほどね」

「ゆーしゅは……そのまま意識不明になって……脳が、脳が壊れちゃって。あちきしが突つき落としたも同然だったんだよ。そしてその夜に、はじめてあの人形が……まっきーが、喋しやべりはじめたんだ」

　事故とはいえ、親友を階段から落として重体にしてしまったという現実。

　その現実の否ひ認にん。

　魔女化。

　井手有珠２号として起動する月見里真稀名。

　そういう話か。

「まっきーは……あちきしを責め続けた。ゆーしゅを裏切ってこんな姿にしてしまったのは、全部あちきしのせいだって……だから」

「それで月見里の言いなりになって、高校の図書室に毎日連れていって……井手さんの意志を継いで尾津智弘に会いたいと言いだした月見里を尾津智弘と引き合わせたり、ストーキングの片棒を担かついだり……あなたにとっては、すべてが井手さんへの罪つみ滅ほろぼしのつもりだったわけね？」

「……まっきーの本体は、だって、ゆーしゅだから……二人で一人……だったから。残りの一生を全部ゆーしゅに捧ささげなくちゃ、あちきしの罪は……赦ゆるされないと思ったから」

「だからといって尾津のお姉さんを襲おそえなんて命令に従ったのは、やりすぎだわ。罪に罪を重ねてどうするの？　私はね、あなたのような、〝力〟を手に入れたとたんに自分を見失うような中ちゆう途と半はん端ぱな魔ま女じよが一番許せないのよ。だから私は、あなたを祓はらうわ。あの人形を沈ちん黙もくさせるわ」

　そして、俺は。

「……ほんとに……ごめんね、ちひろん。何もかも……あちきしが悪かったんだよ……」

　こんなにも苦しんでいた江来栖にかける言葉を。

　思い浮うかべることが、できない。

〝祓い〟のたびに襲ってくる、無力感。

「そもそも、あの人形は井手さんではないのよ。人形にいくら尽つくしても、井手さんが救われるわけではないわ」

　先輩が、頭上を見あげる。

「この神社は、昼なお暗い鬱うつ蒼そうとした森に覆おおわれているでしょう？　だから夜ともなれば、それはもう町の中とは思えないくらいに神秘的な異郷と化すのよ。だから呪のろいの藁わら人にん形ぎようを木の幹に打ちこんでいく人が後を絶たない。何年かに一度はこの森から藁人形が発見されてネットで話題になっているわ」

「……だ、だから……？」

「実にバカらしい話だわ。たかが藁人形に釘くぎを打ちこんだぐらいで、他人を害せるはずがないじゃない。人形はどうして古代から呪じゆ術じゆつに使われていたのだと思う？　笑ってしまう理由よ。人間に形が似ているから。ただそれだけ。人間に似ているから、人形と人間の間に見えない糸のようなものが繫つながっていて、人形を害せば人間も呪えるんじゃないか、そういう錯さく誤ご思考。現代でも藁人形ってネット通つう販はんで売られているのでしょう？　まるで原始時代ね。ほんとうに愚おろかだわ。人形は人間の複製ではあるけれど、分身ではない。それは子供が親の分身ではないのと同じよ。だから、あなたがやってきたことは……井手さんへの贖しよく罪ざいには、ならない。過ぎ去ってしまった過去は、いくら人形に願いをかけても……もう取り返しがつかないの」

「……そう……だね……」

「だから、もう……目を、覚ましなさい」

　やっと泣きやんだ江来栖が、薄うす笑わらいを浮かべている光紗先輩の顔を見あげた。

　先輩は縫ぬいぐるみを抱だきながらかがみこむと、震ふるえている江来栖の耳元に唇くちびるをよせた。

　祓いの言葉。

　いや、月見里にとっては、呪いの言葉なのか。

「……月見里真稀名。お前はただの人形ゾンビよ。彼女の身代わりにすらなれなかった失敗作。もう……用済みだわ」

　江来栖の身体からだが、崩くずれ落ちていく。

　少し薄めの唇が、かすかに動く。




　ハラ・グチ……２・１・３。




　俺の耳には、確かに……そう聞こえた。










　結局、台風の目はその後も俺たちの上空から動かなかった。実はアルトラサイクロンそのものが忽こつ然ぜんと神戸上空で消しよう滅めつしていたというニュースを聞いたのは、学校に戻もどってからのことだ。

　祓われた江来栖はすぐに「あれ？」と目を覚まして、「どうしてあたし、こんなところに寝ねてるんだろ」と首を捻ひねりながら学校へ戻っていった。幸いだったのは、祓われる前と比べてほとんど江来栖の様子に変化がなかったことだ。失った〝力〟が大きいと杉原のように一種の虚きよ脱だつ状態に陥おちいってしまうらしいが、江来栖の力はほんとうにささやかなものだったのだろう。少なくとも野球を続ける上で支障をきたすような状態には見えなかった。

　俺と光紗先輩は、パンクしたマウンテンバイクのタイヤを六甲山純情乙女商店街のバイクショップで交こう換かんしてから並んで学校へＵターンした。家の窓ガラスを直したかったが、後回しにした。この天気では、学校が休校になるなどという可能性は完全にゼロ。平常通りに授業が行われているに違ちがいなかったからだ。

　学校に着くと、もう昼休みだった。俺も光紗先輩も制服を着ておらず、黒ずくめの私服姿だったので見事に浮いた。先輩が浮いているのはいつものことだけどな。部室に顔を出すと、ちこりとサナギがテーブルの上にお弁当を広げて食べていた。チェーンソーを持って暴れ回っていた月見里とちこりとの激げき闘とうは舞ぶ台たいを教会から雨中の河か川せん敷じきへと移してしばらく続いたが、クライマックスの場面でいきなり月見里が糸の切れた操あやつり人形のように「かくん」と首を落とし、活動を停止して濁だく流りゆうと化した川の中に転落し、そのまま流れていってしまったという。

　至近距きよ離りに入らないと月見里は人間に見えない。そのはずだったが、俺の目には最後まであいつは人間の女の子にしか見えなかった。数メートル先でチェーンソーを掲かかげてちこりと闘たたかっていた時だって。俺の目には。

　あれは、やっぱり……「恋れん愛あいの結けつ晶しよう作用」だったのかな。

　ちなみに、ちこりと光紗先輩がお互たがいに事後報告を重ねている最中に、いったい誰だれが月見里に自分たちの致ち命めい的てきな弱点を教えたんだろうという話題になり、シュブニグラスに全身を拷ごう問もんされる前に俺自身から率先して自発的に真相を明かしたのだった。だが、自首したにも拘かかわらずヤツらの脳内辞書ファイルには慈じ悲ひという文字がなかった。もともと腫はれ上がっていた俺の右手の甲こうはちこりの踏ふみつけ攻こう撃げきによってさらに腫れ上がり、包帯を巻かれたハンドボールみたいになってしまった。保健室の先生に「妙みようね。これだけ痛めつけられていながら、どうして骨折していないのかしら。でも折れていたほうが楽になれたかもね」と首を傾かしげられるほどの怪け我がだったが、今久留主高校異い端たん審しん問もん部には虐いじめはありません。

　笹木への「小規模の魔ま女じよ事件が発生したが、すべて片付いた」という報告、ちびっこ生徒会長への報告と始末書提出、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいほど悲ひ惨さんな状態になっていた放送室の後始末、これまたいかにも惨さん劇げきの跡あとといった風ふ情ぜいの閲えつ覧らん室しつの後始末、駅前のコンビニまで出かけさせられてお稲いな荷りさんを購こう入にゆう、いろいろあって夜遅おそくまで部活は続いた。江来栖に金属バットを返そうと思って持ってきたのだが、江来栖は教室にもグラウンドにもいなかった。自分でも気がつかないうちに脚あしを軽く捻ねん挫ざしていたために練習を早退したらしい。




　自転車を並べて歩いた帰り道、光紗先輩に切りだしてみた。

　俺にはまだ、不良債さい権けんが残っていたことを不意に思いだしたのだ。

「なあ。覚えているか、先輩？」

「そんな昔のことは、忘れたわ」

「まだ何も言ってないよ！　ほら、例の賭かけに負けたのは俺のほうだったろ？」

「ああ、私の策略にまんまと塡はまったあの賭けね。大笑いだわ。ちなみに今は穿はいていると思う？　今回は何の策略も準備していないから、今この場でスカートを捲めくれば『ほんとうの真実』が判わかるわよ」

「もう賭けない。俺は負け逃にげ主義者なんだ」

「あら、そう。じゃあ私がほんとうは穿いているか穿いていないかという命題は、永遠に謎なぞのままね」

「いいからさっさと命令権を使ってくれよ、さもないと何をさせられるか判らなくて恐おそろしくて夜もおちおち眠ねむれない」

「まあ、そのうちね。キミがもっとも困こん惑わくするであろうここ一番に、絶対に今この場でそんな命令だけはされたくない、という乾けん坤こん一いつ擲てきの無慈悲な命令を下してあげる。だからキミはこれから毎晩迫せまり来る破は滅めつに怯おびえつつ不ふ眠みん症しように陥って悩なやみなさい。ふふふっ、ざまあないわね。本当にいい気味だわ」

「はいはい。判りましたよ」

　後は口を噤つぐまれてしまい、教会の前で別れる際にも目を逸そらされっぱなしだった。

　もしも。俺があの時……不運にも目覚めなくなってしまっていたら、先輩は江来栖みたいに眠っている俺に尽くしてくれただろうか？

　さっさと忘れそうだよな。

　……あ、しまった。ニートパパの上下を着たままだった。

　気づいた時にはもう、俺は帰りの下り電車に乗っていた。







　電車から降りると、周囲はもうすっかり暗くなっていた。

　商店街のたこ焼き屋へ寄ってみたが、すでにシャッターは降りていた。

　仕方がない。コンビニで冷れい凍とうたこ焼きを買って帰るか。

　だがそれなりに閑かん静せいな住宅地である俺の家の近場にはコンビニがないので、いつものルートと違う遠回りルートを選せん択たくしてコンビニに寄ってから帰宅することにした。

　この町でたった一軒けんしか存在しない貴重なコンビニに入ると、レジの前に杉原が立っていた。頭にネコミミつきの帽ぼう子しを被かぶり、ぶかぶかの三み毛け猫ねこ柄がらスウェットを着た杉原は、薄うすい財さい布ふを開きながら、

「うう……うにゅ～、うにゅ～」

　と、小さくうなり声をあげていた。

　こらこら。アルバイトの店員さんが困ってるだろ。

「よう、杉原。何をしているんだ？」

「……あ。尾津くん。こんばんは、にゅ」

　頭をさげられる。

　尾津くん……ね。

　また、胸がちくり、と痛んだ。

「ええと……お財布にお札が入っていなかった……にゅ……の」

「ＡＴＭで下ろせよ」

「……カードは、えっと……学生寮りようの部屋にしまいっぱなし」

「携けい帯たいは使えないのか？」

「……持ってないよ」

「そうか、だったらしょうがないな。俺がおごってやるよ」

「え？　でも」

「いいんだ。お互い様だろ、魚くさいことを言うな」

　杉原の会計精算に引き続き、冷凍たこ焼きを買いこんで俺の分も精算。

　ぼーっと立っていた杉原の袖そでを引いて、コンビニを出た。

　こんな夜中にうろうろしていると、襲おそわれるぞ。

「学生寮に引っ越こしたんだっけな。このあたりだったのか」

「うん……この先をまっすぐ行ったところ」

「奇き遇ぐうだな。俺の家はまるっきり逆の方向だ」

「……うん」

「しかし、どうにも心配だから寮の前まで送ってやろう」




（誰だれが貴様にタマの住所なんか教えるんだにゅ。送り狼おおかみと遭そう遇ぐうしたら猟りよう銃じゆうで射殺していいと、タマはいにしえの西部劇から教わったにゅ。尾津智弘、貴様はタマの〝半径三メートルの世界〟には入れてやらないにゅ。貴様が自分で「入りたくない」って言ったんだから当然だにゅ。今さら……今さら、どのツラさげて善人ぶろうっていうんだにゅ。貴様はただ自分が、救いを求めてきた人間を蹴け落おとして平然と立ち去れる人でなしだという現実から目を逸そらすためにこんな偽ぎ善ぜん行こう為いを働いているだけだにゅ。そんな自己欺ぎ瞞まんのために、いたいけなタマを利用しないでほしいにゅ）




　……

「うん。ありがとう」

　杉原が、にこっ、と微笑ほほえんだ。

　あの日以来、こいつが笑った顔を見たのは……はじめてだった。

　ほんとうに、今さら、だ。

　今さら、涙なみだなんか堪こらえてどうするんだよ、俺は。

　終わったことだ。

　すべて、もう。

　過ぎ去ってしまったことだ。

　取り返しは、つかない。

　杉原珠恵のことも。井手有珠のことも。月見里真稀名のことも。

　さあ、行くか。

「……なあ杉原」

「……にゅ？」

「お前は、誰かを好きになったことってあるか？」

「恋こいのこと？」

「まあな」

「……うん。もう、相手の顔も名前も覚えていないけど……とても好きな人がいた……気がする」

　そうか。

「失しつ恋れんしたのか？」

「……うん。たぶん、ふられた。理由は覚えてない」

　そうか。辛つらかったな。

「俺は今までさ、人のそういう気持ちが判わからなかった。自分が経験していなかったから。でも……わざわざ恋愛感情なんかを喚かん起きしてしまったあげく、結局は何もかもがダメになっちまうって、悲しいよな」

「……タマは、後こう悔かいはしていないと思う……よ」

　そうか。

「杉原。恋愛ってホラー映画に似てるよな。相手の内側へと踏ふみこんでいこうとする行為は、一歩間ま違ちがえればストーキングだ。自分の内側へと他人を受け入れようとする行動は、下手をすればモンスターに自分の世界を破は壊かいさせる結果に繫つながる。恐おそろしいよ。俺は、恐ろしいんだ。それなのに、なんで……俺はこいつを俺の内側に引き入れたい、一いつ緒しよにいてほしい、なんて思ってしまうんだろうな」

　何もかも、嫌いやなことも、楽しかったことも、そしてたぶん、誰かに恋をしていたことも。

「……だって、誰も入れないように守ってたって……どうせ誰かが、いつかは無理やり入ってくるよ」

　すべてを忘れてしまったはずの杉原が。

「でも……嫌な人に入られる前に、好きな人を入れてしまえたら、もう誰も入ってこられなくなる、にゅ……よ……」

　なぜだか、とても寂さびしげに顔を伏ふせながら……そう呟つぶやいた。

　そうか。

　そうだな。

　お前には、「誰も中に入れたくない、面めん倒どうだ」なんて甘えた言葉を吐はくような贅ぜい沢たくは、そもそも許されていなかった……そうだったんだな。

　そこまで追い詰つめられていたんだよな。

　それなのに、何もせずにお前が壊こわれていく姿をただ傍ぼう観かんしていたお前の思い人は。

　ほんとうに、最低のクズ野や郎ろうだ。

　好きになる相手を間違えたんだな、杉原。

「タマは……世界が怖こわい。怖い人がたくさん。だから、誰かに。そばにいてほしい……」

　大だい丈じよう夫ぶだ。

　また、次があるさ。

　今度は、もっと。

　いいヤツを見つけろよ、杉原。

　そう言いたかったのに、声にならなかった。

　十字路まで、歩ききった。

　右手には、杉原の学生寮りよう。

　そこでお互たがいに手を振ふって、別れた。

　杉原は学生寮の自動ドアを開いて、エレベーターへ乗って姿を消した。

　俺はそのまま今歩いてきた道をＵターンすれば、あっさり家に帰り着けるはずだった。

　しかし、十字路の左手。

　向かいのビル。

　そこの壁へき面めんには。




「原はら口ぐち総合病院」




　そう、書かれてあった。

　偶ぐう然ぜんか。

　それとも。

　呪のろいなのか。

　ここは。

　玲於奈を見捨てた、あの男が勤めていた大病院。

　そして。

　きっと、２１３号室に。

　２１３号室に行けば、会える。

　月見里の、〈私〉。

　月見里真稀名の、オリジナル。

　もしかしたら。

　俺の初はつ恋こいの相手だったかもしれない……彼女が。

　井手有珠が。

　俺は。

　今度こそ、最後まで俺自身の目で現実を。

　確定してしまった、結末を見届けようと。

　せめて、それくらいのことはしてやろうと。

　そんな、どうしようもなく青あお臭くさいことを考えながら。

　原口総合病院の建物の中へと、歩を進めていた。










　２１３号室。




　井手有珠。

　彼女は、その個室にいた。

　窓まど際ぎわに置かれたベッドの上で、目を閉じて眠ねむり続けていた。

　枕まくら元もとには、サインボールと、澁澤龍彦全集と、そして千せん羽ば鶴づる。

　カーテンを開いて、月明かりを取りこむ。

　その安らかな寝ね顔がおは。

　月見里真稀名と、生き写しだった。

　俺にあの手紙を書いて、投とう函かんしようとしていた元クラスメイト。

　ほんの少しだけ。

　ほんの少しだけ運命が、いや、状じよう況きようが異なっていれば、たぶん俺は井手有珠と中学校の図書室で出会っていたのだろう。いや、井手有珠が指定した場所は図書室ではなかったのかもしれない。あの部分は、江来栖が書き換かえていた。

　井手有珠の頰ほおに、そっと触ふれてみた。

　そうだ。たった一度だけ、教室で話したことがあった。

　ごく普ふ通つうの、内気で優やさしい、でもどこかはかなげなヤツだった。

　まさか、俺と友達になりたがっていたなんて、あの時には気づきもしなかった。

　もしも事故がなければ、俺と井手有珠は、あの手紙によって半年前に出会っていて。

　きっと俺にもこいつにも、今とはまるで違ちがう人生があって。

　それはたぶん。

　図書室で俺と月見里が過ごしたような、何も起こらなくて、平へい凡ぼんで、ただひたすら穏おだやかで、そんな日々だったのかもしれない。

　初めて出会った時の月見里真稀名が、井手有珠の忠実なコピーだったのだとしたら。

　きっと俺は、井手有珠に恋こいをしていただろう、と思う。

　けれども、もう。

　井手有珠はもう。

〝半径ゼロメートルの世界〟から、出てくることはない。

　俺と井手有珠が出会うはずだった瞬しゆん間かんは、実現もしないままに過去へと走り去った。

　取り返しが、つかない。

　過去は、振り返らない。

　無む駄だごとだから。

　そんな体温の低いポリシーを、俺はかなぐり捨てたくなった。

　俺は、この２１３号室がシュレーディンガーの猫ねこの部屋であると仮定しよう。

　実は〝外の世界〟はたった一つの固有かつ路線変へん更こう不可能な場なのではなく、無限の選せん択たく肢しによって分ぶん岐きした多元宇宙であると仮定しよう。

　もちろん、こんな仮定は「私は宇宙人に誘ゆう拐かいされて人体実験されました」とのたまうビリーバー思考にも等しい。

　俺自身だって、こんな仮定、信じちゃいない。

　俺はただ、〝外の世界〟という取り返しのつかない現実を、否定しようとしているだけだ。

　それでも。

　もう意識が回復することはない、とされている井手有珠が。

　奇き跡せき的に回復して。

　目を覚ます世界を。

　俺は、摑つかみ取ろうとした。

　彼女が起き上がる光景を。

　目を閉じて。

　想像して。

　空想して。

　妄もう想そうして。

　創造する。

　しかし。

「……げほっ……」

　俺はただ、激しく吐と血けつして冷たい床ゆかの上に突つっ伏ぷすように倒たおれこんだ、だけだった。

「げほ、げほ、げほっ……！」

　俺には何の力もない。

　秘サクラ蹟メントは、俺には起こせない。

　奇跡は、起こらないから奇跡というのであり。

　秘蹟は、選ばれた能力者にしか起こせないから秘蹟なのである。

　どのような人間であろうが神の名の下もとに秘蹟を起こせるなんて、真っ赤な噓うそだ。

　俺はただの傍ぼう観かん者しやであり、観察者であり。

　主人公を務められるような素養を、あいにくと持ち合わせてはおらず。

　ただ、こんな壊こわれた〝世界〟を生み出した造物主を呪のろい、憎にくむことしかできないのだ。

　その時。

「……智弘……やっぱり……来てくれたのね」

　扉とびらが、ゆっくりと開いて。

　壊れかけた月見里真稀名が、足を引きずりながら室内に、入ってきた。

　制服は、無む惨ざんに破れ。

　片かた腕うでは肩かた関かん節せつの部分から抜ぬけ落ちて完全に失われていて、

　残ったもう一本の手には、ナイフが握にぎられていて。

　そして、傷だらけになった彼女の顔は。

　……人形の顔だった。

　光紗先輩たちを「殺してやりたい」と呟つぶやいた時に、見ていたはずの素す顔がお。

　いや。どちらが素顔で、どちらが幻げん覚かくかなんて問いには、意味がない。

〝世界〟は、俺の脳が再構成している虚きよ像ぞう。

「……あちきしさんが祓はらわれてしまって、〝力〟が足りなくなったの。このままじゃ〈私〉を維い持じできない。ゆーしゅのコピーに。ゾンビに戻もどっちゃう。だから……もっと〝力〟が必要なの」

　もう、まっすぐ歩くこともできない。

　半ば這はうように前まえ屈かがみで一歩ずつ、井手有珠のベッドの脇わきへと接近してくる。

「はじめにお前に命を与あたえた人間は、江来栖じゃなくて……井手有珠だったのか？」

「そうよ。ゆーしゅが果たせなかった〝想おもい〟が、たまたまわたしに憑ついたの。尾津智弘くんとお友達になりたい。ゆーしゅの願いは、ただそれだけだった。子供じみた、ほんのささやかな夢。あまりにも悲しい世界を、現実を、そんな淡あわい初はつ恋こいの夢を見ることでかろうじて生きていられた。でも……たったそれだけの願いも、叶かなえられなかった。起き上がることも、目覚めることも、できなくなってしまった。だから、わたしが生まれたの」

　月見里、それじゃあお前は。

　井手有珠が見ていた、夢の名残なごり……だったんだな。

「でも、ゆーしゅの〝力〟だけじゃ、わたしは話せなかったし、動けなかった。だからわたしはあちきしさんの〝力〟を吸って、喋しやべる能力を得て。そして、智弘に近づいたの。智弘の〝力〟があれば、わたしは車椅子から立ち上がれる。それに、ゆーしゅの夢を叶えることもできる。そう思ったから」

　じゃあ、俺と友達になりたいと言っていたのは、噓だったのか。

「噓じゃなかった。だって、ゆーしゅは本気だったよ？　わたしは井手有珠２号として、わたしに記き憶おくと感情を与えてくれたゆーしゅの願いをそのまま実行に移していたの。ただ、智弘と出会うまでは、いくら人間のように行動して発言して感動しても、わたしの中に〈私〉がいなかった」

　人間だって。俺だって。同じだよ。いつだって、もう一人の俺が、俺を背後から観察していて、そして俺の体温を下げてしまうんだ。

「でも……智弘はわたしを人間として、月見里真稀名として受け入れてくれたわ。だから……わたしは智弘と出会えてはじめてゆーしゅのコピーであることをやめて、〈私〉自身になった。ゆーしゅから貰もらった感情も、記憶も、すべてがリアルに感じられるようになったわ。まるで、人間のように」

　そうか……。

　だから、人間らしく。

　体温を上げてしまって。

　こんなにも、暴走してしまったのか。

　お前は、いきなり溢あふれてきた人間らしいリアルな感情に……吞のみこまれちまったんだな。制せい御ぎよする術すべを知らず。

　生まれたばかりだったのだから、仕方がないことだったんだな。

　月見里が、足を滑すべらせて俺の目の前に崩くずれ落ちてきた。

　あやうく、ナイフを突き立てられかけた。

　ぎりぎりのところで、身体からだをひねってかわす。

　偶ぐう然ぜんナイフが刺ささって死にました、じゃ笑うに笑えない。

「床が濡ぬれている……血だわ。血を吐はいたのね。智弘も壊れかけているのね。わたしが〝力〟を吸いすぎたから、脳が壊れはじめているのね……」

「そうだったのか。道理で最近、調子が悪いと思っていた」

「智弘。もう一度、わたしに〝力〟を与えてくれる？」

「その結果……俺も壊こわれるのか？」

「たぶん……今、吸い取らなくても、このままじゃいずれ……壊れると思う」

　そうか。だったら、好きにすればいい。

　お前に、どうか人間であってほしい、と願ったのは、俺だ。

「……くん、くん」

　月見里は俺の手を取って、硬かたい鼻を押しつけてきた。

　しかし。

　すぐに俺の手を放ほうり出して、眉み間けんに皺しわを寄せるような仕し種ぐさをしてみせた。実際には、ヒビ割れたガラス製の眼球がぴくぴくと小刻みに痙けい攣れんしただけだったが。

「……ダメね。結界を張られたのね、あの女に。このままじゃ、吸い取れない」

「光紗先輩か」

「いいわ。もともと、ゆーしゅの〝力〟を吸いに来たのだもの」

「井手有珠からこれ以上〝力〟を吸い取って大だい丈じよう夫ぶなのか。死んだらどうする」

「死ぬでしょうね。でも別にいいわ。わたしはもう〈私〉を取り戻したのだから。もう、ゆーしゅのコピーじゃない。だから、この子が死んだところでわたしも共とも倒だおれになったりはしない」

「それじゃあ殺人だろう」

「そうよ。殺人よ。人を殺すのよ。でも構わない。ゆーしゅの寝ね顔がおを見たでしょう？　この子はもう、永遠に目覚めないの。脳は可か塑そ的な組織だけれど、それも程度の問題。覚かく醒せいする確率０％の、遷せん延えん性意識障害レベルＥ。これだけ完かん璧ぺきに壊れてしまったら、もう現代医学では治せないわ。ゆーしゅは、このまま家族にも見捨てられてこんな町中の病院の片かた隅すみでゆっくりと死んでいくことしかできない。家族全員から、一日も早い死を願われながらね。いいえ、もう死んでいるも同然だわ。今のゆーしゅにはもう、〈私〉が無いのだから」

　月見里が、片かた腕うでで懸けん命めいに立ち上がる。

「それに……ゆーしゅは、わたしの恋こい敵がたきだもの」

　井手有珠が眠ねむっているベッドの脇わきにお尻しりを降ろして、床ゆかの上に蹲うずくまっている俺を見下ろす。

「ねえ智弘。智弘は誰だれかを好きになったこと、ある？」

　どうかな。何をもって「好き」と定義するのか、という問題があるな。家に住み着いているひきこもりの動物に毎日エサをやるのも一種の愛情だろうしな。

「わたしは端たん的てきにね、あなたは恋をしたことがあるかと聞いているのよ」

〝半径三メートルの世界〟に他人を引き入れるのは、苦手だな。苦手だった。二人の〝世界〟を共有するなんて、リスクが大きすぎる。リターンが少ない。築き上げるには長い時間と労苦を要し、壊すのは一いつ瞬しゆん。どうしてそんな面めん倒どうなことをわざわざやりたがるヤツが大勢いるのか、いまいち判わからない。

　そう、思っていた。

　思っていた、はずだった。

　でも、今は。

「わたしは、あるわ」

　彼女は、優やさしげに、切なげに、悲しげに、そして愛いとおしげに。

　俺の眼めを見つめながら、そう呟つぶやいた。

「わたしはあなたに恋をしているのよ」

　今さら。

　あまりにも、遅おそい。

　だって俺はもう。

　お前との思い出は、過去に封ふう印いんした。

　した、はずだったのに。

　それなのに。

「智弘は、わたしのこと好き？　それとも……この世界から、消えてほしい？」

　俺は。

「あなたは二人のうち、一人しか選べない。あなたとともに生き続ける自オー動トマ人ト形ンか、あるいは二度と目覚めないオブリジェビと化ンしグたデ人ツ間ドか。どちらを生かすかは、智弘が……選んで」

　俺は……。




　もし、俺がお前に感じていたあの気分が恋心というものならば。

　あれが恋だというのならば。




　俺の初恋はまさしく、人でなしの恋……だった。




　月見里。

　お前と〝半径三メートルの世界〟の外へ行くことなんて、最初から不可能だったんだ。

　閲覧室Ｃからほんの数歩、先へ進んだだけで。

　たったそれだけのことで、終わってしまったんだから。




「他ほかの人なんて、放ほうっておけばいいの。二人きりの世界へ行きましょう、智弘。あなたさえ、わたしの側そばにいてくれれば。それだけでいい。それ以上の幸せは、無いわ。だから」




　……俺は……。

　俺の、答えは……。










「……待ちなさい……！」

　光紗、先輩。

　江来栖が残していた金属バットを振ふり上げて、黒衣の光紗先輩が。

「眼を覚ましなさい、尾津智弘！」

　月見里は、ベッドの上から転がり落ちることで、間かん一いつ髪ぱつ先輩の一いち撃げきを躱かわす。

　俺は、先輩と月見里の間に割って入ろうと、起き上がろうとしてもがく。

　また、吐と血けつ。

「尾津智弘、動けるのなら早く逃にげなさい！　動けないのなら、伏ふせてなさいっ」

「しつこい魔ま女じよね。まだわたしに用があるの？」

「このデク人形。祓はらいに使ったみさぴよの羽根が、二枚しか抜ぬけ落ちていなかった。だから、まだ祓われていない〝力〟があると気づいたのよ。最初にお前を目覚めさせた魔女は……井手有珠だったということにね。だから力を失ったお前は必ずここに来る……」

「まったく、鬱うつ陶とうしい女だわ。でも……予定外の好都合ね。だって、あなたが智弘に呪しゆをかけたのでしょう？　だったら智弘の身体からだに張った結界を破ることもできるでしょう？」

「ふん。破るわけないでしょう。私は、お前を呪のろいに来たのよ。壊こわしに来たのよ。人の〝力〟を吸わなければ生きられないような中ちゆう途と半はん端ぱな存在なんて、この世界には不必要だわ。目め障ざわりだわ。とっとと闇やみに還かえりなさい」

「それはわたしの台詞せりふね。智弘の結界を解かなければ、ここであなたを……殺す。あなたが死ねば、結界も消えるのでしょう？」

　まずいな。戦せん闘とう要員のちこりが……駆かけつけてくれない。

　まさかとは思うが……光紗先輩……一人で来てしまった……のか？

　慌あわてて、ポケットをまさぐる。

　携けい帯たいが……

　……無い。

　部室にでも置き忘れてきたのか。

「私を殺す、ですって。スクラップ寸前のデク人形に殺されるほど、私は間ま抜ぬけではないつもりよ。夢の時間は……これで、終わり」

　光紗先輩が、空いているほうの手で……縫ぬいぐるみを摑つかんで、詠えい唱しようを開始する。

　月見里はもう、素す早ばやく動くことができない。

　立っているだけで精せい一いつ杯ぱいなのだ。

「聞きなさい。……月見里真稀名。お前はただの……」

　しかし。

　光紗先輩の詠唱は、そこで強ごう引いんに止められてしまった。

　ドアの向こうから、月見里真稀名の片かた腕うでがいきなり飛んできて。

　先輩の口を、掌てのひらで塞ふさいでしまった。

「……!?」

　先輩はそのまま壁かべに背中を押しつけられ。

　ゴンッ。

　ゴンッ。

　後頭部を、壁に打ちつけられ続け。

　握にぎりしめていたバットを床ゆかに落とすまで、徹てつ底てい的に。

　叩たたきのめされた。

「………！！！」

「あはははっ。まったく間抜けな魔女ね。あの金きん髪ぱつの化け物さえいなければ、わたしが人間ごときに不覚を取るはずがないでしょう」

　月見里真稀名が。

「さっそく歯を全部叩き折って舌を抜いてしまいたいところだけれど、最後にもう一度だけチャンスを与あたえてあげる。五体満足なうちに、智弘の結界を解きなさい。拒こばむなら……ゆっくりとゆっくりと、解体してあげる。まずはその生意気な口についているパーツを全ぜん摘てき出しゆつ。次は眼球。その次は顔の皮を剝はいで、頭の皮も剝いで、鼻を削そいであげる。聴ちよう覚かくだけは残しておいてあげる。で、そんなグロテスクな姿のままで学校の教室に晒さらし者にする……というのはどうかしら？」

　壊れていく。

「人間なんて、ただの腐くさった血と肉の塊かたまりだわ。醜みにくい。不完全にもほどがあるわ。たった皮一枚をはがしただけで、智弘の目を覚ますことができるのよ。智弘にはさぞかしあなたは美しい少女にでも見えているんでしょうけど、正体はただの血なまぐさい肉の塊にすぎないわ。悪あく臭しゆうを漂ただよわせる雑ざつ菌きんまみれの糞ふん尿にようを生産し続けるためにみっともなく動いているだけの、ただの腐ったゴミなのよ。人間に、美なんてあるわけがない。完全な美を体現できる存在は、わたしのような……人形だけよ。このわたしこそが、智弘にふさわしい理想の恋こい人びとなの。ゆーしゅよりも！　あなたも、そう思わない？」

「………！！！！」

「智弘は、誰だれにも渡わたさないわ。邪じや魔まをするヤツは、みんな……壊さなくちゃ。人間の原形をとどめないくらいに壊さなくちゃ。智弘の目を覚ましてあげなくちゃ。そうしないと、智弘は……わたしのこと、どんどん嫌きらいになってしまうもの。お前さえ、お前さえいなければ。いつまでも、いつまでも智弘と一いつ緒しよに、夢を見られたかもしれないのに」

　先輩の身体が、痙けい攣れんしはじめていた。

　鼻と口を塞がれ続けて、酸素が……酸素が切れたんだ。窒ちつ息そく……！

「あら、もう生命活動の危機に陥おちいっちゃったの？　脆もろいわね。虐いじめがいすら無いなんて、ほんっとにゴミだわ。さっさと智弘の結界を解きなさい。結界さえ消えれば、智弘をゆーしゅと同じ姿に……わたしだけのお人形に……できる。もう、誰にも渡さない」

「………！！」

　先輩は。

　嘲あざ笑わらう勝者、月見里を睨にらみながら。

　目め尻じりから、大おお粒つぶの涙なみだを……こぼしながら。

　首を、横に振ふった。

「あっそう。じゃあ、今ここで死んじゃえ。窒息死なんてつまらないなら、わたしが直接壊こわしてあげるわ」

　先輩の瞼まぶたが、閉じていく。

　意識を……失ったんだ……。

　げほっ。

　また、鼻と目から、血が。

　身体からだが鉛なまりのように重い。

　まるで、動かない。

　俺の身体じゃないみたいだ。

　活動の限界。

　全身の神経が、切れてしまったかのように。

　全身の細さい胞ぼうが、くたばってしまったかのように。

　でも。

　それでも。

　俺の、意志だけが。

　俺の身体の叫さけびを、拒きよ絶ぜつしていた。

「永遠にさようなら、大道寺部長さん」

「……月見里……やめろ……！」

　飛びだしていた。

　動いた。

　動かない身体を、突とつ進しんさせていた。

　先輩と月見里の間に、割って入った。

　ナイフを摑つかもうと、手を翳かざした。

　包帯を巻いていたほうの、掌。

　掌にナイフが突つき刺ささって、貫かん通つうする。

　血。

　月見里の能面のような顔に、紅あかい血が飛び散る。

　俺はもう一方の手でナイフを握にぎった月見里の手首を摑み、突進を阻はばむ。

「智弘。どうして邪魔をするの。わたしのこと、嫌いになったのっ？」

「月見里。俺はもう……二度も、先輩を失いたくない」

「…え…!?」

「そんな悲ひ惨さんな現実には、耐たえられない。俺は一度、失ったんだ。もう二度と失いたくない、と思った。だから俺はずっとゾンビのふりをして生きてきた。誰も彼もを拒こばんできた。俺の〝半径三メートルの世界〟に決して誰も入れないように、頑がん張ばってきた。杉原珠恵も。井手有珠も。みんなみんな、俺が。俺自身が拒んできた。関かかわり合いになることを拒きよ否ひしてきた。はじめから誰とも交わらなければ、なにも失わなくてもいい。そして、その結果がこれだ。リスクを抱かかえ込まなかった。危機を回かい避ひした。おかげで俺は生きてこられた。俺だけが、無傷のまま生き延びられた。ただ一人で。そんな、どうしようもない悲惨な現実だけが残った。でも、もう……もう、ダメだ」

　ああ。

　失いたくないなんて、お笑いぐさだ。

　何も手に入れていないのに、触ふれてさえいないのに、失えるはずがない。

「井手有珠を見捨てるなんてできない。こいつの、こいつのたった一つの願いは、俺と友達になる、そんなちっぽけなことだったんだろう？　それなのに、その俺に裏切られるなんて、あまりにも酷ひどすぎる。俺はそんな物語なんて見たくない。聞きたくない。ましてや、この俺自身がそんなバッドエンドの幕を引く張本人だなんて、耐えられない。それに、光紗先輩は」

　光紗先輩は。

　いつもすぐ近くにいるようでいて、それなのに手を伸のばしても届かない。

　それはまるで、湖面に浮うかぶ月の影かげのように。

　それでも。

「……先輩はとにかく面めん倒どうくさくてヘンなヤツだけど。俺の顔を見たら呪のろってくるし、襲おそってくるし、一いつ緒しよにいると生きた心ここ地ちがしないし、二度も殺されかけたし、とにかく俺の人生は先輩のおかげで最悪としかいいようのない毎日だ。でも、それでいいんだ。それでいい」

　だって、俺には。

「俺には、何もできないんだ。先輩を救うことが、できないんだ。どうすればいいのか、判わからない。きっと。俺はきっといつまでも先輩の隣となりに並び立つことができないんだろうなと気づいて、胸をかきむしりたくなることだってある。何もかもリセットしたくなることだってある。でも……それでももう、俺は先輩に関わってしまった。俺のせいで失いたくはないんだ。俺が何も決断しないばかりに誰だれかが不幸になっていく光景を見せられるなんて、もう耐えられない。だから……だからもう、やめてくれ。頼たのむ……頼むよ」

　憑つかれたように、言葉が漏もれる。

　どこまでが本心で、どこからが演技なのか。

　俺にも判らない。

　判らないということに、しておこう。

　明らかに、心神耗こう弱じやく状態。

　責任能力、なしだ。

　それなのに月見里は。

　俺の手に突き立てたナイフから、指を離はなして。

　……膝ひざをついて、俺の足あし下もとに、座りこんで。

　……

　俺を見あげながら。

　悲しげに、優やさしげに、微笑ほほえんだ。

　その顔は……

　人形の顔なのか、人間の顔なのか。

　もう、そんなことは、俺にはどうでもよくなっていて。

　ただ。

　月見里に取り憑いていた狂きよう気きの影は、完全に消え去っていて。

　俺の目の網もう膜まくに映る月見里の身体からだが。

　うっすらと、輝かがやきはじめて。

「そっか。やっぱり……智弘はわたしが思っていたとおりの人だったわ」

　これは。

　月見里真稀名の遺ゆい言ごんなんだ、と気づいた。

「でも……もうあなたの心には、先客がいたのね。残念だわ。はじめに、教えてほしかったな」

「……う、う……けほ、けほ……」

　背後で、先輩が呻うめく声。

　……死ななかった。生きていた。間に合った。

　そして、俺は。

　今回も。

　月見里真稀名を、選ばなかった。

「……智弘。わたしがもし、ほんものの人間だったら……わたしを選んでくれた？」

「いや……同じだ。人間でも人形でも、関係ない。たぶん、お前が姉貴を十兵衛に襲わせた時点で……その選せん択たく肢しは……ほとんど消えかけていた。そして、先輩を……殺そうとした時点で……すべてが、終わったんだ」

「……そっか。そうだよね。その人とわたしとじゃ、情熱のベクトルがまるで正反対だものね。その人のほうが……ほんものだったのかな。二度までも、智弘のために自分の命を投げ捨てるなんて……ね」

「いや。先輩は、ただ早く死にたがっているだけだ。俺は……関係ない。ただの……死ぬための、口実だ。俺は。それ以上の存在には……なれない」

「智弘のそういう言葉はもう、信じてあげない」

　光紗先輩の口を塞ふさいでいた、月見里の片かた腕うでが。

　ごとり、と床ゆかの上に落ちた。

「でもね……それなら、わたしにも……できるよ。智弘の〝力〟を。命を……返してあげる」

　もう。

〈月見里真稀名〉という存在は。

　自らの意志で、消しよう滅めつしはじめていた。

「……わたしを……人間にしてくれて……ありがとう」

　少しずつ、首がさがっていく。

　頭が、項うな垂だれていく。

「……智弘。名字クイズの答えは……判わかった？」

　ああ。『いえしき』、だろ？

「……外れ……『いえしき』……と見せかけて、実はそんな名字は存在しないの。ネットに流されている、ただの都市伝説でした。それがオチ」

　そうか。

「……はじめから『いえしき』なんて女の子は、いなかったのよ……わたしの中に、〈私〉は存在しなかった。智弘は、夢を見ていただけ。だから、もう……わたしのことは、忘れて……いいよ」

　無理を……言うなよ。

　ゆっくりと。

　ゆっくりと、月見里のセルロイドの身体を。

　真っ白い氷の結けつ晶しようが、覆おおいはじめていた。

　凍こおっていく。

　月見里真稀名の身体が、無数の氷の結晶に包まれていく。

　もう、俺の手の届かないところへ、行ってしまう。

「……月見里真稀名。あなたは、ただの……ゾンビよ」

　よろめきながら、起き上がってきた光紗先輩が。

　縫ぬいぐるみを、月見里の額に当てて。

　祓はらいの言葉を、詠えい唱しようする。

「井手有珠の、身代わりにすらなれなかった……失敗作。だから、だから、もう……用済み……だわ」

　そんな、間ま違ちがった詠唱なのに。

　何ひとつ、正解できていない言葉なのに。

　雪の結晶に覆われた、月見里真稀名は。

　俺と光紗先輩の顔を交こう互ごに見つめて、そして寂さびしげに微笑ほほえみながら……

　最さい期ごに、その小さな口から。

　ほう、と白い息を……吐はき出して。




　……物言わぬ人形に、還かえった。










　俺は、光紗先輩に「人形供く養ようを行うから、部屋から出ていなさい」と促うながされて病室の外に出た。

　椅い子すに腰こし掛かけ、自分の掌てのひらからナイフを抜ぬき取っていると。

　病室から……

　ガシャンッ！

　グシャッ！

　ドカッ、ドカッ！

　……絶え間なく続く凄すさまじい破は壊かい音と、そして、光紗先輩の口から発せられる恐おそろしい呪のろいの言葉が漏もれ聞こえてきたような気がした。

　気がしたが、注意力を逸そらして聞こえないように努力した。

　まったく、おっかない女だ。

　一刻も早く、縁えんを切りたい。

　まあ、これで井手有珠の身体活動停止だけは、免まぬかれた。

　室内から破壊音が聞こえなくなってから、俺はちょっとだけ病室に戻もどった。

　金属バットを片手に仁に王おう立ちして「ぜえ～っ、ぜえ～っ」と息を荒あらげている光紗先輩の前を「お疲つかれさま」の一言で通してもらって。

　ベッドの上で静かに寝ね息いきを立てている、井手有珠の顔を最後にもう一度だけ覗のぞきこんだ。

　井手有珠。

　今は会えなくても。

　人類の科学技術は、とりあえずまだ進化している。

　世界はだらだらと滅ほろびつつあるが、光紗先輩のような執しゆう念ねん深い人間がしつっこく生きている限りは、もうしばらく人類は絶ぜつ滅めつしないのかもしれない。

　だから。

　もしかしたら、いつかどこかで……また、会えるかもしれないな。

　でも今は、ここでお別れだ。

　ごめんな。

「俺、戻らなきゃいけない〝世界〟があるんだ。行こう、光紗先輩」










　無人のロビーへ出た。

「急きゆ患うかんがいるというのに、誰だれもいないのかしらこの病院は」

「ああ。ここは救急医い療りよういっさいお断りの完全予約制だからな」

　だから、深夜になると照明も入らないのさ。

　正面入り口の自動ドアが動いていたことだけは、解げせないが。不用心にも程ほどがある。

「仕方ないわね。傷が化か膿のうすると厄やつ介かいだから、私が応急処置をしてあげるわ。これは特別サービスよ、もう二度としてあげないからそのつもりでいなさい」

　先輩に促され、順番待ちの患かん者じやが座るために備え付けられている大型ソファーに座る。

　隣となりに先輩が座ってきて、血に塗まみれた俺の手を、舌先で舐なめはじめた。

「またか。ツバつけりゃ殺さつ菌きんできるなんて思うなよっ？」

「これは唾だ液えきではないわ。聖せい膏こう、つまり聖別された神聖な油よ。私は〝病者の塗と油ゆ〟なるカトリック七大秘サクラ蹟メントの一つをキミに授さずけてあげているのよ。涙なみだを流して感謝してほしいわね」

「それって、あれだろ？　臨終の床とこについているヤツに、司祭が油を振ふりかけて『あなたは救われました』だの何だのと気休めの台詞せりふを述べるっていう茶番だろ？　縁えん起ぎでもない。俺は罪など告白しないからな」

「黙だまっていなさい尾津智弘。まがりなりにもこの私の美び貌ぼうを守ろうとしてナイフで傷つけられたキミを哀あわれでぶざまな小動物だなと同情してあげたからこそ、ありがたい秘蹟を授けてあげているというのに」

「それはそれはもう涙が流れそうなくらいにありがたい」

「あくまでも痛みと感染を抑おさえるための応急手当だから、明日の朝にはとっとと病院で治ち療りようしてもらいなさい」

　先輩に舐めさせていると、また傷の回復が遅おくれるんじゃないかという予感もあるのだが、確かに傷口にそっと舌を這はわされると不思議なことに痛みがすうっと和やわらいでいく。

　別に俺が頼たのんだわけじゃないし。

　しばらく、好きにさせておこう。

「念のために私の部屋でキミに呪しゆをかけておいたのが間ま違ちがいだったわ。もしあんな余計なことをせずに傍ぼう観かんしていたら、私が人形の『奥の手』ごときに殺されかけることもなかったし、だいいちキミは今ごろ人形に取り殺されていたでしょうに。私がこんな犬みたいな姿を晒さらすこともなかったでしょうに。ほんとうにほんとうに最悪だわ」

　その割には、ずいぶんとかいがいしくしてくれるんだな。

「脳に過か剰じような負荷がかかっていたせいで、俺は吐と血けつしたり鼻血を流したりしていたわけか」

「まるで牡ぼ丹たん灯どう籠ろうね。人形に夢中になって、命を吸い取られていたなんて。ほんとうにキミは愚おろかだわ。おまけに、こんなに酷ひどい怪け我がまでして。ああもう、いったい私が何をしたというの？　私はどうしてキミのためにいつも危険に巻きこまれたり、後始末をさせられなければならないの？　私はキミの保護者でもなんでもないのよ、むしろキミの怨おん敵てきなのよ。それなのに……ほんとうに迷めい惑わくだわ。どれだけ私に甘えれば気が済むのかしら」

　なあ。俺の無能ぶりを徹てつ底てい的に罵ののしるか、俺の怪我を献けん身しん的に治療するか、どっちかにしてくれ。俺はどう対処すればいいんだ。

「つまり最終的にあの人形に〈私〉を与あたえて暴れさせた張本人は、尾津智弘。キミなのよ。笹木も何か気づいているみたいだったけど、キミの相手をすると何かと厄介事に巻きこまれるから無視してたみたいね」

　見み逃のがしてくれていたのかな？　さすがは笹木だ。なにしろ俺のバックには、こんなにおっかない魔ま女じよがついているからな。及および腰ごしになって当然だ、はっはっは。

「なあ先輩。真しん剣けんに答えてくれ。噓うそは、なしだ。結局、俺は……井手有珠の複製コピーでしかない人形を相手に独り言を喋しやべっていた……だけだったのか？　あいつは……月見里真稀名は、ただ井手有珠から引き写された記き憶おくや感情を、ゾンビのように自動反復しているだけだったのか？」

「ふふっ。判わかっているくせに」

　光紗先輩は、ほんの少しだけ、ほんとうにほんの少しだけいつもよりも優やさしい眼まな差ざしで、俺を見つめてきた。

「魔オリ女ジナのルコ人ピ形ーとはいえ、彼女には自律的な意思があったわ。キミとの交流の中で、彼女はいつしか〈私〉を感じられないゾンビという状態を超ちよう越えつしていた。だから彼女は生物学的な定義としては人間だったとは言えないけれども、キミにとっての〝他者〟であったことは請うけ合うわ」

　そうか。

「キミの淡あわい初はつ恋こいは、自作自演の道どう化け芝しば居いではなかったのよ」

　光紗先輩に、頭を撫なでられた。

　ここぞとばかりに、先輩ぶりやがって。

「まあ、初恋だったと言い切る自信はないけどな。だってまだ、何も始まっていなかったんだ……これからだったのに……返事も、していなかったのに。あいつの質問にも、あいつの願いにも、まだ何も答えていなかったのに」

　ぎろり。

　……突とつ然ぜん不ふ機き嫌げんになった先輩が、俺を刺さすような目で睨にらんできた。

「……ああ、そうなの。もう黙りなさい。うざったくて、聞いていられないわ。キミみたいな甘ったれたお子様には、恋れん愛あいなんて百万年早いのよ」

　なぜ急に怒おこりだすんだろう、なんて疑問を感じるよりも前に。

　突とつ発ぱつ的に、前まえ触ぶれもなく。

　かぷっ。

　傷口に、嚙かみつかれた。

　でも……今回は、歯を立てられることはなかった。

　どちらかというと、俺の手を咥くわえているだけ、かな。

　俺は。

〝半径三メートルの世界〟に他人を入れた。

　ほんのつかの間、良い夢を見た。

　でも結局は、ぐちゃぐちゃになった。

　ドロドロに。

　滅め茶ちや苦く茶ちやに。

　俺も姉貴も先輩たちも、襲おそわれた。

　あやうく殺されかけた。

　月見里を生かすことも、井手有珠を目覚めさせることもできなかった。

　さぞかし、俺のハートは傷ついているのだろう、と思いきや。

　そうでもない俺がいる。

　光紗先輩といると、なんとなくな。

　あらゆる意味で、この人から我が身を守るのに手て一いつ杯ぱいになっちまうからかもな。

　まぁ、礼ぐらい言っておくか。

　先輩の形ばかりの嚙みつき攻こう撃げきが終わるのを見届けてから、俺は口を開いた。

「……光紗先輩。ありがとう」

「烏賊いか臭くさいわね。そこは、ごめんなさい光紗先輩、どうかお許し下さい、と号ごう泣きゆうしながら額を床ゆかに擦こすりつけて土下座する場面でしょう」

　俺があんたに何を許してもらうというのだ。

「先輩。魚臭い、の間違いだろう」

「キミの人間性から染しみだしてくる悪あく臭しゆうは魚よりも烏賊のそれに似ているわ。なんというか、キミの身体からだからは低級なタンパク質が腐くさったみたいな臭においが漂ただよっているのよ」

「良いい匂においだと褒ほめてくれる女の子もいたんだぞ」

「それはそれは。その子はよほどの烏賊好きだったのね」

「そういえば姉貴は、たこ好きだな」

　でもさ。

　俺の〝力〟って結局、何の力なんだ？　月見里はどのような〝力〟であれ、単純に吸い取って自分を維い持じするために使っていたけれど。

「ほんのちょっと吸われたくらいでたちまち脳が壊こわれそうになる程度のちゃっちいものでしょ？　どうせたいした力じゃないのだから、どうでもいいじゃない」

　でもまあ、気にはなるな。だってもし「女の子の着き替がえを覗のぞく力」だったりしたら、一大事だろう？

「そうね……これはあくまでも私の推測にすぎないけれど……もしかしたら、キミの力は……忘れない力、かしらね？」

　なんだそれは。まあ確かに、イマジンの〝祓はらい〟を目もく撃げきしても、俺はそれまでの体験をまるで忘れられないわけだけれどな。でも、それだけの力？　何のために、そんな力があるんだ？

「要は、子供ってことよ。精神年ねん齢れいが幼すぎるのよ。大人なら忘れられることでも、いつまでも忘れない。そういうベタベタなロマンティストの力……なのかもね」

　ふうん。

　まあ、いいか。

「そこまで判わかったのなら……そろそろ俺を祓えそうになってきたか、先輩？　後は、俺に憑ついているキャラクターを割り出すだけだろう？」

「あら。キミは祓わないわ。だって、祓われたらキミは私のこと忘れちゃうのよ。祓ったらそこでお別れなのよ？　そんな結末って、あまりにも悲しいわ。せっかくこの広い〝世界〟であなたというかけがえのある人と出会えたのに」

　かけがえがあるのかよっ!?

「お望みなら、虐いじめがいがある人、とか、からかいがいがあるヤツ、とか、一家に一匹ぴき飼っておきたい愛あい玩がん動物、と訂てい正せいしてもいいわ。それとも……『キミほど私のストレス解消に役立つデク人形はまたと見つからないわ。通常なら二時間ともたない私の罵ば詈り雑ぞう言ごん攻こう撃げきにも嚙みつきにも二ヶ月の間あっさり耐たえてみせるなんて、これはこれはまたとない極ごく上じようのマゾ少年だわ』……これくらい褒めてあげればご満足かしら？」

　すみません。「かけがえがある人」でいいです。

　さて。

　傷の痛みも消えたし、そろそろ帰るか。先輩。

　うん？

「おい。怪け我がしたほうの腕うでがぴくりとも動かないぞ。どうなってるんだ」

「あら、少々秘サクラ蹟メントの効果がありすぎたのね。まあ脳の神経まで麻ま痺ひしていなければ大だい丈じよう夫ぶでしょう、死にはしないわ」

「とんでもない女だな。やっぱり先輩のツバって、猛もう毒どくなんだろ」

「聖膏よ。寝ねている途と中ちゆうで効果が切れて傷が痛み出すよりはいいでしょう？　感謝しなさい」

　俺は光紗先輩の肩かたを借りて立ち上がり、出口へと向かった。

　病院の出口で、もう一つだけひっかかってることについて尋たずねてみた。

　月見里の最後の言葉だ。

「もう俺の心に先客がいたって……どういう意味だったのかな？」

　光紗先輩は、心の底から嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「ほんとうにそんなことも判らないの？　彼女が現れた時にはキミの心はもう、すっかり私の虜とりこだったということよ。私たちが初めて出会ったその瞬しゆん間かんからね」

　まさか。何かの冗じよう談だんだろ。

「当たり前よ。冗談に決まっているでしょう」

　オチを付けるその瞬間まで、実に爽さわやかな笑え顔がおだった。

　……あ……。
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　俺は、その笑顔に。

　吸いこまれそうに、なった。

　もちろん、魔まが差しただけだった。

　次の瞬間には、顔を真っ赤にして怒おこりはじめた先輩に罵ば倒とうされていた。

　きっと俺のリアクションが悪かったんだな。ボケに対しては突つっ込みを入れなくちゃ。反省。

「な、何よ、その蕩とろけそうな笑顔は。まさか尾津智弘、人形に失しつ恋れんした埋うめ合わせに次は私に恋こいをしようとか言いだすんじゃないでしょうね？　冗談じゃないわ。私は人形なんぞの身代わりになってあげるようなお安い女じゃないのよ。私には、どう安く見積もってもキミが稼かせいでくる生しよう涯がい賃金三十回分くらいの値打ちがあるのよ」

「いったい何さまのつもりなんだ」

「私は、大道寺光紗さまよ。出会った少年を次々と虜にしてしまう、罪深い魔女なのよ」

「俺は先輩の虜になったんじゃなくて、拉ら致ち監かん禁きんされて拘こう束そくされているだけだ。字じ面づらはほとんど同じだが、ニュアンスが大いに違ちがう。それに、無い胸を反らされて威い張ばられてもな」

「ふんっ。しょせん西洋人形マニアのキミには、日本的なわび、さびの精神を具現化した私のプロポーションの美しさが理解できないのだわ」

「日本の美意識ってマイナスの美学だからな。引き算の美しさっていうか、何も無いところに美を勝手に発見するというか」

「ここが踊おどり場だったら、もう一度キミを突き落としているところだわ。今度こそ受け身を取れないよう、念入りにね」

　少しは悲しみに浸ひたりたい気分なのに、この人と一いつ緒しよにいると落ちこんでいる閑ひまがない。

「まったく……キミみたいなおしっこ臭くさいガキの相手なんてやっていられないわ」

「だからなぜっ!?」

　先輩はその後も理り不ふ尽じんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを言いたい放題、俺に浴びせるだけ浴びせ終えると。

　反はん撃げきの言葉を考え中の俺を置き去りにして、さっさと一人だけ、病院から出て行ってしまった。

　長い黒くろ髪かみを、靡なびかせながら。

　その後ろ姿を見送りながら。

　ほんの。ほんの一瞬。

　プールの水面に映りこんだ……蒼あお白じろい月の影かげに。

　いつかきっと、俺の指が届くんじゃないか。

　そう思った。







　その後。病院を出たところで駆かけつけてきたちこりとサナギに出くわして、ちこりが「どうして一人で勝手に出動したのよバカっ」と光紗先輩の頰ほおを打ってわんわん泣きだしたりしたとか、光紗先輩がとても嬉しそうにちこりに抱だきしめられていたりだとか、でもちこりの力が強すぎて先輩の腰こしから「ぐき」というイヤな音が響ひびいてきたりとか、サナギがその二人の周りを衛星のようにまめまめしく周回していただとか、ところが棺かん桶おけを曳ひいていたのでたちまち息も絶え絶えになってアスファルトの上にごろりと倒たおれてぴくぴく痙けい攣れんしただとか、まあちょっとしたお笑いイベントが続いたわけだが。

　駅前で先輩たち三人と別れた俺は、すっかり柔やわらかくなってしまった「解かい凍とうたこ焼き」が入ったコンビニの袋ふくろをぶらさげて帰宅した。

　玄げん関かん先さきに、玲於奈の出で迎むかえはなかった。もう深夜だから、寝てしまったかな？

　二階に昇のぼってみる。

　江来栖が割った窓ガラスはきちんと掃そう除じされて片付いていたが、窓まど枠わくにはガラスは嵌はめられておらず、代わりに「殺す殺す殺す」とプリントされたファックス用紙がガムテープで貼はり付けられて即そく席せきの壁かべになっていた。他ほかに貼るものはなかったのか。

「姉貴、起きてるか？　たこ焼き、レンジで温めてきてやったぞ」

　返事がない。

　だがドアの隙すき間まから光が漏もれていたので、俺は心の中でノックをしたつもりになって部屋の中に入ってみた。

　姉貴は、和服を着てベッドにうつぶせになったまま、ノートパソコンの画面とにらめっこしてキーを叩たたいていた。

　おおむね、ネットオークションで門外漢の俺から見れば実にどうでもよさそうなマイナーな書しよ籍せきを落札しようとしているんだろう。

　こんなにネットに夢中になってるんじゃ、俺の声は聞こえていないな。

　というわけで、今日の「本日の尾津智弘」はお休みです。

　仕方なくベッドの脇わきのサイドテーブルにたこ焼きとお茶を置いて、退散しようと……

　……おや？

　ちらりと見えたノートパソコンの有機ＥＬ画面に、どこかで見たような気がする文字列が並んでいたような……？

「ちょっと待て。何を書きこんでいるんだ、さっきから」

　覗のぞいてみた。

　姉貴が開いていたサイトは、

〈今久留主高校生徒のための裏掲けい示じ板ばん〉

　だった。

　で、このゴクツブシが書きこもうとしていた文章は。

〈今日の尾津智弘情報！　実の姉を監かん禁きんしてＤＶして強制猥わい褻せつして強制排はい泄せつさせていることまでは報告したよね！　今日はねえ、また凄すごい大ニュースを摑つかんだんだよ！　情報源はヒミツさっ！　尾津智弘ってばねえ、ついに自分の実の姉を……は・ら・ま・せ・た・んだって！　きゃ～っ、とうとうやっちゃったねえ。人でなしの恋とはまさにこのこと♥〉

　俺は動いているほうの手で姉貴の髪の毛をひっつかみ、力ずくで無理やり俺のほうを向かせた。

「おい」

「あ～、ちひろくん。おかえり～♥」

「こら、さりげなくパソコンを閉じるな。何を書きこもうとしていたんだ、お前は」

「……えっ？　な、な、何のことかな？」

「この目でしかと見たぞ。今さらとぼけても無む駄だだ」

「あ、ああ、そうなんだぁ……その……あの………てへっ？」

　舌をぺろっと出して横を向いたくらいで済むと思うなよ。

「なるほどな。最近学内を飛び交かっていた俺の悪い噂うわさは、すべてここから発信されていたんだな」

「う～ん。だってぇ、ちひろくんのお話、最近展開がマンネリだったんですもの。何かこう衝しよう撃げき的な展開がほしくなっちゃってぇ。こーゆースキャンダラスでエロっちい女絡がらみの噂をばらまけば、余よ裕ゆうかましている大道寺部長も自分の気持ちに気づいて慌あわてはじめるんじゃないかなぁって……そうなのよ。すべては、わたしの暇ひまつぶしのために。そゆこと」

　ぽか、ぽか。

「ごめんなさいごめんなさい。もうしませんっ。だからもっと。もっとお姉ちゃんのことぶって、ちひろくぅん。お姉ちゃんはちひろくんにどんなに虐いじめられても、決してちひろくんへの愛を忘れないよっ！　これは試練？　愛を確かめるための試練なのね～？」

　あああああっ。いったいどうすれば制裁できるんだ、このダメ姉はっ!?

　この上は、絶対にやっちゃいけない禁じ手を。家庭内虐めを実行に移してやる。

　これでどうだ。

　さあ、泣け。

「もう俺は怒おこった。罰ばつとして、俺よりも大切なお前のたこ焼きを全部俺が食ってやる。ぱく、ぱく、ぱく」

「ひゃああ～っ!?　酷ひどい、酷いよちひろくんっ!?　それだけは、それだけはガチでやっちゃあダメなんだよ～！」

　ちっ。結局、たこ焼きボッシュート攻こう撃げきしか無いのか。

「ふっふっふっ。ごちそうさま。美味うまかったぞ」

「うぐううっ。ひ～ん」

　泣かせた。

　勝った。

　……ひきこもりニート姉を相手に何をしているんだ、俺は。

　空むなしくなった。

　ベッドを背もたれにして、腰こしを下ろした。

「俺たちに必要なものは闘たたかうことではなく愛し合うことだったかもしれないな。もう寝ねる」

「だめだめ。今日のお話を喋しやべってからだよ、ちひろくん。さもないと学校の裏掲示板に、ちひろくんの悪い噂を流しちゃうよ？」

「もう流してるじゃねえか……さて、それじゃどこからはじめる？　今回は珍めずらしいことに玲於奈も特別出演しているんだな、そういえば」

「ああそうそう。そーいえばしばらく前に、大道寺部長から電話があったよ。二時間ほど前だったかな、それまでの経けい緯いを簡単に説明されてね～」

　俺が杉原とコンビニで買い物していた頃ころの時間だな。

「そのあげく『弟さんが今どこにおられるか判わかりませんか、携けい帯たいを忘れていったので連れん絡らくがつきません、一刻も早く知らせなければならないことが』って電話越ごしに騒さわぎだすんだから、ほんとうにうざかったよ。知るかボケうちには帰ってきてねえよって啖たん呵か切って電話も切ってあげたよ」

　ひでえことするな。お前、絶対に呪のろわれるぞ。

「うそうそ。お姉ちゃんがちひろくんのピンチを面おも白しろがって高みの見物を決めこむわけないでそ？」

　いつも決め込んでるじゃねえか、年間予約席に居座り続けて。

「ほんとは、まだ先があるのっ。江来栖さんが呟つぶやいた〝ハラグチ２１３〟って何のことだか判りませんかって聞かれたから、『そりゃたぶん原口総合病院のことだねえ。ちひろくんはワルぶってるけど実はとっても気弱なおセンチさんだから、その病院の２１３号室に人形の所有者だった子が入院していると気づいて会いに行ったんじゃないの？　で、チェーンソー振ふり回し系ホラー映画のお約束に従って今ごろは実は生きていたラスボスと遭そう遇ぐうして切り刻まれてると思うよ。ぎゃは』と正直に答えてあげたよ？」

　そうか。玲於奈……俺もお前を呪いたくなったんだけど、いいか？

「おかげで先輩、一人で駆かけつけてきて危なかったんだぞ。俺はこんな怪け我がするし」

「あらそう？　副部長と書記にも電話で情報回してあげたんだけど。やっぱり間に合わずに返り討うちにあっちゃったんだ、あの部長」

「いや、なんとか祓はらったよ」

「そーなんだ。しかし今夜はほんとに楽しかったよ～。日ひ頃ごろは冷血人間ぶってる小こ娘むすめがわんわん泣き叫さけんで怯おびえる姿って、電話越しにも最高の見せ物だったね～」

「泣き叫ぶ？　誰だれが？」

「だから、大道寺部長だよ。ちひろくんはもう切り刻まれて肉にく塊かいになっちゃったと思うよ、あの人形にメロメロだったからきっと無む抵てい抗こうのまま殺されちゃったでしょうねっ、それがちひろくんという男だよ愛が深いよね～ってからかってあげたら、それはもうキャラぶれを通り越こして人格崩ほう壊かい。『いや。いや。いやぁ。智弘死なないで死なないで私を置いて行かないであなたまで逝いってしまったら私もう生きられないお願いですマリアさま智弘をお守り下さい智弘を私に返してください今度こそ大切にしますもう虐いじめたりしませんちゃんと素す直なおにあの子に優やさしくしますこれまでのことも謝りますお礼も言います私がどれだけ彼に感謝しているか癒いやされているか救われているか全部全部正直に彼に告白しますこのままヘンな女だと思われたままお別れなんて絶対にいやですですからどうか私に智弘を返してくださいお願いしますお願いしますお願いします（中略）』ってわんわん泣いて叫んで、完全にぶっ壊こわれちゃったんだからそりゃもう病院へ向かわせるまでが大変だったよぉ。わたし、ひょっとして知らず知らずに地じ雷らいスイッチでも踏ふんじゃったのかねぇ。ふはっ」

　こらこら。先輩にそっくりな声こわ色いろを使ってむちゃくちゃな噓うそをつくな。それ95％ほどねつ造だろ？　だいたい最後、ちこりになってるし。

「いやぁ、壊れた部長はぞくぞくするほどかわいかったね。お姉さんは超ちよう萌もえたよ。楽しかったからまた部長に追い込みをかけてみようかな、なんなら二十四時間壊れっぱなしキャラってのも斬ざん新しんでアリかもよ。うぇっへっへっへっ」

　ぽかぽか。

「いったぁい。今のは、本気でぶったでしょっ？」

「いや。俺が本気で殴なぐったら、今ごろ姉貴はお星様になっている」

　してやりたいけどな。北ほく斗と七しち星せいの脇わきにひっそりと輝かがやく死し兆ちよう星せいに。

「そーなの？　ちひろくんの手で天に召めされるなら、我が生しよう涯がいに一いつ片ぺんの悔くいなしだよ！　お星様にして、して」

　イヤなこった。俺よりも長生きして、ひたすら地の底を這はえ。

「ま、これで一気に部長ルートが進展しただろうから、お姉ちゃんに感謝してみそ」

「だから、俺と先輩はそんな嬉うれし恥はずかしルートには入っていないし今後も入らないと何度言ったら」

「あれ～？　もしかして、ちひろくん……ほんとは、人間の女の子と恋れん愛あいしたいの？　ＮＰＣ至上主義だとばかり思ったけど」

　まあ、それはそうかもな。

　人間だろうがＮＰＣだろうが、そんな言葉の定義はどうでもいいんだけどさ。でも相手が〈私〉を持っていないゾンビじゃ、ちょっとな。

　……ちぇっ。

　恋愛は癖くせになると言うけど、ほんとうかもな。

　つい、想像してしまう。

　俺と………とが、どこかで見たことのある部屋の中で、何も起こらない平へい穏おんな時間を静かに過ごしている、そんな光景を。

　って、おいおい。どうしてあの女なんだ？

　まあ。明日になれば、元の俺に戻もどっているさ。

　体温の低さにだけは定評のある、〝世界〟の傍ぼう観かん者しやに。

　それで、いいんだ。

「ねえ。真しん剣けんに聞いて、ちひろくん」

　姉貴がえらく真面目まじめな顔つきになって、床ゆかの上に降りて正座してきた。

　そして、俺の手を取る。

「なんだ？」

「知ってると思うけど、ほんものの〝世界〟は……この部屋だけなんだよ？」

　しまった、決め台詞ぜりふを言わせてしまった。

　絶対に、ろくな展開にならないぞ。

「……だから？」

「だから、この世界に人間は、わたしとちひろくんの二人だけ！」

「そうだったのか……」

[image: ]

「そうだったのよ。つまり……人間の女の子と恋愛したいのであれば、ちひろくんはお姉ちゃんと恋愛するしかないんだよっ！」

「なるほど、そう来るか」

　きりりとした表情は、たちまち脱だつ力りよく系けいの笑え顔がおに戻り。

　ぼふっ、と抱だきつかれた。

　まったく。

　この姉は。

「ちひろくぅん。新世紀のアダムとイブになろうよう。イブだってアダムの肋あばら骨ぼねから作られた姉なんだからっ！　日本列島を産んだご両親だって、イザナギとイザナミの姉きよう弟だいなんだからっ！」

　ほんとうに。

　どうしようもないな。

「ちひろくん、好き好きっ」

　鬱うつ陶とうしいこと、この上ない。

　一日くらい、こいつの存在を忘れて生きてみたいもんだ。

　杉原珠恵の暴走も。

　月見里真稀名の崩ほう壊かいも。

　井手有珠の現在も。

　大道寺光紗の過去も。

　なにもかも。

　認めたくない〝世界〟のいっさい。

　取り返しのつかない過去のすべて。

　そして、見たくない現実のぜんぶ。

　すっかり、忘れてしまえたら。

　俺はもっと、気分爽そう快かいに生きていられるかもしれないのに。

　でも。

　俺はきっと、これからも。

　忘れずに生きていくのだろう。

　だって。

　せめてそれくらいのことしか、俺にはしてやれないんだ。

　秘サクラ蹟メントを起こす力を持てなかった、この俺には。

　誰だれも救うことのできない、この俺には。

　せめて、観察して、記き憶おくして、そして祈いのってやることしか、できないんだ。

　俺自身が、〝世界〟に押し潰つぶされずに生きていくためにも。

　せめて、それくらいは、俺にだって許されているはずだろう？

　だから。

　忘れる力を持つことが、イコール大人になること、なのだとしたら。




　俺は、そんなものにはなりたくないな、と思った。







　あとがき







　三十代も後半を迎むかえますとさすがに小説のあとがきで衒げん学がく的な思想ごっこをやらねばならない理由はないのですが、この物語のテーマの一つに「哲学的ゾンビ」なるものが組み込まれていますので、とりあえず哲学的ゾンビに関する僕の考えを少しだけ記しておきたいと思います。

　哲学的ゾンビとは、行動だけを観察すれば人間とまるで同じ自じ我がを持っているかのようにふるまっているが、実は人間が持っているべき自我を持っていない存在のことです。ついでに、脳神経系統の構造までもが人間とまるで同じだけれども、それでもなお自我を持たない哲学的ゾンビなるものも考案されているようです。

　もちろん、そのような難解な概がい念ねんをこねくりまわしている哲学者自身も、哲学的ゾンビなるものが現実の世界に実在するとは思っておらず、これはつまり閑ひまを弄もてあそぶ人々による一種の概念遊び、言葉遊びです。まあ哲学と呼ばれるジャンルの多くはそういう類たぐいのものです。

　しかし、そもそも人間には主体的な自我などというものは最初から存在せず、「自分には自我がある」と感じている自意識じたいが錯さつ覚かくに過ぎず、人間もゾンビも同じ「機械」なのだ、という考え方もあります。もちろん、そのような物語を信じる人間は常に少数派ですが。

　いずれにしても、人間がゾンビなのかそれとも主体を持った特別な生物なのかを証明する方法はありません。言葉では何とでも言える、口先だけならどうとでも言えるからです。

　今回の物語には、人間の本質を行動のみによって規定しようとする車くるま椅い子す少女と、世界の正体とは観察者の主観が生み出した幻げん想そうにすぎないと考えているひきこもり少女が登場します。「誰だれが人間で誰がゾンビか」などという被ひ害がい妄もう想そうめいた疑ぎ惑わくを一度抱いだいてしまうと、この二人ともなんだかあやしく見えてしまうのですが、そのような自意識の無限循じゆん環かんを強ごう引いんに断たち切る「祓はらい」を行ってくれるもう一人の少女がいてくれるおかげで物語の主人公・尾津智弘はそのような「ゼイリブ」的な懐かい疑ぎに落ちこまなくて済むわけです。

　尾津玲於奈は自らの物語を持たず、ひたすら他人の物語を食い尽つくしていく「物語消費者」です。自らの物語を持たない者は、他者の物語を消費して摂せつ取しゆすることでその代用にしなければなりません。物語がなければ、自我は空中分解してしまうからです。浮うき袋ぶくろを持たない鮫さめが泳ぎ続けなければならないのと同じで、玲於奈は物語を消費し続けなければ存在できないのかもしれません。しかしその玲於奈にしても、無限に反復される凡ぼん庸ような物語、〈ワレオモウユエニワレアリ〉なる無明の煩ぼん悩のうとともに再生産され続けるティピカルなパターンの物語に飽あき飽きしています。凡庸な人間が紡つむぐ物語はほとんど常にティピカルで、「新しい物語」は滅めつ多たに出現しません。「物語破は壊かい者」である大道寺光紗の登場は、もしかしたら玲於奈にとっては暇ひまつぶしのための最良のイベントなのかもしれません。しかしながら、自分がゾンビなのではないかという強きよう迫はく観かん念ねん（すなわち懐疑的自意識）に憑つかれ、「物語渇かつ望ぼう者」として行動する月見里真稀名は、玲於奈にとってあまりおもしろみのある存在ではないのでしょう。まるで、鏡に映った自分の姿のようだからです。

　いわゆる中二病とは、無限に再生産されるティピカルな物語に対してネガティブな突つっ込み（すなわち、懐疑的自意識の自問自答）を入れて物語を全否定してしまう心的傾けい向こうのことを指すと僕は勝手に決めつけているわけですが、イマジンの物語に登場するキャラクターたちの多くは中二病をこじらせる余よ裕ゆうすらない面々、ゆとりのかけらもない追い詰つめられた境きよう遇ぐうにいる連中です。自らと同じ相そう貌ぼうを持つ「物語消費者」に己おのれの物語を摂取され続けるという不ふ遇ぐうな人生を過ごし、今にも重度の中二病を発病しそうな智弘もまた、実はどうしようもなく物語に憑かれている人間なのです。彼ほど物語を切実に求めている者は実に稀き少しようで、それ故ゆえに智弘は漆しつ黒こくの「物語破壊者」に魅み入いり魅入られる存在なのであり、中二病よりもさらに情けなくてカッコ悪くて恥はずかしい不治の病、いわば小二病を患わずらっているキャラクターなのかもしれません。それはつまり、作者の僕自身が回復不可能な小二病患かん者じやだというみっともない事実を身も蓋ふたもなく示しているわけです。
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